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近年、西の吉野ケ里遺跡、続いて東の三内丸山遺跡の相次ぐ発見は、私たちの弥生時代

や縄文時代の人々の生活に対するイメージを大きく変えてくれるともに、遺跡の精密な調

査が、これまで知られていなかった歴史の真実を明らかにしてくれることを教えてくれま

した。さらに国民のこうした遺跡への関心の高まりは、両遺跡の保存と整備へとつながっ

ております。仙台市内でも、富沢遺跡で発見された旧石器時代の森林跡と、炉を中心とす

る生活跡が、研究者や市民の注目を集めたことから保存・整備されることとなり、仙台市

富沢遺跡保存館「地底の森ミュージアム」として昨年秋に公開され、市民の皆様に好評を

頂いております。こうして保存・整備された遺跡や、発掘調査の出土品は、私たちの生活

をとりまく歴史的環境として、次第にその役割と評価を高めてきております。

現在、仙台市は都市の発展と、生活環境の整備にともなう各種の開発が行われ、関係す

る遺跡の調査が進められております。調査の進展にともなって郷上の歴史を書き換える新

たな事実が次々と明らかになり、大きな成果が得られております。今回刊行されます「中

在家南遺跡」では、弥生時代の木製品を中心とする多くの資料が発見され、当地における

弥生時代人の生活のイメージをよリー層膨らませてくれました。また、中在家南遺跡から

出上した木製農耕具は、東北地方を代表するものとして、すでに全国各地の博物館で展示

されております。

先人の残した文化財を保護し、活用をはかりつつ、後世に継承していくことは私たち現

在を生きる市民の責務と考えられます。本書が考古学研究の基礎資料として活用され、出

土品が多くの方々の歴史学習の資料として役立てば幸です。

最後になりましたが、調査ならびに本報告書の刊行に際しましてご協力 。ご指導を頂き

ました多くの方 ・々関係機関に心より感謝申し上げて序といたします。

平成 8年12月

仙台市教育委員会

教育長 堀 籠 克 彦



二一一日
1.本書は、仙台市教育委員会が実施した、仙台市荒井土地区画整理事業に伴う、荒井館跡・荒井畑 中遺跡・高屋

敷遺跡・押 口遺跡 。中在家南遺跡の発掘調査報告書である。

2。 本書は3分冊からなり、第 1分冊が各遺跡の調査報告書 (本文編)、 第 2分冊が分析と考察 (分析 。考察編)、

第 3分冊が写真図版 (写真図版編)と なっている。

3。 本書の編集は工藤哲司が行った。

4。 本文の執筆は、第 1分冊を工藤哲司が担当した。第 2分冊のうちの考察については、工藤のほか、弥生土器を

赤澤靖章、板状石器 (大型板状安山岩石器)を斎野裕彦が担当した。また、弥生石器について須藤 隆氏 (東北

大学)に、出土木材の樹種同定と関連事項について鈴木三男氏 (東北大学)に、動物遺存体について富岡直人氏

(東北大学)に考察をお願いした。

5。 第 2分冊の各種分析については、プラント・オパール分析,花粉分析,珪藻分析,ブロック・サンプルの種実

同定,放射性炭素年代測定を株式会社古環境研究所に、調査中に採取した大型植物化石を吉川純子氏に、弥生時

代の上墳墓の脂肪の分析を株式会社ズコーシャ総合科学研究所に、弥生時代の堆積土層から出土した歯を百々幸

雄氏 (東北大学医学部)に、遺物の付着物の成分分析をパリノ・サーブェイ株式会社にそれぞれ依頼して分析し

ていただいた。

6.第 3分冊の写真図版は主に工藤が編集したが、中在家南遺跡VI・ Ⅷ・Ⅸ区の剣片石器 。石核・石斧 。石庖丁の

写真図版は須藤 隆氏が編集した。

7.石器の石材については、蟹沢 聰史氏 (東北大学)に鑑定をお願いした。
8。 発掘調査及び整理作業・報告書作成に際して、次の方々と機関から多くの助言・指導を賜った。ここにその名

称を記し、深甚なる感謝の意を表す次第である。

相沢 清利・赤塚 次郎・阿部 正光・阿部  恵 。猪狩 忠雄・飯塚 武司。伊藤  優 。上原 真人・臼井 直

之 。大谷 弘幸 。岡村 道雄・甲斐 博幸・笠原 信男・カロ藤 治郎 。蟹沢 聰史・菊地 逸夫 。木村 直之・黒

崎 直・工楽 善通・向坂 鋼二・近藤  敏 。佐々木和博・佐藤 信行・佐藤 道子・佐藤 嘉広・佐原  真・

菅原 弘樹・須藤  隆・鈴木 三男・高橋  哲。滝口  卓。谷口  肇・富岡 直人。百々 幸雄・野中  仁・

中野 益雄・奈良 貴史・西本 豊弘・禰宜田佳男・能代 修―・埴原 恒彦・樋上  昇・松本 秀明。光谷 拓

実・宮本長二郎・村田 晃―・村山 斌夫・森  勇一 。山口 譲治・山田 昌久・吉川 純子

東北歴史資料館・仙台市歴史民俗資料館・弥生時代研究会 。東北大学考古学研究室

9。 本遺跡群の調査成果については、すでに現地説明会資料・パンフレットなどに、その内容の一部が紹介されて

いるが、本書の記載内容がそれらに優先する。

10。 本書に掲載した遺物および遺構・遺物の写真は、仙台市教育委員会が一括保管している。



1。 本報告書の土色については、「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1973)を使用した。

2.図中及び本文に記載の方位の北は、全て真北を基準としている。

3。 本書の検出遺構については、各遺構毎に発見順に番号を付し、次の略号を使用した。

SB=掘立柱建物跡    SD=濤 跡      SI三 竪穴住居跡   SK三 土坑 (土墳墓)

SR=河川跡       SX=そ の他の遺構   P=ピ ット

4.本書の出土遺物の分類と登録には、次の分類記号を使用し、分類毎に登録番号を付した。

A=縄文土器   B=弥 生土器    C=土 師器 (非ロクロ)  D=土 師器 (ロ クロ)・ 赤焼土器

E=須恵器    F=丸 瓦 。軒丸瓦  G=平 瓦・軒平瓦     I=陶 器

J=磁器     K=石 器・石製品  L=木 製品類       N=金 属製品

0=自然遺物   P=土 製品     Q=骨 角器

なお、本書における「木製品類」とは、一定の形態を備えた「木製品」と「木製品の未製品」のほか、原材料

や建築材 。部材、及び木製品その他の加工の際に生じた木片などの「材」、及び「杭」を合わせた総称である。

5.遺構実測図の標高は海抜高度を示す。X・ Y座標値の単位はkmである。

6。 弥生土器の実測図の赤色部分は、赤色の顔料が観察される部分と、そこから復元した部分とを表している。

7.中在家南遺跡の弥生土器観察表の特徴・備考欄には、文様、磨消 。充填手法、地文、日縁部穿孔、その他につ

いて記した。なお、割愛した事項として、スス・コゲ等の炭化物付着についてと器面の黒色について (考察編第

8部第 1章参照)がある。

8.文様は胴部文様に限定した(高不は不部文様、蓋は重部文様)。 文様名の後にはカッコ書きで文様単位数を載せ

た。ただし平行直線文に関してだけ、沈線の本数を載せた。

9.磨消・充填手法 (考察編第 8部第 1章参照)では磨消手法を「磨消」、充填手法を「充填」とした。

10.口縁部穿孔については、 1個の穿孔がある場合「孔 1-」、対をなして合計 2個の穿孔がある場合「孔 1-1」

とした。また、 1個の穿孔があり、対をなす部分が欠損している場合は「孔 1-?」、残存部分に穿孔が 1個 も認

められない場合は「孔 ?」 とした。日縁部穿孔の有無は壷の一部、鉢とそれ以外の穿孔が認められた土器だけに

止めた。

H.弥生土器の文様で「層波文」という名称を用いている。これは新たに考案した名称で、これまで連続山形文や

連弧文、変形工字文等と呼称されてきた文様に相当する (考察編第 8部第 1章参照)。

12.土師器の実測図のうち、内面の一部にアミをかけたものは、黒色処理が施されていることを示す。

13.土器の観察表において、法量を ( )内 に記したものは残存値を示す。法量の単位は、大きさはcm、 重量はg

で示している。

14.石器実測図における表現記号は次買に示した。

15.木製品類の実測図には、下記の表現記号を使用した。

脚
=剣がれ部 区■ |ヨ =焼け焦げ部  鋼 =樹皮残存部 匿霊重電 =破損部分

16.木製品類実測図の年輪は、大体の径と樹芯の方向を示すもので、正確な径や年輪の間隔を示すものではない。

17.木製品類の分類とその名称は、次頁の表による。

18.木製品の観察表における計測部位は後図のとおりである。

19.本文の水田跡に関する記載における「擬似畦畔 B」 は、水田畦畔の直下層上面に認められる下層の畦畔状の高

まりを示している。 (斎野他 :1987)
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中在家南遺跡他
仙台市荒井土地区画整理事業

関係遺跡発掘調査報 告書

第 1部

調 査 の

第 1章 調査経過

第 1節 調査に至る経緯
仙台市の地形は大きく見た場合、西側から丘陵地帯 。段丘地帯・平野地帯に三分割され、東側は仙台湾と呼ばれ

る太平洋に面している。本調査に係わる「仙台市荒井土地区画整理事業」の施行地域 (第 2図参照)の全域は平野

地帯に属する。

仙台市の荒井地区で区画整理事業が実施される契機となったのは、昭和52年 (1977)に宮城県が策定した「市街

化区域及び市街化調整区域の整備。開発・保全の方針」の中で、〔土地区画整理事業による面的な整備を図るべき地

域〕として位置づけられたことによる。この方針にのっとり、昭和55年には「仙台市市街地整備基本計画策定事業

調査報告書」において、区画整理事業を主とする市街地整備プログラムに組み込まれ、仙台市施行事業の対象となっ

た。さらに、昭和56年の『仙台市の新基本計画』においては、荒井地区を含む仙台市の南東部地域 (国道 4号線仙

台バイパスの東側地域)は、市北部から市南西部にかけての地域とともに、「新郊外住宅地」としての位置づけがな

された。当時、仙台市の北部及び南西部の地域は既に開発が進行し、開発の圧力は市南東部地域へと向かっていた。

このような状況下で、荒井地区は、中心市衝地への距離的条件・面積的条件から、今後の仙台市の人口増加に対応

するための宅地を提供できる地域として、早急な開発の期待が高まった。そこで仙台市は、荒井地域のうち148.5ha

について幹線・補助幹線道路、一般細街路及び下水道など、住宅地としての基盤整備を計るため、当該地の区画整

理事業を実施することとし、昭和60年度に環境影響評価調査を行い、昭和61年度から事業に着手した。

区画整理事業の実施にあたり、仙台市の開発当局から事業の事前協議において、実施計画の概要説明を受けた仙

台市教育委員会では、同区画整理事業の施行地域内に「荒井館跡」。「中在家遺跡」。「押口遺跡」・「下荒井遺跡」の

4遺跡が登録されており、また未知の遺跡の存在も考えられることから、昭和62年度に開発当局と遺跡の保護につ

いての協議を重ねた。その結果、昭和62年度は、現在遺跡に登録されている地域では工事を行わないこととし、昭

和63年度から未登録遺跡の有無を確認するための試掘調査と、既登録遺跡の遺構分布の把握のための試掘調査を実

施し、両予備調査の結果を踏まえて、各遺跡の状況に合う本調査等の対応を、工事予定との調整を計りながら行う

こととした。協議に基づく調査は昭和63年 4月から着手された。
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第 1図 荒井地区の位置

第 1表 仙台市荒井土地区画整理事業関係遺跡調査略年表

調査 。遺跡名 地区・面積 調 査 実 施 期 間 備 考

1 分布調査 昭和63年 4月 20日～昭和63年 4月 26日 担当 2名

試掘調査 昭和63年 5月 26日～昭和63年11月 9日 159箇所地区選定 79地点試掘調査

中在家南遺跡 I区 640m2 昭和63年 8月 1日～昭和63年 11月 16日 自然堤防

中在家南遺跡 H区 570m2 昭和63年 8月 1日～昭和63年 12月 16日
平成元年 3月 8日 ～平成元年 3月 24日

平成元年 4月 10日～平成元年 5月 29日

平成元年 8月 1日～平成元年■月 6日

河川跡 (I区の南側)全域
東半部

東半下部

西半下部

中在家南遺跡 Ⅲ区 95m2 平成元年 5月 22日～平成元年 6月 13日 自然堤防

中在家南遺跡 IV区 583m2 平成元年 5月 25日～平成元年 9月 13日 自然堤防 (面積は南 。西拡張を含む)

7 中在家南遺跡 V区 160m2 平成元年 5月 23日～平成元年 6月 2日 自然堤防

8 中在家南遺跡 Ⅵ区 420m2 平成 4年 4月 15日～平成 4年 10月 23日 河川跡 (H区の南偵1)

中在家南遺跡 VII区 270m2 平成 4年 11月 4日～平成 4年 12月 4日 自然堤防

中在家南遺跡 ⅥⅡ区 195∬ 平成 5年 5月 24日～平成 5年 8月 10日 河川跡 (Ⅷ区の南狽1)

中在家南遺跡 IX区 475m2 平成 5年 7月 19日～平成 5年 11月 5日 河サ|1跡 (Ⅶ区の南側)

荒井畑中遺跡 100m2 平成元年 6月 15日～平成元年 7月 11日 自然堤防

つ
０ 高屋敷遺跡 90m2 平成元年 6月 19日～平成元年 7月 26日 自然堤防

14 荒井館跡 30m2 平成元年11月 13日～平成元年11月 16日 自然堤防

押口遺跡 9601n 平成 2年 6月 1日～平成 2年 11月 7日 河川跡

資料整理作業 平成 6年 4月 11日～平成 8年 3月 31日 8年度刊行
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第 2図 仙台市荒井土地区画整理事業の範囲と関連遺跡 (国土地理院1:25000仙台東南部)

第 3図 明治38年 (1905)の荒井地区 (第 2図 と同位置)



第 2節 調査経過
荒井土地区画整理事業に伴う関係遺跡の野外調査は、昭和63年 (1988)4月から平成 5年 (1993)■月まで行っ

た。ただしこの間の平成 3年は調査を休上している。資料整理作業は、調査と並行して実施したほか、平成 6年 4

月から平成 8年 3月 まで行った。

野外調査にあたっては、先に記したように効率的対応を計るため、地表面での遺物分布調査と試掘地点の選定を

行い、その後試掘調査を実施した。さらに、試掘調査のデータをもとに事前調査の必要な遺跡については、開発当

局と調査期間・優先順位の協議を行いながら、計画街路部分の発掘調査を実施した。本調査を実施した遺跡は、既

登録の「荒井館跡」。「押口遺跡」と、分布調査及び試掘調査で新たに発見された「荒井畑中遺跡」。「高屋敷遺跡」・

「中在家南遺跡」を合わせた 5遺跡である (第 2図 )。

分布調査・試掘調査及び各遺跡の発掘調査期間は第 1表のとおりである。

なお、中在家南遺跡Ⅶ・Ⅶ卜Ⅸ区については、当初区画整理事業の対象となっていなかったが、平成 3年に事業

施行地域に編入されたため、平成 4年度よりこの地域の街路部についても調査を実施した。

第 3節 調査体制
調査主体   仙台市教育委員会

教育長  藤 井  黎  (昭和63年度～平成元年度)
教育長  東海林 恒英  (平成 2年度～平成 5年度)
教育長  坪 井  繁  (平成 6年度～平成 7年度)
教育長  堀 籠 克彦  (平成 8年度)

調査担当   仙台市教育委員会文化財課

課 長  早坂  春―  (昭和63年度～平成 3年度)
課 長  白鳥  良―  (平成 4年度～平成 6年度)
課 長  小井川 和夫  (平成 7年度～平成 8年度)

調 査 係長 佐藤 隆  (昭和63年度)
調査第二係長 加藤正範  (平成元年度)
調査第一係長 佐藤 隆  (平成 2年度)
調査第二係長 田中則和  (平成 3年度)
調査第一係長 カロ藤正範  (平成 4年度)
調査第一係長 田中則和  (平成 5年度～平成 8年度)

調査担当職員 工藤哲司  (昭和63年度～平成 8年度) 長島榮―  (昭和63年度)
荒井 格  (昭和63年度～平成 2年度) 竹田幸司  (平成 4年度…教諭)
菅原裕樹  (平成 5年度…教諭)

整理担当職員 佐藤甲二  工藤哲司  斎野裕彦  荒井 格  竹田幸司  菅原裕樹
赤沢靖章  佐藤 淳



調査・整理参カロ者

相沢せい子

阿部 早苗

石川 健二

梅森 真紀

大越 麻弥

大宮みよ子

加藤 若子

木村 尚人

斉藤美智子

佐藤 久栄

佐々木委子

庄子カツイ

鈴木 孝博

高橋比呂志

玉手きよ子

難波 千恵

藤代まゆみ

松崎 純子

八嶋 真美

渡辺はるよ

相沢 英雄

阿部 利大

井田 千賀

浦山紀以子

大平いちみ

岡崎 利子

金沢 君代

熊谷 玲子

酒井 正雄

佐藤 弘子

篠原 良子

庄子 徳治

鈴木 春江

達下  清

丹野 弘恵

三階堂 恵

細谷 広枝

松田よし子

山崎 光雄

渡辺みどり

青山 こく

阿部みや子

板橋 祝子

遠藤 清子

大友 敬子

小形 尚子

金子るみ子

黒瀬クラ子

佐々木金雄

佐藤三枝子

柴田  明

庄子 光子

関内 久子

達下 恭子

丹野 留美

橋本  孝

堀江 孝子

三浦 市子

湯浅ます枝

渡辺みつ子

赤井沢 進

砂金よしえ

伊藤  優

遠藤 辰男

大友 政子

小野寺貴子

菅野ゑみ子

河本 達子

佐藤 愛子

佐藤よし子

渋谷 留作

菅原 晶子

曽根はつよ

田中 スエ

千葉きよ子

浜田  宏

堀江 徳子

三浦 大助

横川  健

若生恵美子

芦野 徳松

石井 茂久

井上 捷夫

大泉  勇

大友よし江

小野寺圭穂

菊地 和枝

小玉 寿江

佐藤 啓子

佐藤 良次

清水たか子

杉船比佐子

平  照子

谷藤 謙治

東海林かず子

晴山 知道

堀江 幸雄

嶺岸かね子

吉川 陽子

声野ひで子

石井多賀子

臼井美津子

大泉 照美

小野 妙子

角田 紀隆

菊地 とよ子

斉藤  本

佐藤 敏夫

佐々木和子

清水里江子

鈴木 明美

高橋 朝子

玉手美喜男

中島いく子

日野杉真弓

松木 一郎

八嶋 伸明

渡辺 晃子

調査協力 〔地権者〕 伊藤 倉蔵  伊藤敬一郎
庄子 喜豊

伊藤 春男  伊藤 謙治伊藤

第 4節 調査成果の普及・広報活動
荒井土地区画整理事業関係遺跡の調査期間中、調査成果の普及と広報のため、現地説明会及び見学会の開催・パ

ンフレットの発行 。保存処理済資料の貸出・関係誌への情報提供・関係学会での報告等の活動を実施した。

1 現地説明会
現地説明会は、調査中に重大な成果をあげることができたとき、その成果を地域住民・仙台市民及び関係機関・

研究者への公表のため、中在家南遺跡において下記のとおり3回実施した。

回 数 実  施  日 調 査 成 果 の 主 な 内 容

第 1回 平成元年 4月 22日
H区河川跡から東北地方ではこれまでに例がないほど多量の弥生時代・古墳時代の木製品
が出土した。

第 2回 平成 4年11月 28日
Ⅵ区河川跡の弥生時代中期中葉の地層から出上した「扉板」が最古級の資料であると同時
に、東北地方にも同期に高床式の建物の存在が明らかになった。

第 3回 平成 5年10月 16日
ⅥⅡ・Ⅸ区において弥生時代中期の上器・石器・木製品が多量に出土したほか、同期の骨角
器や動植物遺体を多く発見でき、生活復元の具体化が可能になった。



第 1回目は、木製品という他の遺跡ではあまり見ることのできない遺物の公開ということもあって、約400名 の見

学者があった。第 2回は北西の季節風の厳しい日にもかかわらず約180人の見学者があった。東北地方で弥生時代中

期に高床式建物が存在したことの意義について十分に検討を加え、もっと的確な解説が必要であったと反省された。

第 3回には、地元を中心に260人の見学者があった。「中在家南遺跡」に暮らした弥生時代人の生活を、これまでの

発見遺構や出土遺物によって具体的な解説を試みた。

2 見学会の実施
調査期間中に、荒井土地区画整理事業施行地域内にある七郷小学校から郷土学習・歴史学習の一貫としての遺跡

見学の要請があった。これを受けて現地説明会とは別に、七郷小学校の 5・ 6学年の児童約200人の見学会を、平成

2年 8月 31日 に押口遺跡において実施した。見学会では、資料を基に押口遺跡のあらましと荒井地区の遺跡につい

て説明した後、調査終了した河川跡の地層断面と、実際の発掘調査作業・木製品をはじめとする出土遺物を見学し、

最後に質疑応答を行った。

3 パンフレットの作成
中在家南遺跡において弥生時代から中 。近世に至るまでの木製品が層位的に多量に出上したので、これまで空白

の多かった当時の生活用具を市民に広く公表するために、仙台市文化財パンフレット第25集 として「タイムカプセ

ル 中在家南遺跡 ―若林区荒井の河川跡から発見された千年の遺産―』を企画・作成し、平成 3年 3月 に発行し

た。全18ページのB5版オールカラー印刷で、「稲作文化の東進 。中在家南遺跡の位置 。中在家南遺跡の調査 。押口

遺跡の調査・弥生時代の木製品・古墳時代前期の木製品・古墳時代中期の木製品 。平安時代と中世の木製品 。水田

の営みと農耕具 。弥生時代と古墳時代の本工技術・終わりに」の項目からなる。10,000部 印刷し、市内小 。中 。高

等学校・市内社会教育関係施設・地元町内会各戸 。その他全国・県内の関係機関等に配布した。

4 資料の公開と貸出
中在家南遺跡H区河川跡及び押口遺跡河川跡から出上した木製品については、東北歴史資料館の全面的な協力に

よって、平成 2年 3月 からポリエテレングリコール (PEG)の含浸による保存処理を行った。中在家南遺跡H区

出土木製品については、平成 3年10月 に合浸槽からの取り上げを行い、平成 4年 2月 に後処理を行った。この頃か

ら、パンフレットをもとに、資料の貸出要請が数件提出された。これらの貸出要請に対しては、正式報告書による

資料の公示前であったが、資料の積極的公開を計るために、貸出期間が重複しないかぎり貸出に努めた。また、土

器・石器・写真関係資料についても、極力貸出に応じた。資料貸出先の主なものは以下のとおりである。

貸  出  先 企 画 の タ イ ト ル ・ 内 容 貸 出 期 間 貸 出 資 料

仙台市博物館 開館30周年記念春季特別展

吉野ケ里遺跡と東北の弥生

平成 3年 4～ 6月 弥生土器・石器・写真

大阪弥生文化博物館 平成 5年春季特別展 みちのくの弥生文化 平成 5年 3～ 6月 木製品 。石器 。写真

福島県立博物館 企画展 東北からの弥生文化 平成 5年 9～ 10月 木製品

石巻市文化センター 企画展 田道町遺跡とその時代 平成 6年 1～ 3月 木製品 。写真

埼玉県立博物館 特別展 検証 I関東の弥生文化 平成 6年10～12月 木製品・骨角器・写真

川崎市市民 ミュージアム ―卑弥呼たちの食べもの一「弥生の食」展 平成 7年 1～ 3月 木製品 。写真

5 関係誌への情報提供と関係学会での報告
調査成果の速報と公開のため、下記の関係誌と学会・研究会で報告を行った。



書 名 。 会 名 タ イ ト ル                   (担 当) 発行 。報告年月日

北奥古代文化研究会

第20回大会

中在家南遺跡の木製品               (工 藤 ) 平成元年 9月 9日

平成元年度 宮城県内発掘
調査成果発表会

仙台市中在家南遺跡                (荒 井 ) 平成元年12月 9日

考古学ジャーナル No323
ニューサイエンス社

〈速報〉仙台市中在家南遺跡出上の木製品   (工 藤・荒井) 平成 2年 9月 30日

平成 2年度 宮城県内発掘
調査成果発表会

仙台市中在家南遺跡                (荒 井 ) 平成 2年12月 8日

日本考古学協会

1991年度大会基調報告

東北地方弥生文化の展開と地域性     (須 藤 隆・工藤) 平成 3年11月 24日

文化財パンフレット第28集

仙台市教育委員会

仙台の遺跡「中在家南遺跡」            (工 藤 ) 平成 4年 3月

平成 4年度 宮城県遺跡
調査成果発表会

仙台市中在家南遺跡           (資 料参加・竹田) 平成 4年12月 12日

『教育宮城』 配443
宮城県教育委員会

「特集/遺跡が語る宮城の歴史 弥生時代 米づくり始まる
一中在家南遺跡―」               (工 藤)

平成 5年 1月 1日

平成 5年度 宮城県遺跡
調査成果発表会

仙台市中在家南遺跡                (工 藤) 平成 5年12月 18日

『季刊 考古学』 第47号
雄山閣出版

「最近の発掘から 弥生中期～古墳期の木製品一
宮城県中在家南遺跡」              (正 藤 )

平成 6年 5月 1日

6 遺構の保存
調査に際しては、遺構・遺跡の保存に留意した。遺構については、時期・形状・性格の明らかなものは、中在家

南遺跡Ⅳ区で検出された弥生時代中期の上墳墓群と中在家南遺跡Ⅶ区で検出された古墳時代前期の方形周濤墓以外

にはなく、保存の対象とするべきものが少なかった。 2遺構のうち土墳墓群については、宮城県内の遺跡では調査

当時12例目の発見であったが、 4基のうち最も保存状態が良いSK-36土墳墓からは扁平片刃石斧 1点・塾形石斧
1点・管玉13点などが出土しており、弥生中期に属する墓としてはこれまで宮城県内で確認されたなかでは最も豊

富な副葬品を有するものとして注目された。そこでこの遺構については、歴史的重要性と博物館展示など社会教育

関連での将来的活用を目的として、切り取り保存を実施することにした。

保存のための遺構切り取り工事は、株式会社近畿ウレタンエ事に委託して平成元年 9月 7日 に実施し、長軸230

cm。 短軸75cmの楕円形の遺構に対して、280cm×■Ocmの範囲を長方形に切り取った。切り取った遺構は、同社に搬

出して余分な上を除去した後に樹脂加工と鋼材による裏打ちを行い、台座に取り付けてから表面処理を行い、再び

仙台市に搬入した。

中在家南遺跡の河ナ
「
1跡については、平成 5年■月 1日 から3日 にかけて、Ⅸ区南壁東部において土層断面転写を

行った。作業は竹田と菅原が担当した。



第 2章 荒井地区の環境

第 1節 仙台平野の地形の概要
1 仙台の地形区分

仙台市の地形は、西側から山地・丘陵地帯、段丘地帯、平野地

帯に大きく3分割される。南北に長くのび、東北地方の脊梁をな

している奥羽山脈は、八甲田山 (1,585m)・ 岩手山 (2,041m)o

栗駒山 (1,628m)・蔵王山 (1,841m)・磐梯山 (1,819m)な どの

1000mを越す山々によって同地方を東西に三分する。この山脈か

ら高度を減じながら派生した山地 。丘陵は、仙台市西部で富谷丘

陵・七北田丘陵・青葉山丘陵・茂庭。高館丘陵などの標高300～ 100

m級の山地とその周辺の丘陵となる。山地帯の地盤は、安山岩・

角礫凝灰岩・凝灰岩・頁岩・泥岩 。砂岩などである。丘陵地帯の

標高は台ノ原・小田原周辺で20～ 60m、 八木山から青葉山にかけ

ては100～ 160m、 名取市西方の丘陵では20～40m程度である。丘

陵地帯の地盤は、前記の基盤層の上に10～30mの厚さで堆積した

礫層とその上のローム層からなる。これらの山地・丘陵は仙台市

を中心とする平野地帯の西部を画す。平野地帯はさらに北部が七

ケ浜町付近で松島湾にかかる松島丘陵が、南部は山元町付近で阿

武隈高地から派生し沿岸部に突出する亘理丘陵が画し、三日月形 第 4図

の平野地帯を他の地域から独立させている。

段丘地帯は、旧仙台市街地と重なる広瀬川中流域とその背後に顕著に発達している。この地区の段丘は、広瀬川

の堆積物によってできた扇状地形を、広瀬川が再び切って形成されてもので、奥行きは約 6 km、 南東方向を向いた

扇端面の幅は約10km程 に広がる。段丘面は5面あり、上位 (古期)から順に、標高212～ 100mの青葉山ゴルフ場か

ら仙台城本丸・八木山動物園 。大年寺山にかけての面が青葉山段丘、標高40～90mの大崎八幡神社・青葉神社・三

神峯にかけての面が仙台台ノ原段丘、標高25～65mの東北大医学部・宮城県庁にかけての面が仙台上町段丘、標高

約23～60mの仙台市天文台・仙台駅・市立病院にかけての面が仙台中町段丘、標高20～50m前後の角五郎町・川内

追廻 。米ケ袋にかけての面が仙台下町段丘と呼ばれている。各段丘面の時期は、青葉山段丘が多摩期に、仙台台ノ

原段丘が下末吉期に、仙台上町段丘が武蔵野期に、仙台中町段丘が立川期に、仙台下町段丘が有楽町期に比定され

ている(地学団体研究会仙台支部 :1980)。 段丘地帯が平野地帯に移行する面は、長町―利府構造線が南西から北東

方向に走り、低地との境界を形成している。

平野地帯は、前記の山地・丘陵地帯と段丘地帯によって北から西、そして南側を囲まれ、東側は太平洋の仙台湾

に面しており、「仙台平野」または「宮城野海岸平野」と呼ばれ、北は宮城郡七ケ浜町から南は亘理郡山元町まで40

kmにおよび、幅は中央の仙台市付近で約10kmを測る。この沖積平野は、奥羽山脈に水源を発する七北川・広瀬―名

取川 。阿武隈川などの運搬物によって形成され、流域には扇状地 。自然堤防 。後背湿地・旧河道など沖積地特有の

微地形がみられ、特に名取川下流域では微地形が複雑に入り組んでいる。また沿岸部には、砂浜海岸の現汀線に平

行して、幅約 3 kmの範囲に 3列の浜堤と、その間に堤間湿地が形成されている。仙台市東部の浜堤は、最奥の第 I

浜堤列が、現汀線から約2.5km内陸の赤沼から下飯田付近に位置し、第Π浜堤列は、現汀線から約 2 km内陸の長屋敷
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付近に、第 3浜堤列は、現汀線から約 l kmの新浜から丼土付近に分布していることが確認されている。これらの浜

堤列の形成年代については、第 I浜堤列が5000年から4500年前、第 2浜堤列が2800年から1600年前、第III浜堤列が

1000年から700年前頃と推定されている (松本 :1984)。

2 荒井地区の位置と地理的環境
荒井地区は、仙台市の東部の若林区内に所在する。 JR仙台駅からは東南東の方向 5～ 6 kmに位置する。

仙台市荒井土地区画整理事業に関わる地域は、前記の 3つの地形区分にあって、仙台市東部の中央付近の平野地

帯に属する。この付近の平野は、北方約3.51onの ところを梅田―七北田川が、南方約4.5kmの ところを広瀬―名取川

が西から東に流れる。梅田―七北田川の両岸には発達した自然堤防が見られるが、河道の大きな変動が少なかった

ようで、旧河道はほとんど認めることができない。これに対し広瀬―名取川流域には旧河道が複雑に入り組み、そ

の旧河道周辺には発達した自然堤防が分布している。さらに広瀬川が愛宕橋付近で平野部に出たところからは、沖

積平野に樹枝状に広がる自然堤防が観察される。両河川間には、北は七北田川右岸の岩切から田子。六丁目・荒井・

沖野を経て、南の名取川左岸の今泉地区に至るまで、いくつかの自然堤防を挟んで広大な後背湿地が分布し、浜堤

に近い低地の東部には古くは潟湖性低地が形成されていた。

沖積地に接する段丘地帯の東端上面の標高は約30mで、段丘底を隔ててこれに続く沖積平野の西端の標高は20m

前後である。ここから海岸までの距離は約 9 kmほ どである。崖下から海岸の間は、崖下から4輸付近の標高 5m前

後のところまでは緩やかな勾配で傾斜し、そこから沿岸までは多少の起伏と微量の傾斜はあるもの、ほとんど平坦

面となって仙台湾に至る。湾岸には、現汀線に沿って幅約 3 kmの範囲に 3列の浜堤が並んでいることは既に記した

とおりである。この付近には、浜堤に伴う湿地が「赤沼」。「大沼」。「南長沼」として現在も残っている。

仙台市東部の沖積平野にあって荒井地区は、梅田―七北田川と広瀬―名取川間の中間にあり、かつまた段丘地帯

と現汀線間との中間地域に位置する。荒井付近の自然堤防は、広瀬川の自然堤防から派生した自然堤防の末端付近

にあたる。このためこの付近の自然堤防の発達は悪 く、後背湿地との比高差の少ない自然堤防が帯状ないし島状に

分布している。自然堤防の間には狭除な後背湿地が認められ、その外周部には広大な後背湿地が広がっている。荒

井付近での標高は、自然堤防上で西側が 5m前後、東側が 3m前後である。後背湿地や旧河道にあたる地域はこれ

より50cm程低 くなっている。

このような地形環境の形成された仙台平野の沖積世の堆積物は、上層から沖積後期 (P・ B5000以 降)の陸上堆

積層である深沼層 (層厚 0～ 5m 砂丘堆積物)。霞ノロ層 (層厚 1～ 5m 扇状地・氾濫原堆積物)・福田町層 (層

厚0.3～ 10m 湖沼 。低湿地堆積物)と 、沖積前期 (P・ B10000～ 5000)の海底堆積層である岩切層 (層厚10～ 30

m 浅海～内湾堆積物)か らなっている (奥津 :1973)。 荒井地区の表層は、現世に続く氾濫原として平野内陸部の

上層を占める霞ノロ層からなり、粘上を主体としてシルトや砂によって形成されている。

荒井地区一帯は、昭和20年代までは仙台市東部の田園地帯として、自然堤防上には「居久根」と呼ばれる屋敷林

と堀に囲まれた屋敷と畑地が、後背湿地と旧河道には水田が広がっていたが、昭和30年以降になると仙台市の発展

とともに自然堤防上の畑地は次第に宅地化され、水田は耕地整理されて現在に至っている。

奥津春生1973:『大仙台圏の地盤・地下水』宝文堂

地学団体研究会仙台支部1980:『新編仙台の地学』きた出版

松本秀明1984:「仙台平野の沖積層と後氷期における海岸線の変化」『地理学評論』第52集第 2号
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第 2節 周辺の遺跡と歴史的環境
仙台市内の地形的環境は、前節のように奥羽山脈から太平洋に至るまで、山地・丘陵・段丘・沖積平野そして砂

浜海岸と様々な様相・変化を見せるとともに、丘陵地帯と太平洋が仙台平野を取り囲むように位置し、この一帯を

地形的に独立した環境においている。これらの地形と歴史の流れの関わりのなかで、古くからこの地にも人間が生

活を営み、その痕跡は遺跡として大地に残されてきた。市内でも遺跡の調査や研究が進み、多くの成果が得られて

いる。本節では市内及び周辺の歴史的環境の概略を時代ごとに整理し、荒井地区の遺跡の理解の一助としたい。

1 旧石器時代
人類の誕生から最後の氷河期を終える約 1万年前までの旧石器時代は、数度の寒冷な気候の時期と比較的温暖な

時期が交互におとずれた。特に今から2万年から1万 8千年前の最極寒気には、年平均気温が約 7度低くなり、こ

れに伴って海水面は100m前後低下したと推定されている。この間に人類は気温の上下や海水面の上下、動・植物相

の変化に様々に対応しながら進化を遂げ、各地に拡大し、やがて日本列島へもやって来た。

宮城県内では、県北地域を中心として旧石器時代の遺跡の研究 。調査が進展し、築館町高森遺跡出上の最古の石

器群には50万年前の年代が与えられ、日本における原人の存在が明らかになった。さらに、大和町中峯C遺跡第ⅥI

層からは36万年から14万年前、Ⅵ層からは21万年から14万年前の石器が出上し、古川市馬場壇A遺跡20層上面・ 32

層・ 33層からは20万年から11万年前の石器と、これ以後の 5時期の前期旧石器が検出されるなど、 3万年前を遡る

旧人段階の石器の変遷も層位的に明らかになってきている。

第 2表 遺跡地名表 (1)
醜 遺  跡  名 立   地 時 代 遺  跡  名 立   地 時 代

中 在 家 南 遺 跡 自然堤防・旧河道 弥生～近世 曽 利 松 明 神 古 墳 自然堤防 古 墳

中 在 家 遺 跡 自然堤防 平 安 法 領 塚 古 填 自然堤防 古 墳

高 屋 敷 遺 跡 自然堤防 占 墳 養 種 回 遺 跡 自然堤防 平  安

押  口  遺  跡 自然堤防 奈良～平安 猫 塚 古 墳 自然堤防 古 墳

長 喜 城 館 跡 自然堤防 中 世 若 林 城 跡 自然堤防 古墳・平安・戦目～江戸

下 荒 井 通 跡 自然堤防 平 安 南 小 泉 遺 跡 自然堤防・ 後背湿地 縄文・ 弥生・古墳・ 奈良・平安・中世・近世

荒 井 畑 中 遺 跡 自然堤防 平  安 遠 見 塚 古 墳 自然堤防 古  療

荒 井 館 跡 自然堤防 中 世 砂 押 X遺 跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

地 蔵 浦 遺 跡 自然堤防・後背湿地 中 世 砂 押 H遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

仙 台 東 郷 条 里 跡 後背湿地 奈良～中世 神 概 遺 跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・奈良～平安

北 屋 敷 遺 跡 自然堤防 平安・ 中世・江戸 中 概 西 遺 跡 自然堤防 弥生・古猿 。奈良～平安

明 屋 敷 遺 跡 自然堤防・後背湿地 平 安 沖 野 城 跡 自然堤防・後背湿地 中 笹

日 母 神 屋 敷 遺 跡 自然堤防 近  世 河 原 越 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

和 田 織 部 館 跡 自然堤防 近  世 藤 日 新 田 遺 跡 浜  堤 弥生～平安

牛 小 舎 遺 跡 自然堤防 古 代 屋 敷 末 遺 跡 浜 堤 古墳・平安

竹 ノ 内 遺 跡 自然提防 平  安 岡 崎 囲 遺 跡 浜  堤 中世 。近世

高 柳 遺 跡 自然堤防 中 。近世 下 飯 田 薬 師 堂 古 墳 浜  堤 古 墳

福 田 町 遺 跡 自然堤防 平 安 下 飯 日 遺 跡 浜 堤 古 墳

四 野 観 音 堂 古 誨 群 中 世 築 道 遺 跡 浜 堤 奈良～平安

鶴 巻 I遺 跡 自然堤防 平 安 二 本 館 跡 浜 堤 安■・桃山

鶴 巻 H遺 跡 自然堤防 平 安 今 泉 城 跡 自然堤防

小 原 還 跡 自然堤防 平 安 梅 塚 古 墳 自然堤防 古 墳

田 子 遺 跡 沖積平野 平 安 上 屋 敷 遺 跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

南   目  城   跡 沖積平野 中 世 高 田 遺 跡 自然堤防・後背湿地 奈良～平安

国 分 籟 館 跡 段  丘 中 世 高 田 B遺 跡 沖積地 弥生 。古代 。中世

天 神 社 遺 跡 段  丘 縄文 (晩期 ) 日 辺 館 跡 自然堤防 室  町

孝 勝 寺 古 墳 段  tr 古墳 (後期) 日 辺 遺 跡 自然堤防 古 墳

正 雲 寺 遺 跡 沖積平野 平  安 大 塚 山 古 蹟 自然堤防 古 墳

陸 奥 目 分 寺 跡 自然堤防 奈良・平安 昭 和 北 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

陸 奥 国 分 尼 寺 跡 自然堤防 奈良・平安 大 塚 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

志 波 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 明 神 堂 遺 跡 自然堤防 古猿・奈良～平安

谷 地 館 跡 自然堤防 中 世 汐 入 東 場 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安



第 2表 遺跡地名表(2)
遺  跡  名 地 時 代 No 遺  跡  名 立 地 時 代

場 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 西 滝 沢 遺 跡 丘  陵 縄文

遺 跡 自然堤防 中 也 桑 島 館 跡 丘  陵 中世

龍 泉 寺 院 跡 自然堤防 中 世 金 剛 寺 貝 塚 丘 陵 縄文 (前期・後期・晩期 )

東 中 塚 遺 跡 自然堤防 不 明 来 光 囲 遺 LI 丘 陵 縄文 (前期)・ 奈良～平按

出 遺 跡 自然鍵防 古 代 西 北 畑 古 墳 沖積錐 古墳 (後期 )

大 曲 屋 数 跡 自然堤防 近 世 真 坂 遺 跡 沖積錐 彗迷壬嬰
・

大 曲 環 濠 遺 跡 自然堤防 近 世 川 上 大 館 跡 丘 陵 中世

洞口屋敷跡 (洞国家住宅 ) 自然堤防 近 世 熊 野 那 智 神 社 経 塚 群 丘 陵 中世

飯 塚 古 墳 群 自然堤防 古墳 (後期) 高 館 城 跡 丘 陵 中世

八 王 寺 屋 敷 跡 自然堤防 中 世 高 館 山 古 墳 丘  陵 古墳 (前期 )

下 余 田 遺 跡 自然堤防 古 墳 東 真 坂 遺 跡 丘  陵 縄文 (中期 )。 奈良～平安

皇 壇 ケ 原 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 鹿 野 東 遺 跡 沖績錐 縄文・弥生・古墳・奈良～平安

中 北 田 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 那 智 神 社 宿 方 跡 丘  陵 中世

辻 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 鹿 野 遺 跡 丘陵端 縄文

四 郎 丸 館 跡 自然堤防 中 世 岩 口 南 遺 跡 扇状地 古墳・奈良～平安

戸 ノ 内 遺 跡 自然堤防 弥生・古猿・奈良～平安 岩 口 中 遺 跡 扇状地 古墳・奈良～平安

城 丸 古 墳 自然堤防 古 墳 岩 口 下 遺 跡 扇状地 古猿・奈良～平安

中 国 畑 中 遺 跡 自然堤防 古娯・ 奈良～平安 上 手 下 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

内 手 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 舞 台 上 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

前 沖 北 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 舞 台 中 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

前 沖 中 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 高 畑 遺 跡 自然堤防 弥生・古蹟・奈良～平安

後 河 原 週 跡 自然堤防 弥生・平安・中世・近世 乗 馬 週 跡 自然堤防 奈良～平安

遺 跡 自然堤防 奈良～平安 八  ツ ロ 遺  跡 自然堤防 奈良～平安・ 中世

前 館 跡 自然堤防 中 世 熊 野 新 宮 社 宿 坊 跡 沖嶺錐 中世

壇 腰 選 跡 自然堤防 奈良～平安 岩 口 上 遺 跡 段  丘 古墳・奈良～平安

天 神 塚 古 墳 自然堤防 古 墳 丘陵斜面 中世

中 田 南 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 熊 野 堂 横 穴 墓 跡 丘陵fI面 古墳 (後期)。 奈良

上 余 日 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 熊 野 堂 大 館 跡 丘  陵 中世

沢 遺 跡 浜 IIP 弥生・古猿・ 奈良～平安 小  館 (古  館)跡 丘  陵 中世

下 田 高 南 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 下 中 東 遺 跡 段  五 古療・奈良～平安

幡 遺 跡 自然堤防 古墳 (後期)・ 奈良～平安 余 方 遺 跡 段  五 奈良～平安

原 遺 跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・奈良～平安 余 方 上 西 遺 跡 段  丘 縄文・古墳

野 遺 跡 自然堤防 弥生・奈良～平安 中 沢 前 還 跡 段  丘 縄文

元 中 国 遺 跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良～平安 原 遺 跡 谷底平野

清 遺 跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良～平安 上 前 十 三 塚 丘陵斜面 中世 ?

清 古 墳 自然堤防 古 墳 マ ヤ マ 遺 跡 丘陵斜面

西 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 塩 ノ 頑 遼 跡 丘陵斜面 縄文・古代

遺 跡 自然堤防 弥生・古療・奈良・平安 富 田 南 西 遺 跡 自然堤防 古代

谷 地 田 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 新 網 遺 跡 段 丘 縄文・古代

久 遺 跡 自然堤防 奈良・平安 西 前 遺 跡 段 丘 縄文 (早期・中期・晩期)古代

安 久 諏 訪 古 墳 自然堤防 古  墳 町 遺 跡 段 丘 縄文・古代 。中世

安 久 東 古 墳 自然堤防 古  墳 新 熊 野 遺 跡 沖積平野 縄文 (中期 )

安 久 東 遺 跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良・平安・中世・近世 門 野 山 遺 跡 丘陵斜面 縄文 (後期・晩期)。 弥生～古代

中 田 神 社 裏 遺 跡 自然堤「71 古墳・ 平安 嶺 岸 遼 跡 段  丘 縄文 (中期～晩期)

伊 豆 野 権 現 古 猿 自然堤防 古  墳 茂 庭 西 館 跡 丘 陵 中世

上  古  川  遺  跡 自然堤防 近世以降 郷 遺 跡 丘陵斜面 縄文・古代

柳 生 台 畑 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 茂 庭 峰 館 跡 丘 陵 中世

雷 東 還 LI 自然堤防 平 安 沼 原 A選 跡 丘 陵 縄文 (前期～晩期 )

雷 遺 跡 自然堤防 平 安 沼 原 B遺 跡 丘陵斜面 縄文 (中期・晩理)。 弥生

関 場 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 沼 原 C遺 跡 丘陵斜面 縄文 (中期・後期)

窪 田 遺 跡 自然堤防 奈良末～平安 機 山 A遼 跡 丘陵斜面 縄文 (後期・晩期)・ 平安

北 宮 神 明 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 積 山 B遺 跡 丘 陵 縄文 (早期・中期～晩期)

東 内 館 遺 跡 自然堤防 古墳 (後期 )。 奈良～平安 嶺 山 C 遺  跡 丘陵斜面 縄文 (後期・晩期)。 平安

内 館 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 梨 野 A遺 跡 丘陵斜面 縄文 (早期～晩期)・ 弥生～中世

上 遺 跡 沖積錐 縄文(後期)・ 弥生 (中期)・ 奈良・平安・中世 梨 野 B遺 跡 丘陵斜面 古代

八 反 田 遺 跡 後背湿地 弥 生 梨 野 C遺 跡 丘陵斜面 縄文・古代

箕 輪 A地 区 古 墳 群 丘  陵 占墳 (中期) 梨 野 横 穴 群 丘 陵 古墳 (後期)

今 熊 野 只 塚 丘 陵 縄文 (前期) 馬 越 石 塚 丘陵頂 近世

今 熊 野 遼 跡 丘  陵 向 根 遺 跡 段 丘 縄文・古代

南 跡 丘陵斜面 奈良～平安 向 根 東 遺 跡 段 丘 平安

箕 輪 B地 区 古 墳 群 丘 陵 古墳 (後期 ) 向 根 横 穴 古 墳 群 丘陵斜面 占墳 (後期 )

】ヒ 野 窯 跡 丘陵斜面 平安～中世 茂 庭 東 館 跡 丘 陵 中世

北 野 横 穴 墓 跡 丘陵斜面 奈良～平安 坂 ノ 下 遺 跡 段 丘

商 台 西 遺 跡 丘 陵 奈良～平安 中 ノ 瀬 遺 跡 段 丘 古代



第 2表 遺跡地名表13)

遺  跡  名 立   地 賠 代 遺  跡  名 立   地 時 代

上 ノ 原 山 遺 跡 段  丘 縄文 (早期 , 欠 の 上 II遺 跡 自然堤防 古壌・奈良～平安

人 来 田 遺 跡 段 丘 縄文 (中期 )・ 弥生 欠 の 上 III遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

人 来 田 A遺 跡 丘 陵 縄文 (中期 )・ 弥生 三 塚 古 墳 後背湿地 古墳

人 来 田 B遺 跡 段  丘 古代 砂 押 屋 敷 遺 跡 段 丘 奈良～平安

人 来 田 C遺 跡 段  丘 縄文・ 古代 砂 押 古 壌 段 丘 古墳

人 来 田 東 遺 跡 段  丘 縄文・古代 金 洗 沢 古 墳 段  丘 古墳

羽 黒 堂 遼 跡 段 丘 縄文・奈良～平安 上 手 内 窯 跡 丘陵斜面 奈良～平安 ?

羽 黒 堂 A遺 跡 段 丘 縄文・古墳～平安 土 手 内 遺 跡 丘  陵 縄文・奈良～平安

羽 黒 堂 B遺 跡 段 丘 縄文・古墳～平安 声  ノ  ロ 遺  跡 丘  陵 縄文 (早期末～前期初)・ 弥生・平安

山 田 上 ノ 台 遺 跡 段 丘 i繋 、
・
鐸 1翠 驚 T(早

瓢・ 副 翔・ 甲 翔・ 土 手 内 横 穴 群 丘陵斜面 古 墳

山 田 上 ノ 台 塚 段 丘 三 神 峯 遺 跡 段  五 縄文 (前期 。中期)。 平安

汚 田 通 A遺 跡 段 丘 縄文・平安 金 山 窯 跡 段 丘 古療

汚 田 通 B遺 跡 段  丘 平安 富 沢 窯 跡 段  丘 古墳・奈良～平安

清 日 原 西 遺 跡 段  丘 網監文・ 再生

=

三 神 峯 古 墳 群 段  丘 古鎮

清 日 原 東 遺 跡 段  丘 縄文・ 平安 裏 町 東 遺 跡 段  丘 平安

竹 の 内 前 遺 跡 段  丘 奈良・平安 裏 町 古 墳 段 丘 古墳

山 口 条 塁 遺 跡 段  五 奈良 ? 原 東 選 跡 段 丘 古療・奈良～平安

北 前 遺 跡 段  五 原 遺 跡 段 丘 弥生・古墳～平家

上 野 山 遺 跡 段 丘 緻 西 台 窯 跡 段  丘 奈良～平安 ?

鹿 落 土 手 (杉 土 手) 丘陵・段丘 が 八 幡 遺 跡 段  丘 古墳・平安

町 遺 跡 段 丘 縄文・古墳・平安 後  日  遺  跡 段  丘 奈良～平安

上 野 遺 跡 段  丘 縄文 (中期)・ 奈良・平安 紙 漉 山 遺 跡 段  丘 縄 文

船 渡 前 遺 跡 段  丘 縄文 (中期 。後期)・ 弥生・奈良～平安 御 堂 平 遺 跡 丘陵斜面 。段丘 縄文 (中期)・ 平安・中世

富 日 南 西 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 一 塚 古 猿 後背湿地 古濱

南 ノ 東 遺 跡 自然堤防 。後背湿地 弥生・ 平安 鹿 野 ― 丁 目 遺 跡 段 丘 縄文・弥生 ?・ 奈良～平安

六 本 松 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 鹿 野 屋 敷 遺 跡 段  丘 古墳 ?・ 奈良～平安

鍛 治 屋 致 A還 跡 自然堤防 縄文・奈良～平安 兜 塚 古 墳 自然堤防 古墳

鍛 治 屋 敷 B遺 跡 自然堤防 縄文・奈良～平安 根 岸 遺 跡 丘陵斜面 縄 文

宮 沢 館 跡 自然堤防・ 後背湿地 戦国時代 宗 禅 寺 横 穴 群 丘陵斜面 古墳・奈良

堀 ノ 内 還 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 大 年 寺 横 穴 群 丘陵斜面 古墳

宮 沢 上 ノ 台 選 跡 段 丘 縄文・平安 愛 宕 山 横 穴 群 丘陵斜面 古猿・奈良

富 沢 清 水 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 土 樋 遺 跡 段  丘 縄文 (晩期 )

山  口  遺  跡 自然堤防・後背湿地 萩 ケ 丘 還 跡 丘 陵 縄文・奈良～平安

下 ノ 内 浦 遺 跡 自然堤防 縄文 (早期・後期)。 弥生・奈良。平安 萩 ケ 丘 B遺 跡 丘  陵 縄 文

泉 崎 浦 遺 跡 自然堤防 縄文 (後期 )・ 弥生・古墳・ 平安 ニ ツ 沢 横 穴 群 丘陵斜面 古壌

宮 沢 遺 跡 後背湿地 八 本 山 緑 町 遺 跡 丘 陵 縄文・奈良～平安

教 塚 古 療 後背湿地 古墳 三 ツ 沢 遺 跡 丘  陵 緻

袋 東 遺 跡 自然堤防 古療・平安 青 山 三 丁 目 遺 跡 丘  陵 奈良～平安

六 反 田 遺 跡 自然堤防 筆 季 .罪響
°後 翔・ 幌 翔 ,・ 夢 生・ 百 票・ yR長・ 向 山 高 裏 遺 跡 丘  陵 縄文 (中期 )

下 ノ 内 遺 跡 自然堤防 縄文・弥生・古猿・奈良・平安 松 ケ 丘 遺 跡 丘  陵 縄 文

伊 古 口 遺 跡 自然堤防 縄文 (後期)・ 古蹟・奈良・平安 青 葉 山 遺 跡 丘  陵 旧石器 (前期・後期 )・ 縄文 (前期・後期 )

五 反 日 古 墳 自然堤防 古墳 ln台 城 跡 丘  陵 rcF

五 反 田 石 棺 墓 自然堤防 古墳 川 内 古 碑 群 籍

五 反 田 木 棺 墓 自然堤防 古墳 弘 安 五 年 供 養 碑 籟

大 野 田 古 墳 群 自然堤防 古墳 片平仙台大神宮の板碑 鎌 倉

春 日 社 古 墳 自然堤防 古渡 文 永 十 年 供 養 碑 鎌倉

王 ノ 壇 古 墳 自然堤防 古猿 坊 主 門 遺 跡 丘陵斜面 縄文 (早期 。前期 )・ 奈良

長 町 清 水 遺 跡 自然堤防 古墳 ? 青 葉 山 B遺 跡 丘 陵 後期旧石器

北 屋 敷 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 青 葉 山 C tt LI 丘 陵 後期旧石器

大 野 田 遺 跡 自然堤防 縄文 (後期 )・ 弥生 青 葉 山 E遺 跡 丘 陵 後期旧石器

元 袋 II遺 跡 自然堤防 奈良～平安 輝 六 遺 跡 丘陵麓 縄文・古代

元 袋 皿 週 跡 自然堤防 奈良～平安 郷 六 御 殿 跡 段  丘 �

長 町 南 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 終 六 建 武 碑 中世

新 日 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 郷 六 城 跡 丘 陵 中世

長 町 六 丁 目 還 跡 自然堤防 奈良～平安 沼 田 遺 跡 段 丘 平 安

皿 屋 敷 遺 跡 自然堤防 縄文・奈良～平安・中世 葛 岡 城 跡 段 丘 中世

金 間 八 幡 古 墳 後背湿地 古墳 西 館 跡 丘 陵 中世・近世

郡   山  還   跡 自然堤防・後背湿地 弥生・古墳・奈良 栗 生 遺 跡 段 丘 古代

西 台 畑 遺 跡 自然堤防 縄文 (後期)・ 弥生・古墳 窪 遺 跡 丘陵麓 古代

北 目 城 跡 遺 跡 自然堤防 室町・ 江戸 館 遺 跡 丘嚇 古代

矢 来 遺 跡 自然堤防・後背湿地 古墳・奈良～平安 五 輪 塔 遺 跡 段 丘 縄文・古代

的 場 遺 跡 自然堤防 奈良・平安 棟 林 A遺 跡 段 丘 縄 文

籠 ノ 瀬 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 綱 木 遺 跡 丘  陵 縄文 (中期)・ 弥生

穴 の 上 I還 跡 自然堤防・後背湿地 古蹟・奈良～平安・ 中世



仙台市内の旧石器時代の遺跡には、丘陵 。段丘上の遺跡として青棄山B遺跡・住吉遺が・山田上ノ台遺跡・北前

遺跡などがある。青葉山B遺跡は、青葉山段丘に立地し、前期旧石器に属する3点の石器と、後期旧石器に属する

石器が20点出上している。前期の石器については、20万年前頃の年代が考えられている。住吉遺跡は七北田川によ

り形成された段丘上に立地し、前期と後期の旧石器が出上している。山田上ノ台遺跡は、名取川によって形成され

た仙台上町段丘に対応する段丘上に立地し、約 3万年前に降下した川崎スコリア層と呼ばれる火山灰層の上下の層

から石器が出土している。上層からは、5枚の層から合わせて130点の後期旧石器が出上している。下層からは、川

崎スコリア層の約50cm下の層とこれよりさらに下の合わせて 4枚の層から約30点の前期旧石器が出上した。この遺

跡は、川崎スコリア層の下位から後世の攪乱を経ない状態で、人為的な石器群が出上したことにより、それまでの

前期旧石器時代の存否論争に終止符を打つことになった遺跡としても知られている。北前遺跡は山田上ノ台遺跡の

北側に続 く遺跡で、同じ仙台上町段丘に対応する段丘上に立地し、やはり前期・後期の旧石器が出上している。

平野部の旧石器時代の遺跡としては、富沢遺跡がある。この遺跡は弥生時代以降の水田跡が連続的に検出される

遺跡として知られていたが、本田跡よりさらに2m下の地層から、約23,000年前頃の後期旧石器時代の焚き火跡や

石器製作址が検出されたほか、当時の環境を復元するために貴重な動・植物遺体や動物の糞が発見されている。

2 縄文時代
いまから約 1万年前以降、気候の温暖化に伴い地球の環境は大きく変化する。この変化に対応して、日本列島で

は新たに縄文文化が形成される。気候の温暖化はまず海水面の上昇をもたらしたが、仙台平野の海水準は、約 1万

年前から8千年前が急上昇期、約 8千年前から5千年前にかけてが上昇速度鈍化期、 5千年前以降は、約 4千年前

以降に一時的な海水準の低下はあるものの、相対的安定期に区分されている(松本 :1984)。 約 1万年前の海岸線は

現在の海岸線に近い状態にあったが、この海水準の上昇は海岸線を後退させ、古仙台平野でも約 8千年前には現在

の丘陵・段丘地帯の近 くまで海が進入する。しかし、名取川沿いの地帯は、上流域からの上砂の供給量が多いため

海岸線の後退は少なく、約 7千年前には再び現在の海岸線の近 くまで平野が拡大している。その後の海岸線は、浜

堤列が示すような変遷を遂げている。縄文時代の遺跡は、このような環境の変化と密接に関係し、海進の直接的な

影響を受けなかった丘陵。段丘地帯や、形成の早かった名取川流域の沖積平野に立地し、市内では現在200箇所を越

す遺跡が発見されている。時代ごとの遺跡の状況は次のとおりである。

(創草期〉

創草期の遺跡は少なく、現在知られているのは、仙台市の西部の丘陵地帯に入った野川遺跡があるだけである。

この遺跡は、広瀬川に合流する青下川が形成した標高178mの河岸段丘に立地し、同期の石器700点以上が意図的に

一括貯蔵された遺構が検出されている。

(早期〉

名取川沿いの丘陵 。段丘地帯には北前遺跡、名取川流域の低地には山口遺跡・下ノ内浦遺跡・富沢遺跡があり、

七北田川沿いの遺跡には燕沢遺跡がある。北前遺跡からは早期末の竪穴住居跡 8軒 と土坑数基が発見されている。

山口遺跡では早期末の土器や石器が出上している。下ノ内浦遺跡では早期前葉の上器とともに、住居跡の可能性の

ある竪穴遺構と落とし穴の可能性がある土坑などが発見されている。富沢遺跡では、早期後葉の上器や石器が出土

している。燕沢遺跡では、早期末の上器が出上している。

早期の遺跡の分布状況からも、名取川流域の低地に安定した地盤が形成されるのが、他地域に比べて早かったこ

とがわかる。

(前期〉

三ネ申峯遺跡は標高67mほ どの仙台台ノ原段丘に立地し、一部が調査され、前期前葉の竪穴住居跡が 8軒検出され



ている。遺跡全体 としてはかなりの規模の集落であったと考えられる。また名取川を挟んで対岸に位置する今熊野

遺跡でも、前期の竪穴住居跡が50軒検出されている。この時期に海水面の上昇に伴って丘陵部に大規模な集落が営

まれたことがうかがわれる。低地では、富沢遺跡と下ノ内浦遺跡でそれぞれ前期中葉と後葉の上器片が出上してい

るだけで、明確な集落や遺構は発見されていない。

(中期〉

中期になると、名取川流域の地盤の安定化に伴い、再び丘陵・段丘から低地にいたるまで遺跡が分布するように

なり、遺跡数も増力日する。丘陵 。段丘に立地する遺跡としては、名取川流域では上野遺跡・山田上ノ台遺跡、七北

田川流域では高柳遺跡・沼遺跡などがある。上野遺跡は標高25mの段丘上に立地し、中期前葉から後葉の遺物 と共

に中期中葉の竪穴住居跡や土坑が検出されている。山田上ノ台遺跡は標高50mの段丘に立地し、中期末葉の竪穴住

居跡38軒と328基の土坑等が検出されている。高柳遺跡は、標高20mの低位段丘に立地し、中期中葉の大規模な遺物

包含層と配石遺構・埋設土器・土坑が発見されている。調査地点の高位斜面には大集落が存在するものと考えられ

る。沼遺跡は、高柳遺跡より2 km上流の標高25mの段丘上に立地し、規則的に並ぶ中期末頃の竪穴住居跡が 8軒発

見されている。

低地に立地する遺跡には、名取川流域の六反田遺跡・下ノ内遺跡などがある。六反田遺跡は標高12mの 自然堤防

に立地し、中期中葉の竪穴住居跡 1軒が検出されたほか、中期末葉の埋設土器が出上している。下ノ内遺跡は六反

田遺跡に隣接する遺跡で、中期末葉の竪穴住居跡が 3軒検出されたほか、中期末葉から後期前葉にかけての石園炉・

埋設土器・土坑等が発見されている。

このように中期段階になると、遺跡は数・規模とも大きくなり、特に名取川の形成した自然堤防へめざましい進

出が認められる。

(後期〉

後期になると、低地に立地する遺跡は増加・拡大するが、丘陵や台地上の遺跡は相対的に少なる。低地のなかで

も名取川支流の気川に沿った自然堤防上は、遺跡の発展が著しく、六反田遺跡・下ノ内浦遺跡・伊古田遺跡・ 山口

遺跡 。大野田遺跡などの遺跡が近接して形成される。六反田遺跡では後期初頭の竪穴住居跡12軒、屋外炉 2基、土

坑30基、配石遺構 4基、埋設土器 2基などが検出されている。下ノ内浦遺跡では、後期前葉の配石遺構 9基、土墳

墓約120基、埋設土器 5基のほか、規模の大きい遺物包含層が検出されている。伊古田遺跡では後期中葉の大規模な

遺物包含層が検出され、多量の上器 。石器とともに19体分の上偶が出土している。大野田遺跡からは、後期前半の

環状集石群が検出され、周囲から配石遺構や埋設土器・土坑などが発見されたほか多数の上偶も出土している。

この時期、名取川沿いの自然堤防上の遺跡は中期に比べると下流域へと進出し、郡山遺跡 。西台畑遺跡・北目城

跡などでも遺構・遺物が出上しているほか、さらに下って名取川と広瀬川との合流点から1.5k皿下流に位置する高田

B遺跡でも後期中葉の竪穴住居跡が検出されている。

後期には、中期に引き続き、沖積地での生活圏のいっそうの広がりが見られ、住居域の周辺には墓域や祭祀域が

形成されるようになり、これに伴う様々な活動の痕跡も発見されている。

(嘲〉

晩期には、丘陵・台地では梨野A遺跡・萩ケ丘遺跡が、低地では下ノ内遺跡・六反田遺跡・山口遺跡 。今泉遺跡・

南小泉遺跡などが知られており、遺跡は前の時期と同じように広く分布する。しかし、各遺跡とも土器を主とする

遺物が若干出上しているだけで、遺構の検出は少なく、婆時の集落の実態については不明な点が多い。今後の調査

成果が期待される。



3 弥生時代
紀元前 4・ 5世紀頃、稲作農耕を核とする新しい文化が日本に伝来し、弥生時代をむかえる。稲作農耕は、東北

地方でも、西日本に大きく遅れることなく伝わつていたことが、最近の調査で明らかになってきている。この頃、

仙台平野は第 2浜堤列の形成期 (2800年から1600年前)を迎えており、現在の海岸線に近いところまで陸化し、広大

な低地ができていた。ほとんどの遺跡の立地は低地に移行し、名取川沿いの自然堤防以外の低地にも拡散するよう

に分布し、第 1浜堤上にも遺跡が形成されるようになる。

当該地区に弥生文化が伝わったころの遺跡としては、安久東遺跡や南小泉遺跡・郡山遺跡がある。名取川右岸の

安久東遺跡からは、弥生時代前期の遠賀川式上器に類似した特徴を有する上器が出上している。南小泉遺跡と郡山

遺跡からは、青木畑式期の土器が出土している。この段階では遺構や石器については不明な点が多い。

次の大泉式期の遺跡としては名取川沿いの低位段丘に立地する船渡前遺跡がある。この遺跡からは、土器のほか

石庖丁や扁平片刃石斧などの大陸系磨製石器が出上したほか、墓跡の可能性のある土坑が 1基検出されている。

桝形囲式期になると遺跡は急激に増加し、遺構も多数検出されるようになる。名取川沿いでは富沢遺跡 。西台畑

遺跡・郡山遺跡 。高田B遺跡 。今泉遺跡 。南小泉遺跡などがあり、浜堤に形成された遺跡としては藤田新田遺跡が

ある。富沢遺跡は、名取川と広瀬川の自然堤防に挟まれた郡山低地の、主に後背湿地に立地し、桝形囲式以前に水

田が作られ始め、桝形囲式期に水田域の拡大が認められる。以後弥生時代後期までの段階で、多いところでは 6期

程度の水田跡の重複・変遷が明らかになっている。桝形囲式期の水田跡及びその水路からは、狭鍬 3点 。膝柄鍬 1

点・掘り棒 1点・竪杵 1点などの木製農耕具も出上している。西台畑遺跡は、郡山低地に立地し、土墳墓と土器棺

墓が発見されている。郡山遺跡からは、水田跡が検出されているほか、土器や石庖丁 。太型蛤刃石斧などの遺物が

出上している。南小泉遺跡は青木畑式期以降後期まで継続するが、桝形囲式期の遺物の密度が高く、この時期に位

置づけられる15基の上器棺墓が発見されている。また、所属時期は不明であるが、大型蛤刃石斧・片刃石斧・塾形

石斧・有角石斧 。多頭石斧・石庖丁などの石器も多 く出上している。藤田新田遺跡の立地する浜堤は標高 2mで、

現状では周辺の湿地との比高差は数十cmである。土器とともに石庖丁と片刃石斧が出土している。

十二塚式期の遺跡は、下ノ内浦遺跡や山口遺跡などがあり、富沢遺跡ではこの時期の水田跡も検出されている。

後期の天王山式期の遺跡には、低地では下ノ内浦遺跡・山口遺跡 。清水遺跡・後河原遺跡などがあり、台地では

土手内遺跡がある。下ノ内浦遺跡からは、アメリカ式石鏃や管玉・炭化米を出土した竪穴遺構や、 2点の石庖丁と

1点の太型蛤刃石斧が副葬された土墳墓が発見されている。後河原遺跡では、この時期と考えられる水田跡が検出

されている。土手内遺跡は標高65～70mの台地に立地し、後期の住居と考えられる竪穴遺構が発見されたほか、ア

メリカ式石鏃や土製紡錘車などの遺物が出上している。

弥生時代の遺跡は、以上のように郡山低地や南小泉遺跡を中心に、前期段階から後期に至るまで連続的に形成さ

れている。富沢遺跡では弥生時代中期以降は水田が確実に継続して営まれ生産域を形成している。また、複数の遺

跡で土墳墓や土器棺墓による墓地も発見されている。しかし、残念ながら弥生時代の住居を始めとする建物の形態・

住居域の建物構成などの実態は、仙台市内では不明な点が多い。

4 古墳時代
弥生時代の各種生産力の発展は首長層を生み出し、各地の首長の統合過程において畿内に強大な王権が出現し、

王を頂点とする首長の墓は、前方後円墳に代表される全国的に画一的で巨大な墳墓を築造するようになり、古墳時

代をむかえる。稲作農耕文化が順調に継続・発展してきた東北地方南部でも、このような歴史の流れに対応し、弥

生時代には見られなかった大きな墳墓が作られるようになる。この時期、東北地方の上器は、在地の弥生土器から

土師器へと漸移的に変化していくのではなく、主に関東地方の影響のもとに急激な転換が行われている。仙台地方



では、古墳時代を迎える頃には第Ⅱ浜堤列の形成を終えようとしており、低地の地盤はより安定する。この状況に

伴って、集落の規模は次第に拡大し、遺跡の分布も小規模な自然堤防や浜堤など、低地の各地にも広がる。

集落跡としては、前期段階には台地上には燕沢遺跡・土手内遺跡などがあり、それぞれ数軒の竪穴住居跡が検出

されている。低地の遺跡としては、南小泉遺跡・藤田新田遺跡・戸ノ内遺跡 。安久東遺跡・下ノ内遺跡・六反田遺

跡 。伊古田遺跡・中田畑中遺跡などがあり、それぞれ数軒の竪穴住居跡が検出されている。各遺跡とも、古墳時代

前期段階の集落の規模は小さく、数軒規模の集落が各地に分散するように分布している。

中期には、台地上の遺跡としては土手内遺跡があり、前代から継続して集落が営まれ、 3軒の竪穴住居が検出さ

れている。低地では、南小泉遺跡において著しく集落が発展し、現在まで50軒以上の竪穴住居跡が検出されている。

藤田新田遺跡も集落が拡大し、10軒以上の竪穴住居跡が検出されている。このほか岩切鴻ノ巣遺跡 。下ノ内遺跡・

昭和北遺跡などでも竪穴住居跡が検出されている。

後期には、名取川右岸の栗遺跡に規模の大きな集落が形成されるほか、南小泉遺跡・下飯田遺跡・下ノ内遺跡・

六反田遺跡 。中田畑中遺跡などでもそれぞれ数軒の竪穴住居跡が検出されている。なお、この段階になると、南小

泉遺跡・下飯田遺跡などでは関東系の上器を出土する竪穴住居跡が多数検出されるようになる。

墓跡としては、前期の集落に接して、藤田新田遺跡・戸ノ内遺跡 。安久東遺跡で方形周濤墓が発見されている。

このうち安久東遺跡の方形周濤墓は前方後方形を呈しており、古墳成立前の過渡期の状況を示している。

仙台平野周辺の最古の古墳は、前方後方墳で、名取川右岸の標高124mの丘陵上に立地する高館山古墳や、これに

後続する名取川右岸の台地に立地する名取市飯野坂古墳群があり、ともに前期の築造と考えられている。仙台市内

最古の高塚古墳は、荒井地区から程遠くない南小泉遺跡内に築かれた全長110mの前方後円墳の遠見塚古墳で、4世

紀末頃の築造と考えられる。前期末には、名取川右岸の台地上に全長162mの前方後円墳で、東北最大の規模を誇る

雷神山古墳が築造され、仙台平野に強大な豪族が出現したことを示している。

中期前半の古墳の実態は明らかでないが、中期後半から後期にかけての 5世紀後半から6世紀中葉になると、埴

輪を伴う古墳が築造されるようになり、古墳の数や分布が拡大する。この時期古墳としては、郡山低地の長町一利

府構造線に沿った台地上には、裏町古墳 。金洗沢古墳 。砂押古墳 。二塚古墳 。一塚古墳・兜塚古墳などの前方後円

墳や円墳が直線的に並んで分布するほか、郡山低地の大野田地区には、春日社古墳・鳥居塚古墳など埴輪を有する

古墳など12基以上からなる大野田古墳群がある。この他、荒井地区に近い所では若林城内でも埴輪を有する古墳が

検出されている。

7世紀初頭以降の終末期になると、法領塚古墳や安久諏訪古墳などでは横穴石室を採用した古墳が築造されるほ

か、大年寺横穴群・愛宕山横穴群・宗禅寺横穴群・善応寺横穴群など横穴墓の造営が盛んになる。

古墳時代の生産遺跡としては、水田跡・窯跡などがある。富沢遺跡で中期の水田跡と後期の水田跡及び畑跡が検

出されている。また岩切鴻ノ巣遺跡でも中期の水田跡が検出されている。窯業関係の遺跡としては大蓮寺窯跡と富

沢窯跡がある。大蓮寺窯跡は、陶邑編年 I期内の 5世紀に操業した須恵器焼成の地方窯として注目される。富沢窯

跡は、埴輪を焼成した箸窯で、製品は大野田古墳群などに供給されている。このほか南小泉遺跡では、鉄製品の製

作に係わる5世紀代の鉄滓が出上している。

古墳時代終末期、中央では飛鳥時代の後半にあたる時期、中央政府は、東北地方の直接的支配のための施策を行

うようになる。大化の改新の直後、仙台平野以南の東北地方南部の太平洋側は陸奥国として中央の行政が及ぶとこ

ろとなり、仙台市域は宮城郡ないし名取郡に編入された。同時に当該地域の支配機構の一として、郡山低地東部の

自然堤防上に立地する郡山遺跡に大規模な官衛が造営される。官衛は大きく2時期に分かれる。 1期官衛は7世紀

後半に位置づけられ、東西400m o南 北約600mの範囲に広がる。この時期の建物は、真北から30～ 40°東に振れた軸



線を基準方向とし、塀で囲まれた官衡院や倉庫群をはじめとする建物群で構成される。 2期官衛は、 7世紀末から

8世紀初頭に位置づけられ、東西・南北方向とも428m四 方 (方四町)の材木列で囲まれた範囲に、中枢建物を含む

様々な建物群が存在する。 2期官行の南側には、方二町の規模と推定される寺院 (郡山廃寺)が付属しており、当

地方での仏教文化に係わる初期の遺跡として注目される。郡山遺跡の 1期官行については、国衛相当の官衝と考え

られ、2期官行については、多賀城創建の直前の陸奥国府と考えられている。 2期官衛及び付属寺院は、多賀城の創

建とほぼ同時に廃止されるが、付属寺院で使われた軒丸瓦の模様は多賀城やその付属寺院の瓦の模様に引き継がれ

ていく。郡山遺跡の存続期間のうちに、当地方は律令体制の中に完全に組み込まれ、次の時代の中央政府による東

北北部の支配のための活動の拠点、或いは陸奥国の中心地としての位置を占めるようになった。

5 奈良・平安時代
8世紀前半に仙台平野を一望する松島丘陵の南端に、国府多賀城が創建されると、仙台平野は陸奥国の中心地と

なる。国府整備の一貫として、 8世紀中葉には、荒井地区の西 3 kmの所に陸奥国分二寺が建立される。僧寺は東西

240m(800尺 )、 北辺は不明であるが南北240m以上の伽藍地を有する大規模な寺院で、伽藍中軸線上に南大門 。中

門・金堂・講堂 。僧坊を備え、中門と金堂を回廊で結び、金堂と講堂の間には東に鐘楼、西に経楼を、金堂の東に

は回廊を巡らした七重塔を配置する壮大な伽藍配置であった。

多賀城の創建に係わる瓦は、宮城県北部の窯跡で生産されたものが供給されているが、陸奥国分寺の造営や多賀

城H期以降に使用する瓦は、仙台市北部の台ノ原・小田原丘陵が生産の中心地となり、丘陵各地に大規模な窯跡群

が形成されている。また、同窯跡群では須恵器の生産も行われている。

この時代の律令制の浸透を示す遺跡としては、官衛・寺院のほかに、南小泉周辺をはじめ、市内各地に認められ

る条里型地割がある。南小泉地区の条里型地割は、航空写真の観察によると自然堤防寄りの後背湿地に立地し、真

北方向を基準方位として南北約 4 km・ 東西約 2 kmの範囲にわたって広がり、その東端は今回の区画整理施行地区と

接している。

この時代の集落は、国府所在地としての繁栄を示すかのように増加し、清水遺跡 。安久東遺跡・下ノ内遺跡・中

田畑中遺跡 。南小泉遺跡など各地の自然堤防には規模の大きな集落ができる。住居の形態は、以前として竪穴住居

が主体となるが、中には竪穴住居以外に掘立柱建物跡を伴う集落や、10世紀前半頃には藤田新田遺跡のように掘立

柱建物跡だけで構成される集落も出現する。集落の多くは低地の自然堤防や浜堤などに立地するが、丘陵や台地上

に立地する遺跡や、丘陵の奥にも小規模な遺跡が形成される。集落の中には、台ノ原・小田原丘陵の窯跡群のなか

にある枡江遺跡のように須恵器生産に関係する工房集落や嶺山C遺跡や沼原A遺跡のような製鉄関係あるいは鍛冶

関係の集落も存在し、生業の分化が進んだことを伺い知ることができる。

平安時代も後半になり、■世紀以降には、地方では有力な武士が台頭し、国司の手足として活躍するばかりでな

く、やがて地方の実権を把握するようになる。陸奥国は特に蝦夷との交易の権益をめぐる争いが繰 り返されたため

に、武士の活躍の場が多く、「前九年の役」。「後二年の役」など歴史に名高い抗争もこの頃に起きている。平安時代

末期の陸奥国内は、鎮守府を根拠地とする奥州藤原氏の軍事統制のもとに、各郡を有力武士が領有していたが、国

府の所在地である宮城郡は、在庁官人が郡内を分割領有していた。このような状況のもとに、仙台平野は陸奥の国

府所在地をひかえる東国武士の活躍の場として、やがて中世を迎える。

6中  世
源頼朝は、文治 5年 (■89)に奥州合戦に勝利すると、坂東武士を領主として、或いは行政官として派遣し、奥

州支配を行った。伊沢 (留守)家景は、建久元年 (■90)に 陸奥国留守職として任命され、国分氏などとともに宮

城郡を領有した。また、名取郡には和田氏が地頭として補任された。中世を通じて両郡とも幾多の抗争による領主



の改変を経て、戦国時代には伊達氏の所領となる。

中世の遺跡としては城館をはじめとし、寺院跡・石窟仏・板碑 。経塚などの仏教関係の遺跡や集落跡がある。城

館は、中世の武士の活躍を反映し、仙台市北部や西部の丘陵 。段丘地帯には山城が、低地の各地には平城が分布し

ている。代表的な山城としては、多賀城の西約 4 kmに位置し、16世紀に留守氏の居城となっていた岩切城がある。

また、仙台城 (青葉城)は伊達政宗が築城する以前に、国分氏が居城としていたとされる。荒井地区に近接する城

館としては、沖野城跡 。今泉城跡 (今泉遺跡)・ 二木館跡 。日辺館跡などの平城がある。沖野城跡は、国分氏の家臣

である粟野大膳の居城ではないかと言われており、調査で濤跡や井戸跡などが検出されている。今泉城跡 (今泉遺

跡)は、国分氏の家臣須田玄蕃が天正年間に居城としたところと言われているが、数次の調査で検出された掘立柱

建物跡・堀跡・井戸跡など多数の遺構から出土する遺物は、主に鎌倉時代から南北朝時代のものであることから、

城館の創建年代は伝聞よりも古いことが明らかになった。

仏教関係の遺跡には、岩切城の入り口にあたり、さらに七北田川に面して立地する東光寺遺跡がある。この遺跡

では、中世寺院を取り巻いて板碑が多数分布し、寺院の入り口には「十二堂」跡と考えられる遺構がり、寺院西部

には俗に「穴薬師」と呼ばれる仙台市内唯―の磨崖仏がある。さらにこの磨崖仏に至る通路には、数基の石窟があ

り、その 1基には地蔵菩薩と考えられる座像が彫られている。このように東光寺遺跡は、極めて宗教色の強い遺構

が数多く分布しており、当地方の中世社会を知る上で貴重な地域となっている。

板碑についてみると、市内では岩切地区のほか、北目・郡山地区、柳生地区などに集中して分布する。柳生地区

の板碑は、平安時代末期に成立したと考えられる名取熊野三社がある名取市熊野堂付近の板碑群と関連するものと

考えられている。

集落跡の調査例としては、東光寺遺跡に近い鴻ノ巣遺跡や柳生地区内の松木遺跡などがある。鴻ノ巣遺跡は、七

北田川を隔てて東光寺遺跡の対岸に位置し、掘立柱建物跡や井戸跡 。濤跡などが検出されている。出土遺物には、

鎌倉時代から南北朝時代を中心とした陶器や中国産の青磁のほか、祭所Eに使用された舟形木製品などがある。ここ

は、その地名が「国府の津」に由来するという説や、鎌倉時代の留守家文書にみえる「冠屋市庭」・「河原宿五日市

庭」あるいは「まち」に相当する遺跡の有力候補地しても注目されている。松木遺跡では、掘立柱建物跡や井戸跡・

濤跡が検出され、県内産をはじめ常滑産・瀬戸産などの陶器や、中国産の青磁 。白磁などが出土している。

7 近世以降
関ヶ原の戦いに徳川家康が勝利した慶長 5年 (1600)、 家康の許しを得た伊達政宗は、百万石を超える領国の城府

を構想して仙台城の普請と、併せて城下町の建設・整備及び、寺社の建築に着手した。この時の城下の地割は、現

仙台市の町割りにも反映している。仙台城の城下町は、広瀬川左岸に広がる河岸段丘の安定した地盤の上を中心に

建設されている。その範囲は、元禄期においては東は糟ケ岡、南は広瀬川沿い、北は北山から堤町あたりまでであ

る。政宗は晩年の寛永 4年 (1627)、 幕府の裁可を得て、仙台城東方の低地の「古城」の地に、隠居所として若林城

を築城した。若林城は荒井地区の西南西約 3 kmの地点にあたり、この城の小城下町の地割は同地区の西南西約 2飾

付近の南小泉にまで及び、町家が比較的近 くにまで進出してくる。

この当時、弥生時代以来開発が行われてきた荒井地区周辺の低地のうち、自然堤防は農村の屋敷や畑地として発展

してきたと考えられるが、後背湿地の多 くは中世における開発によってもなお多くの部分が荒野として残っていた

と考えられる。近世になってからのこの地区の開発の特徴は、仙台藩の開墾の奨励 とそれに伴う武士による新田開

発が行われたことである。当時の開発を示すように、荒井地区の東方には藤田新田・笹新田 (笹屋敷)な どの地名

が残っている。これらの新田開発に重要な役割を果たしたのが「七郷堀」である。この堀は、広瀬川の愛宕橋の下

流の愛宕堰から取水して仙台市東部に下流するもので、正保 2・ 3年 (1645。 1646)の「奥州仙台絵図」に記載さ



れていることから、仙台城城下町及び周辺農村の開発のため、城下の建設の比較的早い段階に掘削されたことがわ

かる。七郷堀は、現若林区役所付近で高砂堀と仙台堀に分岐し、仙台堀はさらに荒井周辺で大江堀・柳堀。左近堀・

大谷地堀・御散田堀 。初田堀 。四ツ谷堀 。広瀬堀などに分かれて現在に至っている。

近世の荒井地区の状況について記載された文献は幾つかあるようであるが、その一つに、安永元年 (1772)に刊

行された『封内風土記』があり、宮城郡内の「荒井邑」として「戸口九七十七。 (中略)ネ申社凡三。稲荷神社。不詳

何時勧請。熊野神社。共同上。 (中略)沼凡六。其―。赤沼。中分属本邑及岡田両邑。東西百間許。南北五十間許。

其二。大沼。東西二百間許。南北六百間許。荒濱。新濱。岡田三邑用水。其三。丸沼。其四。直沼。其五。川戸沼。

其六。五齊沼。共小沼也。」という記載がある。また、周辺には小泉邑 (戸口凡百六十。)・霞ノロ邑 (戸口凡十六。)・

長喜城邑 (戸口凡十。)。蒲ノ町邑 (戸口凡十二。)・伊在邑 (戸口凡十三。)・六町ノロ邑 (戸口凡二十九。)・荒濱 (戸

口凡七十二。)な どの集落があり、これらの近隣村落の中では、小泉邑に次いで大きな村落であったことがわかる。

近代になると、明治22(1889)年に、荒井村・南小泉村 (旧小泉村)。 霞目村・長喜城村 。蒲町村・伊在村・六丁

目村・荒濱は合併し、七郷村となる。村名は七郷堀に由来すると言われる。当時の村役場は、旧荒井村に置かれた。

七郷村は、昭和16(1941)年 に仙台市に合併し、現在に至っている。

以上のような歴史の流れの中で、今回区画整理事業が行われる荒井地区では、中在家南遺跡をはじめとする遺跡

が形成され、現在を生きる我々の生活環境を取り巻いている。

第 3章 予備 査

第 1節 表面分布調査

1 表面分布調査の方法
荒井土地区画整理事業の対象面積は約150haに及び、対象地域には「荒井館跡」。「中在家遺跡」。「下荒井遺跡」・

「押口遺跡」の 4遺跡があることが知られていた。しかし4遺跡とも発掘調査が実施されたことはなく、遺跡の実

態は不明であった。また、 4遺跡以外の遺跡が存在する可能性も考えられた。そこで、①既登録遺跡の範囲の見直

し、②未確認遺跡の発見・登録、③既登録遺跡と新登録遺跡の調査必要箇所の確定、④荒井地区の地質・微地形の

把握、を目的とした予備調査を実施した。予備調査は、遺物の表面採集による表面分布調査 (以下「分布調査」と

言う)と試掘調査の二段階の調査を行う方法を取った。

分布調査は、調査員 2名で実施した。分布調査にあたっては、1/2,500の 区画整理事業設計図を5分割し、設計

図上に、①遺跡登録範囲、②遺跡登録の変更 (拡大)範囲、③調査可能な土地の範囲、④発掘調査不可能な土地の

範囲、⑤遺物採集地点、⑥遺物散布範囲、⑦新発見遺跡の範囲、③試掘調査実施予定地点、③土地の現況と地形に

ついて、色や書き方を変えて表現し、逐一記入した。試掘調査実施予定地点については、対象地域が水田部を除く

と宅地や農地・空き地が複雑に入り組んでいるなかで、現況のままでも試掘可能な土地を選定した。また、選定に

際しては、区画整理事業の計画衝路100mにつき1か所程度の試掘区を設定するように配慮した。

2 表面分布調査の期間と成果
分布調査は、昭和63年 4月 20日から4月 26日 までの期間内に、実働 4日間で終了した。その結果、次の様な成果

を得ることができた。



●   試掘区設定地点

■   試掘実施地点

…

施工地区界



①中在家遺跡の南側にある幅25m。 東西350mの範囲に広がる微高地において、土師器・須恵器・弥生土器が散布し

ているのが発見された。仮称「中在家南遺跡」とし、試掘の成果を待って遺跡登録することとした。

②下荒井遺跡では、現遺跡登録範囲の東側の畑地に、50m程の範囲 (区画整理事業対象地域外)で遺物の散布が確

認されたが、区画整理事業対象地域では遺物を採集する事ができなかった。

③荒井館跡周辺では、近世以降の陶磁器は採取されたが、中世に遡る陶器は採集できなかった。このため、荒井館

跡が城館遺跡かどうかは、試掘調査の結果によることとした。

④中在家遺跡は宅地化が進み、一部が水田として残っているだけであった。遺跡周辺で遺物を採集することはでき

なかった。

③押口遺跡も宅地化が進み、畑地のまま残っているところが少なく、遺物を採集することはできなかった。畑地も

ビニールハウスになっており、試掘をすぐに実施できる状況ではなかった。

⑥試掘調査予定地点は159地点 (こ の内水田に位置するのは41地点)を選定した。

以上のような分布調査のデータを基に、次に試掘調査を実施した。

第 2節 試掘調査

1 試掘調査の準備
試掘調査を実施した昭和63年段階では、区画整理事業施行地域内は、仮換地指定の状態のため、街路予定地であっ

ても、その所有権は従前の土地所有者にあった。このため、試掘調査にあたっては、試掘予定地の土地所有者の承

諾を得なければならなかった。承諾を得て試掘調査を実施するまでには、次のような手順を経た。

①分布調査によって選定した試掘調査予定地点の所在地と地目調べ。

②試掘調査予定地点の土地所有者調べ。 (試掘区159地点の土地所有者は88人であった。)

③試掘調査実施承諸書の作成と了承印の受領。(了承印の受領にあたっては、荒井土地区画整理の審議委員の多大な

協力を得た。)

④空き地・畑地については9月 までに試掘を実施し、水田の試掘は稲刈り後の10月 中旬以降に実施することとした。

そのうえで、各試掘地点ごとに土地所有者と調査時期について協議し、畑地の場合は作物の収穫に支障のない時期

に試掘調査実施期間を設定した。

⑤土地所有者の調査希望時期により試掘調査予定表を作成し、これに基づいて試掘調査を順に行うこととした。

分布調査終了後、一連の地権者交渉を経て実際に試掘調査に着手するまでには約 1ケ月を要し、昭和63年 5月 27

日から試掘調査を開始した。

2 試掘調査の方法と各調査区の概要
試掘調査区は159カ所選定したが、空き地であっても試掘時において生活道路・園芸作物栽培地・資材置場。駐車

場として使用されていたり、近 くの試掘調査データにより試掘不要と判断されたり、厚い盛土や湧水など種々の理

由により調査を行わない試掘区もあり、実際に調査を行った試掘区は79カ所である。試掘調査は昭和63年 5月 26日

より11月 9日 までの期間に、 9月 と10月前半を除いて実施した。

試掘調査区は、各街路のセンターラインに平行して6× 2mの大きさを基本とするトレンチを設定した。 トレン

チ内は、荒井土地区画整理事業施行地区の近 くで調査の進んでいる南小泉遺跡などで、古墳時代以降の遺構が検出

され、それ以下の層は無遺物層と考えられる黄褐色シルトないし粘土層の上面まで掘り下げた。さらに一部はその

面からlm前後の深さまで掘り下げて、下層に遺物 。遺構のないことを確認した。掘り下げ後は、写真撮影 。1/50



平板実測 。1/20断面実測 (遺構については1/20平面・断面実測)を行い、レベルの記入をした。また、泥炭質土壌

の検出されたNo033ト レンチ・ No060ト レンチと、それ以外にもNo016ト レンチ・配104ト レンチにおいて水田跡の有

無の確認のためにプラント・オパール分析を実施した。

各試掘区の位置は第 7図に示した。各試掘区の調査概要は第 3表のとおりである。

ミ
図
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０
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司
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＠
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範
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賂
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ｓ
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や
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澪
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憚
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＠
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０
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⇒
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Ｇ
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０
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８
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試
掘
ト
レ
ン
チ
観
察
表
(2
1

試
掘
ト
レ

ン
チ
番
号

路 号

衝 番

暇 員

地
 
番
地
目
調
査
面
積
掘
肖
」深
度

("
よ
深
掘

G.
 L
(m
)

基
本

層
位

発
見
遺
構

出
土
遺
物

備
 
考

6-
11
4

6
荒
井
宇
大
場

伝
28

空
地
6×
2

12
nギ

60
(2
10
)

1褐
灰
色
粘
土
質
シ
ル
ト
(水
田
作
土
)1
5c
m、
2～
9河
川
跡
堆
積
土
(河

川
跡
中
央
付
近
、
4層
は
灰
白
色
火
山
灰
、
8～
9層
よ
り
自
然
木
が
多
数
出
土
)

旧
河
サ
1跡

8'
9層
よ
り
弥
生
土
器
出
土
、 
1～
5層
よ
り
上
師

器
・
近
世
瓦
・
陶
器
・
磁
器
な
ど
も
出
土

押
口
遺
跡
内

プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル

分
粁
窯
縮

6-
11
5

6
荒
井
字
大
場

伝
12

/d
5×
2

10
nギ

40
(1
15
)
4 
20
1暗
褐
色
～
褐
色
シ
ル
ト
(畑
作
土
)3
0c
m、
 2
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
質
粘

±
50
伽
、
3灰
黄
褐
色
粘
±
10
cm
、
4 
に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
10
cm
、
5暗
緑
灰
色

fj
2

2層
上
面
で
濤
1条
検
出

1層
よ
り
上
師
器
1点
出
土

9-
4

9
伊
在
字
東
通

28

畑
6×
2

12
nf

30
(1
10
)

1暗
褐
色
シ
ル
ト
質
粘
土
(水
田
作
土
)1
5c
m、
 2
黒
色
粘
±
5 
cm
、
3黒
褐

色
砂
質
粘
土
砂
質
粘
±
10
cm
、
4に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
土
質
シ
ル
ト
20
cm
、
5に

ぶ
い
黄
色
粘
上
30
cm
、
6黄
灰
色
粘
±
40
cm
以
上

な
し

な
し

9-
5

9
荒
井
字
押
口

74

畑
5×
2

10
nヤ

80
(1
80
)

盛
±
50
～
60
cm
、
1褐
灰
色
～
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
(耕
作
土
)2
0c
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2

褐
灰
色
砂
・
粗
砂
35
cm
、
3オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
土
質
シ
ル
ト
15
cm
、
4緑
灰
色

砂
15
cm
、
5褐
灰
色
粘
土

な
し

1層
よ
り
陶
器
片
、
2層
よ
り
近
世
陶
器
(唐
津
系
刷

毛
目
文
壷
片
・
堤
壷
片
)土
製
品
。
鉄
製
品
等
出
土

六
丁
目
字
柳

堀
1-
2

水
田
6×
2

12
コ
f

20
(3
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3 
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田
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泥
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褐
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な
し

な
し

6-
10
3

6
六
丁
目
字
左

近
堀
4-
1
水
田
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2

12
nギ

15
(3
5,
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褐
色
粘
土
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田
作
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炭
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黄
褐
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粘
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な
し

な
し
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2
6
六
丁
目
字
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-3

水
田
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田
作
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褐
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シ
ル
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な
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し
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六
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争
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南
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日
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褐
色
粘
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田
作
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白
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灰
を
含
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色
泥
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c
m、
4暗
褐
色
粘
上
、
5灰
黄
褐
色
砂

な
し

2層
中
よ
り
弥
生
土
器
片
1点
出
土

6-
14
8

6
六
丁
目
字
左

近
堀
14

水
田
6×
2

12
nf

15
(4
0)
3 
35
1黒
褐
色
粘
土
(水
田
作
土
)1
5c
m、
2黒
色
泥
炭
(灰
自
色
火
山
灰
を
含
む
)

5 
cm
、
3黒
色
泥
炭
20
cm
、
4灰
オ
リ
ー
プ
砂

な
し

な
し

六
丁
目
荒
井

東
線

六
丁
目
字
小

荒
井
東
24
-

4

畑
4×
2

81
n2

盛
±
71
1c
m、
 1
黒
色
粘
土
(1
日
水
田
作
土
)2
0c
m、
2小
河
川
跡
堆
積
土
(オ

リ
ー
プ
黒
～
黒
色
粘
土
・
泥
炭
)6
0c
m、
3暗
緑
灰
色
粘
土

小
河
川
跡
?(
幅
20
0c
m以
上
・
深
さ
60
cm
)

な
し

6-
30

6
荒
井
字
札
屋

敷
10
1

空
地
6×
2

12
濯

1黒
褐
色
シ
ル
ト
(畑
作
土
)2
0c
m、
2黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
20
cm
、
3黒

色
シ
ル
ト
質
粘
±
20
cl
l、
4に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
土

2層
上
面
で
ト
レ
ン
チ
北
半
を
占
め
る
落
ち
込
み
検
出

(深
さ
40
cm
)

落
ち
込
み
堆
積
土
中
よ
り
弥
生
土
器
・
陶
器
。
磁
器
出

土

6-
34

6
荒
井
字
札
屋

敷

畑
湿 篇
30
(1
10
)
5 
40
1暗
褐
色
シ
ル
ト
(畑
作
土
)2
0c
m、
2天
地
返
し
の
撹
乱
30
cm
、
3に
ぶ
い

黄
橙
色
粘
土
質
シ
ル
ト
20
cm
、
4明
黄
橙
褐
色
シ
ル
ト
質
粘
±
5 
cm
、
5に
ぶ

い
黄
橙
色
砂
質
シ
ル
ト
35
cm
、
6暗
緑
灰
色
砂

近
年
の
堀
跡
検
出
(幅
20
0c
m以
上
・
深
さ
80
ta
ll
)
1層
か
ら
弥
生
土
器
。
掘
跡
堆
積
土
中
よ
り
刷
絵
磁
器

碗
片
出
土

第
12
図
1

中
在
家
南
遺
跡
内

6-
34

6
荒
井
字
中
在

家
47
-1

水
田
6×
2

12
コ
ギ

5 
00
1黒
褐
色
粘
土
(水
田
作
上
、
下
部
に
黄
灰
色
の
酸
化
鉄
集
積
層
)3
0c
m、
2

黄
灰
色
粘
土

な
し

な
し

中
在
家
遺
跡
内

六
丁
目
荒
井

西
線

荒
井
字
中
在

家
43
-3

空
地
粒 篇
40
(1
30
)
4 
80
1黒
褐
色
粘
土
(耕
作
土
)4
0c
m、
2黒
色
粘
±
5 
cm
、
3褐
色
粘
±
15
cn
、

4に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
±
20
cm
、
5黄
褐
色
シ
ル
ト
質
粘
±
10
cm
、
6黄
灰
色
シ

ル
ト
質
粘
上
10
cm
、
7黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
15
cm
、
8暗
灰
貢
色
粘
±
5 
cm
、

9黄
灰
色
粘
±
5 
cm
、
10
暗
オ
リ
ー
プ
灰
色
粘
土

な
し

な
し

六
丁
目
荒
井

西
線

家
43
-3

空
地
粒 篇
20
(1
10
,
4 
70
1黒
褐
色
シ
ル
ト
質
粘
土
(耕
作
土
)2
0c
m、
2暗
灰
黄
色
粘
±
15
cm
、
3黄

褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
20
cm
、
4オ
リ
ー
ブ
褐
色
シ
ル
ト
質
粘
±
10
cm
、
5黄
褐

色
ン
ル
ト
質
粘
±
15
cm
、
6黄
灰
色
粘
±
10
cm
、
7暗
灰
黄
色
粘
±
10
cm
、
8

オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
土

な
し

な
し

六
丁
目
荒
井

西
線

荒
井
字
中
在

家
23

荒
地
湿 篇
90
(2
00
)

盛
±
30
cm
、
 1
灰
黄
褐
色
粘
土
(水
田
作
土
)2
0c
m、
2河
川
跡
堆
積
土
(黒

色
泥
炭
買
粘
土
～
黒
褐
色
砂
質
粘
土
な
ど
)1
60
cl
n、
3オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
土
質

砂

旧
河
川
跡

旧
河
川
跡
下
部
よ
り
弥
生
土
器
出
上
、
上
層
で
は
上
師

器
出
土

中
左
家
南
遺
跡
内

プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル

分
析
実
施

6-
72

6
荒
井
字
中
在

家
39
-1

kt
H
6×
2+
α

14
5減

1暗
褐
色
～
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
(畑
作
土
)3
0c
m、
2 
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ

ル
ト

土
坑
2基
、
濤
状
遺
構
2条
、
Pi
t

1層
よ
り
弥
生
土
器
・
土
師
器
・
須
恵
器
出
上
。
濤
状

遺
構
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
土
師
器
出
土

中
在
家
南
遺
跡
内

(Ⅲ
区
)

6-
73

6
荒
井
字
中
在

家
39
-1

kT
H
粒 篇

5 
40
1褐
色
シ
ル
ト
(畑
作
土
)2
0c
m、
2暗
褐
色
シ
ル
ト
～
粘
土
質
シ
ル
ト
(旧

作
土
)2
0c
m、
3に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
土
質
ン
ル
ト

土
坑
1基
、
濤
状
還
構
1条
、
Pi
t多
数
検
出

2層
よ
り
弥
生
土
器
・
土
師
器
多
数
出
土
。
溝
状
遵
構

か
ら
も
弥
生
土
器
・
土
師
器
多
数
出
土

中
在
家
南
遺
跡
内

(l
V区
)

6-
74

6
丸
汗
子
甲
在

家
31
-1

水
田
6×
2

12
コ
f

1灰
黄
褐
色
粘
土
(水
田
作
土
)1
5c
m、
2灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
質
粘
土
(駿
化

鉄
集
積
層
)5
 c
m、
3褐
灰
色
砂

な
し

な
し

6-
80

6
荒
井
字
掘
日

22
-1

畑
6×
2

12
∬

80
(1
30
)

盛
±
70
cm
、
 1
オ
リ
ー
ブ
黒
色
シ
ル
ト
質
粘
土
(水
田
作
土
)2
0c
n、
2オ
リ
ー

プ
灰
色
粘
±
5 
cm
、
3緑
灰
色
粘
±
15
cm
、
4灰
オ
リ
ー
ブ
粘
±
30
cm
、
5緑

灰
色
砂

な
し

な
し

12
-
と

12
荒
井
字
中
在

家
9-
1

畑
6×
2

12
n∵

11
0(
16
0)
5 
40
盛
±
90
cm
、
1黒
色
粘
土
(耕
作
土
)2
0c
m、
2緑
灰
色
シ
ル
ト
質
粘
±
5 
cm
、

3緑
灰
色
シ
ル
ト
質
粘
±
20
cl
n、
4暗
緑
灰
色
砂

な
し

な
し

6-
68

6
荒
汗
子
局
屋

敷
22
-1
8

畑
3×
3

9∬
50
(7
0)

1瞳
穐
色
シ
ル
ト
(畑
作
土
)、
2黒
褐
色
ン
ル
ト
質
粘
±
20
cm
、
3に
ぶ
ヤ

黄
褐
色
粘
上

濤
状
選
構
1条
、
遺
物
包
含
層

1層
よ
り
弥
生
上
器
・
土
師
器
・
須
恵
器
等
出
土
、
2
高
屋
敷
遺
跡
内

∞ 『
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第
3表
 
試
掘
ト
レ
ン
チ
観
察
表
(3
)

試
掘
ト
レ

ン
チ
番
号
鶴 謡

幅 員
地
 
番
地
目
調
査
面
積
掘
削
深
度

("
よ
深
掘
● 　 ｍ

Ｇ

ぐ
基

本
層

位
発
見
遺
構

出
土
遺
物

備
  
考

07
0
蒲
町
。
荒
井

線

荒
井
字
大
場

伝
23
-1

畑
Ｘ
２
篇
60
(8
0)
5 
00
1暗
褐
色
シ
ル
ト
(畑
作
土
)4
5c
m、
2黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
15
cm
、
3暗

灰
黄
色
シ
ル
ト
質
粘
土

な
し

な
し

十
文
字
通
線

荒
井
字
堀
添

2-
3

畑
6×
2

12
nf

1暗
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
(畑
作
土
)4
11
cm
、
 2
黒
色
粘
上
10
cm
、
3灰
黄
褐
色

粘
土

な
し

な
し

6-
11
6

6
荒
井
字
大
場

ほ
20
-1

水
劇
規 篇

1.
灰
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
(水
田
作
土
)1
5～
20
cm

2黒
色
粘
土
(灰
白
色
火
山
灰
を
含
む
)5
～
15
cm

3灰
黄
褐
色
粘
±
15
cm

4灰
黄
褐
色
粘
±
30
cm

5褐
灰
色
粘
土
(植
物
遺
体
を
含
む
)1
5c
ln

6a
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
上
質
シ
ル
ト
10
cn

6b
褐
灰
色
粘
±
20
cm

7褐
灰
色
粘
土

(0
77
ト
レ
ン
ナ
基
準
)

な
し

1層
よ
り
上
師
器
。
陶
器
・
磁
器
片
出
土

6-
11
6

6
荒
井
字
大
場

伝
20
-1

水
田
粒 附
50
(8
0)

な
し

1層
よ
り
上
師
器
・
近
世
瓦
・
磁
気
片
等
出
上
、

2層
よ
り
上
師
器
片
出
土

蒲
町
荒
井
線

荒
井
字
大
場

伝
20
-2

水
日
粒 篇

4層
上
面
(0
76
区
で
は
2
～
3層
な
し
)

で
溝
跡
4条
検
出

SD
-1
よ
り
陶
器
(1
9世
紀
後
半
の
灯
明
皿
。

籍
鉢
)、
磁
器
出
上
、
SD
-2
よ
り
上
師
器
片
出
土

第
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図
3

蒲
町
荒
井
線

荒
井
字
大
場

伝
20
-2

水
田
6X
2
12
m2

40
(1
30
)

な
し

な
し

6-
12
9

6
荒
井
字
堀
添

60
-1

水
田
6×
2

12
nヤ

30
(1
00
)

な
し

1層
よ
り
上
師
器
・
中
国
青
磁
・
陶
器
片
出
土

6-
12
9

6
荒
井
字
堀
添

60
-1

水
田
親 篇
40
(■
0)

な
し

な
し

十
文
字
通
線

荒
井
字
堀
添

32

空
地
6×
2

12
nf

40
(7
0)

難
±
40
cm
、
 1
黒
色
シ
ル
ト
(耕
作
土
)2
0c
m、
2黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
15

cm
、
3に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
土

な
し

盛
土
中
よ
り
陶
器
・
磁
器
・
五
十
銭
銅
貨
等
出
土

6-
12
9

6
荒
井
字
畑
中

43
-6

畑
6×
2

12
nf

盛
±
40
ca
l、
 1
暗
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
(耕
作
土
)2
5c
m、
2黒
褐
色
粘
土
質

シ
ル
ト
10
cm
、
3浅
黄
色
シ
ル
ト
質
粘
土

2層
上
面
で
溝
跡
2条
、
Pi
t検
出
、
3層
上
面
で
濤
跡

1条
P■
検
出

1・
2層
よ
り
弥
生
土
器
・
土
師
器
。
須
恵
器
・
陶
器

,

磁
器
等
多
量
に
出
土

荒
井
畑
中
遺
跡
内

清
町
荒
井
線

荒
井
字
畑
中

1-
1

畑
6×
2

12
nゼ

80
(1
30
,

羅
±
80
cm
、
 1
褐
灰
色
シ
ル
ト
質
粘
土
ll
lc
ll
、
2に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル

ト
20
cm
、
3に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
±
5 
cm
、
4に
ぶ
い
黄
色
粘
±
5 
cm
、
5暗
灰

黄
色
粘
上
5 
cm
、
6緑
灰
色
シ
ル
ト
ll
lc
m以
上

な
し

な
し

9-
7

9
六
丁
目
字
小

荒
井
東
43
-

1

畑
糀 随
40
(6
0)

1黒
色
シ
ル
ト
(畑
作
土
)1
0c
m、
 2
暗
褐
色
シ
ル
ト
15
cm
、
3に
ぶ
い
黄
橙

色
粘
±
20
cm
以
上

な
し

な
し

荒
井
館
跡
内

9-
7

9
荒
井
字
矢
取

45
-1

畑
6×
2

12
コ
イ

3 
60
1黒
褐
色
シ
ル
ト
(畑
作
土
及
び
撹
乱
)7
11
cm
、
2に
ぶ
い
黄
橙
色
シ
ル
ト
な
し

近
世
瓦
・
陶
器
・
磁
器
な
ど
多
量
に
出
上
(年
代
の
明

ら
か
な
も
の
は
18
C後
半
以
降
)

図 区

第 第
11
。
 1
2

2
09
5
6-
15
0
6
荒
井
字
矢
取

59

畑
6×
2

12
nf

40
(1
50
)

1黒
褐
色
シ
ル
ト
(畑
耕
土
・
上
下
2層
に
分
れ
る
)3
0～
45
cn
、
2暗
褐
色

ン
ル
ト
15
cm
、
3浅
黄
色
砂
(下
部
は
緑
灰
色
砂
に
変
化
)

2層
上
面
で
現
在
の
堀
と
平
行
す
る
濤
跡
2条
検
出
1層
か
ら
主
に
古
墳
時
代
の
上
師
器
と
須
恵
器
・
相
馬

産
陶
器
・
溝
跡
か
ら
土
師
器
・
須
恵
器
出
土

荒
井
館
跡
内

六
丁
目
荒
井

東
線

荒
井
字
畑
中

39

畑
35
X2
7∬

40
(1
00
)

1黒
褐
色
シ
ル
ト
(畑
作
土
)1
0c
m、
2黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
(旧
耕
土
)

15
cm
、
3暗
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
(十
日
耕
上
)2
0c
m、
4に
ぶ
い
黄
橙
色
シ
ル

ト
質
粘
±
70
cr
l、
5に
ぶ
い
黄
色
粘
土
質
砂
15
cm
、
6黄
褐
色
粘
土
質
砂
20
cm
、

7明
黄
褐
色
砂

濤
跡
3条
、
土
坑
3基

な
し

6-
15
2

6
荒
井
字
矢
取

38
-1

畑
6×
2

12
n∵

1黒
褐
色
～
暗
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
(畑
作
土
)2
0～
60
cm
、
 2
黒
褐
色
～
黒

色
粘
土
質
シ
ル
ト
な
サ
|し
シ
ル
ト
質
粘
±
0～
60
cl
n、
3黒
色
粘
±
0～
21
1c
m、

4灰
黄
色
粘
土

な
し

1層
よ
り
中
世
の
常
滑
産
奏
片
・
陶
器
(1
7～
18
Cの

唐
津
青
釉
碗
・
19
C後
半
の
相
馬
灰
釉
貫
入
碗
)、
磁
器

(1
8C
の
伊
万
里
染
付
皿
)、
近
世
瓦
な
ど
が
出
上
、
3

層
か
ら
土
師
器
出
土

荒
井
館
跡
近
接
地

6-
15
3
6
荒
井
字
矢
取

36

畑
×
２
篇
η
(1
20
)

1褐
色
粗
砂
(盛
土
畑
作
土
)3
0c
m、
2黄
褐
色
粗
砂
(盛
土
旧
畑
作
土
)1
5

cn
l、
3黒
褐
色
～
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
質
粘
土
～
シ
ル
ト
(旧
表
土
)2
0～
30
cm
、

4に
ぶ
い
責
橙
色
粘
±
40
cm
、
5灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
10
cm
、
6黄
褐
色

細
砂
15
cm
、
7灰
色
細
砂

3層
中
で
溝
跡
1条
(幅
3
00
cm
以
上
。
深
さ
10
0c
m)
、

4層
上
面
で
濤
1条
(幅
20
0m
以
上
・
深
さ
61
1c
m以

上
)、
土
坑
1基
検
出

陶
器
(1
6C
末
～
17
C初
の
美
濃
菊
皿
。
17
Cの
唐
津

碗
・
17
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3 試掘調査成果のまとめ
試掘調査を行った結果、遺跡の有無をはじめ、本調査を実施するにあたっての様々な情報を得ることができた。

その成果については以下のようにまとめられる。

1)荒井地区の基本層位
今回試掘調査を実施した各調査区のうち、代表的な調査区■力所の断面実測図を第 8図～第11図に示した。荒井

地区でも近年、水田から宅地化や畑地への転換のため、盛上が各所で行われ地形の改変が進んでいる。しかし、盛

土以前の耕作上の上面で比較すると、区画整理事業施行地域西部は標高6.Om～5.5m、 東部は標高4.0～3.Omで、

東部が 2～ 3m低 くなっている。地形は西部から東部へ向かって下降傾斜しているが、基本的な層位に大きな変化
はなく、耕作上の下は黒色土ないし暗褐色土と褐色上が互層状に堆積している。これらの各地層は、地表よりlm
前後下がると、常時帯水状態になっており、元の上色に関わりなくグライ化しているのが一般的状況である。この

状況は、自然堤防と後背湿地との関係においも同様であり、後背湿地側に特に泥炭層が発達するようなことは認め

られなかった。

次に基本層を上層・中層・下層に分けて検討する。上層は、耕作土層及びその直下の黒色ないし黒褐色土層であ

る。盛土されていないところの耕作上の層厚は15～30cmである。耕作上の上色は、黒褐色ないし暗褐色を呈すると

ころが多いが、黒色や褐色を呈するところもある。このような違いは、耕作上の母材となった基本層の違いによる

ものと考えられる。耕作土層及びその直下の黒色ないし黒褐色土層は、耕作深度が深い場合や、耕作深度が浅い場

合でも当該層が地表近くに存在した場合などは検出されないこともあるが、血020ト レンチでは良好に残存する。こ

のトレンチの黒色粘土は、その中間に10世紀前半に降下したとされている灰白色火山灰層を上下から挟んだ状態で

堆積している。他 トレンチでは、黒色土と灰白色火山灰が混合している状態で検出されている場合があるが、この

ような地層は、本来は血020ト レンチのような黒色土間に灰白色火山灰層が挟まれたサンドイッチ状の地層であった

ものが、耕作による攪乱を受けたことによるものと考えられる。灰白色火山灰層を挟む黒土層及び、灰白色火山灰

を含む黒土層は、これらの地層が検出されるトレンチにおいては、いずれも表上の近くで検出されている。このこ

とは、上部の黒色土層は10世紀頃以降に堆積した土層で、しかも10世紀以降に荒井地区では一般的に著しい堆積作

用がなかったことを示しているものと考えられる。

中層は、黒色ないし黒褐色土層下からグライ化層までの地層で、この間は、褐色系の上層が主体となり、これに

暗褐色系の層が何層か入り込んで互層状の堆積層を形成している。ただしその層順についてはh077ト レンチ周辺の

ように、近接地においては類似性が認められるが、荒井地区全体としては一定の層順は把握できず、地域差がある。

試掘調査においては、中層から遺物は出上しておらず、中層以下の地層は基本的に無遺物層と考えられる。ただし、

中在家南遺跡Ⅱ区の調査において、弥生時代中期頃の遺物包含層直下の褐色土層を30cm前後掘り下げた黄褐色土層

中より縄文時代晩期後半の上器が 1個体分出上していることから、この時期の遺構や遺物が他にも存在する可能性

はある。後述する中在家南遺跡や押口遺跡の調査成果によると、中層の上部30～40cmの地層は、縄文時代晩期から

弥生時代中期にかけて形成され、以後は比較的安定した地盤となり、上層の黒色ないし黒褐色土層の堆積を経て現

在に至ったものと考えられる。

下層は、グライ化した地層で、この堆積層にも暗褐色系の上層が互層状に挟まれる場合があり、グライ化してい

る以外中層との大きな差はない。荒井地区では、地表よりlm程下がると常時帯水状態の地層となり、グライ層と

なるのが一般的である。ただし、配037ト レンチのように旧表土 (耕作土)の直下からグライ層となってる場合もあ

る。グライ層中からの出土遺物・検出遺構はない。

以上のような荒井地区の基本層位を模式図にすると第11図のようになる。



5rn

5na

4rn

1

2

4=|1亜葺聾韓再
E三こ

==IF「

▼FFIF=耳■15-

i“耳
===下

〒TT19F=■ ■■■
“

Ⅲ■

10
11-

―

盛 土

o                 1                2m

E二ここ影]昏息量査」!暦
を

駆
黒色土層

□
黒褐色系土層

試掘区断面図 (1)

□
院

グライ層

遺構内堆積土

層 hr。 土   色 土  質 他

10YR3/3暗 褐 色 シル ト質粘土 lHH耕作土

5Y6/1  灰    色 粘土質ンル Ⅲ 酸化鉄を霜降状に合む

25Y4/1  黄 灰 色

25Y6/3 にぶい黄色 irlp

25Y5/2 嗜 黄 灰 色 ル ト質粘土

5Y6/2  灰オリーブ色 砂質粘土

5Y5/2  灰オリープ色 砂質粘上

5Y6/2  灰オ リーブ色

25Y5/2 暗 灰 黄 色 粘上質砂

5Y5/3  灰オリープ色 秒

10GY4/1 暗 緑 灰 色 粘 主

7 5GY5/1暗 緑 灰 色 粘土

5Y4/1  灰 色 粘土

Nt1016

層 hF。 土   色 上   質 そ 他

10YR3/2  黒 褐 色 粘土質ンル ト 旧水田耕作土

10YR17/1  黒  色 粘 土

10YR17/1  黒 褐 色 シルト質粘主

25Y8/3   淡 黄 色 粘土質ンル ト

土坑堆機上

層 No 土  色 土  質 他

10YR4/2  灰黄禍色 粘土質ンル ト 耕作土

10YR3/2  黒 褐 色 粘土質ンルト 灰白色火山灰粒を含む

10YR2/3  黒 褐 色 粘上質ンル ト 灰白色火山灰粒を含む

10YR2/1   黒  色 粘土 層中に灰白色火山灰を部分的に帝状に含む

10YR1/17  黒  色 黒泥 未分解の植物遺体を含む

10YR3/2  黒禍色 粘 土 酸化鉄を斑状に含む

ュOYR4/1   褐 灰 色 粘土 未分解の植物遺体を少量含む

25Y5/2   暗灰黄色 ンル ト質粘土 未分解の植物遺体をわずかに含む

6b 7 5YR5/2  灰 褐 色 粘土質シル ト 未分解の植物遺体をわずかに含む

10YR6/1  褐 灰 色 砂質シル ト 未分解の植物遺体を含む

層 No 土  色 土  賓 他

10YR3/2  黒  褐  色 粘 上 水国耕作土

10YR17/1  黒 色 粘土 酸化鉄を小プロック状に少量含む

25Y6/3  におい黄色 砂質粘土 酸化鉄を小ノロック状に少量含む

10YR6/3   にぶい黄橙色 粘土質IJ7

tOYR5/2 灰黄褐色 粘上 明褐色粘土をノロック状に含む

25Y3/1   黒  褐  色 粘土 酸化鉄 をわすかに含む

第 8図



No029

層 N9 土   色 土  質 他

IOYR4/1  褐 灰 色 粘土質シル ト 畑耕作土

IOYR6/3  にぶい黄橙色 砂 黒色粘上を粒状に含む

10YR7/2  にぶい黄笹色 粘土質ンル ト 黒色粘土粒、酸化鉄を含む

10YR3/2黒 褐 色 粘土

10YR6/1 褐 灰 色 粘土 酸化鋲をまばらに含む

10YR4/1褐 灰 色 粘土

10GY7/ 明 緑 灰 色 粘土 酸化鉄 と植物遺体を含む

10GY6/1 明 緑 灰 色 粘土 植物遺体を含む

Nα032 υ  ∋//_¶ /__⌒ //

Nα 032

層 Ne 土   色 土  質 そ 他

10YR4/1褐 灰 色 粘土 水田耕作土

旧河川堆積土

10YR5/3  にぶい黄褐色 粘土

10YR6/3  にぶい黄橙色 粘土質砂

2 5CY5/1 オリーブ灰色 粘土質砂

la

lb

2a

2b

層 No 土   色 土   質 そ   の   他

5 YR4/ユ 褐 灰 色 粘土質ンル ト 旧耕作土

10YR4/2 灰 黄 褐 色 粘土質ンル ト 2層 の砂をノロック状に含む

7 5YR5/1褐 灰 色 砂

10YR4/1褐 灰 色 粗砂 植物遺体を多く含む

10YR6/1 褐  灰  色 砂 植秘遺体を含む

5 GY5/1 オリープ灰色 粘上質シル ト 下部に黒色粘土を薄く帯状に含む

7 5GY5/1緑 灰 色 砂 植吻遺体を少量含む

10YR4/ユ  褐  灰 色 粘土

No057

層 N9 土  色 土   質 他

10YR2/2黒 褐 色 粘土 耕作土

10YR2/1  黒     色 粘土

10YR4/4 褐     色 粘上 酸化鉄を斑状に含む

10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土

Y5/3黄 褐 色 粘土質ンル ト

25Y4/1黄 灰 色 ンル ト質粘土

25Y5/3黄 褐 色 粘土質シルト

25Y5/2 暗 灰 黄 色 粘土

25Y4/1黄 灰 色 粘土

5 GY4/1 暗オリーブ灰色 粘土

第 9図 試掘区断面図 (2)



層 Ne 土  色 土   質 そ   の   他

7 5YR4/2  灰 縄 色 粘土質シルト 下部に2層起源の小ノロックを含む。 (水田耕作■)

10YR1 7/1  黒    色 粘土 灰白色火山灰を全体的にわずかに含む

10YR4/2 灰 黄 褐 色 粘土

10YR6/2 灰 黄 褐 色 粘土 下部に暗い粘土層が帯伏に分布する

10YR5/2 灰 黄 褐 色 粘土 層中央部に暗い粘土層が帯状に分布する。植物遺体を含む

10YR4/1   禍 灰 色 粘土 植物遺体を含む。黄橙色粘土粒を含む

10YR6/3   にぶい黄橙色 粘上質ンル ト 下部に褐灰色粘上を帯状に含む

10YR6/1   褐  灰  色 粘土 黒色の植物遺体層を縞状に含む

IOYR5/1   褐 灰 色 粘 i 末分解の植物遺体を含む

層 NQ 土  色 上   質 そ   の   他

10YR3/3暗 褐 色 ld耕作上

10YR5/4  にぶい黄禍色 粘土質シル ト 上面に酸化鉄集積

25Y5/2 暗 灰 黄 色 粘土

7 5YR6/8 綺    色 粘上 酸化鉄集積

10YR5/2 灰 黄 褐 色 粘土 酸化鉄、マンガン含む

10YR4/2 灰 黄 褐 色 砂質粘土

10YR5/4  にぶい黄褐色 砂

tOYR6/3  にぶい黄橙色 粘土

10γ R3/2黒 福 色 粘土

25Y6/3 にぶい黄色 砂質粘上

Nα 143

層 No 土  色 土   質 そ  の  他

10YR17/1  黒  色 粘土質シルト 粘性 。しまりなし、酸化鉄を全体に含む。水口耕作上

25Y7/2  灰 黄 色 粘土質シル ト 黒色粘土質シルトを少量含む

25Y6/2  灰 黄 色 粘土質シル ト

10YR6/2   灰黄褐色 粘土質ンル ト

5 BC  青 灰 色 粘土

0                1                2m

2)遺構 。遺物の分布と遺跡登録
試掘を実施した結果から遺構 。遺物の分布状

況を大きくみると、現在集落となっている部分

と広く水田となっている部分とに分けることが

できる。現集落部では各所の試掘区で遺構が検

出されたり遺物が出土するのに対して、伊在字

白山前 (血003)。 伊在字南通 (No019)・ 伊在字

東通 (No023、 配028、 配029、 No035)・荒井字押

口 (血027)・ 荒井字小荒井・六丁 目字柳堀

(No038、 No047)。 六丁目字柳堀南 (配050)・六

丁目字左近堀 (No043、 No051)にかけての水田

部や、現在宅地化や畑地への転換が進んでいる

が本来水田であった ところ (血020、 No021、

第10図 試掘区断面図 (3)
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第■図 荒井地区の上層模式図



No070、 配077、 血090、 No107、 配111、 配118ト レンチなど)においては、遺構・遺物を検出することはできず、遺

跡の存在は確認されなかった。

遺構と遺物が揃って確認された試掘区は、荒井字札屋敷 (No055)か ら荒井字中在家 (血060、 配061、 配062)の

地域、荒井字高屋敷地内 (No068)、 押口遺跡の南側 (No032、 配033)、 荒井字畑中地内 (No89)の各試掘区がある。

荒井字本L屋敷から荒井字中在家にかけての地域は、表面分布調査の際に遺物が多数採集された自然堤防と考えられ

る微高地上の試掘区で遺構と遺物が、またその南側の低地の試掘区では遺物が発見されたことから遺跡と認定し、

「中在家南遺跡」と命名した。また、荒井字高屋敷地内、荒井字畑中地内については、出土遺物と検出遺構からそ

れぞれ古墳時代・平安時代頃の遺跡の存在が考えられることから、「高屋敷遺跡」。「荒井畑中遺跡」として遺跡登録

をした。押口遺跡の南側地点については、試掘区の所在地が荒井字大場伝にあることから、大場伝遺跡として新登

録を考えたが、当該地区が押口遺跡の南側に接していることから、押口遺跡の範囲拡大の手続きにより対応した。

これらの地域以外にも、伊在字西田 (配004、 血005)。伊在字屋敷 (血007、 h010、 No011、 血014、 血016)地区、

荒井字大場伝 (No074、 No075、 配076、 血077)・ 荒井字堀添 (No078)地区、荒井字矢取 (配094、 血099、 配100、

血101、 血■4、 No■ 5、 血119)・ 荒井字初田 (配122、 No123)・ 荒井字揚戸 (No133、 血134、 血135)地区において、

遺物が広範囲にわたり多数出土している。3地区からは濤跡や土元も検出されている。出土遺物は近世以降の陶器・

磁器が主体で最も多く、土師器・須恵器も出土しているが多くはない。中世と考えられる遺物はさらに少なく、荒

井字堀添の配078ト レンチから出土した中国青磁片と、荒井字矢取の血099ト レンチから出土した常滑産の陶器甕片

があるだけである。近世の陶器 。磁器は17世紀代と考えられる唐津産の碗や美濃産菊皿をはじめとし、18世紀代の

肥前産磁器 。相馬産陶器、19世紀以降の各種陶磁などがあり、時代が下るに従って遺物量も増えてくる。中世の遺

物が少ないのに比べ、近世になって多数の遺物が出土するようになるのは、この時期に仙台藩による新田開発が実

施され、それに伴う集落が伊在字西田 。伊在字屋敷地区や荒井字矢取 。荒井字初田・荒井字揚戸地区に成立したこ

とを示しているものと考えられる。これらの地区で検出された濤跡や上坑は、近世の集落に伴う遺構であろう。 3

地区には近世集落の存在の可能性を示していたが、これまでの例にならい、遺跡としての登録およびこれ以上の発

掘調査は実施しなかった。

そのほか、中在家遺跡については、表面分布調査及び試掘調査において遺構 。遺物が検出されない事から、本調

査は実施しなかった。下荒井遺跡は、表面分布調査では区画整理事業範囲内で遺物が採集されず、遺跡にかかる街

路も現水路と重複し、遺跡への影響が軽微であることから、調査は実施しなかった。また、荒井館跡については、

近接の血099ト レンチから中世と考えられる常滑産の陶器甕片が 1点出上している以外、中世の遺物はなく、周辺の

試掘調査でも館跡の存在を確定できる資料を得ることはできず、周辺地域とともに、近世集落の一部である可能性

が高いと判断された。しかし、館跡として遺跡登録されている範囲の西側は周辺部と比べて高く、かつ試掘の際に

多数の土師器が出土していることから、古墳時代ないし古代の遺構の存在の可能性があったので、追加の調査を実

施することとした。

以上のように、表面分布調査と試掘調査の結果から、本区画整理事業に伴う本調査は、既知の荒井館跡・押口遺

跡、新発見の荒井畑中遺跡・高屋敷遺跡・中在家南遺跡の 5遺跡で実施することとした。

3)プ ラン ト・ オパール分析
試掘調査中に、基本層がある程度把握できた時点で、水田跡の有無の確認のため、4ト レンチにおいてプラント・

オパール分析を実施した。分析結果の詳細については第 7部自然科学的分析に掲載してあるが、ここではその概要

を述べ、荒井地区の上層の理解の参考とする。

Nα016ト レンチ 盛土以前の旧耕作土 (1層 )直下の黒色粘土層 (2層 )及びその下層 (3～ 4層)に水田跡の存在



の可能性を調べたが、黒色粘土層は稲作の可能性はあるが、上層からの混入の危険性があるために水田の存在を確

定できなかった。その下層ではイネのプラント・オパールは検出されなかった。 (第 8図参照)

Nα 104ト レンチ 基本層の中層から下層にかけて互層状に堆積する土層中における水田跡の存在の可能性を調べた

が、現耕作土 (1層)か らの混入の危険性のある2層において、稲作の可能性のある量のイネのプラント・オパー

ルを検出したが、その下層の 3～10層からは稲作の可能性を示す量のイネのプラント・オパールは検出されなかっ

た。 (第10図参照)

Na033ト レンチ 押口遺跡の河川跡にあたり、河川堆積上が水田として利用されたかどうか調べた。その結果、2～ 3

層 (中世・近世相当)と 5～ 6層 (平安時代相当)の地層から、上層や他所からの混入の危険性もあるが、稲作の

可能性を考えられる量のイネのプラント。オパールが検出された。

Nα060ト レンチ 中在家南遺跡の河川跡にあたり、河川堆積上が水田として利用されたかどうか調べた。その結果、

2層 (中世相当)・ 4～ 6層 (平安時代相当)で上層や他所からの混入の危険性もあるが、稲作の可能性が考えられ

る量のイネのプラント・オパールが検出され、 7～ 8層 (平安時代)で稲作の可能性が強い量のイネのプラント・

オパールが検出された。

以上のように、基本層では、中層以下の層においてイネのプラント・オパールは検出することができなかった。

また、河ナII跡においては、平安時代以降になって河川堆積上が水田として利用した可能性があることが明らかになっ

た。
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図中

番号

登 録

番 号

種  別 器 形
H土 地 点 法  量

内 面 面 産 地 ・ 年 代 写真図版
地 区 遺 構 層 位 口 径 底 径 器 高

弥生土器 甕 NO055 不明 頸部に列点束」突 弥生中期

施和阿器 灯明皿 N9005 芯受部欠損、内外面鉛釉 底部回転糸切り 19C後半

施釉陶器 灯明皿 36 芯受部先端にスス、付着内外面鉛釉 19C後半

瓦質陶器 蚊取の蓋 ? ススが多量に付着 4方 向に円孔あり

施釉陶器 土瓶蓋 無釉
外面白濁釉・ 甲部に青釉による

日文と鉄釉による松葉状文あり
相馬   19C後半 ?

施釉陶器 目あとあり 美濃  16C末 ～17C初

施釉陶器 碗 SD-2 胎土目 内外面灰粘 鉄釉の文様あり 相馬 ?    18C

1-9 施釉陶器 内外面灰和、内外面刷毛目文 高台内施釉 唐津系     18C

J-1 磁器 刷給碗 NoO07 口唇部花文、見込み回線 口唇部回線、体部花蝶文
'     19C後

半

J-2 自磁 型打稜皿 見込み「寿字文」 瀬戸 ?    19C後 半

J-3 楽付 口縁部雷文、見込み銘文「成廻年製 J 章花文 肥前  lSC後半～ 19C前 半

施釉陶器 層鉢 ロクロ、内外面鉄粕 堤

陶製円鰹
軸

６

長

５

短軸

48
厚 さ

堤産層鉢を転用 堤

第12図 試掘調査区出土遺物実測図 (1)



0                  10cm

図中

番号

登 録

番 号
種  別 器形

出 土 地 点 法  量
内     面 外  面 産地・年代 写真図版

地 区 遺 構 層 位 口 径 底 径 器 萬

1 【-5 施釉陶器 大葵 Nα094 1 (298) 内外面ナマコ和、ロクロ調整 ロクロ調整 堤   19CP 10-2

2 F-1 丸瓦 NQ094 ユ
長
ψ 凹面布目 凸面ナデ 190 11-5

第13図 試掘調査区出土遺物実測図 (2)





第 2部

第 2章 遺跡の立地と環境

荒井館跡発掘調査報告

第 1章 調査要項
遺 跡 名  荒井館跡 (宮城県遺跡番号 01232)

調査地点  仙台市若林区荒井字矢取59他

調査面積  30m2

調査主体  仙台市教育委員会

調査担当  仙台市教育委員会 文化財課

担当職員  工藤哲司  荒井 格

調査期間  平成元年■月13日～11月 16日

調査協力  地権者 庄子嘉一

荒井館跡は、仙台市荒井土地区画整理事業施行地区の東端中央部に位置する。荒井地区に東西方向に形成された

自然堤防の東端付近にあたり、このあたりから自然堤防は南東方向に折れて数百メートルのび、末端は後背湿地の

中に没する。古くからの農道や水路で囲まれた、東西155m・ 南北130m・ 面積約14,900m2が遺跡に登録されている。

標高は、畑地で4.62m～ 3.74mぁ り、本調査を実施した庄子家の西側の畑が一番高い。畑地は遺跡の東側に広がる

水田より若干高くなっている。遺跡の現状は、数軒の宅地と畑地・ ビニールハウスとなっている。遺跡の南辺 。西

辺・北辺付近には用・排水路が通っている。用・排水路や道路以外に遺跡としている範囲とそれ以外の地域を区別

する微地形の差異は特にない。本遺跡の西方約100mの地点には荒井畑中遺跡がある。

荒井館跡について、延賓年中 (1673～1680)作成の 履仙重領古城書上』においては古城としての記載はない。そ

の理由としては、当時城としての認識がなかったか、或いは伊達家中の大身歴々の居館として在住者がいた場合な

どが考えられる (注 1)。

紫桃正隆は、『仙台領内古城・館』において、荒井館について「一、位置  (略)七郷小学校を基準にして北へ四

〇〇米の地点に「矢取」と呼ばれる小集落がある。中でも堀江庄二郎氏屋敷の一郭が「館」と呼ばれ、豪族の屋敷

跡と伝承されてきた。」、「二、規模・構造 完全なる平地上の屋敷地の感じである。正確には堀江庄二郎氏屋敷が「館
の東」、庄子嘉一氏屋敷が「館の西」その間に「館の中」という堀江家が三軒あるので、館の構造はこの計四軒の家

屋敷より成り立っていたものらしく、その面積は東西一五〇米、南北八〇米を数え、形は長方形を呈す。 (中略)本

館の構造の最たるものは、全周をくまなくとり巻いた深い水濠にあった。館の西の部には現在も外濠・内濠の形が

はっきりとのこっているし、一音前までは館の東の前にも後にも土塁を真ん中に挟んだ二重の濠 (幅―間以上)が

はしり、そのたいたる所に縦横に入り組んだ濠あとがみられたと古老が物語る。
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第14図 荒井館跡と周辺の遺跡

おそらく屋敷の全周には土塁を配した二重濠、要所々々には外濠一一と言う具合に、大小の水濠、土塁により縦

横にとり巻かれた平城風の屋敷地であったと想像できる。 (後略)」、「三、歴史 口碑に一一室町末期国分氏家臣、
堀江氏が住んだ居館と伝わる。現在も国分寺白山神社の祭典には、小荒井の堀江明氏 (堀江家の宗家)力 古ゞ式に則

り、流鏑馬の儀式を行うを例としている。」と記している (注 2)。

第 3章 調査の方法
荒井館跡については、遺跡登録範囲内でNo09卜 No095ト レンチの試掘を実施し、さらに隣接地では配094・ 配099・

No100。 No101ト レンチで試掘調査を実施した。配091ト レンチでは検出遺構及び、出土遺物はなかった。血095ト レ

ンチでは表土及び 2条の濤跡から多数の上師器と須恵器が出土したが、中世の遺物は出土せず、土師器 。須恵器以

外の遺物には、19世紀頃の相馬産灰釉皿 (貫入)と相馬産灰釉系碗 (貫入)の 2点の施釉陶器があるだけであった。

これに対して、荒井館跡の南側の近接の試掘 トレンチや、さらに南方の自然堤防に連なる配114・ 配115・ 血119・

配122・ 血123・ 血135ト レンチからは17世紀以降の陶器・磁器が多数出上しており、その数量は時期が下るにつれて

多くなる傾向にある。このような状況から、荒井館跡については、中近世の居館として、現在の登録範囲のような

まとまりをもつ遺跡ではなく、近世になって仙台藩による新田開発に伴う新田集落の一部を形成するものと考えら

れた。そこで、今回は、遺跡内から多数の上師器が出上していることから、館跡としての調査よりも、土師集落の

存在を前提として調査を実施することにした。

調査は、遺跡内において最も標高の高く、集落の立地として好条件と考えられる庄子家の西側の畑地に調査区を
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第15図 荒井館跡と調査区配置図
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層� 土 色 土 質 他

Ia 10YR2/1 黒    色 現耕作土

Ib 10YR3/ワ  黒 褐 色 粘土質ンルト II層超源のにおい責橙色とをノロック状に含む
10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト

Nα 091ト レンテ

Nα 095ト レンテ

3.74

0            3m

第16図 本調査 トレンチ・ No091・ Nα095

Y=10.220

.汁
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Nα 095

試掘 トレンテ

4 54

X=-195285

Nα091

10YR2/1 黒    色 現畑耕作土

10YR3/4 暗 褐 色 粒状の酸化鉄を全体に含む。旧耕作土

10YR6/4  にぶい黄橙色 粘土 酸化鉄を線状に多量に含む4 41

Y=10.155

X=D財5+

本調査 トレンテ

I 10YR2/2黒 縄 色 現耕作土

10YR2/3 黒 褐 色 シルト 耕作上下部

7 5YR4/4 褐   色 シルⅢ

25Y7/3  浅 黄 色 砂

10GY5/1  緑  灰 色 砂

SD-1  1 7 5YR3/2黒 褐 色

iOYR2/3黒 褐 色
7 5YR3/3暗 褐 色 シ,レ ト

5 YR3/2 暗 赤 褐 色 黒褐色ンルトを斑状に含む

5 YR3/1黒 褐 色 酸化鉄を多量に含む

10YR2/3黒 褐 色 未分解の植物遺体を少量含む

7 5YR2/2黒 褐 色 粘土買ンル ト 酸化鉄・植吻遺体を少量含む

10YR2/1黒 褐 色 シルト質粘士 酸化鉄点在
10YR2/2黒 褐 色 粘土 酸化鉄点在

5Y3れ   黒    色 粘土 未分解の植物遺体を少量含む

2 5GY3/1 暗オリープ色 粘上

SD-2  1 10YR2/3黒 禍 色 ン,レ ト

iOYR3/3暗 褐 色
3 7 5YR3/3暗 褐 色

10YR3/2黒 福 色 粘土質シルト 酸化鉄を少量含む

3 75 4521

Y=10155

試掘 トレンチ実測図



設定して遺構の検出に努め、住居跡等が検出された場合は、調査区の拡大及び遺跡内の他の計画街路の調査を実施

することにした。本調査区は、耕作中の畑と屋敷林の間に南北方向に長さ約12.5m・ 幅2.5mで設定した。配095ト

レンチからは】ヒ側に12mの ところにあたる。

測量の基準は、「平面直角座標系X」 を使用し、仮の測量原点で実測した後、この測量原点を「平面直角座標系X」

に位置づけた。

第 4章 基本層位
荒井館跡の基本層位は、荒井地区の他の自然堤防上の遺跡や試掘区での層位と差はなく、耕作上の直下が褐色系

の上層となっており、この層の上面で弥生時代以降と考えられる遺構が検出される。調査区ごとに層位をみると、

本調査区は、 I層が黒色と黒褐色の上下 2枚の耕作上で、層厚は合わせて30cm前後ある。H層は、にぶい責橙色シ

ルト層で、上面で遺構が確認されている。血091ト レンチは、 I層が黒色と暗褐色の上下 2枚の耕作上で、層厚は合

わせて30cm前後ある。■層は、にぶい黄橙色粘土層である。配095ト レンチは、 I層が上下 2枚の黒褐色耕作上で、

層厚は合わせて30～40cmあ る。H層は、褐色のシル ト層で、この層の上面で遵構が検出されている。Ⅲ層は浅黄色

の砂層が厚く堆積し、その下部はグライ化して緑灰色の砂層となっている。

I層の耕作土中及び遺構内からは遺物が出土しているが、H層以下の地層から遺物は出上していない。

第 5章 発見遺構 と出土遺物

第 1節 本調査区
本調査区では濤状の遺構 1条、土坑 1基、ピット数個が検出された。

1溝 跡
SD-1溝 跡 調査区中央付近で検出された。東側はSK-1土 坑に切られ、西側は調査区外にのびる。調査部で

の長さは180cm・ 幅50cln・ 深さは 5 cln前後である。断面形は緩やかな舟底状を呈する。堆積土は黒褐色のシルト質粘

上で、H層起源のにぶい責橙色上の小ブロックを含んでいる。出土遺物はない。

2土 坑
SK-1上 坑 調査区中央付近で検出された。東側はSD-1濤 跡を切る。北東側に突出部があるが、略円形を呈

し、長軸180cln。 短軸140cln。 深さ15cln前後を測る。断面形は緩い舟底状を呈し、底面は平坦であるが東南部の一部

が低くなっている。堆積土は4層に分けられるが、どの層にもH層起源のにぶい黄橙色上のプロックが含まれてい

る。出土遺物は、堆積土中からロクロ使用の上師器奏の小破片が 2点あるだけである。

3 ビット
ピットは調査区北部で 3個 と土坑の周辺で 3個の 6個が検出されている。土坑周辺の 3個のうち 2個は土坑に切

られている。ピットの大きさ・深さはまちまちで、配置に規則ザ性は認められない。また、柱痕跡を検出できたもの



もない。ピット5よ り上師器の細片

が 1点出土している。

症
0

4 遺構以外から
の出上遺物

I層の耕作土中より、無釉陶器片

2点、施釉陶器片 1点、磁器片 1点、

土師器片が22点出上した。無釉陶器

の 1点は瓦質陶器、 1点は常滑産と

考えられる甕の体部片である。施釉

陶器は鉄釉の播鉢で19世紀以降のも

のと考えられる。磁器は招絵の碗で、

19世紀後半に位置づけられる。土師

器のなかには古墳時代前期の壷及び

甕の口縁部の破片が含まれている。

第17図 荒井館跡検出遺構実測図
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地  区 遺構 層 位
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器
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口
土

羽釜 本調査区 1層 13-1

2 I-1 施粕陶器 掻鉢 本調査区 l層 筋目あり 期 13-2

3 J-1 磁器 碗 本調査区 1層 招絵 13-3 第18図 荒井館跡出土遺物実測図

第 2節 試掘調査区の状況

l Nα 091ト レンチ
血091ト レンチは、水路を挟んで本調査を実施した畑地の北側に位置する。水路の北側一帯は、本調査区周辺より

30cm～ 80側程標高が低くなっている。南北 5m。 東西 2mの範囲の試掘を行ったが、 I層の耕作土中から遺物は出

土せず、H層上面で遺構は発見されなかった。北側の一部では深掘りを実施したが、遺構・遺物は検出されなかった。

2 No.095ト レンチ

本調査区の南方12mに位置し、本調査区とは同一の畑地であるが、この畑地が南方に向かって緩やかに傾斜して

いるために、本調査区より30cm前後低くなっている。この調査区の南端より10mの ところには、東西方向の水路が

ある。南北 6m。 東西 2mの範囲を調査し、H層上面で濤跡が 2条検出された。

SD-1溝 跡 調査区南半で検出された。東西方向にのびる濤跡で、検出範囲で幅は約 3mぁ り、南岸は調査区外
となる。検出部の南端部が濤の中心付近と考えられるので、濤の上幅は 5～ 6mぁるものと推定される。検出面か

らの深さは120cmあ り、北壁にはテラス状の段が形成されている。堆積土は11層に分けられ、4～ 10層には未分解の

植物遺体が含まれている。遺物は、堆積土中からロクロ使用と未使用の土師器が混じって51点出土している。

SD-2溝 跡 調査区北半で検出された。SD-1濤 跡の北側に平行して東西方向にのびる濤跡で、検出範囲で幅
は約2.4mぁ る。北岸は調査区外となる。濤の上幅は5m以上あるものと推定される。検出面からの深さは65cmあ り、

南壁にはテラス状の段が形成されている。堆積土は検出部で 4層に分けられる。遺物は、堆積土中からロクロ使用

と未使用の上師器が16点 と須恵器が 2点、鉄製品の断片が 1点出上している。

No095ト レンチの I層からは、土師器片40点、須恵器片 3点、施釉陶器片 3点、磁器片 1点が出土している。施釉

層� 土    色 土 質 そ  の  他

10YR3/2 黒 褐 色 粘上質ンルト にぶい黄橙色土を含む
iOYR3/2黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色上を含む
10YR3/4  暗 褐 色 粘■質シル Ⅲ にぶい黄橙色上を含む
10YR6/3  にぶい黄橙色 ンル ト質粘土

71卿�
層Ne 土   色 上 質 そ  の  他
10YR3/2黒 褐 色 ンル ト質粘土 にぶい黄橙色上を含む



陶器のなかには、先に記した19世紀頃の相馬産灰釉皿 (貫入)と相馬産灰釉系碗 (貫入)が含まれる。

第 3節 近隣試掘調査区の状況

l Nα 094ト レンチ

荒井館跡として登録されている地区の東側に位置し、標高は3.6m程である。東西 6m・南北 2mの範囲を調査し

た。耕作及びゴミ穴による攪乱が著しく、表土層の厚さは70cm前後に達している。遺構は検出されなかったが、表

土中より近世以降の遺物が多量に出土した。遺物には、第12・ 13図に掲載した瓦質陶器の蚊取りの蓋、施釉陶器の
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Nα099試掘 トレンチ

―一 X=-195.355

Y=10.300

層 血 土   色 土 質 そ  の  他

10YR3/2黒 褐 色 畑耕作土及びゴミ穴の撹乱

II 10YR6/3  黄 橙  色 部分的にグライ化

Nα099

層 配 土   色 土 質 そ   の   他

10YR2/3   黒 褐 色 粘土質シル ト 畑耕作土

【b iOYR3/3  暗 褐 色 粘土質ンルト 旧畑耕作士
10YR2/2  黒 褐 色 粘土質シル ト

10YR2/2  黒 褐 色 ンルト質粘土 酸化鉄をわずかに含む

10YR2/1  黒   色 粘土質シルト 酸化鉄をわずかに合む

10YR17/1  黒   色 粘土

W つ5Y6/2   灰 黄 色 粘土

第19図  No.094・ No.099試掘 トレンチ実測図



土瓶蓋 (相馬産)、 信鉢 (堤産)、 大甕 (堤産)、 磁器の染付碗 (肥前産)、 燻し瓦の本葺型丸瓦のほか、施釉陶器で

は相馬産の灰釉鉄絵土瓶片 。灰釉及び灰釉系碗・皿類、焙烙がある。磁器には招絵碗、銅版プリント碗がある。燻

し瓦には、本葺型の丸瓦のほか、平瓦、三つ巴文軒棧瓦がある。この他に、石油ランプの火屋ガラス・鉄鍋片 。砥

石片 。須恵器片等が出としている。遺物の年代は、須恵器を除くと19世紀後半から19世紀末のものが主体となって

おり、これよりも新しい20世紀代の遺物も含まれているようである。

4 35 層  No 上 色 土  質 他

10YR4/6 褐    色 組砂 畑耕作上 (盛■ )

10YR4/6 褐    色 粗砂 畑耕作土下部 (盛■)灰黄褐色■・黒褐色■を含む

10YR4/3  にぶい黄鵜色 程砂 明黄褐色粗砂を小プロック状に含む。旧耕作土

10YR6/6 明 黄 禍 色 粗砂 灰黄褐色上をブロック状に含む。旧耕作上下部

10YR3/1  黒  褐  色 シル ト質粘上 炭化物・ ビニール袋を含む

7 5YR4/7灰 褐 色 シルト質粘上 炭化物片・にどい黄橙色土を含む

10YR4/2 灰 黄 福 色

iOYR6/3  にぶい黄橙色 粘上 酸化鉄斑を含む

10YR6/2 灰 黄 褐 色 粘土質シル

10YR5/6黄 褐 色 細砂

5Y5/1  灰    色 網砂

10YR3/3暗 褐 色 粘土質シルト 黄褐色土・炭化物片を含む
10YR3/3暗 褐 色 粘上質シル ト にぶい黄橙色上を粘状に含む

SD-2 tOYR4/2暗 褐 色 粘土質ンル ト
10YR3/4暗 褐 色 粘上質シル ト
7 5YR4/2灰 褐 色 粘上質ンル ト 層の中部から下部に帝状に酸化鉄が集積

10YR3/3暗 褐 色 格土 下部にIV層起源の黄掘色細砂を含む

SD-9   1 10YR4/6  にぶい貢橙色 粘土 黒褐色上のノロックを含む

10YR4/6 褐    色 粗砂 黄褐色土・黒褐色土をブロック状に含む

10YR6/3  にぶい黄橙色 粘土 黒色上・黒褐色土をブロック状に含む

10YR4/2 灰 黄 褐 色 シル ト質粘土

10YR3/1  黒 褐 色 シル ト質粘土 にぶい黄橙色上をプロック状に含む

4 25

Y=10.230

1417

十X=Ю剛0
Y=10180

3m

No100試掘 トレンチ

Na101試掘 トレンテ

層 Alo 色 ■  質 そ 他

10YR3/2  黒 褐 色 耕作上上部

10YR2/3   黒 褐 色 旧耕作土

10YR3/3  暗  褐  色 粘土質ンル ヽ

SK-1  1 7 5YR3/2  黒  褐  色 ンルト質粘土

25Y6/3  にぶい黄色 ンル ト質粘土 暗褐色～黒褐色上のプロック状を含む

IOYR2/2  黒 褐 色 ンル ト質粘土 にぶい黄褐色上のプロックを少量含む
SD-3  1 iOYR2/2   黒 褐 色 ンル ト質籍土

10YR2/1   黒    色 シル ト質粘土

10YR1 7/1  黒    色 シルト質粘上 層下部及び底面に灰自色火山灰を含む

25Y17/1  黒    色 粘上質シル ト グライ化する。シマリが強ヤ

10YRつ /1  黒   色 ンル ト質粘上 にぶい黄褐色土粒を含む
10YR6/4   によい黄橙色 粘土

第20図 No.100・ No 101試掘 トレンチ実測図



2 Nα099ト レンチ
荒井館跡として登録されている地区の南辺を区画する水路の直ぐ南狽1の畑地に位置し、標高は4.Om程である。東

西 2mo南北 6mの範囲を調査した。表上の耕作土は30～60cmあ り、水路に近い北側ほど深くなっている。現耕作
上の下は、古い耕作土または整地層など人為的作用を経た可能性があるH層が、20～50cmの厚さで堆積する。H層

は土色 。土質の相違により3層 に細分され、各層は北側に緩やかに傾斜する。H層の下は自然堆積層と考えられる

黒色粘土層 (Ⅲ層)が20cm前後堆積するが、北部はH層の堆積作用に関係して削平を受けている。Ⅲ層の下は本調

査区の遺構確認面となったにぶい責橙色シルト層から続く灰黄色粘上のⅣ層となる。Ⅲ層及びIV層上面で遺構の検

出作業を行ったが、各層とも遺構は検出されなかった。遺物は I層 とⅢ層から出上している。 I層出土遺物は、須

恵器片 1点、常滑産の無釉陶器片 1点、16世紀末から17世紀の志野鉄絵大皿片・ 18世紀の青釉系で内面見込蛇ノロ

釉ハギの相馬産と考えられる碗・ 19世紀頃の堤産鉢 。19世紀の相馬産灰釉貫入碗 。皿等の施釉陶器片、17世紀の伊

万里染付皿 (砂床)。 18世紀の伊万里染付皿をはじめこれ以降の磁器、燻し瓦片等が出土している。Ш層中からは、

ロクロを使用していない土師器の破片が 2点出土している。

3 Nα 100ト レンチ
荒井館跡として登録されている地区の南側に隣接する畑地に位置し、標高は4.3m程である。東西 6m・ 南北 2m

の範囲を調査した。 1層の表土層は幾度も整地され、新旧の耕作土が55～80cmの厚さに堆積している。耕作土層の

下は、本調査区の遺構確認面のにぶい黄橙色シルト層から続くにぶい黄橙色の粘土層 (■層)と なり、この層の上

面で遺構が検出された。H層の下は、灰責褐色粘土質シルト層、責褐色細砂層、灰色細砂層と続く。

H層検出遺構には、土坑状の落ち込み 1基 (SX-1)と 濤跡 2条 (SD-2・ 3)がある。SX-1遺 構は、
調査区の中央付近で検出された不整形の遺構で、SD-3濤 跡を切る。南北両方は調査区外にのびるが、検出部で

東西160cm・ 南北200cmを測る。深さは中央の窪みで30cm程である。出土遺物には、18世紀頃の唐津系刷毛目碗、19

世紀の相馬産灰釉買入碗、伊万里染付碗などの陶磁器がある。

SD-2濤 跡は、調査区の西半を横断して南北方向にのびる。検出部で幅は310cm・ 深さは確認面から60cmを測る。
出土遺物には、18世紀の淡青色釉 (貫入・内面目跡あり。高台脇から高台内無釉)の相馬産と考えられる碗、18世

紀以降の堤産鉄和播鉢・ナマコ釉鉢などの施釉陶器と、17世紀の伊万里白磁 (見込蛇ノロ釉ハギ)。 19世紀代の招絵

碗などの磁器が出上している。

SD-3濤 跡は、調査区の東端部を横断して南北方向にのびる。検出部で幅は150cm・ 深さは確認面から60cmを測
る。底面の南部が 1段低 く掘られている。出土遺物はない。

4 Nα 101ト レンチ
荒井館跡として登録されている地区の南側に隣接する畑地に位置し、血100ト レンチの東方約50mに位置する。標

高は4.2m程である。東西 6m。 南北 2mの範囲を調査した。 I層の表土層は40cm前後の厚さに堆積している。耕作

土層の下は、配100ト レンチと同様に、本調査区の遺構確認面のにぶい責橙色シルト層から続くにぶい責橙色の粘土

層となる。この層の上面で濤跡 1条、土坑 2基等の遺構が検出された。SK-1土 坑は、調査区の北西角で検出さ

れ調査区外にのびるが、検出部で東西230cm。 南北90c14・ 深さ70cmを測る。堆積土中より上師器片が 1点出土してい

る。

SK-2土 坑は、SD-3濤 跡を切る。掘り込みは行わなかった。長軸130cm。 短軸80cmを測る。堆積土上面から

須恵器片と砥石が出土している。



SD-3濤 跡は調査区東半を南北に横断し、東岸は調査区外にのびる。検出部で幅380cm・深さ40cmを測る。幅の

割に浅 く緩やかな壁面となっており、底面付近で灰白色火山灰が検出されることから、濤というよりは凹地のよう

な自然地形における堆積上の可能性もある。須恵器の破片が 1点出上している。

第 6章 考察とまとめ
1 城館としての位置づけ

荒井館跡の登録範囲のなかに設定された「本調査 トレンチ」。「血091ト レンチ」。「配095ト レンチ」では、前章 1・

2に記したように、中世あるいは近世にわたる城館で一般に認められるような多数の柱穴・土坑・井戸・濤等の遺

構群は検出されなかった。特に遺跡中で標高が最も高く、荒井地区のような低地において、建物を建てるのに比較

的好条件の土地で遺構が検出されなかったことは、この一帯の遺構密度が極めて低いことを示しているものと考え

られる。また、遺物についても、13～ 17世紀と断定できる遺物は皆無であり、出土遺物のほとんどは古墳時代ある

いは古代の上師器であった。従って、この地域に、先に紹介した紫桃氏の文にある「口碑に室町末期国分氏家臣、

堀江氏が住んだ居館と伝わる。」ということについての蓋然性は低いと判断される。

2 検出遺構の性格
今回の調査では、本調査 トレンチで濤跡 1条 。上坑 1基・ピット6個、配095ト レンチで濤跡 2条が検出されてい

る。本調査 トレンチ検出の濤跡 1条 。上坑 1基・ ピットについては、固有の性格・相互の関係・年代ともに不明で

ある。濤跡は、水成堆積の状況は示しておらず、長期間開口していた遺構ではないようである。

血095ト レンチの 2条の濤跡から、土師器と須恵器が出上しているが、土師器にはロクロを使用したものとしない

ものが混在し、ロクロを使用しないもののなかには、古墳時代前期ないし中期と考えられるものがある。このことか

ら、両濤跡から出土した土師器は、古墳時代から平安時代の広い年代幅があり、しかも磨滅の著しい破片であるこ

とから、二次的な堆積遺物とみられる。表土中の遺物にも土師器が多いことから、周辺からの流入の可能性が高く、

出土土師器をもって濤跡の年代は決め得ないと考えられる。血100ト レンチで検出されたSD-2濤 跡のように、近

世以降の濤跡 (堀)の可能性が高いと思われる。濤の性格としては、現在この地域の古くからの農家の屋敷の周り

に掘られている用水路を兼ねた排水濤と同じようなものが考えられる。必ずしも防御的な堀ではないと思われる。

3 荒井館跡南方の試掘区の遺構と遺物
荒井館跡の登録範囲内の調査区での遺構 。遺物の検出がまばらであったのに対し、館跡の南方の試掘 トレンチで

は、恥100ト レンチ・h101ト レンチでは、濤跡や土坑が検出されたほか、多数の遺物も出上している。No094ト レン

チ。配099ト レンチでは、遺構は検出されなかったが、陶器や磁器を中心に多数の遺物が出上している。陶器。磁器

は配099ト レンチから16世紀末から17世紀の志野鉄絵大皿をはじめ、17世紀代の遺物が出上しているが、17世紀頃の

遺物はまだ少ない。18世紀になるとやや出土数が増え、19世紀代のものはかなりの数が出上している。この様な出

土状況は、さらに南方のNo■4・ 血■5・ Nol19。 No122・ No123・ 配135ト レンチにも及んでいる。

17世紀に至って、陶磁器が出現しはじめることは、荒井地区の歴史的環境で述べたように、17世紀以降、この地

域が仙台藩の開墾の奨励によって、武士による新田開発が行われたことと一致する。その後、時代を追うごとに出

土遺物が増加することは、新田開発の進展とそれに伴う農村の発展を示しているものと考えられる。



注 記

注 1 『仙墓領古城書上』

注 2 紫桃正隆1974:『資料 仙台領内古城・館 第四巻』宝文堂



第 3部

遺 跡 名  荒井畑中遺跡 (宮城県遺跡番号01431)

調査地点  仙台市若林区荒井字畑中43他

調査面積  100m2

調査主体  仙台市教育委員会

調査担当  仙台市教育委員会 文化財課

担当職員  工藤哲司  荒井 格

調査期間  平成元年 6月 15日～ 7月 ■日

調査協力  地権者 今野健治 関本主計 高橋政治 堀江公平

荒井畑中遺跡発掘調査報告

第 1章 調査要項

第 2章 遺跡の立地と環境
荒井畑中遺跡は、荒井の集落の中央よりやや東に位置する。遺跡の東方100mに は荒井館跡、西方200mに は押口

遺動がある。遺跡は、東西両辺と北辺が水路ないし道路に、南辺が宅地に囲まれた、東西90m.南北110m、 面積6,200

m2が登録されている。現状は大部分が畑地である。遺跡の標高は4.5～4.2mで、宅地化されている周辺地区との間

に地形的段差はなく、押口遺跡から荒井館跡へと続く発達の悪い自然堤防上に立地する。北側の後背湿地までは約

170m、 南側は約100mの距離がある。遺跡の周辺には古くからの農家があり、南狽1の農家の庭には「七郷荒井おお

くわ」と呼ばれる樹齢300年・樹高8.5m・ 幹周1.8mの桑の木があり、仙台市保存樹木に指定されている。遺跡登録

した範囲は、現在畑地となっているところがほとんどであるが、周辺は宅地化が進行しつつある。

第 3章 調査の方法
荒井畑中遺跡は、遺跡に登録された地域の中央を東西に通る区画整理衝路の北側の試掘調査区で、掘立柱建物跡

とともに土師器・須恵器が出上したことから、新たに登録された遺跡である。遺跡内には北端部と中央部を東西に

横断する区画整理街路の敷設が計画されているが、北部については水路・生活通路・住居となっているので調査対

象から除外した。中央の街路は西半部が資材置場として使用されていたので調査できず、東半部のみを調査した。

東半部にも私道や宅地 。ブロック塀のコンクリート基礎のために連続した調査区を設定できず、第22図のように I

区からⅢ区に区域を分割して調査を行った。

測量の基準点は、「平面直角座標系X」 を使用し、X=-195。 3011duo Y=9。 985kmを原点 0と した。測量は、この
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点より東西南北それぞれの方向への距離数をメートル単位で示して行った。

検出遺構の番号は、遺構の種類別に発見された順に付番した。掘立柱建物跡はピットとして調査した遺構のうち、

柱穴の組み合わせにより建物の存在の可能性が明らかになった時点で遺構番号を付した。遺物の取り上げは、基本

層中のものは調査区ごとに行い、各遺構からの出土品は、遺構およびその堆積層ごとに行った。

第 4章 基本層位
荒井畑中遺跡の基本層位は、 I層が暗褐色粘土質シルトと黒褐色粘土質シルトの上下 4層に細分される現耕作土

で、合わせて層厚は40cm前後ある。H層は、荒井館跡での遺構確認面へと続 くにぶい責褐色の粘土質シルトとなっ

ており、ここでもH層上面で遺構が検出された。H層上面では、遺構のほか遺構を切って南北方向にのびる濤状の

落ち込みがほば等間隔に検出されているが、これは耕作に伴う掘り込みの痕跡と解釈される。

H層以下の深掘り調査は行わなかったが、SD-2濤 跡の壁面での観察によると、この付近での基本層位も荒井
地区の基本層位と異なることはなく、耕作上の下は暗褐色の上層を 1～ 2枚介して褐色系の上層が厚く堆積し、地

表から90cm以下はグライ化した土層となる。H層から遺物は出土していない。

第21図 荒井畑中遺跡と周辺の遺跡
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第22図 荒井畑中遺跡と調査区配置図

層 No 上    色 上 賓 そ   の   他

10YR3/4  暗 褐 色 粘土質シル ト 耕作土

Ib 10YR2/3黒 褐 色 粘土質シル ト 褐色上の小ブロックを部分的に含む

10YR3/2黒 褐 色 粘上質ンル Ⅲ 鵜色上をノロック状に含む

10YR3/4暗 褐 色 粘土質ンルト 酸化鉄を斑状に多量に含む

10YR3/3暗 褐 色 粘土質シル ト 黒褐色上の小プロックを少量含む

10YR5/3  にぶい黄褐色 粘上質シルト

仰

0                    3m

第23図 荒井畑中遺跡土層断面図 (1区北壁)
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第24図 荒井畑中遺跡遺構配置図
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層  Nd 土   色 土  質 そ   の   他

P-2  1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 黒褐色粘土質シルトを粒状に全体的に多量に含む

10YR3/3  暗褐色 粘土質シル ト にぶい黄縄色粘土質シルトのイヽプロックを部分的にわずかに合む

層  � 土   色 土  質 そ   の   他

P-4  1 10YR3/つ   黒福色 粘土質シルト 黒褐色粘土質シルトを粒状に全体的に多重に含む

iOYR3/2  黒褐色 粘土質シルト にぶい黄福色粘土質シルトをブロック状に含む

10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト におい責褐色粘上質シルトをわすかに含む

第25図 SB-1掘立柱建物跡実測図
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第 5章 発見遺構 と出土遺物
荒井畑中遺跡の今回の調査では、 3地区合わせて掘立柱建物跡 2軒・濤跡 1条・土坑 3基・ ピット17個が検出さ

れた。各遺構の概要は以下の通りである。

1 掘立桂建物跡
SB-1掘 立柱建物跡 調査範囲では、 I区のP7・ P8・ P9と H区のP2・ P4・ P17に よって構成されると

考えられる建物である。東西棟で、桁行き4間以上・梁行き3間以上とみられる。桁行きの検出部の総長は推定部

をいれて890cm(耳レJ東より=255cm:推定復元+290cm+345cm)、 梁行きの検出部の総長は推定部をいれて410cm(東

列北より=205cm:推定復元 +205cm)を測る。建物の方向は、北列でN-80°一W、 東列でN-10°一Eである。 P7

は、間仕切の柱穴と考えられ、P17か ら390cm・ P9か ら270cmの位置にある。柱穴の掘り方は、直径30～40cmの 円

形で、柱痕跡は、P2・ P9で検出され、直径10cm前後の円形を呈する。P4か らは、根石と考えられる直径15cm

前後・厚さ 6 cmの偏平な河原石が柱穴底面に接して出土している。出土遺物は、P2か ら土師器の破片が 1点 と、

P7か ら弥生土器片と土師器片が 1点ずつ出上している。P2の上師器片は、ロクロ使用の内黒土師器の底部片で

ある。P7の弥生土器片は、桝形囲式期の特徴を有する。

SB-2掘 立桂建物跡 調査範囲では、 I区の東側でP■・ P12・ P13・ P14の 4個のピットが一列に並び、掘立

柱建物跡の一部を構成するものと考えられるが、調査区のどちら側に展開するのか不明である。検出部の東西 3間

分の総長は810cm(西 より320cm+242cm+248cm)を測る。建物の方向は東列でN-84°一Wである。柱穴の掘り方は、

直径24～28cmの 円形である。柱痕跡は、 P12・ P13・ P14で検出され、直径10cm前後の円形を呈する。遺物はP■

から土師器片 5点、 P14か ら土師器片 4点が出上している。上師器片はいずれもかなり磨耗している。

2溝  跡
SD-1溝 跡 Ⅲ区において¬形に折れて検出された。東壁は調査区外に位置する。東西にのびる部分の方向はN―
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層  Nd 土 色 土 質 lLI

10YR4/3  におい黄褐色 現耕作土、灰黄褐色■のフロックを含む

10YR5/3  にぶい黄褐色 粘上質シルト 酸化鉄を全体的に移決に含む

SD-1  1 10YR3/4 暗  褐  色 粘土質ンル ト 褐色との小プロックを全体的に含む

10YR3/3  暗 褐 tI シルト質粘■ 黒褐色上の小ノロックを全体的に含む

10YR3/2黒 福 色 ンル ト質粘上 暗褐色上の小プロックを少量含む

10YR4/1 褐 灰 色 粘上質シルト にとい黄褐色上の小プロックを少量含む
iOYR4/2 灰黄褐 色 粘土質シル ト 黒褐色上のプロックを層下部に含む

iOY黒 4/2 灰 黄 褐 色 粘土質シルト 酸化鉄を斑状に多量に含む
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。M鯉  解生

3.23 萌
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SK-1

層  ata 土 色 土 質 そ 他

10YR3/3  暗褐色 ングレト 黄福色上の小ノロックを少量まばらに含む

SK-2
層 聴 土 色 土  賀 そ 他

10YR3/2  黒褐色 粘土質シルト 黒褐色粘土質シルトを粒状に全体に多量に含む

10YRワ /3 黒福色 粘土質シル ト
にぶい黄褐色粘土質シルトを小ノロック状に全体に少量含む

黒褐色粘土質シルトを粒伏に全体に多量に合む

3 10YR3/2 黒褐色 粘土賃シルト にぶい黄褐色粘土質シル トの4ヽプロックを多 く含む

10YR3/1  黒tSt シルト質粘上 にぶい黄褐色粘上質シルトのアロックを少数含む

SK-3
層  No 土 色 土 質 そ 他

10YR3/2 黒褐色
黄褐色上粒を少量霜降り状に合む

床面近くで一括上器が出土

第28図 SK-1・ 2・ 3土坑実測図



88°一Wで、上幅は190cm～ 220mを測る。検出面からの深さは75cmあ り、断面形は舟底状を呈するが、南岸は一度緩

やかな傾斜で下がった後、急な傾斜面となる。堆積土は第27図のように 5層 に分かれ、どの層もブロック状の堆積

土を含んでいる。 1層 に含まれるブロックの量は特に多く、人為的に埋められた可能性が高い。遺物は 1層から集

中的に出上している。

出土遺物には、土師器・須恵器・土節質土器・陶器・磁器・瓦・石製品・土製品・ガラス製品・鉄製品がある。

土師器にはロクロ使用のものとロクロ未使用のものがあるが、どちらも磨滅した小片で、合わせて42点出上してい

る。須恵器は甕の破片が 7点出土している。土師器質土器は、いわゆる「かわらけ」と呼ばれる小型の上器で、口

縁部の破片が 1点出上している。陶器には無釉陶器と施釉陶器があり、 4点の無釉陶器片のうちの 1点は火鉢の破

片と考えられる。施釉陶器は47点出土しており、このなかには18～19世紀頃の相馬産灰釉貫入碗・白糠釉鉄絵皿・

土瓶、堤産焙烙 。播鉢、唐津産の17～18世紀の三島手大鉢 。刷毛目大鉢などがある。磁器は10点あり、このなかに

は寿字文白磁稜皿 。内面見込み刻み花文白磁碗・染付碗・染付皿・色絵碗等がある。磁器の年代は18～19世紀のも

のと考えられる。瓦は、古代瓦の丸瓦の破片が 1点出上している。石製品は第29図 4の硯等がある。土製品は磨滅

した上玉が 1点出上している。ガラス製品は乳白色のおはじきが 1点ある。鉄製品はカスガイの破片が 1点出上し

ている。

出土遺物から、この濤はある程度土が堆積していたところへ、19世紀以降に人為的に埋められたものと考えられ

る。

3土  坑
SK-1土 坑  I区の西部で検出された。東側をSK-2に 切られる。検出部で楕円形を呈し、長軸148cm。短軸84

cmを測る。深さは12cmで、断面形は舟底状を呈する。堆積土は暗褐色シル ト1層である。遺物は弥生土器片 1点 と

土師器片が 5点出上している。

SK-2上 坑  I区の西部のSK-1の 東側で検出された。SK-1の 東側を切る。南側は調査区の外へのびる。

検出部分は隅丸方形を呈し、東西171cm・ 南北157cmを 測る。深さは38cmで、断面形は逆台形を呈する。堆積土は 4

層に分けられるが、全体的にブロック状の上が含まれている。遺物は、堆積土中より上師器片25点 と須恵器片 2点、

相馬産灰釉貫入碗の破片 1点が出上している。

SK-3土 坑  I区の中央西寄りで検出された。畑の耕作に伴う濤状の掘り込みによって東側の一部を切られる。

検出部で略円形を呈し、南北方向の長軸53cm。 東西方向の短軸44cmを測る。深さは18飢で、断面形は舟底状を呈す
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地 区 遺 構 層  位 口 径 底 径 器 高

l B-1 弥生土器 鉢 ? I区 P7 埋土 横位ヘラミガキ 平行沈線による変形工字文 桝形囲式 15-1
2 C-2 土師器 重 I区 SK-3 1層 48 (56) ヘラナデ ヘラミガキ 古墳時代前期 15-4
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荒井畑中遺跡出土遺物実測図



る。堆積土は黒褐色シル ト1層である。堆積上の下部から、第29図 2に示した土師器が出土している。 この他土師

器片29点 と、弥生土器片 9点が出上している。弥生土器片の中には、桝形囲式期の特徴の模様を有するものも含ま

れている。

4 その他の遺構と出土遺物
その他の遺構としては、掘立柱建物と組まないピットがあるが、各ピットとも遺物は出土していない。

表土 (I層 )か らも,ヒ較的多くの遺物が出上しているが、その多くは磨滅した土師器片である。Ⅲ区では、土師

器のほか、18世紀以降と考えられる染付の碗・皿類や、19世紀以降の招絵や銅板プリントの碗類等の磁器 も多く出

土しており、SD-1濤 跡の 1層の状況と類似している。

第 6章 考察とまとめ
1 遺構の時期と性格
1)掘立柱建物跡
掘立柱建物跡は 2棟検出されたが、全体のプランの把握できた建物はない。所属時期については、柱穴規模から

比較すると、古代の掘立柱建物跡の場合は、仙台市内の官衛遺跡はもとより、今泉遺跡 (注 1)。 中田畑中遺跡 (注

2)。南小泉遺跡 (注 3)な どの集落関係遺跡で検出される建物であっても一般的に大きく、掘り方の平面形は方形

を基調とし、柱間隔と配列がともに規則的であるのに対して、本遺跡の柱穴は直径24～ 40clnと 比較的小さな円形で、

柱間隔と配列が不規則である。このことから、SB-1・ 2両掘立柱建物跡は、古代の遺構とは考え難 く、柱穴か

ら出上した土師器片は掘立柱建物跡の建築年代を反映するものではないと考えられる。このような柱穴が比較的小

さな円形で、柱間隔と配列が不規則な建物は、市内では今泉城跡 (注 4)。 下ノ内浦遺跡 (注 5)。 岩切鴻ノ巣遺跡

(注 6)・松木遺跡 (注 7)な どで検出され、その建設年代については、出土遺物や重複関係などによって、中世か

ら近世に位置づけられている。本遺跡検出の掘立柱建物跡 2棟の年代決定資料はないが、上記の遺構形態の類似性

により、中世から近世の遺構と考えるのが妥当と思われる。なお、本遺跡では中世の遺物が出上しておらず、SD―

1濤跡から17世紀以降の近世の遺物が多く出土していることや、近隣の荒井館跡でも中世の遺物が少ないことなど

を考慮すると、 2棟の掘立柱建物跡は近世のものである可能性が高いと考えられる。

2棟の掘立柱建物跡の前後関係は不明である。

2)溝  跡
SD-1濤 跡は、掘削年代は不明であるが、人為的に堆積したと観察される堆積± 1層から、19世紀代の遺物が

まとまって出上していることから、19世紀以降に完全に埋まったと考えられる。その東側で検出された 2棟の掘立

柱建物跡とは類似した方向性にあることから、これらの建物と一体となって構成される屋敷の外側を巡る堀跡の可

能性が考えられる。現在もこの付近の農家には、屋敷林の外側に排水と用水路を兼なたこのような堀を見ることが

できる。

3)上  坑
土坑は3基検出されたが、それぞれ形態・規模が異なる。性格・用途が究明できた土坑はない。土坑の年代は、

SK-2土 坑は相馬産の碗が出土していることから、近世以降と考えられる。SK-1土坑はSK-2土 坑に切ら



れ、土師器と弥生土器が出上していることから、古墳時代から古代の時期の遺構の可能性がある。SK-3土 坑は、

第29図 2に示した土師器の壼が底面近 くから一括して潰れた状態で出上している。この壷は平底で、やや偏平な球

形を呈する体部の破片で、内面は丁寧なヘラナデ調整、外面は丁寧にヘラミガキ調整され、薄 く精巧に作られてお

り、古墳時代前期の製品と考えられる。したがって、SK-3土 坑は古墳時代前期の上坑の可能性が高いと考えら

れる。

2 遺跡の性格と構成
荒井畑中遺跡からは、上記のような遺構と遺物が出土している。最古の遺物には弥生時代中期の桝形囲式上器を

含む弥生土器が数点出土しているが、遺構その他の実態は不明である。次に、古墳時代には前期の上坑が検出され

ているが、他に関連する遺構は発見されていない。古墳時代と次の古代のものを合わせ、土師器の破片が相当数出

上しているので、古墳時代から古代にかけて、この遺跡内あるいは周辺において、集落が営まれた可能性が考えら

ヤtる。

中世の遺物は出上していないので、この付近では古墳時代から古代にかけて成立した集落は、中世になると一端

途絶え、近世になって新田開発が活発になると再び村落が形成されるようになり、18～ 19世紀には堀で囲まれた敷

地の中に掘立柱建物が建てられたものと考えられる。

注 記

注 1 今泉城跡 (仙台市教育委員会 1980:仙 台市文化財調査報告第24集「今泉城跡」)の 1号掘立柱建物跡及び 2

号掘立柱列。

注 2 中田畑中遺跡 (仙台市教育委員会 1983:仙台市文化財調査報告第53集「中田畑中遺跡」)の 1号～ 4号掘立

柱建物跡。

注 3 南小泉遺跡 (仙台市教育委員会 1983:仙台市文化財調査報告第55集「南小泉遺跡」)の 2号 。3号 。4号・

6号掘立柱建物跡。

注 4 今泉城跡 (仙台市教育委員会 1983:仙台市文化財調査報告第58集「今泉城跡」)の I期 (12世紀)か らⅣ期

(17世紀前半)の掘立柱建物跡群。

注 5 下ノ内浦遺跡 (仙台市教育委員会 1988:仙台市文化財調査報告第■5集「下ノ内浦遺跡」)1号～ 3号掘立

柱建物跡。

注 6 岩切鴻ノ巣遺跡 (イ山台市教育委員会 1982:仙台市文化財調査報告第44集「岩切鴻ノ巣遺跡」)1号～ 4号掘

立柱建物跡及び 5号掘立柱列。

注 7 松木遺跡 (仙台市教育委員会 1986:仙 台市文化財調査報告第95集「柳生」)3号～ 5号掘立柱建物跡。
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第 4部

第 2章 遺跡の立地と環境

高屋敷遺跡発掘調査報告

第 1章 調査要項
遺 跡 名  高屋敷遺跡 (宮城県遺跡番号01430)

調査地点  仙台市若林区荒井字高屋敷22他

調査面積  90m2

調査主体  仙台市教育委員会

調査担当  仙台市教育委員会 文化財課

担当職員  荒井 格  工藤哲司

調査期間  平成元年 6月 19日～ 7月 26日

調査協力  地権者 萱場幸雄

高屋敷遺跡は、荒井の集落の中心付近に位置し、通称「十文字交差点」と呼ばれる県道荒井・荒町線と県道荒浜・

原町線の交差点の北側に位置する。両県道は明治年間に整備され、ここがこの付近の交通の要衝となって商店街と

して発展してきたが、それ以前は農家の点在する田園地帯であつた。交差点には大正 6年に建立された道標がある。

遺跡周辺には、北東120mに押回遺跡が、南西200mに 中在家南遺跡がある。

遺跡の標高は5m前後で、東西方向にのびる自然堤防に立地し、大部分が畑地及び宅地となっている。東西85m・

南北40m・面積2,600m2が遺跡登録されている。遺跡周辺は宅地化が進んでいるために、今回の遺跡登録した範囲以

外では遺物の採集はできなかったが、遺跡は自然堤防に沿って東西両方向に広がっているものと推定される。遺跡

の北側には湿地状の池が存在するが、この池は、高屋敷遺跡の立地する自然堤防の北側の旧河道に該当する凹地を

反映していると考えられる。この旧河道は、押口遺跡から中在家南遺跡に続く河川跡と同一の可能性がある。

第 3章 調査の方法
試掘調査の際に、血68ト レンチで古墳時代の上師器多数と石製模造品等が出土したことから、当該地区を高屋敷

遺跡として登録した。遺跡登録した範囲内には、遺跡の中央部を南北に横断する幅 6mの街路と、この街路に遺跡

北部でT字路となって接続する幅 6mの街路の敷設が計画されていた。このうち遺跡北部の街路は、倉庫・住宅に

かかるために調査は不可能であったため、倉庫より南側の南北街路だけを調査した。

調査区は、衝路幅と同じく東西 6m幅 とし、倉庫の南側から遺跡の南限とした現在の用水堀まで南北18mに渡つ
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第30図 高屋敷遺跡と周辺の遺跡

て設定した。調査面積は約90m2で ぁる。

測量の基準点は「平面直角座標系X」 を使用し、X=-195.290km・ Y=9.525血 の交点を測量原点 0と した。測

量は、この点より東 (E)西 (Wl南 (S)北 (N)のそれぞれの方向への距離数をメートル単位で示して行った。

検出遺構の番号は、各遺構ごとに発見順に付番した。土坑として付番した遺構のなかには、調査によって柱穴と

判明したものもあるが、他に組み合う柱穴が不明であるので、建物としては取り扱わなかった。この柱穴は、遺構

の記述でもそのまま土坑の項目で報告している。

全遺構の調査終了後、土層の観察のため、西壁に沿って幅60cmの トレンチを設定し、遺構検出面から30～ 40cln掘

り下げ、さらに調査区中央付近を100cm下 げて上層を記録した。

第 4章 基本層位
調査地点は、北側から南根1の用水堀に向かって緩やかに下がっており、調査区西壁の南端は北端より15cm前後低

い。基本層は一部で実施した深掘り部の土層を入れて大別 5層、細別 9層に分けられた。 I層は耕作土層で暗褐色

シルトからなり、新旧の上下 2層に細分できる。旧耕作土は調査区の北側のみに分布する。新旧合わせた I層の厚

さは15～30cmである。

H層は暗褐色のシルト層で、古墳時代の遺物包含層である。調査区の北半部に分布し、南側は耕作による削平を

受けてなくなっている。層厚は、10～15cmである。

Ⅲ層は、灰黄褐色からにぶい責褐色の粘土質シルト層で、 3層に細分された。ma層はにぶい責橙色シルトを含
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第31図 高屋敷遺跡と調査区配置図

む灰責褐色粘土質シル ト層である。遺構や耕作土層に切られてまばらになっているが、全体に分布する。層厚は 5

～10cmで、層の底面はほぼ水平である。この層の上面が遺構確認面となっている。Ⅲ b層はにぶい黄橙色の粘土質

シルト層である。調査区の南半部に分布し、層の下面は北側から南側に向かって緩やかに下がっている。層厚は南

側ほど厚くなっており、南端付近では40cm以上ある。III C層 はⅢ b層 よりわずかに赤みを帯びたにぶい黄橙色の粘

土質シルト層である。西壁際に入れた上層観察 トレンチでは、調査区の北半部での分布が確認されているが、調査

区の南部では、全面に分布するのか、薄くなって消滅するのか不明である。この層も北側から南側に向かって緩や

かに下がっており、層厚は深掘部で30cm程である。ma層がない部分ではШ C層 またはⅢb層が遺構確認面 となっ
ている。

Ⅳ層は責褐色のシル ト質粘土層で、層厚は20cm前後である。

V層は黄褐色およびにぶい黄色の粘土層で、調査部分で 2層に分けられた。Va層 は黄褐色粘土層で、層の下面
は北側から南側に向かってやや急に下がっている。層厚は検出部分で 5～25cmで、南側ほど厚くなっている。Vb
層は、責褐色の粘土層で、層中に砂層を縞状に含み、層全体が北から南に向かって下がっている。層厚は60cm以上
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第32図 高屋敷遺跡遺構配置図



層 Na 土    色 上 質 そ   の   他 層 醜 土    色 土  質 そ   の   他
】 よOYR3/4暗 褐 色 現耕作上 Ⅳ 25Y5/4  黄 褐 色 ンルト質粘土 層上部に酸化鉄を帯状に含む
と b 10YR3/4暗 褐 色 旧耕作土 25Y5/8  黄 褐  色 粘上 責褐色粘上を帯状に含む

7 5YR3/3暗 褐 色 25Y6/3 におい黄色 粘上 黄褐色粗砂を縞状に含む

iOYR4/2 灰 黄 褐 色 粘土質シルト 全体にに工い黄橙色ンル トを粧伏にまばらに含む 7 5YR5/1褐 灰 色 粘土質シルト マンガン粒を全体 にまばらに含む

IIl b 10YR7/2  にぶい黄橙色 粘上質ンル ト マンガン泣、酸化粒を全体に含む B

7 5YR7/3 におい橙色 粘上質ンルト マンガン粒、酸化鉄粒を全体に含む

第33図 高屋敷遺跡土層断面図 (西壁)

第 5章 発見遺構 と出土遺物
今回の調査では、遺物包含層・濤跡 6条・土坑17基 (柱穴 2基を含む)。 その他の遺構 4基・ピット17個が検出さ

れている。検出遺構のうち、SD-1・ 2・ 4・ 5・ 6、 SK-1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6・ 9。 10・ 11・ 12・ 18、 S

X-2・ 3については、遺物包含層を除去した後で検出した。ピットについては、 Pl・ 9・ 17以外は、遺物包含

層除去後に検出しているが、遺物包含層との前後関係

は必ずしも明確ではなく、P8の ように遺物包含層形

成以後のピットも含まれている可能性がある。

1 遺物包含層
基本層H層は土師器を主とする遺物包含層で、遺構

配置図および高屋敷遺跡土層断面図に示したように、

調査区の北側 2/3の範囲に分布する。南狽11/3は

堀跡に向かって緩やかな傾斜面になっているが、この

部分は耕作による削平を受けて遺物包含層は残ってい

ない。遺物包含層の層厚は、10～ 15cmである。

遺物包含層の下面 (Ⅲ層直上)か らは、第34図のよ

うに土師器がまとまって出上しているが、層中からも

多数の上師器が出土している。土師器以外の遺物には、

縄文土器 (第35図 1)。 弥生土器 (第35図 2ほか)・ 須

恵器。鉄製品断片。石製模造品 (第36図)な どがある。

縄文土器は晩期大洞A′式の鉢で、荒井地区では最古の

W7 W6

+聰

＋
Ｗ６

Hヽ層土器No 3

儘)H層土器血1

第34図 遺物包含層下面上器出土状況実測図



顧藝Ⅷ麺可1

一
一

一

一
Ⅷ

Ｉ

庵

軍

洋

止

＼

Ocm

第35図 高屋敷遺跡出土上器実測図



第35図観察表
中

号

図

番

登 録

番 号
種  別 器 形

出 土 地 点 法  重
内    面 産地 。年代 写真図版

地 区 遺 構 層 色 口 径 底 径 器  高

縄文土器 肛層 口縁部に 3条の平行沈線 口縁部に1条の沈線 縄文・晩

弥生圭器 壼 肛層 肩部に 3条の平行沈線・ ミガキ 弥生 す中 20-2

土師器 不 ?
臓

絋

Ｈ
哭 口縁部ヘラミガキ・体部ベラケズ リ ヘラミガキ 古墳・ 前

C-5 土師器 イ SK-14 土器Ne 3 古墳・ 中

C-11 上師器 t4N SD-1 土器Ndユ 口縁部 ヨコナデ 古墳・中

C-4 主師器 不 SK-14 土器Na 2 古療・ 中

C-12 土師器 不 上器Ne 2 古墳・ 中

C-3 土師器 SK-9 口縁部ヨヨナデ・体部ナデ・底部ヘラケズリ 口縁部ヨヨナデ・体部ナデ・底部ナデ 古墳・ 中

C-6 土師器 イ SK-17 (53) 口縁部 ヨヨナデ・体部ナデ 古凍・ 中

C-14 土師器 イ 137 口縁部 ヨヨナデ・体部ヘラミガキ 体部ヘラナデのち放射状ヘラミガキ 古墳 。中

C-7 土師器 高不 芥部ヘラミガキ・脚部ヘラミガキ イ部にヘラミガキ 古猿・ 中

C-1 土師器 壷 II,署ヨ 古墳

C-2 土師需 台付甕 底部～台部ハケメ 台部ヘラナデ 古墳・前

C-9 土師需 甕 H層 口縁部ヨコナデ・体部ナデのちハケメ 口縁部 ヨコナデ・体部ヘラケズ リ 古禁

上師器 寮 SD-1 土器血 3 (66) 口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ・体部ヘラナデ 古墳・ 中

C-10 土師器 藁 口縁部ヨコナデ・体部ナデ 口縁部 ヨヨナデ・体部ヘラナデ 古墳 。中

E-1 須恵器 SD-3 13の ロクロ・底部下半回転ヘラ切り 古墳・ 中

げ ]D 口 1   7D0       5cm

中

号

図

番

登 録

番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特  徴 ・ 備  考 素 材 時 期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 全 長 幅・径 厚 さ 重 量

1 K-1 石製模造品 勾玉 試掘No68 H層 単孔 孔径 0 2cm 古墳 21-7

2 K-2 石製模造品 有孔円板 肛層 32 2子し 孔径 0 2cm両面に擦痕 古墳 21-8

第36図 高屋敷遺跡出土石製模造品実測図

遺物の一つである。弥生土器は第35図 2に示した中期桝形囲式の壷の肩部の破片のほか、甕の口縁部や体部・底部

の破片など合わせて15点が出上している。須恵器は甕の体部片が 3点出上しているが、そのうち 2点は同一個体で

ある。鉄製品は錆化が進んだ小片が17点出土している。石製模造品は、勾玉形と有孔円板が各 1点出上している。

それぞれ全長が4.8cm・ 4.Ocmあ り比較的大型の製品である。

遺物包含層から出上した土師器で、図化したものには第35図 3・ 11・ 12・ 14があり、いずれも第32図に示した遺

物包含層の下部 (Ⅲ層直上)から出土したものである。このうち 3の体部と口縁部の境にくびれをもつ不や、■の

不部が無段の平底で脚部が円筒状で柱実の高杯は、丹羽茂氏の古墳時代前期塩釜式の 3段階 4期区分の第Ⅲ段階の

上師器に類似した特徴をもつ (注 1)。 また、第35図 14に類似した口縁端部が上方につまみだされた甕は、仙台市六

反田遺跡 4号住居跡から、丹羽氏編年のHB段階の不やⅢ段階に属する特徴を有する杯、塩釜式期に後続する南小

泉式期に類似する邪とともに出上している(注 2)。 図化した土師器以外には、折り返し回縁の破片や、偏平な半球

形の体部に、内外面ともに屈曲して短く外反する口縁となる、南小泉式ないし引田式 (注 3)の邪片などもある。

以上のような状況から、遺物包含層の年代は、丹羽氏の土師器編年の塩釜式HB段階ないしⅢ段階のものが主体
となるが、これに混じって石製模造品や須恵器も存在し、また南小泉式ないし引田式の特徴をもつ不片なども認め

られることを考え合わせると、古墳時代前期末から中期にかけて形成されたと解釈される。
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第37図 溝跡実測図 1(SD-1・ 2・ 4・ 5・ 6)

2溝  跡
SD-1溝 跡 調査区北部で検出され、方向はN―約70°一Eである。SK-1・ 2・ 10、 P16に切られ、SD-4・
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層 Na 土   色 上 質 そ   の   他
IOYR3/2黒 褐 色 粘土質ンルト にぶい黄橙色シル ト質粘土をノロック状に含む
iOYR4/3  にぶい黄褐色 粘上質シル ト におい黄橙色粘上質シル トを粒状に多量に含む

第38図 溝跡断面図

5。 6を切る。上幅は300cm前後、深さは28cmを測り、断面形は浅い舟底状を呈する。幅の割に浅い濤で、検出部の

底面の両端に傾斜は認められない。堆積土は、上部が黒褐色系の土層、下部がにぶい黄橙色系の上層からなり、上

部は土質により細分される。各層ともⅢ層起源のにぶい責橙色ないし灰黄褐色土のブロックを含む。

遺物は土師器が多数出土しており、図化したものには第35図 5・ 7・ 15がある。 3点 とも風化が進んで調整の細

部は不明な点もあるが、器形の特徴は藤沢氏による第 3段階 (引田式)の範疇の上師器 と考えられる (注 4)。

SD-2溝 跡 調査区中央西寄りに、西側に弦がくるように南北に長い弧状に検出された。北端部はSK-2に よっ

て切られ、南端付近は攪乱坑に切られる。上幅は25cm前後、深さは13cmを測る。断面形はU字形を呈する。北端と

南端の底面にレベル差はない。堆積土は 4層に細別された。 la層 は黒褐色粘土質シル ト、 lb層はにぶい責褐色

シルト質粘上、 2層 は黒色シル ト質粘上、 3層はにぶい黄橙色シルト質粘上である。

遺物は、堆積上中より上師器の細片が19点出上している。

SD-3溝 跡 調査区南部で検出された。検出部では南東側に弦がくるように弧状に湾曲し、北側は調査区の東壁

外に、南側は調査区の南壁外にのびる。壁面の凹凸が著しく不整形な平面形となっている。SK-7・ 14、 Plに

切られ、SK-17、 SX-5、 P17を切っている。濤の上幅は断面実測をしたB一 Bア地点で196硼、深さは20～25cm

を測るが検出部の中央付近の底面は不整形に数硼高くなっている。堆積土は場所によりかなり不均―であるが、黒

褐色土とにぶい黄褐色土からなり、同色の上のブロックや酸化鉄をブロック状に含んでいる。

遺物は、堆積土中より縄文土器または弥生土器とみられるRL単節縄文の上器片 2点 と、土師器片24点・須恵器

1点が出土している。土師器片の中には、第35図 10に示した邪のほか、SD-1か ら出土した第35図 5の邪の回縁

部の形状と類似した破片も1点含まれている。須恵器はO N46型式に相当するものと考えられる。

層 No 土    色 上 質 そ   の   他

10YR2/2黒 褐 色 粘土質シル ト
によい黄褐色粘土質シルトを粧伏に全体にまばらに含む

によい黄橙色シル トを小ノロック状にわずかに含む

10YR3/1黒 褐 色 ンルト質粘土 灰黄褐色ンル ト質粘上を小ノロック状に含む

10YR6/3  におい黄橙色 ンル ト質粘土

にぶい黄捨色シルト質粘土を粒状に多量に含む

灰黄偶色シルト質粘上をブロック状に部分的に含む

黒褐色ンルト質粘土をノロック状に全体的にまばらに含む

SD-4
層 No 土    色 土 質

10YR5/2 灰 黄 褐 色 ンル ト質粘土 明黄禍色シル ト質粘土を粒状にわずかに含む

10YR4/1鵜 灰 色 粘土質ンル ヽ にぶい黄橙色粘土質シルトを粒状にわずかに含む

10YR7/2  にぶい黄橙色 シルト質粘■ 褐灰色シル ト質粘上を小ブロック状に含む

10YR4/1褐 灰 色 ンル ト質粘■ にぶい黄橙色シル ト質粘上を粒状に含む

10YR7/2  にぶい黄橙色 シル ト質粘土 褐灰色ンルト質粘とを粒状に含む

10YR7/3  にぶい黄綺色 シル ト質粘圭 褐灰色ンルト質粘上を粒状にわずかに含む

10YR6/3  にぶい黄橙色 ンル ト質粘土 褐灰色シル ト質粘■を小ブロック状にわずかに含む

SD-2
層 血 土   色 土 質 そ   の   他

10YR2/2黒 褐 色 粘上質ンルト 酸化鉄を全体的に粒状に多量に含む
10YR4/3  にない黄褐色 ンル ト質粘土 粘土質シル トを部分的にわずかに含む

10YR2/1 黒   色 ンル ト質粘土 粘土質シルトを部分的にわずかに含む
10YR5/4  にぶい黄橙色 ンル ト質粘土 酸化鉄を右部分にノロック状に多量に含む

SD-5
層 NrJ 上   色 土 質 そ   の   他

10YR5/1褐 灰 色 粘土質ンル ト にぶい黄褐色シル ト質粘上を粒状に全体的に多量に含む

10YR5/1褐 灰 色 シルト質粘土 にぶい黄褐色ンルト質粘上を小ノロック状に含む
10YR7/3  にぶい黄橙色 ンル ト質粘■ 褐灰色粘土を粒状に含む

10YR4/1褐 灰 色 粘土 にぶい黄橙色シル ト質粘上を粒状に含む

SD-6
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層 No 上    色 土  質 そ   の   他
1 10YR2/2  黒  褐  色 ンル ト質粘土 灰黄褐色粘土質シル トを全体的に小ブロック状に少量含む。酸化鉄を全体的に小ブロック状に多量に含む
2 10YR5/3  にぶい責福色 粘土質シル ト 暴褐色粘土質シルトを全体的にブロック状ぃ多量に含む。酸化鉄を全体的に小ブロック状に多量に含む

第39図 溝跡実測図2(SD-3)

SD-4溝 跡 調査区北部のSD-1の 底面で検出された。やや蛇行して東西方向にのび、東端は調査区の東壁際
で立ち上がる。西側は一段浅くなって立ち上がる。現状の検出部の全長は208cmである。SD―■に切 られる。上幅
20cm前後で、深さは21c14前後である。断面形は逆台形を呈す。堆積土は 7層に分けられ、灰黄褐色土 。褐灰色土・

Ｉ
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層  配 上   色 土 質 そ   の   他
1 10YR2/2黒 褐 色 ンル ト質粘土 灰貢褐色粘土質ンル トを全体的に小プロック状に少量含む。酸化鉄を全体的に小プロック状に多量に含む
2 10YR5/3黄 4S色 粘土質シル ト 黒褐色粘土質シル トを全体的にプロック状に多量に含む。酸化鉄を全体的に小ブロック状に多量に含む
3 10YR2/2黒 褐 色 粘土管シル ト にぶい貢褐色粘土買シル トを全体的に小プロック状に多量に含む
10YR5/4  にぶい黄褐色 シル ト 黒褐色粘土質シルトを部分的にノロック状に含む。酸化鉄を全体的に小プロック状に少量含む

5 10YR5/4  にぶい黄褐色 シルト 塁畳色≧生二重4土を全体的に小プロック状にわずかに合む
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にぶい責橙色土などⅢ層起源と考えられる堆積上が主体となっている。

遺物は出上していない。

SD-5溝 跡 SD-4と 同様に、SD-1の 調査後の濤跡の底面から南岸斜面にかけて検出された。やや蛇行す
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SK-1
層 Na 土   色 土  買 そ   の   他

10YR2/2  黒  褐  色 粘上質シル ト
にぶい黄橙色粘土質シルトを部分的にわずかに含む

酸化鉄を小ブロック状に部分的に多量に含む

iOYR1 7/1  黒   色 粘土
によい責橙色粘上質ンルトを全体的に粒状にわすかに含む

酸化鉄を全体的に小プロック状に少量含む

iOYR1 7/1  黒    色 粘土 にぶい黄橙色粘土質シルトを粒状に全体的にわすかに含む

10YR1 7/1  黒   色 粘土 によい責褐色洛土質シルトを全体的に小ブロック状にわずかに合む

10YR1 7/1  黒    色 粘土 にぶい責褐色粘土賃シルトを∃4的に小ノロック状に少量含む

10YR5/3   によい黄褐色 粘上質シル ト
黒褐色シルト質粘上を薄い板状に少量含む

酸化鉄を部分的に小ブロック状に少量含む

10YR5/3  にとい黄褐色 粘土質シルト 灰責褐色粘上をプロック状に部分的に多量に含む
10YR17/1  黒    色 粘士 におい黄褐色粘土質にシルトを全体的に薄い板状に多重に含む

10YR1 7/1  黒   色 粘土 によい黄褐色粘土質シルトを全体的に中被状に多量に含む

10YR1 7/1  黒   色 粘 土 にぶい黄褐色粘土質シルトを部分的に粒状に少量含む

SK-2

SK-4
層 NQ 土   色 土  質 他

7 5YR4/2灰 褐 色 粘上質ンルト にぶい橙色のシルトを全体的に粒状に含む

10YR6/3  におい黄橙色 シルト 黒褐色粘土質シルトを部分的にブロック状に含む

SK-5
層 h 土   色 土  質 他

5Y3/1  黒 褐 色 粘土質シルト 酸化鉄斑
・マンガン斑を合み、10Y4/2粘上質シルトを

全体的にノロック状に含む

10YR3/1  累 褐 色 シル ト質粘土 全体的に酸化鉄斑を含む

7 5YR4/ユ 褐 灰 色 粘土質シル
明福灰色シルト質粘上7 5YR3/1黒 褐色シルト質粘土

を全体的に多量に粒状もしくはイヽプロック状に含む

7 5YR4/1褐 灰 色 粘土質シル ト 明褐灰色シルト質粘上を全体的に含む

10YR4/2 褐 灰  色 粘土質シル ト 黒褐色粘土質シルトを全体的に粒状に含む
iOYR6/3  にぶい黄橙色 粘土質シルト 酸化鉄をまばらに含む

SK-6
層 Na 土  色 上  質 他

10YR4/1  褐  灰  色 シアレト にぶい責橙色シルトを全体的に小ノロック状に含む

SK-3

上  色 上 質 他

iOYR3/1  黒  褐  色 ンル ト質粘土 粘■質ンルトを全体的にノロック状に多量に含む
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SK-14

層 血 上  色 上 質 そ 他

10YR3/2  黒褐色 ンル ト質粘上
にぶい黄褐色粘土質シルトを全体的に小ノロック状に多量に

含む。酸化鉄を全体的にアロック状に多量に含む

SK-9

SK-12
層 � 土 色 土  質 そ 他

10YR2/2黒 褐 色 粘土質ンル ト にぶい黄禍色レルトを全体的に小プロック状に少量含む

10YR5/3  にぶい黄褐色 粘土質ンル ト
黒褐色粘土質シルトを部分的に小プロック状に少量含む

酸化鉄を全体的に小ブロック状に多量に含む

10YR5/4  にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色粘上質シルトを部分的にわずかに合む
層 � 土   色 土  質 そ 他

10YR3/1 黒褐色 粘■質シルト にぶい黄褐色シルトの小ノロックを部分的にわずかに含む

10YR2/2 黒褐色 によい黄褐色ンルトのプロックを全体に多重に含む。酸化鉄を含む

SK-13
層 Ne 上 色 土  質 他

10YR3/1黒 褐 色 粘上質シル ト にぶい黄褐色シルトを部分的に小ノロック状に少量含む

10YR5/3  にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒褐色粘土質シルトを全体的にわずかに含む
SK-10
層 No 土 色 ■  質 他

10YR2/3 黒 褐 色 粘上質ンル ト
黄褐色粘土質ンルトを部分的にわずかに含む

マンガン斑を全体的に粒状に多量に含む

tOYR2/1 黒  色 粘上質ンル ト におい黄褐色シルトを部分的にわずかに含む

25Y3れ   黒 褐 色 粘上質ンル ト
にぶい黄褐色シルトを部分的にオヽプロック状に少量含む

マンガン斑を全体的に粒状に多量に含む

10YR2/2 黒 褐 色 ンルト質粘土 黒褐色粘上質シルトを全体的に小ノロック状に少量含む

25Y5/3  黄 褐 色 粘上

黒褐色シルトを全体的に小ノロック状に少量含む

酸化鉄を全体的に小ブロック状に多量に含む

マンガン斑を部分的にわずかに含む

25Y6/3  にぶい黄色 粘土
黒褐色粘土質ンルトを部分的にわずかに含む

黒褐色粘i質シルトを部分的に小アロック状にわずかに含む

SK-11

SK-14
層 Ne 土 色 土  質 他

10YR2/2黒 褐 色 粘土質ンルト にぶい黄褐色シルトを部分的にわずかに含む

10YR3/1黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄褐色ンルトを全体的に小プロック状に少量含む

10YR2/2黒 褐 色 シルト質粘上
灰責鵜色シルト質粘土を全体的にブロック状に多重に含む

酸化鉄を全体的に小ノロック状に多量に含む

10YR2/1 黒   色 シル ト質粘土 にぶい黄褐色シルトを全体的に小ブロック状に少量含む
10YR17/1 黒    色 粘土 にぶい黄褐色ンルトを全体的に小ブロック状に多豊に含む

10YR4/2 灰 黄 福 色
黒粘上質シルトを全体的に小ノロック状に多量に含む

酸化鉄を全体的に小ノロック状に多量に含む

層 � 土 色 上 質 そ 他

10YR3/1  黒褐色 粘土質シル ト 褐色ンル トを部分的にわずかに含む

10YR3/3  暗褐色 粘土質シル ト 褐色ンル トを部分的にわずかに含む

第41図 土坑実測図 2
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層 聴 土    色 土 質 そ  の  他
10YR4/2   灰黄褐色 粘土質シルト 灰黄褐色粘土質ンル トを粒状に多量に含む

10YR3/2  黒 褐 色 ンル ト質粘土
黒褐色ンルト質猫土をアロック状に部分的に含む

灰自色ンルト質粘土を粒状に多量に含む

10YR4/1   灰 自 色 粘上質ンルト にぶい黄橙色シルトを統伏または小アロック状に多量に含む
10YR3/2  黒褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色粘土質シルトをノロック状に合む
10YR17/1  黒  色 シル ト質粘士 におい黄橙色ンルト質粘上を粒状に少量含む
10YR1 7/1  黒  色 粘土 にぶい黄橙色シル ト質粘上を多量に合む

SK-17
層 N0 ■   色 土 質 そ  の  他
10YR2/1  黒    色 ンル ト質粘■ にぶい黄橙色シルト質粘上を粒状に多量に含む
10YR6/3  にぶい黄橙色 にぶい黄橙色シルト質粘土を粒状にわずかに含む

るが、N-85°一Wで略東西の方向性をもつ。西側は調査区の外にのびるが、東端はSD-1の 南岸斜面でたちあが
る。上幅は15cm前後、深さはSD-1の 底面部で23cmを測る。断面形は深いU字形を呈する。西端の底面レベルは
東端より10cmほ ど低い。堆積土は褐灰色土とにぶい黄橙色土からなり、 4層に分けられる。 1層は褐灰色粘土質シ

ルト、 2層は褐灰色シルト質粘土、 3層はにぶい黄橙色シルト質粘土、 4層は褐灰色粘上である。

遺物は出上していない。

SD-6溝 跡 調査区北部で検出され、北側は調査区の外にのび、南端はSD-1に 切られる。やや蛇行している
が、N-77°一Wの方向にのびる。上幅は20cm前後、深さは10cm前後である。断面形は基本的にU字形を呈する。北

西端と南東端の底面にはレベル差はない。堆積土は 2層に分けられた。 1層は黒褐色粘土質シルト、 2層はにぶい

黄褐色粘土質シルトである。

遺物は、堆積土中より上師器の細片が 5点出上している。

3土  坑
SK-1土 坑 調査区北部のN17・W8付近で検出された。SD-1を 切る。平面形は円形を呈し直径は140cm前後
である。断面形は上部の開いたU字形を呈し、深さは75cmを測る。堆積土は自然堆積の状況を示し、黒色粘上を主

体として10層に分けられる。堆積土中より第35図 13に示した台付甕のほか117点の上師器片と弥生土器片 1点が出土

SK-15
層 hTd 土   色 土 質 そ   の   他
iOYR4/2灰 黄褐色 粘土質ンル ト にぶい黄橙色粘土質シルトを小プロック状に含む
iOYR6/8 におい黄橙色 粘土質シルト 灰黄褐色粘土質シルトを小ノロック状に少量含む

SK-16

SK-18
層醜 ■  色 土 質 そ   の   他
10YR3/2 黒褐色 粘■質シルト 褐灰色シルト質粘土を小プロック状にわずかに合む
10YR4/1 褐 灰 色 ンルト質粘上 におい黄橙色シルト質粘土を粒状にわずかに含む

3 10YR4/1 褐灰色 粘土質シル Ⅲ 明黄褐の粘土質ンルトを粒伏に全体的に含む
10YR6/1  褐 灰 色 粘土質シルト におい黄橙色粘■質シルトを粒伏に多量に含む
10YR7/1  灰 自 色 シルト質粘土 糞褐色粘土質シルト質を粒状に全体的に含む

6 10YR4/2  灰黄褐色 粘土質シル ト におい黄橙色粘土質ンルトを繊伏に多量に含む
6b iOYR6/2  灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色シル ト質粘土をノロック状に含む
10YR4/1 褐 灰 色 粘土質シル ト におい黄橙色粘土質シルトを粒状に多量に含む
10YR3/1 黒褐色 ンル ト質粘土 によい責橙色粘土質ンルトを全体的に小アロック状もしくは粒状によばらに合む
25Y5/2  暗灰褐色 黒褐色シルト質粘上を全体的に粒状にまばらに合む

10YR5/2  灰黄褐色 砂質シル ト によい責橙色粘土質シルトを全体的に小ノロック状にまばらに含む



している。

SK-2土 坑 N12・ W9付近で検出された。SK-9を 切る。一部調査区外となるが、平面形は北西から南東方

向に長軸をもつ不整楕円形を呈し、長軸215cm。 短軸110cmを測る。断面形は浅い舟底形を呈し、深さは 6 cmを測る。

堆積土は褐灰色シルト1層である。堆積土中より上師器片が15点出上している。

SK-3上 坑 Nllo W10付近で検出された。西側は調査区外となる。南北軸長70cm。 東西検出部長53cmを測る。

断面形は不整な舟底形を呈し、深さは12cmを測る。堆積土は黒褐色シルト1層である。遺物は出上していない。

SK-4土 坑 N5。 W10付近で検出された。SX-2・ 3を切る。西部は調査区外となるが、平面形は北西から

南東方向に長軸をもつ楕円形を呈すると考えられる。検出部で長軸130cm・ 短軸103cmを測る。断面形は舟底形を呈

し、深さは13cmを測る。堆積土は2層に分けられる。堆積土中より弥生時代中期枡形囲式の上器片 1点 と、土師器

片が10点出上している。

SK-5土 坑 SK-4土 元の南に近接して検出された。平面形はやや偏平な楕円形を呈し、東西長軸90cln・ 短軸

軸75cmを測る。断面形は浅いU字形を呈し、深さは22cmを測る。堆積土は 6層 に分けられる。堆積土中より上師器

片が 3点出上している。

SK-6上 坑 N6・ W5付近で検出された。平面形はやや偏平な楕円形を呈する。東西軸55cm。 南北軸48clnを 浪1

る。断面形は浅いU字形を呈し、深さは 7 cmを測る。堆積土は黒褐色シルト質粘± 1層である。堆積土中より上師

器片が10点出上している。

SK-7土 坑 N7・ W6付近で検出された。SD-3、 SK-12・ 17、 P17を切る。東部は調査区外となる。平

面形は南北に長い不整形を呈し、検出部で南北262cm。 東西151cmを測る。断面形は不整で浅い逆台形を呈し、深さ

は1lcmを測る。堆積土は黒褐色シルト質粘± 1層である。堆積土中より上師器片が多数出上している。

SK-9土 坑 N12・ W9付近で検出された。SK-2に 上面を切られる。西端部は調査区外となる。平面形は不

整形である。検出部の北西―南東方向の長軸で163cm。 北東―南西方向の短軸で108cmを測る。断面形は不整な逆台

形を呈し、深さは14cmを涙1る 。堆積土は黒褐色の粘土質シルトとシルト質粘上の 2層 に分けられる。堆積土中より

第35図 8に示した邪のほか 5点の上師器片が出上している。

SK-10上坑 調査区北部のN17・ W6付近で検出された。SD-1を 切る。平面形は円形を呈し、直径は55～ 70

cm前後である。断面形は壁面が直立に近い逆台形を呈し、深さは30cmを浪Iる。堆積土は6層に分けられる。堆積土

中より高邪の不底部 2点を含む23点の土師器片が出土している。

SK― H土坑 N6。 W9付近で検出された。SX-3を 切る。平面形は精円形を呈し、南北長軸48cln・ 短軸34cm

を測る。断面形は浅いU字形を呈し、深さは 6 cmを測る。堆積土は 2層に分けられる。堆積土中より弥生上器片が

1点出土している。

SK-12土坑 N9・ W6付近で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、南北長軸43cm・ 短軸29c14を測る。断面

形はU字形を呈し、深さは中央部では20cmであるが、南端部はこれよりさらに20cm下がる。堆積土は3層に分けら

れる。出土遺物はない。

SK-13土坑 N3・ Wll付近で検出された。SK-15を切る。西端部は調査区外となり、検出部の平面形は不整

な半円形を呈する。検出部の南北直径127cm。 東西半径75cmを測る。断面形は不整形で、深さは10cmを測る。堆積土

は 2層に分けられる。堆積土中より弥生土器片 1点 と、上師器片75点が出上している。

SK-14上坑 N3・ W9付近で検出された。SD-3、 SK-15を切る。平面形は南北方向がやや長い不整な円

形を呈する。南北直径146cm。 東西直径139cmを測る。断面形は不整な舟底形で、深さは21clnを測る。堆積土は 6層

に分けられる。堆積土中より弥生土器 1点 と、土師器片76点が出上したほか、底面直上からは第35図 4・ 6に示し

た不など3点の上師器がまとまって出土している。



SK-15土坑 N2・ W10付近で検出された。

SK-13・ 14、 SX-4に 切られ、本来の形状

は不明である。残存部の南北長122餌。東西幅177

cmを測る。断面形は不整な逆台形で、深さは11

cmを測る。堆積土は2層に分けられる。堆積土

中より上師器片が 4点が出上している。

SK-16土坑 N7・ W2付近で検出された。

東半部は調査区外にのびるが、平面形は楕円形

を呈すると考えられる。検出部で南北53cm。 東

西23cmを測る。底面の中央が円形に20cm前後の

深さで 1段低くなっている。低い部分で深さ51

cmを測る。堆積土は 6層 に分けられるが、1～ 3

層は土坑底面の窪みに対応して堆積する。形状

と堆積上の状況から、この遺構については柱穴

と考えられるが、他に組み合う柱穴は不明であ

る。出土遺物はない。

SK-17上坑 N6。 W6付近でSD-3の 底

面で検出された。平面形は不整円形を呈し長軸

64硼・短軸57cmを測る。断面形は浅いU字形を

呈し、深さは10cmである。堆積土は2層に分け

られる。遺物は第35図 9に示した不のほか11点

の上師器片が出上している。

SK-18上坑 N15-W5付 近で検出された。

土坑として調査したが、柱根が残る柱穴である。

東端の一部が調査区外にのびるが、平面形は円

形を呈するものと考えられ、南北直径55cmを測

る。断面形はU字形で、深さは85cmを測る。堆

積土は■層に分けられ、1層 は柱痕跡堆積上で、

2～ 10層は掘り方の埋め土である。掘り方埋め

土は互層状に堆積する。柱根は基底部から54cm

の長さが残存するが、上部は腐食が進んでいる。

芯持ちの丸柱であるが、柱の周囲は上下方向に

6～2.5cmの幅で丁寧に削られている。また底面

も平坦に加工されている。この柱に対応する他

の柱穴は不明である。出土遺物はない。

Cm

第43図 SK-18土坑 (柱穴)出土柱材実測図
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9以外は遺物包含層を除去した面で検出され

全体に規模が小さく、浅いものが多い。P17

N9+

N8

4 ビット
ピットは17個検出され、大部分は調査区中央部に分布する。 Pl・

ている。形状 。規模・堆積土については、第 4表にまとめて示した。

P-17
層  血 土    色 土 質 そ   の   他

10YR4/2 灰 貢 褐 色 粘■質シ″ト 全AEIに によい責橙色ンルト黒鴇色粘土質ンルトを多重に拉伏に含む
10YR4/1 褐 灰 色 粘■賃ンルト 全体的にによい黄橙色シ″卜を多量に小ブロック状もしくは粒状に合む
10YR7/2  におい黄橙色 ンルト質粘土 部分的に褐灰色粘土質シルトを層状に合む

第44図  Pit1 7実測図



など柱痕跡の検出されているピットも2個あるが、建物を復元することはできない。P2・ 5。 13・ 17から土師器

の細片が 1～数点出上している。

第4表 高屋敷遺跡検出 Pit観察表
番  号 形 態 大きさ 深 さ 上   色 上  質 備 考

1 楕 円 37× 26 7 5YR4/1 褐 灰 色 ンフレト にぶい黄橙色シル トを含む

2 円 10YR2/3 黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色粘土質シル トを全体的に粒状ないしプロック状にまばらに含む
3 楕円 23× 16 10YR2/3 黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色粘土質シル トを部分的に粒状に含む
4 掘方 楕 円 28× 21 21 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト にぶい黄袴色粘土質シル トを全体的に粒状に含む

4 柱痕跡 円 10YR2/2 黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シル トをオヽプロック状にわずかに含む
5 精 円 10YR2/3 黒 褐 色 ン,レ ト にぶい黄橙色粘土質シル トを全体的に粒状に含む

6 掘方 円 5 YR3/1 黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色粘土質シル トをプロック状に含む
6 柱痕跡 円 13× 12 7 5YR4/2灰 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色粘土質シル トを粒状に全体的に含む

7 円 23× 23 7 5YR4/1褐 灰 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色粘土質シル トをプロック状に含む

8 円 10YR2/2 黒 褐 色 ン,レ ト 褐色シルトをブロック状に合み、炭化物をわずかに含む (近年の撹乱 ?)

9 精 円 10YR3/3  暗 褐 色 粘土質シル ト 明黄褐色 シル トを全体的に粒状ないし小プロック状に含む
楕 円 7 5YR3/3 暗 褐 色 ン,レ ト にぶい黄橙色シル トを全体的に小プロック状にまばらに含む

11 円 19X17 10YR5/1 褐 灰 色 ン,レ ト 黒褐色シル トを部分的にプロック状に含む

楕 円 10YR3/2 黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シル トを全体的に多量に粒状に含む
円 5 YR3/1 黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シル トを部分的に少量粒状に含む

14 楕 円 8 5 YR2/2 黒 褐 色 粘土質シル ト マンガン斑を全体的に含む
楕円 6 5 YR3/1 黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シル トを全体的にまばらに含む
構円 7 5YR3/1黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シル トを全体的に粒状に含む

17 堀方 楕 円 10YR4/1 褐 灰 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シル トを多量に粒状ないしプロック状に含む
17 柱痕跡 円 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シル ト・暴褐色粘土質シル トを多量に粒状に含む

5 その他の遺構
SX-2遺 構 N6・ W10か らN8。 W10にかけての遺物包含層を除去した面で検出され、西部は調査区の外にの
び、南部はSK-4に 切られる。SX-3を 切る。検出部で南北296cm。 東西60cm・深さ10cmを測る。堆積土は黒褐
色粘土質シルト1層である。第35図 16の甕のほか17点の上師器片が出土している。

SX-3遺 構 N5。 W10か らN10。 W10にかけての遺物包含層を除去した面で検出され、西部は調査区の外にの
びるほか、SX-2に 上部を削平されている。南部はSK-4・ 11に切られる。検出部で南北502cm。 東西147cln・

深さ10cmを測る。堆積土はにぶい黄褐色粘土質シルト1層である。出土遺物はない。

SX-4遺 構 Nl・ W10付近の調査区南東隅で検出された。西部は調査区の外にのびる。南側は、現在も水路と

して使用されている堀によりて削平されている。SK-15を切る。平面形は東西に長い不整な隅丸長方形を呈する

ものと考えられる。検出部で南北幅156cm・ 東西長150cm・ 深さ36cmを測る。堆積土は3層に分けられるが、各層と

もⅢ層起源のにぶい責橙色シルトのブロックを含んでいる。堆積土中から馬の骨が出上している。

SX-5遺 構 N9。 W6付近で検出された。北東から南西方向に濤状にのびる。北東側は調査区の外にのび、南
西側はSD-3に 切られる。検出部で長さ48cm・ 幅30cmを測る。断面形は舟底形を呈し、深さ12cmを測る。堆積土

は 2層 に分けられる。出土遺物はない。

第 6章 考察とまとめ
1 各遺構の年代

遺物包含層は既に記したように、下面 (Ⅲ層直上)からは古墳時代前期の土師器が出上し、層中からは中期の上

師器や石製模造品 。須恵器が出上したことから、古墳時代前期から中期にかけて形成されたものと考えられる。こ



SX-5

蛹
以

500m皇

SX-3
層 No 土  色 ■ 質 そ   の   他

10YR5/3  にぶい黄橙色 粘翌質シル ト
粘土質シルトを全体的にノロック状に多量に含む

酸化鉄を全体的に小ノロック状に合む

第45図 その他の遺構実測図
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層 Nd 上  色 上  質 そ   の   他

IOYR3/2黒 褐 色 粘土質シル ト
黒褐色粘土質シルトをプロック状に含む

におい黄橙色粘土質シルトを小プロック状に含む

IOYR6/3  にぶい黄橙色 粘土質シルト 僑自色粘上質シルトを粧伏に含む

SX-2

の包含層を除去した面で検出されたSD-1・ 2・ 4・ 5・ 6、 SK-1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6・ 9・ 10。 ■・ 12・

18、 SX-2・ 3、 P2・ 3・ 4・ 5。 6・ 7・ 10・ 11・ 12・ 13・ 14・ 15・ 16の各遺構は、包含層より古い時期ま

たは同時期と考えられるが、SD-1・ SK-9。 SX-2か ら出上し、図化をした 5点の上師器はいずれも古墳

時代中期に属するものであるから、これらの遺構およびこれらの遺構を切っているSK-1・ 2・ 4・ 10、 P16は、

古墳時代中期に、包含層が形成される過程で掘られた遺構と考えられる。SD-1・ SK-9。 SX-2及 びこれ

に切られる遺構以外の遺物包含層除去後に検出された遺構からも、小破片であるが中期の邦の特徴を有する土師器

の出土が認められるので、包含層下の検出遺構の多くは、古墳時代中期に属するものと推察される。

次に、遺物包含層と重複関係のない、SD-3、 SK-6・ 7・ 12・ 13・ 14・ 15・ 16・ 17、 SX-4・ 5、 Pl・

17について検討する。SD-3は 、出上した土師器と須恵器が古墳時代中期に相当し、これより新しい遺物が含まれ

SX-4

層 血 土  色 土 質 そ  の  他

10YR2/2 黒 褐 色 粘土質シルト
にぶい黄橙色粘上質シルトを部分的にわずかに含む

酸化鉄を部分的にブロック状に含む

SX-4
層 Ne 土  色 土 質 そ   の   他
iOYR4/3  にぶい黄褐色 にぶい黄橙色シル トのイヽアロックをまばらに全体に含む

ユOYR4/ワ  灰 黄 褐 色 粘土質シルト におい黄橙色シルトのアロックをまばらに全体に含む
7 5YR4/2灰 禍 色 によい黄橙色シル トのプロックを多量に全体に含む

SX-5



ないことから、包含層や包含層の下層で検出された土坑等とほぼ同時期の年代であると考えられる。SD-3を 切
るSK-7・ 14、 Plは、当然これより新しいが、SK-14か らは古墳時代中期の上師器が出土しており、SD―

3と ほぼ同時期の可能性が高い。SD-3に 切られるSK-17、 SK-12、 P17の うち、SK-17は 図示した土師

器不から古墳時代中期に位置づけられ、SK-12、 P17は古墳時代中期またはこれ以前と考えられる。他の遺構の

年代については不明である。

2 遺構の1生格
1)溝 跡
濤跡は、大小の大きさの違うものが検出されているが、その性格を知りうるものはない。明確に水の流れた痕跡

を示すものもない。SD-2・ 4・ 5・ 6は、「小濤状遺構群」と呼ばれ、「畠」に関係すると考えられている濤跡
に類似する規模であるが、それぞれが単独の方向を示し、連続性に欠けることや、蛇行あるいは湾曲している点で、

別の性格の濤跡と考えるべきである。

2)土 坑
土坑も定型・不定型のものがあり、大きさも様々である。その性格については、SK-16・ 18が柱穴であること

が半J明したこと以外には不明である。

3)その他の遺構
その他の遺構として調査した遺構では、SX-4か ら馬の骨や歯が出上したことから、馬の埋葬用の墓墳の可能

性が高いが、出上した骨の量が少なく、出土密度も低いことから、単純な埋葬ではないことも考えられる。その他

の遺構については、性格は不明である。

4)ビ ッ ト・柱穴
土坑として調査した遺構に2基の柱穴と、ピットとして調査した遺構のうち3基から柱痕跡が発見された。これ

らの柱穴の本目互の関連性は、調査区内だけでは認める事ができなかった。また、他のピットを含めて行った検討に

おいても建物跡の復元はできなかった。

3 遺跡の性格と調査地点の位置づけ
今回の調査では、古墳時代前期から中期にかけて形成された包含層と、古墳時代中期の遺物を出土する多数の遺

構が検出された。このことから、高屋敷遺跡は、古墳時代前期から中期にかけて、特に中期の集落遺跡である可能

性が高い。今回の調査地点では、残念ながら住居跡を検出することはできなかったが、包含層と多くの遺構を検出

することができた。これは、調査地点が住居域あるいは集落の縁辺部にあたるからであると考えられる。調査状況

から、周辺地区に住居跡の存在する可能性は、極めて高いものと考えられる。住居跡の存在する場所については、

調査区の北側の旧河道に近い部分の可能性もあるが、調査区南側の標高がやや高く、現在の集落となっている地域

についても検討する必要があると思われる。

江 記

注 1 丹羽 茂1985:「今熊野遺跡」『宮城県文化財調査報告書第104集』P.82～ 127

注 2 佐藤 洋1987:「六反田遺勁」『イ山台市文化財調査報告書第102集』 P.257～ 262

注 3 南小泉式と引田式の上師器は、1957年 に氏家和典氏による編年案の第 2型式と第 3型式として提唱されたが、

1974年 に白鳥良―・加藤道男両氏らは、引田式は一括して南小泉式に位置づけるのが妥当とする見解を示した。以

後宮城県内ではこの見解に基づいて、引田式は南小泉式と分離出来ないという見方が一般化していたが、1992年藤



沢敦氏は、この間に蓄積された資料を、器種の出現 。消長・消滅に着目し、新たな基準で東北地方の上師器の編年

案を示し、氏家氏の編年案を支持するかたちで、その第 2段階を南小泉式、第 3段階を引田式として呼称すること

も当該期の上師器の変遷に矛盾しないとしている。藤沢氏は、第 2段階の特徴を、「/Jヽ型精製器種の消滅 と脚部中空

裾広がりで邦部下端稜を有する高邦の盛行、口径が体部径にほぼ等しい小型壺の存在」とし、第 3段階の特徴を、

「中型・大型邪の多量の出現とそれに対応した高杯の基本的消滅、小型壺の消滅と口径が体部径よりだヽさく口縁部

の低い中型壷の出現、無底の甑の出現」としている。本包含層からの出土不は、白鳥良―・加藤道男両氏らの見解

に従えば「南小泉式」に、藤沢氏の見解に従えば「第 3段階 (引田式)」 に位置づけられる。

注 4 藤沢 敦1992:「引田式再論」F歴史』第79輯 東北史学会 P。 68～86
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第 5部

押口遺跡発掘調査報告

第 1章 調査要項

遺 跡 名  押口遺跡 (宮城県遺跡番号01312)

調査地点  仙台市若林区荒井字大場伝28他

調査面積  960m2

調査主体  仙台市教育委員会

調査担当  仙台市教育委員会 文化財課

担当職員  工藤哲司  荒井 格

調査期間  平成 2年 6月 1日～■月 7日

第 2章 遺跡の立地と環境

押口遺跡は、荒井の十文字交差点付近を中心とした集落の北側に位置する。荒井土地区画整理事業に伴う試掘調

査以前は、七郷神社西側の荒井字押口地内の標高4.9～4.7mの 自然堤防と考えられる微高地が、東西130m・南北80

mの範囲で遺跡として登録されていた。試掘調査の際に、字境となっている堀を隔てて自然堤防の南側に近接する

字大場伝地内の水田部を調査したところ、河川跡と考えられる遺物包含層が発見されたため、この水田部を押口遺

跡に追加登録した。この結果、遺跡の範囲は南北160mにのび、約11,000m2が遺跡に登録されている。水田部分の標

高は4.5m前後で、以前から遺跡登録されていた畑地ないし宅地部分より若干低 くなっている。追加登録した水田部

は、全面が河川跡ではないが、現状の地形表面では河川部と河岸部に高低差は認められず、北西から南東方向に緩

やかに傾斜するほぼ平坦な水田面となっている。

遺跡周辺には、南東200mの ところに荒井畑中遺跡が、南西200mの ところに高屋敷遺跡が、さらに南西400mの と

ころに中在家南遺跡がある。

押口遺跡はこれまで調査例がなく、遺跡の実態は不明であった。旧来遺跡範囲とされていた畑地も、遺物の散在

状況は希薄である。水田部・畑地部を問わず周辺一帯は近年急速に宅地化が進んでいる。

第 3章 調査の方法

押口遺跡にかか冷区画整理街路は、いずれも6m幅で、東西方向に4路線・南北方向に 2路線の計画であるが、
このうち旧遺跡登録範囲にかかる東西方向に2路線と南北方向に2路線の計画街路は、既設街路の踏襲部が大半で

あり、他の部分も現在倉庫またはビニールハウスとなっているために、調査の対象から除外した。従って、今回は
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第46図 押口遺跡と周辺の遺跡

新たに遺跡に追加登録した水田部分の東西方向に2路線・南北方向に 1路線分の計画街路について調査を実施した。

ここは遺跡範囲の西端を南北に通る街路と、これに北側でT字路と南側で十字路となって交差する東西衝路とから

なり、街路部全体を調査区としたところ、全体としてカタカナの「ヒ」字形の調査区となった。このうち南側の東

西街路部分を I区、北側の東西街路部分をH区、南北街路部分をⅢ区とした。なお、 I・ Ⅱ区については、街路の

幅である6m幅の調査区を設定し、遺構確認作業を行った結果、調査区を横断する河川跡 (SR-1)が発見された

ので、河川跡の底面付近でも安全な調査ができるように調査区の幅を拡張した。 I区は交差点付近を広げ、Ⅱ区は

河川跡発見部分の北側を3m幅で拡張した。

押口遺跡では、後述するように、III区の北端でも河ナII跡の南西岸が北西方向に大きく蛇行するように発見された

ので、その北側にⅢ区検出の河川跡の南西岸に対応する北東岸を確認するためのトレンチを設定し、追加調査を行っ

た(北側試掘 トレンチ)。 また、H区河川跡の東岸においては、この付近一帯の基盤層である粘土とシルトないし砂

層が互層状に水平堆積している基盤層からなる川岸面が検出されたのに対し、H区西側では、泥炭質土壌 (流路埋

積堆積物)堆積以前の、川が活発に活動していた時期の最初の岸面となっていた基盤層を、衝路部分の調査区内で

発見できなかった。そこで、 I区 とH区中間付近の遺跡の西外側に、東西約50mに渡って 5本のトレンチを一列に

配し、河川形成期の西岸の発見を試みた (西側試掘 トレンチ)。

測量は、「平面直角座標系X」 を使用した。実測は一定間隔の測量基準抗による簡易遣り方測量と、同じ基準杭に

よる平板測量を併用した。特に河川跡からの出土遺物については、任意の 2ポイントを結ぶ基準線により1/10実測

を行い、このポイントを 1/50で平板実測し、後に出土層位ごとに全体図に合成した。

河川跡の堆積土は、押口遺跡の先行して調査を実施した中在家南遺跡H区検出の河川跡の堆積土と極めて類似性

が強いことが調査中に明らかになったので、各層の付番にあたっては、中在家南遺跡河川跡の大別層位番号 (1～ 16
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層)に対応させて付番した。

木製品の取 り上げに際しては、乾燥による劣化を避けて、できるだけ良好な状態で保存するために、発見後速や

かに洗浄 。写真撮影 。実測を行い、早急に取 り上げた。このため、ある層から多数の木製品が出上した場合でも、

全体 としての出土状況写真が撮影できないこともあった。

押口遺跡の表土 (I層 )は、灰黄

褐色のシル ト質粘土からなる現水田

耕作土層で、その下面には酸化鉄の

集積が認められる。表上下は、にぶ

い黄橙色シル トのH層以下、ほぼ水

平な堆積層からなる基盤層と、これ

を切り込んで形成された河川跡堆積

上に大きく分けられる。河川跡堆積

土は、さらに河川の水流が停滞する

ようになってから堆積した泥炭質土

壌堆積部 (流路埋積堆積物)と 、水

流がある程度あった段階で堆積した

砂質土壌堆積部に三分される。泥炭

質土壌堆積部は現水田耕作± 1層

(I層 )を含め、15層 (1～ 15層 )

に大別される。

両岸に存在する砂質土壌堆積部

は、西から東に向かって⊃形に湾曲

した流路となっている押口遺跡の河

川跡では西岸と東岸とでは状況が異

岸)

4m

第 4章 基本層位

3m

2m

なる。滑走斜面にあたる西岸側は、砂質土壌を主とする堆積土層が泥炭質土壌堆積部の岸面より西側に50m以上に

渡って幅広く堆積している (西岸16層)のに対し、攻撃斜面にあたる東岸は、粘土質土壌を主体とし、厚いところ

でも泥庚質土壌堆積部の東岸斜面より1.2m程の堆積土 (東岸16層 )しかない。なお、H区東岸斜面付近の基盤層の

中ほどには、小規模な地滑りの示す基盤層の乱れも観察することができる。基盤層の最下部は標高1.5m前後で砂礫

層となり、河川跡堆積層の下面もまたこの砂礫層である。

次に、各部ごとの上層の概要を記述する。

1 河川跡泥炭質土壌堆積部
河川跡泥炭質土壌堆積部 (以下、「河川跡泥炭質土壌堆積部」は単に「河川跡」と呼ぶ。)は、上幅約20m。 深さ

2.7mぁ り、断面形は舟底状を呈する。堆積土は15層に大別され、さらに数層に細別可能な土層もある。

1 層 (la層及び I層 と表示)灰 黄褐色のシル ト質粘土からなる現水田耕作土層。層下部に酸化鉄が集積する。

la 現水田耕作土……………… I層

第49図 押口遺跡河川跡土層模式図



I区西端からⅢ区南端にかけてと西側試掘 トレンチにかけての地域には、現水田耕作土層の直下に、la層

に極めて類似するが、現在の区画とは異なる水田の耕作上が存在する。この層についてはlb層 とした。

2a層 河川跡の泥炭質土壌堆積部の上面に形成された旧水田耕作上の上部で、黒褐色の粘土層からなり、良くこ

なれている。河川跡のほぼ全面に分布し、層厚は10硼前後。水田の時期は近世頃。

2b層 2a層水田跡の下部耕作土の黒色粘土層で、3層起源の泥炭質粘土ないし泥炭がこなれない状態でブロック

状に含まれる。2a層下の河川跡のほば全面に分布し、層厚は10～35cm前後。層の下面の起伏が著しく、凹

部は部分的に 5層に達する。

3a層 黒褐色泥炭質粘土層からなる水田耕作土層。層上面及び両岸の近 くは2層水田跡によって削平されている

が河川跡に広 く分布する。層厚は 5～ 15cm。 水田の時期は中世頃。

3b層 3a層水田の母材と考えられる黒褐色泥炭層。3a層水田による掘削を免れた河川跡中央部に分布する。残存

する層の厚さは 5 cm前後。

4 層 「灰白色火山灰」と呼ばれている火山灰層。 2層及び3a層水田跡による掘削を受けているが、両岸を除く

河川跡全面に分布する。層厚は 5甑前後あり、層の上部は密度が高く締まっているが、下部ほど締まりが

なくなり泥炭の混入する割合がやや高くなる。 10世紀前半の降下とされている。

5 層 黒色の泥炭質粘土層で、 4層の下に3mの厚さで堆積する。平安時代。
6 層 黒褐色の泥炭層。両岸部を除いて広く分布し、層厚は20cm前後と比較的厚い堆積層である。東岸付近の窪

地状の部分では、菱の実が10cm前後の厚い層となって堆積しているところが存在する。

7a層 黒褐色粘土層で、層厚は中央部では20cmを測るが、岸に寄るにしたがつて次第に薄くなる。

7b層 黒色の泥炭層で、H区の北壁側では両岸部のみ分布するが、南壁側では河川跡中央にも分布する。層厚は

5-15cm。

8a層 黒褐色の泥炭質粘土層。層厚は 3～ 25cmと 不均―であるが、河川跡全体に分布する。

8b層 黒色の粘土質泥炭で、河川跡の中央より西岸側に分布する。層厚は 3～ 15cm。

9 層 オリーブ黒色の粘土層で、 I区では河川跡の中央部分にわずかに分布するが、H区では河川跡の中央部か

ら東岸にかけて分布する。層厚は 5～20cmで、Ⅱ区では底面の起伏が著しいが、凹部が10層より下がって

11層 に達する事はない。

10 層 未分解の樹枝を含む黒色粘土層で、 I区・ H区 とも河川跡の中央付近にのみ分布する。層厚は 5～20cmで

ある。古墳時代中期。

日 層 オリーブ黒色の泥炭質粘土層で、H区では10層 とほぼ同じ範囲の河川跡の中央部に分布するが、 I区には

分布していない。層厚は10cm前後。

12a層 黒褐色の木本質の多い泥炭層で、河川跡の中央部から西岸にかけて分布。中央付近の層厚は10cm程である

が、岸面の下部では30cm前後の厚さがある。12a～12c層は古墳時代前期。

12b層 灰オリーブ色の木本質の泥災質粘土層で、河川跡の中央部から西岸にかけて分布。Ⅱ区では河川跡の中央

部より東岸にかけて分布するが、 I区では中央から両岸面まで広く分布する。層厚は5～ 20cnt。 この層の

上面でSX-1遺 構が検出されている。

12C層  オリーブ黒色の泥炭質粘土層で、H区では河川跡の中央部に 3～ 5 cmの厚さでわずかに分布するだけであ

るが、 I区では東岸面に張りつくように20cmの厚さで堆積する。

13 層 灰オリーブ色の粘土層で、 I区では河川跡全体に、H区は河川の中央付近にだけ分布する。層厚はH区中

央で40cm・ I区中央では80cmあ る。 I区では黒色泥炭の混入具合により上層の細分も可能である。

14 層 黒色の砂質粘上で、樹枝片やクルミの堅果を多く含んでいる。粘上に含まれる砂は、粒径 l lmll前後の粗砂



で、河川跡に堆積した泥炭質土壌のなかでは特異な粗さである。 I区では河川跡中央より東岸側に、H区

では河川跡の下半全体的に堆積する。層厚はH区中央で20cmである。弥生時代中期。

15 層 灰オリーブ色の泥炭質粘土層で、黒色の泥炭質粘土層を部分的に含む。締まりが非常に強い。弥生時代中

期。

2 河川跡砂質土壌堆積部
東岸 16層 東岸部の16層は、河川の浸食作用によって形成された基盤層からなる川岸面に沿うように分布し、東岸

の立ち上がり部分では厚さ約1.2mあ るが、上端と下端付近では薄く堆積する。東岸の砂質土壌堆積層が薄

いのは、この部分が先に記したように蛇行菩呂の攻撃斜面にあたっているために、堆積作用が少なかったこ

とによるものと考えられる。東岸の16層は細かく分かれ、クロスフィンガー状に堆積し、H区北壁では16

a層から16m層まで13層に細分される。西岸の16層に比べると、上半部の堆積土は粘上の含まれる割合が高

い。標高3.3m前後を境として、これより低い部分はグライ化が進んでいる。各層とも遺物は出上していな

西岸 16層 西岸部の16層は、西側試掘 トレンチの調査により、河川跡泥炭質土壌 (流路埋積堆積物)堆積部の岸面

上端より50メ ートル西側の地点にまでおよび、初期の河岸は、ここよりさらに西側に位置することが確認

されている(詳細は後述)。 これは西岸側が滑走斜面となっているために、堆積作用が大きかったことに起

因すると考えられる。押口遺跡 I・ II区の西方に蛇行洲 (ポイントバー)力 形ゞ成されている可能性が高い。

H区北壁での西岸16層は15に細分され、東岸の16層に比べると岸面と平行する方向に長く延びる層が多い。

砂の含まれる割合も高く、純粋に近い砂及び粗砂の層もある。東岸と同様に標高3.3m付近から下層はグラ

イ化が進んでいる。なお、西側試掘 トレンチでは、西側に移行するにしたがって砂質土壌堆積土層の傾斜

が緩くなる傾向が認められる。

押口遺跡‖区河サII跡土層注記
Ne 土 色 上  質 考 土 色 土   買 考

I(la) 10YR4/2 灰 黄 褐 色 ンルト質粘土 現水日耕作上、下面に酸化鉄の集積あり 7 5GY1/4 暗 緑 灰 色 砂 暗オリーブ灰色粘土との互層

10YR4/2 灰 黄 禍 色 ンル ト質粘土 7 5GY1/4 暗 緑 灰 色 砂 同色の粘とを互層状に含む。暗オリーブ灰色粘土を含む

10YR2/2  黒 褐 色 粘 上 線状の酸化鉄 とマンガンを含む 25Y3/6  にぶ い 黄 色 砂 質 粘 土
10YR2/1   黒    色 粘 上 層下部に 3層 のブロックを含む 7 5CY1/4 暗 緑 灰 色 砂 ・ 粘 土 互層状に堆積
10YR3/1   黒  褐  色 土 25Y2/5 暗 灰 黄 色 粘
10YR2/1   黒  褐  色 粘 未分解の植物遺体を少量含む 25Y1/5  オ リーブ灰色 粘 土

10YR1 7/1  黒    色 泥炭質粘土 にぶい黄褐色粘上の薄層を縞状に含む 10BG1/3 暗 青 灰 色 粗 砂 植物遺体の薄層を浚伏に縞状に含む

10YR3/2  黒  褐  色 泥 炭 河川中央に分布 7 5GY5/1緑 灰 色 IJ7質 粘 土 下部に粘上の薄層を縞状に含む

10YR6/6 暗 黄 褐 色 火  山  灰 いわゆる「灰白色火山灰J 10YR6/3 灰 黄 褐 色 砂 質 粘 土
10YR2/1  黒    色 泥炭質粘土 16チ 10YR5/8  黄 褐 色 砂

10YR2/2  黒 褐 色 泥 炭 東壁寄りの層下部に菱の実が10cm前後堆積 10YR5/6   黄  褐  色 オリーブ灰色の砂層を縞状に含む

10YR3/1  黒  褐  色 泥 炭 質 粘 土 5 CY4/1  暗オリーブ灰色 粘 土 砂 質 炭化物を多く含む
7b ЮYR17/1  黒    色 泥 炭 II区北壁では東西両岸に分市するが商璧では中央にも分布 2 5GY5/1  オリーブ灰色 粗 砂 ブロック状に酸化した部分がある

10YR3/2  黒  褐  色 泥炭質粘土 5 GY1/5  オ リー ブ灰 色 粘 土 質 砂 砂の薄層を締伏に含む
10YR2/1   累    色 粘 土 質 泥 炭 7 SCY1/4 暗 緑 灰 色 粗 砂

5 YR2/2  オリープ黒色 粘 土 オリープ褐色上をノロック状に含む 2 5CY1/5  オ リープ灰色 砂 傾物遺体の薄層を多 く含む

5Y17/1  黒     色 粘 土 5 GY1/4  暗オリーブ灰色 上 砂を含む

5Y2/2   オリーノ黒色 泥炭質粘土 オリーブ縄色土泣 (φ 2nm以下)を霜降状に含む 10YR6/3  におい黄橙色
10YR2/2   黒  褐  色 泥 岸寄りは砂質粘上、中央部は泥炭質粘土 10YR5/2 灰 黄 褐 色 粘土質シル ト
5Y4/2   灰オリーブ色 泥 炭 質 粘 土 12a・ 12c層 より黄色味を帯びる 10YR6/2 灰 黄 褐 色
5Y3/1   オリーブ黒色 泥炭質粘土 10YR4/2 灰 黄 褐 色 粘 土 炭化物粒を少量含む

5Y5/2   灰オリーブ色 粘 土 25Y6/3  に ぶ い黄 色 砂 質 粘 上
75Y2/1   黒     色 砂 質 粘 土 樹木の枝・クルミの種子を多く含む 25Y5/2 暗 灰 黄 色 相 上 黄福色ンルトを縮状に含む

5Y2/2   灰オリーブ色 泥炭質粘土 25Y5/4   黄  褐  色 砂

iOYR3/6  にぶい黄橙色 ンルト質粘土 下部に灰黄褐色粘上の薄層を縞状に含む 10Y5/1 灰 色 シ ル ト質 砂 グライ化 (以下の層も同様)

25Y2/6   灰  黄  色 砂を含む 10Y4/1   灰     色 油 炭化物粒を斑状に含む

25Y3/6  にぶい黄橙色 粘 土 質 砂 7 5GY4/1 暗 緑 灰 色 粘 土 質 砂
16d 10YR2/6 灰 黄 掲 色 砂 質 粘 上 下半部はグライ化 iOY4/1    灰     色 粘 土 炭化物を斑状に含む

10YR2/5 灰 黄 褐 色 粘上質シル シルトのプロックを含む 7 5GY5/1緑 灰 色 砂 質 粘 土

25Y1/5   貢  灰  色 粘 上 10Y4/1    灰     色 粘 土

16g 5 CYツ5  オリーブ灰色 粘 土 5 CY4/1  暗オリーブ灰色 層中央に炭化物粒を多く含む

5 GY1/5  オリーブ灰色 粘 土 質 砂 10Y2/1   黒     色 砂 質 粘 土
iOCY1/5   緑  灰  色 砂 7 5GY5/1緑 灰 色 砂 質 ンル ト

5 CY1/5  オリーブ灰色 粘 土 10GYS/1   緑  灰  色 粗 砂 同色の砂質ンルトを互層状に含む

5 CYV4  暗オリーノ灰色 粘 上 炭化物粒をやや多く含む 砂  礫  層
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3 基盤層
河川壁  H区 北壁の東部で観察した基盤層は、砂礫層の上まででH層からXⅥH層までの17層に細分された。粘土

基盤層 から砂まで様々な土質の層がほぼ水平な層理面をなして互層状に堆積している。氾濫堆積物による形成

層と考えられる。粘土質の土壌には炭化物を含む層も多い。基盤層もⅨ層以下の標高3.3メ ー トルより下は

グライ化している。東岸部の中程 (Ⅸ～XⅦ層)の岸面に近い部分は、浸食作用の影響によるものか、地

滑りを起こしており、土層に乱れを生じている。調査したH区北壁付近のH層～XⅦI層から遺物は出上し

ていない。

河川底  河川跡泥炭質土壌堆積部 。河川跡砂質土壌

基盤層 堆積部及び河川壁基盤層とも、その層の最下

部は粗砂を主体とし、これに風化の進んだ数   ~

llull～ 5 cm前後の礫を多数含んだ緑灰色の砂礫

層となっている。この層 (17層 )か らは著しい

湧水がある。

第 5章 発見遺構
と出土遺物

押口遺跡から発見された遺構には、堆積土中に多く

の遺物を含む河川跡、河岸上面に掘られた土坑と濤跡、

河岸上面から河川跡堆積上の上部にかけての地域に形

成された水田跡などがある。

A
440mト

B
440m卜

4a

0           1m

Y=9685

|

X=-195.170

X=-195_180

X=-195190

X=-195200

5m

|

Y=9.685

SD-l A― A′

層 配 土    色 土  質 そ   の   他
iOYR4/2  灰黄褐色 粘土質ンル ト 現水田耕作土
10Y貶 /2 黒 褐 色 ンル ト質粘土 層上部黒色シルト質粘土
10YR2/2 黒褐色 粘土

10YR3/2  黒 褐 色 粘土 にぶい黄褐色土粒をわずかに含む

SD-l B一 B′

層 Na 土    色 土  質 そ   の   他
10YR2/1  黒 色 粘土質ンルト にぶい資橙色シルトを層下部に含む
iOYR3/2  黒褐色 粘土質ンルト にぶい貢橙色ンル トを粒状に含む
iOYR2/1 黒 色 粘上

黒褐色 粘土

10YR2/2  黒褐色 粘士 酸イヒ鉄をわずかに含む

第53図 SD-1溝跡断面図
第52図 SD-1溝跡平面図



第 1節 河岸上面発見遺構

1 溝 跡
濤跡は河川跡の西側で 2条発見さ

れている。

SD-1濤跡 Ⅲ区の北部 とH区 と

H区の境界付近にかけて発見されて

いる。III区の北部では北西から南東

方向にN-20°一Wの方向で斜めに

のび、Ⅲ区東壁のところで南北方向

に折れ、河岸上端と平行してのびる。

検出範囲の南端部分は河川跡堆積土

の 2層を切って掘 り込まれている。

濤の幅はlm前後で、深さは12～ 20

cm、 断面形は舟底状を呈する。H区

とⅢ区の境界部の濤跡底面は、長さ

80cm程が堰状に高くなりその南側は

長さ6.4m・ 幅1.8mの長方形の土坑

状に掘り下げられている。堰状に高

くなった部分と、その南北両側底面

との比高差は、それぞれ14cmと 9 cm

である。堰状部より北部の濤跡の底

面は、南端と北端の高低差はなく、

ほぼ平坦である。堆積土は 4層に分

けられ、下部は黒褐色ないし黒色の

粘土層で、上部は黒褐色ないし黒色

のシルト質粘土または粘土質シルト

層からなる。また】ヒ半部には現水田

耕作土層に類似した灰黄褐色の粘土

質シルト層が堆積している。河川跡 第54図 SD-2溝跡実測図

堆積上の 2層を切り、さらに堆積土上部に現水田耕作土に類似する土層が堆積していることから、この濤の年代は、

近世以降のかなり新しい時期であると考えられる。出土遺物は、磨滅したロクロ調整の上師器甕の細片が 1点だけ

である。

SD-2溝跡 Ⅲ区の南端とI区 との境界付近で、lb層 を除去した西岸16層上面から、河川跡堆積± 2層上面にかけ

て発見された。Ш区の南西隅からは北東方向にN-50° 一Eの方向で斜めにのび、Ⅲ区東壁南端付近で東方向に折れ、

河岸上端のラインに直交するように東方向にのびる。濤の幅は1.2m前後で、深さは 2～ 22cm、 断面形は舟底状を呈

する。底面のレベルは、北東側が南西側より10cm前後低くなっている。堆積土は実測地点で黒色粘土と黒掲色粘土

の上下 2層 に分けられる。出土遺物は、 1層中から土師器の細片が 1点出上しているだけである。遺構の時期は不

明であるが、河川跡 2層 より新しいことから近世以降のものと考えられる。

Y=9670

|

Y=9675

|

X=-195225

X=-195230

|

Y=9670
|

Y=9675

SD-2
層 Na 土   色 上   質 そ   の   他

10YR2/1  黒 色 粘上

10YR3/1  黒褐色 にぶい黄橙色シルト及び粘上のブロックを多く含む



X=-195219
――一_ B

卜 SK-2

+中肥0
Y=9675

上   色 土   質 そ   の   他
10YR4/3  にぶい黄褐色 ンル ト質粘上 酸化欽を全体に含む

25Y5/3  黄 褐 色 シルト質粘と
SK-1  1 10YR4/つ  灰 黄 褐 色 粘上質シル ト 層上部にマンガン粒を含む

10YR4/2 灰 黄 褐 色 粘土質ンル ト 層全体にまばらに酸化鉄を含む

10YR4/2 灰黄褐 色 粘上質シルト

10YR4/1褐 灰 色 粘土質シル ト
10YR4/2 灰 費 tFE色 粘土

iOYR4/3  にぶい黄褐色 粘土質シル 黒色土 と黄色上を層全体に含む

10YR4/1  褐 灰 色 粘土 まばらに黒色上を含む

10YR3/ユ 黒 褐 色 粘と 層下部に黄褐色シルト質粘土を含む

25Y5/3  黄 褐 色 シルト質粘上 黒褐色粘上質ンルトを含む

第55図 SK-1・ 2上坑実測図

2 土 坑
土坑は河川跡の西側で 2基発見されている。

SK― I土坑 Ⅲ区の中央より南寄りの西壁に接して西岸16層上面で発見された。西側は調査区外にのびる。検出部

の平面形は直径214cmの半円形を呈す。深さは60cmを計り、断面形は舟底状で、底面はほぼ平らである。堆積土は大

別 4層、細別 8層に分けられ、灰責褐色ないし褐灰色の粘土質シルト及び粘土を主体とする。南側壁面から礫が 1

点出土しているが、遺物は出上していない。

SK-2土坑 Ⅲ区の南側のlb層水田耕作土を除去した西岸16層上面で発見された。検出されたlb層水田跡の北端

に位置する。平面形は円形を呈すると観察されるが、西側は調査区の外にのびる。南北方向の直径は162cm、 深さは

68cmを計る。断面形は悟鉢状である。堆積土は、灰黄褐色粘土と黒褐色粘上のブロックが混じりあった単層である。

出土遺物はない。

Ｂ́

引

SK― SK-2
層 Ne 土   色 上   質 そ   の   他
10YR4/2  灰黄褐色 ル ト質粘土 現本田作上で下部に酸化鉄を集積している

Ib 10YR4/ユ   褐 灰 色 ル ト質粘土 旧水日作土

10YR6/2  灰黄褐色 粘主 灰黄褐色粘上と黒福色粘上のプロックを斑状に含む
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第 2節 水田跡

押口遺跡では、 I区西端からⅢ区南端にかけての河岸部で、lb層 を作土とする水田跡と、H区河川跡堆積土上部

で、2a層を作土とする水田跡が発見されている。

| lb層の水田跡
東西8.5m。 南北15mの範囲に、南北 1条 。東西 2条の畦畔と3区画の水田跡を確認した。畦畔上部及び作土上部

はla層水田作土 (現水田耕作土)に よって削平を受けている。水田の下面は西半は西岸16層、東半は河川跡堆積土

2層 となっている。lb層水田跡検出範囲の北側と東側は、直線的で、畦畔の位置を反映するような区割りとなって

いるが、この区画がそのまま水田域と,F水田域の境を示すのか、あるいは段差の異なる水田が周辺に存在したかど

うかは、上部が削平を受けているので明らかでない。

畦畔は、上部はla層水田による削平を受けているが、畦畔の存在により耕作による攪乱を受けなかった河川跡堆

積± 2層が、畦畔の痕跡 (擬似畦畔B)と して残っているために、その位置を確認することができた。畦畔の痕跡

は、一部は 3層や西端では西岸16層 となっているところもある。畦畔の幅は40～70cmである。南北畦畔は、河川跡

の泥炭質土壌堆積部河岸上端ラインとほぼ同じ位置にあり、N-15° 一Eの方向を指す。東西畦畔は、北側は南北畦

畔にT字状に接続し、南側は南北畦畔を超えて東側にのびる。

水田区画の大きさは、区画①が南北6.8m。 東西4.8m以上、区画②が南北7.4m。 東西3.4m以上、区画③が南北

14.9m。 東西4.3m・ 面積約64.lm2を計る。区画①と区画②の検出面にレベル差はほとんどないが、区画①・区画②

と区画③には南北畦畔を境として 5 cm前後の高低差があり、区画③側が低 くなっている。水田の作土は、灰責褐色

ないし褐色シルト質粘上で、10cm前後残存する。区画①の北東角と南東角、区画②の東辺、区画③の南東角の作土

中には砂が多く混入しており、中央部分のような完全に攪拌された状況とは異なっている。

lb層水田跡からは、第57図に図示した 2点の瓦質土器と、瓦質土器の細片 1点、回転糸切り底の上師質土器片 1

点、土師器または弥生土器の細片 6点が出土している。瓦質土器 3点はいずれも輪状の口縁部の破片で、第57図 1

の体部には円孔がある。これらの瓦質土器の年代は近世以降の製品と位置づけられる。従って水田の年代も近世以

降と考えられる。

2 2a層の水田跡
H区河川跡では、 I層 を除去した2a層上面で2b層からなる畦畔痕跡 (擬似畦畔B)が、河川跡を横断するように

N-75° 一Wの東西方向に 1条検出された。畦畔の幅は40～ 50cmである。また、河川跡の西岸に沿って、2b層が幅

1.6～ 3.5mの範囲で東西方向の畦畔に直交するように検出されているが、この部分については、畦畔の位置を反映

するものか、河川跡の岸面の傾斜に添って2b層が立ち上がって帯状に露頭しているのか判断できない。なお、2a層

0                         10dm

凶甲

番号

球

号

登

番
種 月」 器 形

出 土 地 点 法  量
内    面 外    面 産地・年代 写真図版

地 区 遺 構 層 位 口 径 底 径 器  高
1 I― ユ 瓦質土器 I 水田跡 lb ロクロ、口孔あり 49-6
2 -2 五管上鶏 I 水田跡 lb ナデ ナ デ

第57図  ib層 水田跡出土遺物実測図



は河川跡内にだけ分布しているが、この時期の水田が河川跡の中だけに営まれたのか、レベルの低い河川跡内の水

田だけが残ったのか不明である。

2a層では、上面のほか層中でも東西畦畔に直交する畦畔痕跡が、河川中央を縦断するように検出されている。2a

層水田のある時期にこの位置にも畦畔が存在したことを示している。この部分の畦畔痕跡は、幅65～84cmで、2b層

と3a層・3b層 により構成される。仮に河川跡の両岸が2a層水田跡の区画と一致すると仮定した場合、南北畦畔から

東岸までは9.Om前後、西岸までは10.4m前後である。

水田作土としての2a層は、黒褐色の粘土で、線状の酸化鉄とマンガン粒を含む。粘性は非常に強く、半乾燥状態

での締まりも強い。層厚は 5～10mであるが、岸に近づくにつれて徐々に薄くなる。 I区及びIII区北端でも水田土

壌としての2a層は存在したが、畦畔は検出されなかった。

3 河川跡内の水田土壌
2a層水田跡のほか、河川跡の堆積上では、2b層 と3a層が水田土壌と判断された。

|)2b層

2b層は黒色の粘上が基調となるが、これに3a・ 3b。 4層のブロックを含んでいる。このブロックは、耕作により

3a・ 3b・ 4層 を攪拌した結果できたものと考えられる。層下面の起伏が著しく、耕作による掘削が深い部分の凹部

は 5層に及ぶ。河川中央部ほど厚く堆積し、層厚が35cmに達するところもあるが、岸に寄るにしたがって薄 くなっ

ている。3a・ 3b・ 4層などが十分に攪拌されない状態にあることから、2a層水田の開発時点の起耕に伴つて形成さ

れた土層で、2a層水田の下部耕作土層と考えられる。

2)3a層

3a層は黒色の泥炭質粘土層で、泥炭と粘上が均質に混じり合っている。3b層の自然堆積した黒褐色泥炭層が水田

土壌の母材となっている。このため3b層は河川跡の中央付近にだけしか残っていない。3a層水田の開発に伴う掘削

は 4層上面まで及ぶが、 4層が完全に作土化されることはなかったようである。層厚は中央部で14cm程度残るが、

3a層 も上部は 2層水田による削平を受けており、岸寄りでは3a。 3b層 とも完全に無くなっている。このため、3a層

水田の畦畔は検出することができなかった。

第 3節 河川跡堆積土中の遺構と遺物

1区河川跡の遺構と遺物の概要

|)2a層 出土遺物

2a層は1層水田の耕作による攪乱を受け、中央部と西岸部には残っていない。層中からは両側辺に二次カロエのあ

る不定形石器 (第58図 8)のほか土師器片22点、須恵器片 2点が出上しているが、この層の形成年代を直接示す遺

物は出上していない。

2)2b層 出土遺物

I区河川跡の中央付近に広く分布し、厚い所では層厚35cmを測るが、2b層には図示できる遺物はない。上師器片

数十点、須恵器片 1点、古代瓦片 1点、常滑産陶器甕体部片 1点等が出土している。2b層の形成年代を示す遺物は
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地 区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

弥生上器 壼 7a層 2条平行沈線文 弥生

弥生土器 甕 3b層 口唇部、体部縄文、口縁列点文 弥空

C-1 土師需 高雰 5層 (91) 脚部チデ 脚部ベラナデ

C-23 土師器 蔓 5層 口縁部ハケメのちヨヨナデ、体部ハケメ 口縁部ヨヨナデ、体部ハケメ 平安 ?

C-2 土師器 手捏ね主器 7a′層 口縁部、体部ナデ 口縁部、体部ベラナデ 古墳

C-3 土師器 甕 8層 口縁部ヨヨナデ 口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ 古墳

瓦 丸瓦 ib′ 層 凸面縄目痕 凹面布面痕

図中

番号

録

号

登

番
種 別 器 種

出 地  点 法 量
特 徴 備 考      1素  材 時 期 写真図版

地区 遺 構 層 位 取上番号 全 長 幅・径 厚 さ 重 量

石器 不定形石器 2a層

第58図 I区 1・ 2・ 5・ 7・ 8層出土遺物

出上していない。

3)3層 出土遺物
I区 3層は3b層 に相当すると観察されるが、2層水田の耕作の攪乱を受けているため、河川跡中央付近に部分的

に残存するだけである。このため遺物の出土も少なく、土師器の細片が 1点出土しているだけである。

4)4層 出上遺物
4層の灰白色火山灰は、両岸近くを除き5 cm前後の厚さで比較的安定して分布するが、層中から遺物は出上して
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いない。

5)5層 出土遺 物

河岸部を除き全体に分布し、層厚は中央部で20cln、 岸際で 5 cm程である。層中の遺物は少なく、古墳時代中期の

上師器高郷片 (第58図 3)と、体部内外面が荒いハケメ調整され口縁が外反する土師器甕 (第58図 4)が各 1点出

上している。この甕に類似する土師器は宮城県利府町郷楽遺囲107号住居跡から出上しており、8世紀中葉から後半

に位置付けられている (注 1)。

6)6層 検 出遺構 と出土遺 物
6層は河川跡の中央部から西岸寄りに分布し、中央付近では層厚が20cm前後ある。遺構としては、南壁際で杭が

2本検出されている (第59図 1・ 2、 第60図)が、杭相互の関係・時期・用途等については不明である。遺物は、

木製品 1点 (第61図 1)と材 4点 (第61図 2～ 5)が出土しているが、土器は出土していない。

木製品は、U字状の鉄製刃先の付く鋤の肩部付近の破片と考えられる。材には板目板 (3)、 ナナメ板 (2)や分

割材の断片 (4)、 両端を切断した短い丸材 (5)がある。杭は2点 とも比較的細い樹皮付きの丸杭 (第61図 6。 7)

で、 1面から先端加工の施されたもの (6)も ある。

7)7層 検 出遺構 と出土遺 物
I区河川跡の全面に分布する。粘上の含有量と、基調となる泥炭の濃淡で数層に分割も可能である。遺構として

は、杭が 1本検出されている(第59図 3、 第60図 )。 遺物は、弥生土器、土師器、木製品 1点 と材 3点が出上してい

る。弥生土器は壷の破片が 1点 (第58図 1)、 土師器は小型手捏ね土器 (5)の ほか細片が26点ある。弥生土器・土

師器とも7層の堆積時期とは直接関係はないものと考えられる。

木製品には、両端が平らになるように切断された円柱形の芯持材 (第62図 1)力 あゞり、木錘の可能性がある。材

には中央に円孔のある板材 (第62図 2)や先端に加工のある芯持丸材 (3・ 4)力Sあ る。杭は樹皮付きの芯持丸杭

で、先端は 3方向からカロエして尖らせてある (5)。

1. I区 6層抗 No 4 2. I区 6層杭 No 5 3. I区 7層杭 No 2 4. I区 13層抗 No 2

5, I tt SX-1杭 No.1(5層検出) 6. I tt SX-1杭 No 2(6層 検出) 7. I tt SX-1抗 No 3(6層検出)

南東

0                     1m

16-1～ 4は河川跡砂質土壌の一部
A～ Dは基盤層

第59図  I区検出杭断面実測図
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第61図  I区河,II跡 6層出土木製品類
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３

旧

１
厚
１
2 3Xl的 の穿孔 板 目 平安 61-5

3 L-16 材 丸材
医

層 7層材15 先端加工  1面 I段 芯持丸 鞍

4 L-17 材 丸材
区

瞬 7層材14 37 先端加
工 多面 1～ 2段 芯持丸 平安

と-19 杭 丸杭
区

層 7層杭 2 12 1
厚

― 先端加工 3面 1～ 2段 樹皮付 芯持丸 平をそ?

第62図  1区河川跡 7層出土木製品類
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1 木製品 柄
I区
8層木 2

鋲
111 2

艇
27 ク リ 分割材 平安 54-2

2 L二 2 木製品 不明
I区
8a′層

8層木 1 32 2 131
厚

π 木口面三方から面取 り ク リ 柾目 平安 57-5

3 L-257 木製品 柄 8b層 8層木 3 奪解 25
クマシデ節 芯持丸 平安 54-3

4 L-33 材 分割材
I区
8b層 8層材24 鋲聯

幅・ 径
67

厚

儀 先端段有り 平安

5 L-27 材 角材
区

臓 8層材23 焼痕 ナナメ 平安

6 L-31 材 角材
区

層 8層材14
7

平 安

第63図  1区河,II跡 8層出土木製品類 1
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全長
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偉

３

旧

１

厚

π 残存の木日は平坦 ナナメ 平安

2 L-23 材 板材
I EXI

8a′層
8層材16 焼痕 柾 目 平安

3 L-26 材 板材
I区
8a′層
8層材22 24 2 柾 目 平安

L-29 材 分割材 1区8a層 8層材26 61 6 59 焼痕 平安

5 L-32 材 分割材
区

層 8層材 15 4 0 平安

6 L-22 材 丸材
区

層 8層材 12 52 1 64 57 先端加
工 3面多段、焼痕 芯持丸 平安

7 L-30 羽 丸材
区

層 8層材 13 快 りあ り、枝打痕あり 芯持丸 平安 61-10

第64図  1区河サII跡 8層出土木製品類 2

8)8層 出上遺物
東岸際を除いて全域に分布する。粘上分の含有量の差異により2～ 3層に細分も可能である。遺物には、弥生土

器 。土師器・木製品。材がある。弥生土器は甕の口縁部片 (第58図 2)な ど2点、土師器は古墳時代の甕 (6)の
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ほか細片が20点が出上している。

木製品は、長短 2本の柄 (第63図 1・ 3)と柾目板を加工した用途不明品が 1点 (2)あ る。材には、角材 (第

63図 5・ 6)、 柾目板 (第64図 2～ 3)、 ナナメ板 (第64図 1)、 分割材 (第63図 4、 第64図 4～ 5)、 先端加工や枝

打ち痕跡のある芯持の丸材など■点がある。

9)9層 出土遺物
9層に対応する層は、 I区では河川跡中央部の限られた範囲にわずかに分布するだけである。層厚も5 cm以下と

薄い。出土遺物はない。

10)10層 出上遺物
10層 も9層 と同様に河川跡中央部の限られた範囲に分布するだけであったが、ここから建築材の可能性のある柾

目の板材が 1点出土している (第66図 1)。 この材は、両方の木口が61° と72°に切断されて台形をなし、片面の長軸

方向の中央には高低差1.5cmの段状の加工が施されている。
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π 両端 61°～ 72° に加工 片面中央に段差 コナラ節 柾 目 古墳中期 59-1

2 L-35 材 分割材
I区
11層材 9 オニグルミ 古墳中期

第66図  1区,引 H跡 10・ 11層出土木製品類

II)H層 出土遺物
I区の南壁では11層に対応できる層は観察されなかったが、河チ

「
1跡中央東岸よりの調査区中央部にユ層に相当す

る層が一部に分布し、土師器片 3点 と分割材の断片と考えられる材 (第66図 2)が 1点出土している。
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地区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外     面 内   面

C-6 上師器 不 SR-1 12層 口縁ハケメのちヘラミガキ、体部ヘラミガキ 口縁、体部ヘラミガキ 古壌前期

C-4 高不 SR-1 12b層 (76) 12 8 三方すかし窓、ヘラケズリのちヘラミガキ 脚部ハケメ 古墳前期

C-5 台鶴 I SR-1 l?b層 古蹟前期

第67図  I区河
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地
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1 L-36 材 板材
区
層

１

‐２ 12層材63
51 6

律
０
旧
７

厚
住 側面・ 木口不整形 ケヤキ 柾 目 古墳前期

2 L-39 材 角材
区

層

Ｉ

‐２ 12層材66 焼反 ヨナラ節 古墳前期

3 し-38 材 分割材
I区
12'吾

12層材65 焼痕 コナラ節 古墳前期

4 L-37 材 半裁丸材
区

層 12層材64 23 6 両端切断痕 キハダ 芯持半丸 古墳前期 61-6

第68図  1区河川跡12層出土木製品類

12)12層 検 出遺構 と出上遺物
12層は河川跡の中央部で層厚が45cmあ り、12a層 。12b層 。12c層の3層 に分層される。12a層 は西岸近くを除く

全体に分布する。12b層 は河川跡の全体に分布する。12c層 は東岸斜面を主体として分布する。12b層上面ではSX―

1遺構が検出されている。

I区 12層からは弥生土器と土師器・材が出上している。弥生土器は2点あり、いずれも体部の細片である。上師
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器は第67図に図示した 3点のほか、細片が41点出上している。点数としては少ないが、古墳時代前期の塩釜式期と

してのまとまりをもつ。材には柾目板 (第68図 1)、 角材断片 (2)、 分割材 (3)、 両端に多面からの切断痕のある

半裁丸材 (4)がある。

13)SX― 1遺構 と出上遺 物
SX-1遺構とした落ち込みは、I区の河川跡の東岸付近の12a層 を除去した面で検出された。標高3.40mよ り上

では16層が検出面となるが、それより低い所では12b層上面が検出面となる。後者の底面は12b層から13層におよ

ぶ。検出部分の平面の形状は不整形で、東西9.3m・ 南北3.5mを計り、河川跡の東岸に対して北東から南東方向へ

斜めに伸びる。壁面は5～ 20c14の 高さがあり、南側では髪状に緩やかに蛇行する。底面は河川跡の東岸斜面に沿う

ように傾斜し、凹地状に下がる部分や段状に下がる部分がある。堆積土は8層に分けられる。黒色系のシルト質粘

上が主体となるが、下部には細砂層が分布する。各層とも河ナll跡の河岸側から底部側へ向かって傾斜して堆積して

いる。堆積上の下半部にはシジミの貝殻 (外套膜)が多数含まれている。

関連遺構としては、杭が 3本検出されているが、SX-1遺構に付属する施設かどうかは、打ち込みの時期を含め

Y=9.685

|

Y=9690

|

|       |
Y=9,685               Y=9.690

第69図  1区 12層検出SX-1溝状遺構平面図
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SX-1
層 Na 土   色 土  質 そ    の    他 層 � 上   色 土   質 そ    の    他
10YR4/2 灰 黄 褐 色 粘土質シルト 酸化鉄を少量含む 75Y5/2  灰オリープ色 細  砂 層左端にオリープ黒色粘土を粒状に含む
10YR3/2  黒 褐 色 シルト質粘土 黒褐色上を帯状に中央部に含む 95Y3/1   黒  褐  色 粘土質シル ト 層下半に灰オリーノ色細砂を含む。中央に木片を含む
10YR2/2  黒  褐  色 シル ト質粘上 75Y3/2  オリーブ黒色 細砂

iOYR2/2  黒  褐  色 ンル ト質粘土 植物遺体を多量に含む。酸化鉄を含む 10YR2/1  黒    色 シルト質粘土 灰褐色細砂を小ノロック状に全体に含む
SX-1- 1 5Y3/2   オリープ黒色 シルト質粘上 層上部に黒色粘上を含む 2 5CY4/1  暗オリーブ灰色 粘土質シルト 暗オリープ灰色細砂を互層状に含む

10YR2/1  黒     色 賓粘上 灰褐色細砂を小ノロック状に全体に含む A 25Y7/3   浅  黄  色 基盤層
7 5YR17/1 黒     色 質粘上 暗禍色粘土を粒状・ガヽアロック状に全体に含む 25Y6/3  に ぶ い 黄 色 シルト質粘土 基盤層
10YR3/2  黒 褐 色 質粘土 植物遺体を多量に含む C 25Y5/3   黄  褐  色 粘土 基盤層

10YR2/1  黒    色 質粘土 中央部に植物遺体を含む。黒褥色粘上のアロックを含む

第70図  1区 SX-1溝状遺構断面図

て不明である。

限られた範囲にもかかわらず、遺物は弥生土器・土師器・土製品 。石器・木製品・材など多数が出土している。

土師器には、邪型土器・器台・高不・重・甕 。台付甕・甑 (第 72・ 73図)な ど図示した個体のほか、破片も多数出

上している。いずれも器形の特徴は古墳時代前期塩釜式期の範疇に位置づけることができると考えられる。土製品

は中央に円孔の開けられた円盤状のもの (第73図 5)で、土製紡錘草と考えられる。石器には不定形石器・石鏃 (第

73図 6・ 7・ 8)及び磨石 (第73図 9)があるが、これらについては、弥生時代の遺物の混入品とみられる。

木製品は、杓子状のもの 2点 (第74図 1・ 2)と、断片であるために形状不明のもの 2点 (3・ 4)、 全面に力日工

が施されているが用途不明のもの (5)1点がある。

材には、建築材と考えられる一端が球状に削り出された丸材 (第74図 6)や、分割材 (7・ 8)、 先端に加工の施

された半裁丸材 (第75図 1・ 2)、 先端に加工のある芯持丸材 (3・ 4・ 5)、 先端が杭先状に加工された材 (6)

などがある。

杭の材料は、分割材の芯側の稜から加工を加えて先端とした割杭 (第76図 1)、 芯持丸材を半裁して尖った部分を

先端とした杭 (2)、 丸材に対面する2方向から加工を加えて先端とした丸抗 (3)がある。杭の製作技法は不統一

である。

14)13層検 出遺構 と出土遺 物
13層は河川跡全体に分布し、層厚は厚い所では80cln前後あり、黒色泥炭の混入状態の差によって細分も可能であ

る。杭が 1本検出されている (第59図 4)が、機能は不明である。遺物は、弥生土器片10点、土師器片 6点、木製

品 1点、材 5点が出土している。

弥生土器・土師器には、器形・紋様の明らかなものはなく、時期等の詳細は不明である。

木製品は曲柄二又鍬の又状の歯の片側部分の破片で、軸部側の付け根付近から折れている(第 77図 1)。 材は柾目

板 2点 (2・ 3)、 分割材 2点 (4・ 5)、 両端に切断痕のある芯持の半裁丸材 1点 (6)がある。杭は板状の割杭
で、先端には特に加工は施されていない (第 77図 7)。
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番 号
種  別 器種

出 土 地 点 法 量 特 働 備 考
分 類 時 期 写真図版

地区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

B-9 弥生土器 壼 6層 2条平行沈線�

C-49 土師器 杯 5層 口縁ヨヨナデ、体部ヘラナデのちヘラミガキ 古墳前期

C-13 器台 5層 5層単 4 脚部三方すかし、底部ヘラケズリのちヘラミガキ 郷部ハケメのちヨヨナ六 御部ハケメ 古墳前期

高琳 5層 5層醜 6 脚部三方すかし、ヘラミガキ 脚部ナデのちベラナデ、イ部ヘラミガキ 古墳前期

C-19 器台 6層 6唐醜 8 脚部指ナデ 脚部ヘラナ六 ハケメ、底部ベラナデ 古猿前期 44-9
6 C-16 高不 SX S層 5層醜 7 口撤 体部ベラミガキ 口録、体部ヘラミガヤ 古墳前期

C-22 重 SX 6層 6唐 Nalユ ヘラミガ■ 口魚 体部ヘラミガイ、底部ヘラナテ 古墳前期

C-15 藍 SX 5層 S ttNa l (66) 口禄部ヘラミガキ 口縁部ヘラミガキ 古墳前期

C-7 重 h3 (120) 口縁部ハケメ? 体部ハケメ 古墳前期

C-9 重 2層 2層酌15 (157) 口縁ハケメ、体部ハケメのうヘラミガキ? 口縁部ハケメ、体部ヘラナデ? 古猿前期

C-12 藁 5層 5層h2 口縁部ハケメ 口縁部ヘラナデのちヨコナデ 古墳前期

C-3 重 2層 2層醜 14 体部ハケメ?底部ヘラケズリのちヘラミガキ 体部ヘラナデ、体部ハケメ 古墳前期

C-21 重 5、 6層 (120) ヘラミガキ 体部ヘラナデ、底部ナデ 古墳前期

C-17 遠 6層 口忌チデのちハケメ、体部ヘラナス ESAケメのちヘラナテ 口縁ハケメのちヘラナ大 体部ヘラナデ 古墳前期

第72図  1区 SX-1遺構出土遺物 1
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第73図  I区 SX-1遺構出土遺物 2

15)14層 出上遺物
I区の14層は、上面がほぼ平らに堆積した河川跡中央から東岸にかけての15層の上に、 3 cm前後の厚さで薄く堆

積し、岸際ではやや厚く堆積する。遺物は、弥生土器片 8点 と材が 2点出上している。弥生土器片は縄文ないし研

磨された体部の破片で、器形・紋様の明らかなものはない。 2点の材には、原形が残存する片側の先端に、切断の

痕跡が残る直径31cmの丸太材 (第80図 1)と、直径の 3分の 1程度にミカン割りされた分割材がある。
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登 録

番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量 特 徴 備 考
分類 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

C-10 上師器 甕 4層 4層 Nd 5 口縁ヨヨナア、底部ヘラケズリのちナデ 日縁ハケメ、体部底部ヘラナデ 古瞭前期
C-18 台付整 6層 6層血12 口縁ヨヨナデ、体部ヘラケズリ、底部片に炭化物付着 口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 古墳前期

甑 6層 6層 Na13 口縁折り返し、体部ハケメ 口縁ナブ、体部底部ヘラナデ 古墳前期 46-10
C-14 藁 5層 (74) 体部ハケメ、底部ヘラナデ、ヘラケズリのちナデ 古猿前期

中

号

図

番

登 録

番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量

特 徴 偏 考 素 材 時  期 写真図版
地区 遺 構 層位 取上番号 全 長 幅 ・ 径 厚 さ 重 量

上製品 紡錘車 6層 土器醜10 64 調整ナデ、孔径0 8cm 占墳前期
K-6 石器 不定形石器 5層 5層 Na l 2次加工あり

石鏃 7層

【-26 アメリカ式石鏃 7層 7層 Nd 4 50-2
磨石 6層 磨面一片面
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1 L-7 木製品 杓子状 SX-16層 SX-1木 4
長

９

全

２８
身部長
13 8
身部幅
22 彎引FI甲澱編1暉醍民 クヌギ 柾 目 古墳前期 57-1

2 L-9 木製品 拘子状
木製品

SX-1
5層 SX-1木 6 カエデ 柾 目 古墳前期 57- 2

3 L-4 木製品 不 明
SX-1
5層 SX-1木 ユ

長

お

全

１２ 43
厚

４ モ ミ 分割材 古墳前期 57-3

L-6 木製品 不 明
SX-1
4層 SX-1木 3 柄の一部の可能性あり コナラ 芯持丸 古墳前期

5 L-8 木製品 不 明
SX-1
虐 面
SX-1木 5

23 4 モ ミ 板 目 古墳前期 57-6

6 L-5 材 建築材
SX-1
4層 SX-1木 2

長

お

笠

４３
厚 さ

こけし状頭部 芯持丸 古墳前期 59-2

7 L-59 材 分割材
SX-1 SX-1材 11

14 両端加工 古墳前期

L-60 材 分割材
SX-1
4唐 SX-1材 2 先端加工 古墳前期

第74図  I区 SX-1遺構出土木製品類 1
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l L-55 材 半裁丸材
SX― ]
5層
SX-1材 6

82 3
偉

・

噌

４

厚

歩 先端加工 (多面多段)焼痕 芯持半丸 古墳前期

2 L-56 材 半裁丸材
SX-1
5層
SX-1材 7

43 先端加
工 (1面多段 ) 芯持半丸 古墳前期

3 L-53 材 丸材
SX-1 SX-1材 1

38 先端加
工 (1面 1段 ) 芯持丸 古墳前期

4 L-57 材 丸材
SX― よ
5層
SX-1材 8

144 7 2 36 先端加工 (1面 1段)樹皮付 芯持丸 古墳前期

5 L-61 材 丸材
SX― ユ
5層
SX-1材 10

198 4 60 先端加
工 (2面 1段) 芯持丸 吉墳前期

6 L-54 材 角材
SX― ユ SX-1材 3 先端加工 (多面多段 ) 古墳前期

第75図  I区 SX-1遺構出土木製品類 2
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地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-62 杭 割杭
SX-1
5層
SX-1杭 1

長

お

全

６３ 67

厚

５
先端加工

1面 1段

2 L-63 杭 半裁丸杭
SX-1
6層
SX-1杭 2 58 30 下部のみ半裁 芯持半丸

3 L-64 杭 丸杭
SX-1
61薯
SX-1杭 3 73

2面多段 芯持丸 62-2

第76図  1区 SX-1遺構出土木製品類 3

16)15層 出土遺 物
15層は河川跡の中央部では90cmの厚さで堆積し、岸面に沿って立ち上がるにしたがって急に薄 くなる。15層から

は弥生土器 。石器 。材が出土している。

弥生土器は、第78図に図示した 6点のほか、壷や甕の破片も10点出上している。連続山形文の鉢 (第78図 1)や、

変形工字文の壷 (2)は、弥生時代中期桝形囲式に位置づけられ、他の上器もこの時期の上器として矛盾のない器

形と紋様である。石器には板状石器 (第78図 7)と 凹石 (8)力 あゞる。板状石器は3点の破片が接合したものであ

る。凹石の側面には条痕も認められる。

材には、枝払いによって切り落とされたような切断痕のあるY字状の丸材 (第80図 2)と 、切断痕のある柾目板

(第81図 1・ 2)。 角材 (3)・ 分割材片 (4・ 5)な どがある。

〇

期命 ル
3(%)
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◎
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3(%)
0                            20cm(/)

全フリ

全加工
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号

図

番

録

暑

登
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種 男」 器 種
区
什

地

層
取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取り 時  期 写真図版

L-3 木製品 曲柄二又鰍
区

層

Ｉ

‐３ 13層 本 ユ
長

▼

全

４０

身部長 身部幅

昆ガ層 1子写
軸
ぜ
長 軸
翌
幅

1軸聖
厚
曲柄二又鍬の刃部片 クヌギ節 柾 目 古墳前期

材 板材
区

層

Ｉ

‐３ 13層 材 7
兵

５

〓

２５

住

３

鴨

１

厚

１
焼痕 クヌギ節 柾 目 古墳前期

材 板材
区

層

Ｉ

・３ 13層材 6 焼痕 ヨナラ節 柾 目 古墳前鶏

材 分割材
区

層
13層 材 5 ケンポナン属 古墳前期

材 分割材
区

層

Ｉ

・３ 13層材 9 古墳前期

材 半裁丸材
区

層

Ｉ

Ｈ
13層材 8 両端切断痕 芯持半丸 古墳前期

抗 割杭
区

層

Ｉ

‐３
13層抗 2

長

４

全

２８

幅・径 厚

２
先端に加工なし ク リ 柾 目 古墳前期

第77図  1区河,H跡13層出土木製品類
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種 別 器 種
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分 類 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

弥生土器 鉢 15層 磨消縄文、沈線文 ヘラミガキ 弥生中期

B-7 壷 S黒 15層 2条平行沈線文 磨減の為不明 弥生中期

霊 15層 体部 2条平行沈線文、地文あり ヘラミガキ 弥生中期

B-6 壷 15層 3条平行沈線文 弥生中期

6 B-3 発 15唐 口唇部、体部 LR縄文 ?2条平行沈練文 弥生中期 43-3
B-8 甕 15層 15層血 2 (148) 口唇部、体部、縄文、肩部列点文 ミガキ ? 弥生中期

図中

番号

登 録

番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 備 考    1素 材 時 期 写真図版

地区 遺 構 層位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚 さ 重 量

K-28 石器 機戻言器 SR-1 15層 200 6 3点が接合 弥生中期 51-2
K-33 凹石 I SR-1 15層 隣庚あり、焼けている凹面表裏 2面 弥生中期

第78図  1区河川跡15層出土遺物
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区
位
地
層 取上番号 法 量 特 flk 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-47 材 丸材
区

隠 14層材 5 137 5 31 0

さ

Ю

厚

３‐ 倒伐木 ? カエデ属 芯持丸 弥生中期

2 L-51 材 丸材
区

艤 15層材28 223 0
全面に樹皮 ケヤキ 芯持丸 弥生中期

第30図  I区河川跡14・ 15層出土木製品類
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番 種別 器 種
区
位
地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-48 材 板材
I区
と5層材25

長

Ю

全

１５
幅・径
97

厚

π 両端切断痕 クヌギ節 柾 目 弥生中期 61-1

2 L-50 材 板材
15膚
15層材27 129 両端切断痕 クヌギ節 柾 目 弥生中期 61-2

3 L-49 材 角材
I区
15層
15層材26 両端切断痕 クヌギ節 弥生中期

4 L-52 材 分割材
区
層

Ｉ

‐５ 15層材29 ヤナギ属 弥生中期

5 し-46 務 分割材
区

虐 14層材 4 612 87 カエデ属 弥生中期

第81図  1区河
'II跡

15層出土木製品類

17)16層 出土遺物
河川跡の両岸斜面及び底面からは、前記のSX-1遺構に関係する落ち込み以外の遺構は検出されなかった。ま

た、壁を構成する壁面 (16層 )からの遺物は発見されなかった。

2 H区 河川跡の遺構 と遺物の概要

I)1層 出土遺物
1層 は河川堆積上を覆う近年の水田耕作土層であるが、この層からは近世以降の陶器 。磁器片のほかに蹄鉄 (第

82図 7)や煙管の雁首 (9)な どが出上している。
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分 類 時 期 写真図版地 区 遺 籍 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内   面

D-1 土飾器 露 SR-1 3層 ロクロ調整のち体部ヘラケズリ ロクロ調整
平瓦 SR― ] 2b層 凹面 布目痕 凸面縄目痕 49-3

G一 つ 平瓦 SR-1 3層 凹面 布目痕
中

号

図

番

登 録

番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 法     量
特   徴   ・  備   考 素 材 時 期 写真図版地 区 遺 構 層 位 取上番号 全 長 幅・径 厚 さ 重 重

石器 磨石 2b層 磨面 1面

K― ユ0 磨石 II 2b層 磨面 l面 軽石

石庖丁 2b層 孔径推定 l Qm紐穴から割れている組穴の対面及び背刃に剣離痕あり
金属製品 蹄鉄 1層 鉄製 鉄

鉄津 2a層 31

N― ] 1層 銅製 ?残存部雁首のみ、文様を刻んでいる

第82図  ‖区河川跡 1・ 2・ 3層出土遺物

2)2層 検 出遺構 と出上遺 物
H区の 2層 は、両河岸際を除き河川跡のほぼ全域に分布する。水田の耕作土層であるが、攪拌状況の違いによっ

て2a層 と2b層の上下 2層に分けられている。2a層中からは多数の上師器細片や須恵器に混じって美濃産の長石釉

の折縁皿 (図版498)や鉄津 (第82図 8)力 出ゞ上している。また、2a層で杭が 5本検出されている (第83図 )。

2b層からも、多数の上師器細片や須恵器に混じって重弁蓮花文軒丸瓦等の古代瓦片、常滑産陶器、石器等が出土

している。石器は2b層の形成時期と直接関係ないものと判断されるが、器種としては磨石 (第82図 4)や、磨り面

のある軽石 (5)、 石庖丁 (6)な どがある。石庖丁は片側の紐孔のところから縦に割れているが、残存する端部と、

刃と背の相対する位置に剣離を行った痕跡がある。錘として再利用した際に、十字に紐を掛けるための細工と考え
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全自然
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全自然

◎ ―

全加工

彩

□

1(%)

加工

~  ぐ⊇吃然

全加工
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¬

全加工

2(%)
Ocm(兆 )

4(兆)

5(%)

番号

登 録
番 号

種別 器種
区
位
地
層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-234 杭 角杭
区

層 2層杭 5
全長
274 8

IB・ 径

12 6 64 先端両側面
から加工 全面に手斧の加工痕 仮目 近世 62-10

2 L-232 杭 角杭
区

艤 2層杭 3 245 8 先端両側面から加工 全面に手斧の加工痕 柾 目 赳 62-11

3 L-230 杭 丸杭
』
層 2層杭 ユ 169 2 先端加工 3面多段 枝打ち痕あり 芯持丸 泄 62-8

4 L-231 抗 舟 抗
区

層 2層杭 2 172 6 先端加工  6面多段 枝打ち痕あり 芯持丸 近世 62-9

5 L-233 杭 丸杭
II区
2層杭 4

184 8 先端加工 5面多段 枝打ち痕あり 芯持丸 泄

第85図  ‖区河川跡 2層出土木製品類



ることもできる。

2a層で検出された 5本の杭は、河川跡の中央よりやや東岸寄りの 2m四方の範囲からまとまって検出された。板

状の角杭と丸杭があるが、両者とも1.5mを超える長いものである。角杭は 2本あり、共に板状を呈し、形態的な類

似性が強い。長さは2.5m前後あり、先端は17層の砂礫層に達している (第84図 )。 角杭の四面には手斧によるもの

と観察される加工痕跡が残り、先端は側面から削り込んで尖らせているが、完全に削り取らないで木口面を 5 cm程

残している (第85図 1・ 2)。 3本の丸杭は直径 7 cm前後、長さ169～ 184cmあ り、13層に達するまで打ち込まれてい

る。丸杭も大きさと打ち込み深度には類似性があるが、先端のカロエは不統一で、 3面から加工して片側を鋭く尖ら

せたもの (第85図 3)、 全周からカロエして芯の部分を尖らせたもの (第85図 4)、 切断面をそのまま先端として特に

再加工が行われていないもの (第85図 5)が混在する。

3)3層 検 出遺構 と出上遺 物
3層 は河川跡の中央部では20cmあ るが、 2層水田の耕作に伴う掘削を受けているために、河岸付近では残ってい

ない。遺物の出土も少なく、土師器片35点・須恵器片 3点・古代瓦片 2点があるだけである。いずれも小片のため

図示したのはロクロ使用の甕 (第82図 1)1点だけである。

杭は、 2層の杭と接近した場所で 3本検出されている(第83図 )。 3層の杭も長 く、全長が136～ 175cmあ り、打ち

込みの先端は13～14層に達する。杭材には、断面三角の分割材を用いた割杭 (第84図 4)と 丸杭がある。丸杭には、

全周から加工して芯の部分を尖らせたもの(第87図 1)、 切断面をそのまま先端として特に再加工が行われていない

もの (第87図 2)の二者がある。検出位置 。杭の大きさ。打ち込みの到達深度の類似性を考慮すると、 3層検出の

杭は 2層検出の杭と時期的・機能的に関連性がある可能性が高い。

4)4層 出土遺 物
Ⅱ区の 4層灰白色火山灰層も、河岸部付近を除き 5 cm前後の厚さで全体的に堆積しているが、遺物は出上してい

ない。

5)5層 出土遺 物
4層の下に、 3～ 5 cmの薄い層として堆積しているが、河川跡中央の東岸よりの北側を中心に、土師器・須恵器・

古代瓦 。木製品・石器など、多くの遺物が出土している。

土師器の器種には、不と甕がある。不はいずれもロクロ調整されたもので、底部は回転糸切り無調整のもの (第

88図 1～ 3)と、切り離し後手持ちヘラ削り調整されたもの (第88図 4・ 5)がある。底部が回転糸切り無調整の

郭には、内面がロクロ調整だけのもの (1)とヘラミガキ調整されるもの (2・ 3)力Sあ り、後者の体部には右上

の横位に「丈」の墨書文字がある。上師器の甕は図化したものが 3点ある (第88図 6～ 8)。 いずれもロクロ調整さ

れるもので、長胴の体部の上端がややすばまり、口縁部は外反して端部がわずかに上方へ立ち上がり受け口状を呈

する。

須恵器は、甕類が出上しているが、不は破片を含め出上していない。図化した 2点 (第88図 9、 第89図 1)の う

ち第89図 1の甕は破片が散乱した状態で出土したが、ほぼ完全な形に復元された。

古代の瓦には、丸瓦と平瓦が各 1点ある。丸瓦は凸面ナデ。凹面布目 (第89図 2)、 平瓦は凸面縄目・凹面布目 (第

89図 3)調整される。

木製品には、曲物の側板 (第87図 3～ 5)と 曲物の底板または甲板と考えられる円板 (6～ 9)、 楕円板 (10)が

出上している。側板は柾目材で、現存の板幅 (高さ)が最大で6.2cmを測る。緩やかに湾曲し、内面には黒褐色に凝
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甲
号
図
番 番 号

種 別 器 種
7u区

層位
取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-236 杭 丸杭
区
題

Ｈ
ユ
全 3層杭 2 136 1 64

厚
住 菅署妙遊1枝打痕あり 芯持丸 62-6

2 L-237 抗 丸杭
区
層
■
３
3層抗 3 175 4 71 3面多段 1枝打痕あり 芯持丸 62-7

3 L-67 木製品 物
板
田
側

必
層

１１

５ 5層木 3
鋲
56

径
８
幅
２

厚

“
(径 )
内面に漆付着 柾 目 稜 58-1

4 L-68 木製品
物
板
曲
側
I区
5層
5層本 4

6
内面に漆付着 柾 目 稜 58-2

5 L-69 木製品
物
板
由
側

区

国 5層木 6 9 9

ａ

償 内面に漆付着、 a.b以外に破片 3点有 り、焼痕 柾 目 7・9 58-3

6 L-73 木製品 円板
区

層 5層木 9
復元径
13 0

柾 目 平安 58-4

7 L-72 木製品 円板
睡
層 5層木 7 柾 目 稜 58-5

8 L-70 木製品 円板
11区

5層
5層木 8 13 8

内面に膝付着、側板一部残存
複維管
東亜属

柾 目 平安 58-7

9 L-71 木製品 円板
区

薦 5層木 5 7
タロベ 柾 目 鞍 58-6

L-66 木製品 楕円板
区

虐 5層本 2 片端に段有 り
復維管
東HF底 柾 目 平安 58-8

第87図  ‖区河川跡 3・ 5層出土木製品類
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図

番

登 録

番 号
種別

出 土 地 点 法 置 特 徴 備 考
分類 時魏 写真図版

地区
|

遺 構 1層 位 1取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

D-5 土師器 イ 5層 5層配 3 ロクロ調整、底部右回転糸切のち1文字ヘラ書き ロクロ調整 内黒 平安

イ 5層 5層 No l ロクロ調整、底部右回転糸切 墨書あり ロクロのちヘラミガキ 内黒 段

5層 5層 No14 ロクロ調整、底部右回転糸切 墨書あり ロクロのちヘラミガキ 内黒 平安

5層 5層 Na12 ロクロ調整、底部ヘラタズリ (手持ち) ロクロのちヘラミガキ 内黒 平安

芥 5層 5層血 9 ロクロ調整、底部ヘラタズリ (手持ち) ロクロのちヘラミガキ 内黒 平安

D-3 甕 5層 5層醜 7 ロクロ調整 ロクロ調整 稼

翼 5層 (33) ロクロ調整 ロクロ調整 平安

甕 5層 5層配 4 ロクロ調整のち体部ヘラケズリ ロクロ調整 平安

須恵器 奏 5層 5層 No 8 ヘラケズリ、 1部タタキ目 ヘラナデ 平安

第88図  ‖区河サII跡 5層出上遺物 1

固した漆が塊状に付着する。外面には 3～ 5 mln間隔で木目に直交する方向に切り込み線が入っている。円板は柾目

材で、完形のものは第87図 8が 1点だけで直径13.9cmを測る。他の破片の直径も13.0～ 13.9cmに復元され、大きさ

に画一性が認められる。第87図 8の片面には漆が全面に付着し、側板の下端も一部に残り、円板と側板を接合するた



Ocm

中

号

図

番

登 録

番 号
瘤筋J 器種

出 土 地 点 法     量 特   徴   ・  備    考
分類 時期 写真図版

地 区 還 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 面 内 面

E-1 須恵需 露 SR-1 5層 5層聰 2 ロクロ調整、体部下半から底部ヘラケズリ クロ調整、体部下半から底郡ヘラナア 鞍

F-1 丸瓦 SR-1 5層 凸面ナデ 凹面布目戻 鞍

3 G-3 平瓦 SR-1 5層 凹面布目痕 凸面縄目痕 稼 49-5

第89図  ‖区河川跡 5層出土遺物 2

めの木または竹の釘が、円板の側面に一か所ある。釘は直径2.811ullほ どの円形である。漆の付着した側板 と円板は、

同一個体の「漆容器」の可能性も考えられる。楕円板も柾目材で、片側の縁には、幅 2 cm前後の段差が作られてい

る。

石器は、二次加工のある鋼片 (第90図 1)が出土している。

itiiiiiiii:i`::::iii!!::ii:::i:,



0               5cm

図中 録

号

登

番
種別 器 種

出 土 地 点 法 量

特  徴 。 備  考 素材 時期 写真図版
地 区 遺 構 層 位 取上番号 全 長 幅 ・ イ垂 厚 さ 重 量

1 K-17 石器 剥片石器 II SR-1 5層 51 19 カロエあり 50-6

第90図  ‖区河サII跡 5層出土遺物 3

6)6層 検 出遺構 と出土遺 物
6層は河川跡の全体に分布し、中央部では20～25cmの厚さに堆積する。遺物は、河川跡中央の南寄りの地区から

材がまとまった状態で出上しているが、土器類の出土は少なく、土師器の細片が14点あるだけである。杭も3本検

出され、杭 1と 杭 2は接近している (第86図 )力 、ゞ各抗の機能や相互の関係は不明である。

6層出上の材は16点あり、建築材・柾目板・板目板 。分割材・半裁丸材・丸材などの種類がある。建築材とした

ものは 1点あり、板目材の一端に大半は欠損しているが方形の孔が開けられた痕跡が残る(第91図 1)。 柾目板は 2

点出上している。第91図 2は全長47.3cm。 幅7.7cmで、幅・厚さはほぼ一定するが、各面は平滑に仕上がっていない。

6は楔形の比較的厚い板材である。両主面と片方の側面は割面のままであるが、片方の木口と他方の木口から側面

にかけては斜めに加工されている。板目板は 1点あり、金長166.8cm。 幅13.6cmを 測る (第91図 5)。 片側の木口は

斜めに切断されている。板の樹皮側の面は年輪に沿った割り面で、樹芯側の面は板の中央が厚くなるように斜めに

削られている。このため板の断面は柳葉状を呈する。分割材は 6本あり、年輪に沿って弧状に割られたもの (第91

図 3・ 4)、 ミカン割り材 (第92図 1他 L-104)、 ミカン割り材の角を面取りした際に出来たと考えられる断片 (第

91図 7他 L-103)な どの形態がある。なお、第92図 1の分割材の片側の小口は、杭先状に全周からカロエがされてい

る。半裁丸材は 1点あり、片側の小口には、樹芯側から3面の加工がされ杭先状に尖っている(第92図 2)。 丸材は

4点出上しているが、いずれも芯持である。丸材には全面に削り加工のあるもの(第92図 3)、 先端加工によって杭

状に尖るもの (第92図 4～ 6)な どがある。

6層の 3本の杭は、80～90cmの長さがあり、河川跡の中央に近い杭 1・ 抗 2は抗の先端が12層に達するまで打ち

込まれている (第84図 )。 杭 1は長さ83.0側のミカン割り材を用いた割杭である。先端加工はない (第93図 1)。 杭

2は丸杭で、根側の方を先端とし、対面する 2方向から加工が加えられている(2)。 杭 3も 丸杭で、先端は 1方向

から力日工を加えて尖らせている (3)。
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2(%)
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中

号

図
番

球
号

０
番 種冴J 器  種

区
位
地
層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-98 材 建築材
区

層 6層材 ユ
全長
1136

径
１

幅

１
厚

ａ
ホゾ穴あり 平安

L-113 材 板材
』
層 6層材19 47 3 77 焼痕 柾 目 平安

3 し-10o 材 分割材
肛区
6層
6層材 3

1 5 27 片端に切断痕 板 目 平安

4 L-101 材 分割材
H区
6層
6層材 4

122 3 21 8 切断痕あ り 板 目 平安

5 L-99 材 板材
区

目 6層材 2 片方の本国を斜めに切断 板 目 平安

6 L-lo5 材 板材
膝
層

１１

６ 6層材 8 両木口を加工 柾 目 平安

7 L-lo8 材 分割材
区

層 6層材13 17 平安

第91図  ‖区河
'H跡

6層出土木製品類 1
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明
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図中
番号

録
号
登
番 種別 器  種

区
位
地
層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

ユ L-112 材 分割材
区

層 6層材18
長

■

全

５７
幅・径
53

厚

生 先端加工 平安

2 L-111 材 半裁丸材
区
層

ＩＴ
ユ
Ａ 6層材 17 40 先端加工  3面多段 平安 61-8

3 L-110 材 丸材 6層
6層材16 25 2

表面加工 芯持丸 平安

4 L-109 材 丸材
区

層 6層材15 先端加工  2面 1段 芯持丸 平安

5 L-107 材 丸材
区

層

■

６
6層材10 15 15 先端加

工  1面 1段 芯持丸 平安

し-106 材 丸材
区

国

Ｈ

（
6層材 9 85 8 先端加工 3～ 5面多段 焼痕 芯持丸 平安

第92図  H区河川跡 6層出土木製品類 2
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中

号

図

番
録
号
登
番 種別 器 種

層位
取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真区版

1 L-238 杭 割杭
H区
6層 6層杭 1

長

Ю

全

８３ 12 3
厚 さ
7 3
先端加工
なし 焼痕 カン剖 平安

2 L-240 杭 丸杭
区

瞬 6層杭 2 91 2面を勢 芯持丸 平安 62-4

3 L-239 杭 丸杭
必
層 6層杭 3 80 2 46 1面 1段 芯持丸 平安

L-125 材 板材
区

層 7層材12
景

８

黛

６２
幅・径
11 0

厚さ
46 加工痕あり 柾 目 平安

5 と-116 材 板材
区

層 7層材 3 70 50 加工痕あ り 板目 平安

6 し-115 秘 板材
区

躊 7層材 2 48 10 加
工痕あり 板 目 平安

第93図  ‖区河川跡 6層出土木製品類 3・ 7層出土木製品類 1



1.H区 7層抗 No l

II区 8層抗 No 4

2.H区 8層杭 No l 3.H区 8層杭 No 2     4.H区 8層杭 No 3

５　　輸・西 雨

第94図  ‖区 7～ 8層検出杭断面図

0                                              1m

~〓
乱

2

0                        10c■ n

中

号

図

番

登 録

番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 法   量 特   徴  。  備   考
猫 時期 写真図版

地 区 遺 糟 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外     面 内   面

C-94 土師器 褒 7層 口縁部ヨヨナデ、体部ハケメ 口縁部ヨヨナデ 鞍

C-25 不 8層 (20) 口縁部 ヨコナデ 鞍

C-27 必 IJ 8層 口縁部ヨヨナデ、体部 1部ヘラナデ 口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ 鞍

C-26 甑 8層 (32) 単孔式、孔径 (52)cn唐部ヘラケズリ 底部ナデのちヘラミガキ 鞍

中

号

図

番

登 録

番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 法     量
特  徴  ・  備  考    I素 材 時期 写真図版

地 区 遺 構 層 位 取上番号 全 長 11:I・ 径 厚 さ 重 量

石器 板状石器 SR-1 8層 8層h2 23051刃部両面に光沢あり。刃部研ぎ直しの擦痕あり。     1安 山岩

第95図  H区河
'II跡

7・ 8層出土遣物

7)7層 検 出遺構 と出上遺物
7層は河川跡の全面に分布し、中央部では20cm前後の厚さで水平に帯状に堆積する。河岸部は立ち上がるにした

がって徐々に薄くなる。また河岸部の堆積土は泥炭化 (7b層 )している。出土遺物には、磨滅した土師器の細片多

数と、12点の材がある。材は河川跡の中央から散在的に出土している。杭は河川跡中央の北側で 1本検出されてい

る。

土師器片はいずれも古墳時代の製品と観察される (第95図 1)が、磨滅が著しいので、 7層の堆積時期 とは年代

138



が異なるものと考えられる。

材には柾目板・板目板・分割材・丸材がある。柾目板は全長62.8cm・ 幅■ .Ocm。 厚さ4.6c14で、厚みのある板であ

る (第93図 4)。 板目板は 2点あり (第93図 5・ 6)、 両方とも表面にカロエ痕が残る小片である。分割材は 4点出土

している (第96図 1・ 2他 L―■9.121)。 ミカン割り段階のもの (2)や ミカン割りのあと樹芯側がさらに鋼ぎ取ら

れて板状を呈するもの(1)がある。丸材は 5点あり(第96図 3～ 7)、 そのなかには樹皮を剖いだ表面を綺麗に削っ

たもの (3～ 5)や、杭状に先端を加工したもの (6)、 両端は折れているが枝打ち痕跡があり、現状で388.5cmを

測る長大な材 (7)がある。表面を削った丸材の端部は、多面から鈍角に切られたもの (3)と 1面から鋭角的に

切られたもの (4・ 5)の 2種がある。

7層で検出された 1本の杭は、全長51.9cmを 測る丸杭で、南東から北西に斜めに打ち込まれ、先端は 9ないし10

層に達している。杭の先端は多方向から鈍角に切られている(第96図 8)。 このような先端は、切断によって形成さ

れた材の切断面を、そのまま杭の先端としたものと考えられる。

3)8層 検 出遺構 と出土遺物
8層は上部の黒褐色泥炭質粘土層 (8a層 )と 下部の黒色粘土質泥炭層 (8b層 )か らなり、河川跡の中央部での層

厚は20cm前後である。西岸の立ち上がり部分は8b層が10層を掘り込んだような状態で堆積している。8層からは弥

生土器・土師器・板状石器・材が出土している。

弥生土器は、地紋として縄文 (LR)の施された細片が 3点あるだけである。

土師器は多数出上しているがいずれも細片で、図化できるものは少ない(第95図 2～ 4)。 所属時期を判断できる

土師器にロクロの使用されたものはなく、古墳時代のものの可能性が高いが、磨滅が著しいのでこれらの資料が 8

層の堆積年代を反映するとは考えられない。

板状石器は、弥生時代の遺物が、何らかの事情で 8層に混入したものと考えられる。刃部には研ぎ直しによる刃

先の方向と平行する擦痕が観察され、研磨されなかった凹部には稲科植物の切断によって生じたと考えられる光沢

が観察される。

材は河川跡全体に散在的に出上し、全部で10点出上している。種類には建築材・板目板・角材・分割材・丸材が

ある。建築材と考えられる材は 1点あり (第97図 1)、 現状は全長86.lcln・ 幅14.lcm。 厚さ2.5cmを測る柾目の板材

で、一辺 6 cmの方形の孔が開けられている。板目板は、全長20cm程の小片である(第97図 5)。 角材には、全長が133.9

clnあ り、端部や側面の調整は未完成のもの (3)や各面が整形され、さらに先端が杭状に加工されたもの (6)の

ほか、焼けた角材の断片も1点ある。分割材には、金長が127.7clnの薄いミカン割り材 (第97図 4)や、一部に加工

痕のある材 (7)の ほか断片も2点出上している。丸材は、現存の長さが176.Ocmあ り、片端は枝を利用してY字状

となっている (第97図 2)。 この丸材は建築材の可能性も考えられる。

杭は杭 1と杭 4及び杭 2と杭 3がそれぞれ接近して検出されているが、杭相互の関係及びそれぞれの関係は不明

である (第86図、第94図 2～ 6)。 8層で検出された杭には角杭・割杭・丸杭がある。杭 1は樹皮付きの丸杭で、先

端には 2方向からカロエされている。杭 2は全長■ .3cmを測り、断面形は六角形を呈する。両端に切断のためと考え

られるカロエ痕がある(第97図 10)。 杭 2については、全長が短いことから、杭ではなく、角材が何らかの事情で立っ

たままの状態で埋没した可能性も強い。杭 3・ 4は割杭で、杭 4に は一面から先端加工がされている。杭 5は角材

を用いた角杭であるが、先端部は特に加工はされていない (第97図 9)。

9)9層 検 出遺構 と出土遺 物
9層は河川跡中央から東岸寄りに分布する。遺物の出土数は少なく、外生土器片 1点・土師器片 5点、材 6点が



鞘◎

Λ
倒
脚
鵜
帥
皿
棚
帥
帥
帥
棚
棚
帥
凶
勃
加◎

⑥
脚
脚
棚
Ⅲ
脚
帥
脚
腿
‐―――――
嗣
Ⅷ
Ⅷ
献
問
糊
躙
昂
○
如◎

獅
Ｈ
＝
Ｈ
＝
Ｈ
＝
Ｈ
＝
Ｈ
ｏｕ吻4(/)

鞘○

斜◎

醐

刀域
６
初

7(%)

ｎ
脚
触
園
脚
脚
棚
脚
脚
――――――
脚
脚
珊
帥
鞘
Ｕ
◎
如

伽
‐十
一日
紺

ヽ
露

全自然

○

0                 20cm(/)
6(%)

3(/)

5(%)

カロ

:ゝξ三≡言3う

吻
ゎ
全ワリ

中

号

図

番

録

号

登

番 種 別 器  種
地 区
取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 本取 り 時 期 写真図版

1 L-120 材 分割材
』
層 7層材 7 鉄
６４０

径

民

幅

ヘ

厚

， 先端に焼痕 平安

2 L-122 材 分割材
区

層 7層材 9 57 8 平安

3 L-123 材 丸材
区

層 7層材10 25 先端加工  5面多段 全面ケズリ 芯持丸 平安

4 L-114 材 丸材
区

層 7層材 1 先端加工  1面多段 全面ケズ リ 芯持丸 平安 61-9

5 L-118 材 丸材
郎
層 7層材 5 先端加工  1面 1段 全面ケズリ 芯持丸 平安

6 L-117 材 丸材
II区

7層
7層材 4 先端加工 多面多段 芯持丸 平安

7 L-124 材 丸材
II区

7層
7層材 11 枝打痕あり 芯持丸 平安

8 L-241 杭 丸杭
区

日 7層杭 1
全長 幅・径
43

厚

生
先端 BII工
多面多段

芯持丸 平安

第96図 ‖区河サII跡 7層出土木製品類 2
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1 L-131 材 建築材
』
層 8層材 6 86 1 14 1

厚

２ 両端欠損、 1辺 6 cmの 方孔あり、焼痕 柾 目 平安 60-4

2 L-132 材 丸材
H区
8層
8層材 7

176 0
枝打ち痕あり、建築材 ? 芯持丸 平安

3 L-134 材 角材
区

瞬 8層材 10 133 9 48 平安

4 L-127 材 分割材
膝
層 8層材 2 127 7 64 先端切断痕 平安

5 L-135 材 板材
区

層 8層材n 07 板 目 平安

6 L-130 材 角材
区

層 8層材 5 45 29 先端加
工 平安

7 L-126 材 分割材
区

虐 8層材 ユ 0 33 平安

8 L-242 杭 丸杭
』
層 8層杭 1 錬
２‐０

鯰

７

旧

２

厚

歩
先端加工
2面多鶏 樹皮付 芯持丸 平安

9 L―ラ46 杭 角杭
区

層 8層抗 5 27 無加工 平安

L-243 杭 角杭
区

膚 8層杭 2 40 40
向瑞加工

5面多段
平安

第97図  ‖区河川跡 8層出土木製品類
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1.H区 9層杭 No l

3_

2.H区 11層杭 No l 3.H区 11層抗 No 2 4.H区 12層杭 No l

7.H区 12層抗 No 4５。　
翫一

I区 12層抗 No 2 Ⅱ区12層抗 No 3

前

ぽ

陳

8,H区 12層抗 No.5

10.H区 13層杭 No l
9,H区 12層杭 No 6

0                    1m

第99図 ‖区9～ 13層検出杭断面図

出上しているに過ぎない。杭は 1本検出されている。また、かなり腐食が進んでいるが、鹿角が 1本分ほぼ完全な

形で出上している。

弥生土器は、地紋として縄文 (LR)が施されている。土師器片は小片で、時期は不明であるが、ロクロの使用さ

れたものはない。

9層の材には建築材・柾目板・角材 。分割材がある。建築材と考えられる材は3点ある (第 100図 1～ 3)。 1は

全長92.2cmで、両方の木回は30～ 35°の角度で斜めに切断されている。側面は割り面となっているので、本来は現状

よりも幅が広い材であった可能性もある。2は現状で186.2clnあ る角材で、建築材として使用された可能性が考えら

れる。3は全長が146.4cmの 枝打ち痕跡のある芯持丸材で、その一端を加工してやや偏平な円形の頭部状の突起を造

り出している。柾目板は、全長13.Ocm。 幅5,8cln。 厚さ0。 9cmの断片である (第100図 4)。 角材は全長68.lcm、 中央

部で幅2.6cm・ 厚さ2.lclnを測るが、両端に寄るにしたがって薄くなっている (第100図 5)。 分割材は一部に加工痕

のある断片である (6)。

杭は河川跡の中央より東岸に寄ったところで検出された。残存長が26.6clnの 丸杭である (第100図 7)。 取り上げ

の際に先端が破損したために先端の加工は不明である。

10)10層 出土遺物
10層は河川跡の中央部にのみ6m前後の幅で分布し、中央の層厚は15c14程である。上層の分布範囲が狭いため、
遺物の出土も少なく、土器は土師器片が10点あるだけである。木製品は2点、材は7点出上している。また 6面の
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番号

登 録
番 号

種別 器 種
地区
層位
取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-75 材 建築材 (?)
区

層 9層木 2
全長
92 2

径

２

幅

１

厚

３ 両木口面 30°～ 35°で斜め先端加工 ケヤキ 板 目 古墳中期 60-1

2 L-139 材 建築材 (?)
区

層 9層材 4 186 2 9
ク リ 板 目 古墳中期 60-2

3 L-137 材 建築材 (?)
』
層 9層材 2 1464 2

先端に突起加工 枝打痕あり カツラ 古墳中期

4 L-138 材 板材
H区
9層
9層材 3 キハダ 柾 目 古墳中期

5 L-74 材 角材
区

層 9層木 1 ク リ 古墳中期

6 L-136 材 分割材
区

層 9層材 1 キハダ 古墳中期

7 L-247 杭 丸杭
』
層 9層杭 1 26 6 2 5

厚
歩 先端欠損 ヤナギ属 芯持丸 古墳中期

第100図 ‖区河サII跡 9層出土木製品類



Ocm

磨面をもつ軽石製の石器 (第 101図 6)も 1点出上している。

木製品には鍬膝柄 (第 102図 1)と 用途不明木製品 (第 102図 2)がある。欽膝柄は、柄の大半と接続部の下半部

を欠損する。接続部の上端には突起状の紐掛かりが造り出されている。接続面は残存部では平坦となっている。用

途不明木製品は、芯持の丸材を断面形が楕円形になるように削り、端部と中程の 2か所に両側面から快りを入れて、

端部は頭状にしている。片側面には快りとは別に小さな刻みもある。

材には板目板 (第 102図 3)。 角材 (第102図 4・ 5)・ 分割材 (第 102図 6他 L-142)・ 炭化材 2点 (L-140.141)

がある。角材のうち 1点の片端には段状の欠き込みある(4)。 分割材の 1点は 6分割程のミカン割り材で、片端部

には樹皮側から樹芯に向う加工痕跡がある (6)が、両方の割り面に加工が及んでいないことから推察すると、こ

の加工痕は材の切断時のものと解釈される。

||)H層 検 出遺構 と出土遺物
11層は10層 とほぼ同様に、河川跡の中央部分に分布する。層厚も10層 と同様に15cm前後である。土師器と木製品。

材が疎らに出土したほか、杭が 2本検出されている。

上師器は図化した 5点 (第 101図 1～ 5)のほか、破片が 8点出上している。土師器の破片には一辺が10～20餌 も

ある大きなものも3点含まれる。図化した土師器の年代については、 5点 とも古墳時代前期に位置付けることに関

中

号

図

番

登 録

番 号
種 別 器  種

出 土 地 点 法    重 特   徴  。  備   考
分類 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内   面
C-28 土師器 高イ H層 11層 Ne l (77) 脚部三方すかし、ベラミガキ 脚部ナデ、底部 ヨコナデ 古墳中期

小型手捏ね土器 ■層 体部、底部ナデ 体部、底部ナデ 古墳中期

C-30 ■層 口縁部ヨヨナデ、体部ハケメのちナブ 口縁部ヨヨナデ、体部ベラナデ 古墳中期

C-29 褒 ■層 (61) 目縁部ヨヨナデ、体部ハケメ、内外面に炭化物付着 口縁部 ヨヨナデ、体部ヘラナデ 古墳中期

C-31 変 11層 (20) 底部ヘラケズリ 底部ヘラナデのちヘラミガキ 古墳中期

中

号

図

番

登 録

番 号
種 別 器  種

出 土 地 点 法 量
特   徴  。  備   考        1素 材 時  期 写真図版

地 区 選 構 層位 取上番号 全 長 幅・径 厚 さ 重 量

磨石 SR-1 10層 10層 N91 11311磨 石として使用、磨面 -6面                     1 軽石

第101図  ‖区河サII跡 10。 ■層出土遺物
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第102図 観察表

中
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図

番
登 録

番 号
種 別 器 種

区
付
地
層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-76 本製品 鍬膝柄
区

層 10層木 1 33 4

長

８

部

＆

僚 授部暇
44 範母属1甲景綴母合1接合部前半欠損 アサダ 古墳中期 53-4

2 L-77 木製品 不明
H区
10層
10層木 2

全長
65 9
幅・径
39
厚さ
24 挟 りあり 頭状の削 り出し エゴノキ 芯持丸 古墳中期 57-7

3 L-144 材 板材
区

層 10層材 5
全 長 径

Ａ

幅

―

厚

ａ
サワグルミ 板 目 古墳中期

L-78 材 角材
区

層 10層木 3
モ ミ属 古墳中期

5 L-79 材 角材
区

層 10層木 4 84 5 31
オニグルミ 古墳中期

6 L-143 材 分割材
区

層 10層材 4 片端に切断痕 カエデ属 古墳中期
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区
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地
層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

ユ L-80 木製品 弓
区

層 n層木 1
景

お

笠

３７
暇
ロ

厚
１ 弱突起造 り出し先端加工 イヌガヤ 半裁丸 古墳中期 56-4

2 L-81 木製品 有孔板材
区

層 n層木 2
長

■

全

５

径

０

幅

５

厚

２ ∴ 1横
鍬の堪鞘丙隆超部片か コナラ節 柾 目 古墳中期 56-3

3 し-150 材 板蒻
区

虐 11層材 7
長

ヮ

全

２９
幅・径
75

厚

２ ナナメ 古墳中期

4 し-146 材 角材
必
層 H層材 3 10 7 73 先端加工、焼痕 コナラ節 古墳中期

5 L-151 材 丸材
区

層 H層材 8 51 両端切断痕、 3面多段 コクサギ 芯持丸 古墳中期 61-7

L-147 材 半裁丸材
H区
11層
11層材 4 先端加工、 5面多段 カエデ層 半裁丸 古墳中期

7 L-249 杭 半裁丸杭
区

層 H層杭 2
長
５
全
１９

径

２

幅

５

厚

歩 守解轟| トネリコ属 半裁丸 古墳中期

L-248 杭 丸杭
墜
層 H層杭 1 58 先端欠損 トネリコ属 芯持丸 古墳中期

第103図  ‖区河川麟H層出土木製品類
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図

番

登 録

番 号
種  別 器 種

出 土 地 点 特 徴 備 考
分類 時 期 写真図版

地区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 面 内

弥生土器 壷 12層 沈線文

壷 12層 ヘラミガキ 口唇都―条沈線文

土師器 器台 12層 脚部三方すかし、ヘラミガキ、孔径1 2cm 脚部ヘラケズリ 古墳前期

C-37 高郭 12層 941 脚部三方すかし、ヘラミガキ 脚部ナデのちヘラナテ、慮部ヨコナデ 古墳前期

C-40 壺 12層 口縁部ヨコナデのちヘラミガキ 口縁部ナア又はハケメのちヘラミガキ 古墳前期

12層 12層 hra 3 口縁ヨヨナアのちハケメ、口唇部に2コ 1対の浮文あり、頸部突帯 口縁部ヨコナアのちヘラミガヤ 古墳前期

C-34 壷 12層 12層配 2 櫛描、渡状文 ヘラケズリ 古墳前期

C-43 壷 12層 1321 体部ヘラミガキ 体部ヘラミガキ 古墳前期

C-38 塑 12層 Q0 S字口縁 ?、 ヨコナデ、炭化物付着 口縁ヨヨナア 古猿前期

C-33 甕 12層 12層 Ne l (120) 口縁、体部ハクメ、内外面とも炭化物多く付着 口部ハケメ、体部ヘラナデ 古墳前期

奏 12層 底部ナデ 底部ヘラナデ 古墳前期

C-36 棗 12層 炭化物多く付着、ハケメ?底部ヘラケズリのちナデ 底部ヘラナブ 古墳前期

中

号

図

番

登 録

番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 還
特 徴 備 考         1素  材 時  期 写真図版

地 区 遺 絡 層位 取上番号 全 長 幅 ・ 径 厚 さ 重 量

石器 敲、磨石 SR-1 12層 12層聴 2 41811磨面―片面、片側面、敵面―上、下面 古墳前期

第105図  H区河,II跡 12層出土遺物
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取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹  種 木取 り 時  期 写真図版

木製品 直柄広鍬
区

層
12層 木 3

長
９
全
３４

最大厚 身部幅
187
身部厚 隆起部

横101× 縦228
柄孔

未穿孔

柄 角 木製品

着柄隆起流線形
クヌギ節 柾 目 古墳前期

木製品 直柄横鍬
区

層
12層 木 6 横 61×縦 55 着柄隆起逆三角形、柄孔円形

推定幅29～ 30cm
クヌギ節 柾目 古墳前期

本製品 直柄横鍬
区

層
12層 木 7 者柄隆起の一部残を タヌギ節 に 目 古策前期

木製品 膝柄平鍬
区

層
12層木 4

長

９

全

４９

身部長 身部幅 身部厚 瀬
０４

軸部長

螂８２
直柄鍬からの転用 柾目 古墳前期

木製品 矢
区

層
12層木 8

長

■

全

１５
厚 さ
木鏃 (?)付柄は監輪筑の経で回定・茎長6 0cm ムラサ■シキノ属 古墳前期

第106図  ‖区河サII跡 12層出土木製品類 1
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区
位
地
層
取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹  種 木取 り 時  期 写真図版

木製品
ナスピ型

二又飲

区

層
12層木 1

長

●

全

６３
身部長 身部幅 那

ロ
長

４

部

∝

軸

１ 螂８４腿２‐
片刃欠損、前面側焼猿 クヌギ節 柾 目 古墳前期 53-2

木製品 膝柄二又鍬
区

層
12層木 2

刃部大半焼矢、刃部前面から

削り込み有 り
クヌギ節 柾 目 古墳前期

木製品 鎌 摘
区

層
12層材 13

長

ヤ

全

３‐

頭部長 頭部幅 頭部厚 柄部長 柄部径 音潜幅
削り出し 古墳前期

L-199 木製品 農具直柄
区

層
1つ層材56

長

６

全

５６
艇
卿

掘棒の柄部 ? オニグルミ 古墳前期

板材
区

層
12層材57

長

１

全

３５

径

Ｏ

疇

８

厚

１
ク リ 柾 目 古墳前期
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1 L-86 材 板材
区

層 12層材 5
長

Ｖ

笠

６６ 14 9
厚さ
45 片方の側面に湾曲有 り、両面に刃物による打撃痕有 り クヌギ節 柾 目 古墳前期 61-3

2 L-193 材 板材
区

層 12層材50 112 片端に切断痕が残る ク  リ 板目 古墳前期

3 L-153 材 角材
区

層 12層材 2 トネ リコ属 古墳前期

L-162 材 角材 区

層 12層材 12 3
トネ リコ属 古墳前期

5 L-194 材 角材
区

層 12層材51 9
片端に切断後の加工痕か`仮目の樹芯側にある ク リ 古墳前期

6 L-152 材 角材
区

膚 12層材 1 41
一側面焼痕、他面にカロエ痕 ケンポナシ 古墳前期

7 L-164 材 角材
区

層 12層材 14 30
ケンポナシ 古墳前期

第108図  ‖区河
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1 L-198 材 分割材
H区
12層
12層材55

景

お

笠

９２
幅 ・ 径

60
厚さ
24 キハダ 古墳前期

2 L-177 材 分剖材
区

層 12層材29 23 0 I

片端に杭先状の方日工 カエデ属 古墳前期

3 L-156 材 分割材
区

臨 12層材 6 174 片端に切断痕、1/4分割 カマツカ 古墳前期

L-179 材 分割材
区

層 12層材 31 61 21 片端に分割前の切断痕有 り トネリコ属 古墳前期

5 L-171 材 分割材
区

層 12層 材22 37 5 I

ヨナラ節 古墳前期

6 L-197 蒻 分割材
区

層 12層材54 85 8 5 カツラ 古墳前期

7 L-157 材 丸材
区

層 12層材 7 51 7 29 先端加工、焼痕 コクサギ 芯持丸 古墳前期

8 L-155 材 丸材
必
層 12層材 5 134 先端加工、 3面多段、焼痕 ヨナラ節 芯持丸 古墳前期

第109図 ‖区河川跡12層出土木製品類 4
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ユ L-154 材 丸材
区

層 12層材 3
景

０

笠

５‐

後

５

旧

１
厚さ
11 0
先端加工、焼痕 コナラ節 芯持丸 古墳前期

2 L-254 抗 半裁丸杭
必

層 12層杭 5
長

３

笠

９２ 75
さ

■

厚

５ 先端加工 枝打痕有 り コクサギ 芯持半丸 古墳前期 62-3

L-252 杭 半裁丸杭
区

層 12層杭 3 79 7 匁端に切断痕 (切断後半裁 ) コクサギ 芯持半丸 古墳前期

L-251 杭 丸杭
H区
12層
12層杭 2 23

先端加工

1面 2段
ンノキ節 芯持丸 古墳前期

5 L-253 杭 丸杭
区

塵 12層杭 4
先端方日工
多面多段

アフブキ 芯持丸 古墳前期 62-1

6 L-250 杭 丸杭
区

層 12層杭 1 23 14 折れ面を先端 として利用 ヤナギ属 芯持丸 古墳前期

L-255 杭 丸杭
区

層 12層抗 6 43
先端加工

2面 1段
ハンノキ節 芯持丸 古墳前期

第110図  ‖区河サII跡 12層出土木製品類 5
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L-207 材 分割材
区

層 13層材 2
長

２

全

２３
偉

３

旧

１

厚

６ 先端加工 ケヤキ 古墳前期

2 L-206 材 分割材
区

層 13層材 1 51 焼戻 古墳前期

3 L-256 抗 丸抗
区

層 13層抗 1
長

Ｗ

全

１８
幅・径 厚

Ｐ 先端無加工 トネリコ属 芯持丸 古墳前期

第111図  ‖区河サII跡 13層出土木製品類

題はないが、後述の中在家南遺跡の河川跡の堆積土層との対比においては、同一の11層 とすれば古墳時代中期とす

るのが妥当であるので、これらの上師器については、流入品の可能性が強い。

木製品には弓 (第 103図 1)と 有孔板材 (第 103図 2)がある。弓はいわゆる木弓で、割り材を楕円形に削って弓

幹としている。片側を欠損し、残存長は37.5cmである。引は、端部から2 cm程が両側から削られて舌状の突起となっ

ているが、弓幹と引との境は角張らずにやや丸みがある。有孔板材は柾目の板に直径3.4帥程の円孔が斜めに開けら

れているものである。この木製品については、隅丸三角形ないし流線型の柄孔隆起をもつ横鍬の着柄隆起の中央付

近の破片と考えられる。

材には板材 (第 103図 3)角材 (第 103図 4他 L-145)・ 分割材 (L-148)・ 半裁丸材 (第 103図 6)・ 丸材 (第 103

図 5)。炭化材 (L-149)がある。板材は断面三角形の材を弧状の平面形に加工している。角材はミカン割り材の芯

を取った後、片端部を側面から加工している。半裁丸材の先端は 5面から杭先状の加工がある。丸材の先端を加工

あるいは切断した後に半裁して作られたものと観察される。丸材の L-151は全長10.1側の短いものである。両端に

は切断の際の多方向からのカロエ痕が残る。

杭は河川跡の中央において、離れた位置で 2本検出されている。杭 1は丸杭 (第 103図 8)である。杭 2は半裁丸

杭 (第 103図 7)で、先端に側面の 1方向から加工がある。

12)12層検 出遺構 と出上遺 物
12層 は12a層・12b層 。12c層に細分でき、12a層 は河川中央から西岸に、12b層 は河川中央から東岸に、12c層は

河川中央部だけに分布する。 3層合わせた層厚は、中央部で40cm前後ある。調査時の遺物の取り上げは、12層に一

括している。遺物は東岸寄りの河川跡中央の12a層。12b層から多数出上している。特に木製品類の出土は、上層の

11層や下層の13層 と比べると著しく多い。杭は6本検出されたが、いずれも12層堆積時の東岸の立ち上がり付近に

位置する。

出土遺物には、弥生土器・土師器・石器・木製品。材がある。弥生土器は、重の肩部 (第 105図 1)と 口縁部 (2)

片のほか、体部などの破片が 9点ある。



土師器は脚部に三方透かしのある器台 (第 105図 3)、 同じく脚部に三方透かしのある高邪 (4)、 口唇部に2個一

対の浮文のある壼 (6)、 肩部に櫛描文のある壷 (7)、 S字口縁の台付き甕 (9)な ど図示した個体のほか多数の破

片が出上している。12層出上の上師器の各器種の特徴は、古墳時代前期塩釜式期に相当するものである。12層出土

土師器については、 I区12層及びSX-1遺構出土土師器と合わせ、後章であらためて検討する。

石器は両端部が敲石、側面が磨石として使用されている礫石器が 1点出土している。

木製品には、直柄広鍬 1点 (第106図 1)、 直柄横鍬 2点 (2・ 3)、 膝柄平鍬 1点 (4)、 矢 1点 (5)、 ナスビ型

二又鍬 1点 (第 107図 1)、 膝柄二又鍬 1点 (2)、 鎌柄 1点 (3)、 農具柄 1点 (4)力 あゞる。直柄広鍬は、肩部が

内弯して快られた台形を呈し、全長34。 9cmを測る。流線形の着柄隆起が造り出されているが、柄孔の開けられてい

ない未製品である。直柄横鍬は 2点 とも着柄隆起から側辺部にかけての破片で、L-87に は隆起部に円孔の下端と

側辺の一部が残り、これから横鍬の全幅が29～30cmに復元される。膝柄平鍬は八字状の軸部に長方形の身部が付く。

軸部には、後面の上端には紐掛かりの濤が切られているほか、軸部中央には前面側で柄が鋭角に装着されるような

角度で円形の柄孔が開けられている。前面側の軸部下端から身部上端にかけては、全面的な削り込みが行われ、身

部の厚さを整えている。矢は矢柄と木鏃の接続部の破片である。矢柄は径1.Ocmの竹製である。鏃は残存長14.7cm・

径0.8cmで先端部を欠損する。茎は長さ6.Ocm。径0.6cmを浪1る 。身部下端はラッパ状にひろがり、茎部との境は段状

になっている。この段の所から茎の長さより21ntlほ ど短い範囲に、幅 21■ll前後の薄い桜皮が巻かれている。ナスビ型

二又鍬は全長が63.9cmあ り、軸部の片側辺と片側の歯部を欠損し、残存部の前面側全体も焼け焦げている。肩部の

突起は 8 ⅢШ程度と低く、張りも貧弱である。膝柄二又鍬は身部の大半を焼失する。軸部は長さ15.4cmで、断面径は

六角形を呈し、後面の上端には紐掛かりの濤が切られている。軸部と身部の境の側辺部には段があり、肩部は八字

状にひろがる。前面側の身部上端には、弧状に全面的な削り込みが行われ、身部の厚さが整えられている。鎌柄は、

握り部の破片で、直径2.2cm。 残存長31.7cmを 測る。端部が強く湾曲する。農具の柄は木取りが斜めであることと身

に近い側が偏平になっていることから、掘り棒の柄部の可能
Jl■がある。

材には、柾目板 (第 107図 5、 第108図 1)。 板目板 (第 108図 2他 L-184)・ 角材 (第 108図 3～ 7他 L-175)。 分

割材 (第 109図 1～ 6他 L-160.172.173.178.182.187.205)・丸材 (第 109図 7～ 8、 第■0図 1)及び炭化材24点 (L―

158.159.161.165～ 170.174.176.180。 181.185.186.188～ 192.201～204)がある。柾目板 L-86の片側の側面は、快られた

ように湾曲する。端部の両面には、切断の痕跡と考えられる加工痕がある。板目板 L-193の片端には、丸材段階で

の切断痕と考えられる樹皮側から樹芯へと向う加工痕がある。分割材や丸材には、L-156・ 177や L-157の ように

先端が杭先状に尖っているものがある。

杭は、12層堆積時の東岸の立ち上がり付近に位置することはすでに述べたが、配列には間隔が大きいところがあ

り、意図的に列状に配置されたものではないようである。杭材には半裁丸杭 (第■0図 2～ 3)と丸杭 (第110図 4

～ 7)がある。杭 1は丸杭で、細い木の折れ面を先端としている。杭 2は丸杭で、 1面から加工を加え先端として

いる。抗 3は半裁丸杭で、 1方向からの斜めの切断面そのままを杭先としている。杭 4は丸杭で、多方向から削り

を入れて先端としている。杭 5は半裁丸抗で、樹皮側の表面には、枝打ちの痕跡と共に樹皮を剣いだ際の刃物の刃

形が多数観察される。杭先は切断面をそのまま利用している。杭 6は丸杭で、先端は対面する 2方向からカロ正して

杭先を作つている。

13)13層検 出遺構 と出上遺物
13層は河川跡の中央部分だけに分布し、層厚は20～ 40cm程である。出土遺物は少なく、材が 2点出上しているだ

けで土器類の出土はない。杭は河川跡の中央で 1本検出されている。

2点の材はいずれも分割材の断片で、割り面以外特に加工痕はない (第111図 1～ 2)。



杭は丸杭で、先端に加工はない (第 111図 3)。

14)14層 出土遺 物
14層は河岸上部を除く河川跡の全体に分布し、特に岸寄りの立ち上がり部分に厚 く堆積する。中央部の層厚は20

cmを測る。出土遺物は、弥生土器は多いが木製品類は少なく、 2点の木製品があるだけである。

弥生土器は鉢 (第 113図 1・ 3・ 16)・ 壺 (2)。 高不 (4)・ 甕 (5～15)の器種がある。第113図15の B-13以外

は小破片である。鉢・壷・高不の各器種は、細い平行沈線によって紋様の区割りがなされ、磨消縄文による連続山

形文 (1)や平行沈線文 (2)。変形工字文 (3)な どの模様が施されている。甕には口縁部が外反するもの (第■3

図 5～ 14)、 内湾するもの (15)の 2種がある。外反口縁の甕は、国縁部と体部の境の区画が、 2条の平行沈線 (5

～ 7)と 列点刺突 (8～12)に よるものがある。これらの弥生土器の特徴は、桝形囲式に相当する。

本製品には、細長いヘラ状の身部の片面が、先端部と身部と柄部との境で肥大し、これに長い円形の柄が付 く木

製品 (第■5図 1)と泥除の未製品 (第 116図 1)が出土している。前者については、第 8部第 7章に詳述したよう

に、近年まで使用されていた農具との形態的類似性により、本書では以下「打棒」と仮称する。

H区14層出上の打棒は、身部先端と柄の握部を欠損する。柄部の身部側の端には隆帯が巡り、身部との境はさら

に 1段細く削られている。泥除は平面形態が整えられ、着柄隆起が造 り出された段階の未製品である。泥除の表面

は著しく腐食している。

15)15層 出土遺 物
15層は河川跡の中央部では40～ 70cm厚 さで堆積し、西岸は徐々に薄 くなりながら河岸上端付近まで堆積し、東岸

は岸面の半ばまで堆積する。出土遺物には弥生土器 。木製品・材などがあり、各遺物とも12層 に次いで多く出土し

ている。出土遺物のうち、木製品類は河川中央部で出上している。

弥生土器は鉢 (第 114図 1～ 4)。 重 (5・ 10。 11)・ 高不 (9)。 甕 (13～ 18)な ど器種が出土している。破片が

ほとんどであるが、中には完形に近いものも2点 (1・ 10)あ る。鉢・壺・高不は、14層の弥生土器と同様に細い

平行沈線によって紋様の区割りがなされ、磨消縄文による連続山形文 (6)や平行沈線文 (11)。 変形工字文 (1・

2・ 3・ 5。 9)な どの模様が施されているものや、無文で全面が研磨されている重 (10)がある。甕は口縁部が

外反するものだけが出上し、口縁部と体部の境の区画は、列点刺突 (14～ 17)に よるものと区画文の無いもの (18)

がある。15層出上の弥生土器の特徴も、桝形囲式に相当するものと考えられる。

木製品には、打棒 (第115図 2・ 3)。 斧直柄 (第 116図 2)・ 農具柄 (第 115図 4・ 5)・ 臼の可能性のある木製品

の破片 (6)がある。打棒は 2点出上している。 L-94は、柄の握部の端部を欠損する。残存部の長さ85,4cm、 身

部長38.8側、身部幅6.2cmを 測る。身部の両端の肥大する側の面を上面、反対面を下面と呼ぶと、身部の横断面は、

下面側の湾由のきつい柳葉状を呈し、身部の縦断面は下面が弧を描いて上面側に弦がくるように緩やかに反ってい

る。身部の先端は切断の際の加工面がわずかに観察できるが、各力日正面の角は磨滅して丸くなっている。 L-92は

打棒の未製品と考えられるもので、全長120.2帥 。身部長34.8cmを 測る。斧直柄は頭部が造り出されいるが、樹度を

象」いだだけの面や割り面が多く残る未製品で、全長は72.5cmを 測る。農具柄は、 2点 とも分割材から製作した芯去

りの丸材である。第115図 6は外周の直径が約60cmの弧状を呈する木製品で、自の口縁部の断片の可能性がある。

材には、柾目板断片 (L-208)。板目板 (第 116図 3)・ 角材 (第117図 1～ 3)。 分割材 (第 117図 4～ 8・ 第118図

1～ 7他 L-210.211.217.223.226)がある。角材 L-209.212に は分割後の加工痕が残る。また、分割材の L-222.213

の端部には切断の痕跡が残っている。
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地 区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

弥生土器 鉢 14層 沈線文、磨消縄文 (連続山形文 ) 弥生中期

B-27 14層 4条平行沈線文 口唇部一条沈線文ヘラミガキ 弥生中期

鉢 14層 沈線文 (変形工字文) 口唇部一条沈線文ヘラミガ■ VJ生 中期

高不 14層 14眉N91 脚部下部磨消縄文、沈線文 ヘラケズリのちハケメ 弥生中期

甕 14層 口唇部、体部 LR縄文、肩部 2条平行沈線文 ガ キ 弥生中期

褻 14層 肩部 2条平行沈線文、体部 LR縄文 ガ キ 弥生中期

羹 14層 沈線文、縄文 弥生中期

襲 14拝雪 口唇部、体部縄文、肩部列点文 弥生中期

翼 14層 口唇部、体部縄文、肩部列点文 弥生中期

露 14層 口唇部、体部縄文、肩部列点文 ガ キ 弥生中期

露 14層 回唇部、体部 LR縄文、肩部列点文 ヘラミガキ 弥生中期 43-9

棗 14層 体部 LR縄文、肩部列点文 ガ キ 弥生中期

襲 SR― 14層 口唇部 LR縄 文 弥生中期

甕

“

層 口唇部 LR縄 文 弥生中期

整 14爆雪 14層 No2、 3 LR縄文、底部網代痕 弥生中期

14層 弥生中期

第113図  ‖区河川跡14層出土遺物
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地 区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

弥生上器 鉢 15層 沈線文、体部下半 LR縄文、底部木葉痕 ? 口唇部一条沈線文ヘラミガキ ? 弥生中期

鉢 15層 3条平行沈線文 口唇部一条沈線文 弥生中期

鉢 15層 沈線文 口唇部一条沈線文 弥生中期

15層 3条沈線文 弥生中期

15層 沈線文 弥生中期

B-40 鉢 15層 沈線文、磨消縄文 ベラミガキ? 弥生中期

鉢 15層 沈線文、磨消縄文 弥生中期

鉢 ? 15層 沈線文、磨消縄文 ベラミガキ 弥生中期

高イ 15層 脚部片、沈線文 ヘラナデ? 弥生中期

壷 15層 図上復元、ベラミガキ、底部本葉痕 弥生中期

霊 15層 2条沈線文 弥生中期

鉢 ? 15層 弥生中期

B-35 甕 15層 口唇部 LR縄文 弥生中期

翼 15層 口唇部、体部 LR縄文、肩部列点文 弥生中期

甕 15層 口唇部、体部 LR縄文、肩部列点文 ヨヨナデ 弥生中期

葵 15層 肩部列点文、体部縄文 ヘラミガキ 弥生中期

甕 15層 肩部列点文、体部 LR縄文 弥生中期

憂 15層 弥生中期

第114図  ‖区河サII跡 15層出土遺物
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L-90 木製品 打俸
区

層
14層 木 1 鋲
５‐５

身部長 身部幅 身部厚 先端幅 厚

５

端

６

先

１

柄部長

離３４
柄部下端に突帯 クヌギ節 弥生中期

L-04 木製品 打棒
区

層
15層 木 3 身部先端肥大 クヌギ節 弥生中期

本製品 打棒
区

層
15層 木 1 未製品 クヌギ節 志持半丸 弥生中期

木製品 農具柄
区

層
16層 木 4 鋲
４４９

径

４

柄

３
弥生中期

L-96 木製品 農具柄
区

層
15層 木 5 ミズキ 弥生中期

L-97 木製品 臼 ?
区

層
15層 木 6 編
８２

径

師

口

釣

底部径 口唇幅
臼の回縁部 ? 4分 割材の割面を口唇 として作製 トナノキ 横木取 り 弥生中期

第115図  ‖区河川跡14・ 15層出土木製品類 1
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木製品 泥除
区

層
14層木 2

長

１

全

２７

身部幅 身部厚 嗅部幅 陸起部

機33× 縦75
柄7L 紙孔間

未製品
板 目

横本取 り
弥生中期

L-93 木製品 斧直柄
区

層
15層木 2

全長 頭部長

鞠７３
頭部厚 柄部長 柄部径

横60× 縦77
装着孔 挿入角

末製品 ナラ節 弥生中期

材 板 材
区

層
15層材ユ0

全長 幅・径 厚

生
トチノキ 板 目 弥生中期

第116図  H区河
'H跡
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, L-212 材 角材
区

層 15層 材 6
全長
1735

後
０
旧
７

厚

４ 両端切断痕 クメギ飾 弥生中期

2 L-209 材 角材
区

層 15層 材 2 1336 79 58 部分的に加工あり クヌギ節 弥生中期

3 L-228 材 角材
区

層 と5層材23 42 30 ク リ 弥生中期

L-215 材 分割材
区

層 15層材 9 178 28 両端切断痕 クメギ節 弥生中期

5 L-222 材 分割材
区

層 15層材17 94 両端切断痕 トチノキ 弥生中期

6 L-220 材 分割材
区

層 15層材 14 39 19 ク リ 弥生中期

7 L-221 材 分割務
区

層 15層材 16 66 42 ク リ 弥生中期

L-216 材 分割材
区

層 15層材10 片端 に切断痕、焼痕  8分割材 エノキ属 弥生中期

第117図  ‖区河サII跡 14・ 15層出土木製品類 3
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I L-219 材 分割材
区

層 15層材13
全長
80 2 44

さ

Ю

厚

２ ク リ 弥生中期

2 L-225 材 分割材
区

層 15層材20 38 先端切断痕、焼痕
サワグルミ 弥生中期

3 L-229 材 分割材
区

日 15層材24 22 焼痕 オニグルミ 弥生中期

4 L-214 材 分割材
区

層 15層 材 8 焼 痕 クヌギ節 弥生中期

5 L-218 材 分割材
区

膚 と5層材12 ク リ 弥生中期

6 と-227 材 分割材
区

層 15層材22 35
ヤマグワ 弥生中期

7 L-213 材 分割材
区

膊 15層材 7 片端切断痕、焼痕、 4分割材 クヌギ節 弥生中期

第118図  ‖区河川跡14・ 15層出土木製品類 4



||1区河サ|1跡の遺構 と遺物の概要

Ⅲ区では、調査区の北東隅で河川跡の西岸斜面にあたる部分が検出さ

れた。調査部分の最下層は西岸斜面に堆積する15層に達するが、調査範

囲が狭いため遺物の出土量は少ない。遺物は、 2層から磨城した土器片

22点 と板状石器の破片 (第 122図 1)が 1点出上している。 6層からは土

師器片 2点、7b層から土師器片 7点が出上している。 8層からは、土師

器片15点のほか分割材 (第 121図 1)が出上している。12層からは、土師

器壺口縁部片 (第 122図 2)の ほか他層に比べると数多い66点の上師器片

が出上した。15層からはLR縄文の施された弥生土器の甕または壷の体

部片が 1点出上している。また東壁に刺さって、上端が 6層に位置し、

先端が14層に達する杭も1点検出されている (第120図 )。 杭の材は芯持

の丸材で、先端に力H工はない (第 121図 2)。
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ユ L-258 材 分割材
必
層
Ш
８
8層材27

44 5
律

６

暇

２
厚さ
17 先端カロエ 平安 ?

2 L-259 杭 丸抗
区
層
Ш

６
6層杭 6

長

望

全

２３

径

３

幅

３
厚

歩 先端無加工 芯持丸

第121図  III区河川跡出土木製品類
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第 6章 流路確認の試掘調査 とその他の出土遺物

第 3章調査の方法および第 4章基本層位のところで述べたように、押口遺跡で検出された河川跡は、河川の蛇行

による堆積環境の差によって、東岸側では当該地区の基盤層が確認できたが、西岸側は遺跡内の街路建設予定地内

の調査区では基盤層を検出することができなかった。そこでШ区西側の遺跡範囲外の空き地に、Ⅲ区から約50m西

側のところまで、 5本のトレンチを入れて基盤層の確認調査を行った。またⅢ区北東隅で検出された河川跡の対岸

(東岸)を確認するための調査 トレンチを遺跡の北部に設定し、流路の把握を行った。

第 1節 西側試掘区

西側試掘区は、 I区 とII区の中間のⅢ区西側に位置し、東西約50mの範囲に及ぶ。土層断面の観察を主目的とし

たため、トレンチの大きさは幅 lm。長さ7mを基本とし、各 トレンチの間隔は5mと した。当初、東側から西に

向かって第 1か ら第 4ト レンチまで設定して調査したが、 4本のトレンチでも基盤層が検出できなかったため、第

4ト レンチのさらに西 2mの ところに、幅 2m・ 長さ3mの第 5ト レンチを追加設定して調査を行った。
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白
市

図

番

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法 量
特 徴 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺構 層 位 取上番号 全 長 幅・径 厚 さ 重 量

1 K-32 石器 板状石器 2b層 62 破 片 安山岩 51-4

甲

口０

凶

番

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法    量 特 徴 備 老
分類 時  期 写真図版

地区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内    面
2 C-44 土師器 重 12層 (54) 140 ケヽメのちヨコナデ ケヽメのちヨコナデ 古墳前期 46-4
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第 3ト レンチ
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第 1ト レンチ北壁

420m巧
〒

第 2ト レンチ北壁

420m丁

第 3ト レンチ北壁

420m巧
≡

第 4ト レンチ北壁

420m了

第 5ト レンチ北壁

420m乖
〒

第 1ト レンテ

第 2ト レンテ

第 3ト レンチ

層 Ne 土   色 土  質 そ   の   他
IOYR4/2 灰黄 褐色 シル ト質粘土

10YR4/2 灰 黄 褐 色 ンル ト質粘土

25Y5/4  黄  褐  色 ンル ト質砂
25Y5/3  黄 褐  色 ンル ト質砂
25Y5/4  黄 褐  色 ンル ト質砂

東

東

第 5ト レンチ

層� 土  色 土  質 そ   の   他
10YR4/2 灰黄褐色 ルト質粘■ 層下部に褐色シルト質粘上を含む。

10Y贈/1黒 褐 色 ンルト質鳩と

褐 灰 色 ,レ ト質粘土 灰黄褐色シル ト質粘上のブロックを含む。

5Y6/3 グ責色 粘土質シルト 黄褐色細砂を互層状に含む。

2 5YG/3 にぶい黄色 お■質ンル| オリーブ灰色ン′レトを層下部に含む、この層の下半よ,グライ化。

7 6GY71緑 灰 色
75Y5/2 灰オリーノ色 粘土質ンブレⅢ

75Y5/2 灰オリープ色 粘土質シル

75Y5/2 灰オリープ色 灰オリーブ色砂を層上部に帯状に含む。

10CY5/1緑 灰 色 細砂

IOCY5/1緑 灰 色 粘土質シルト 緑灰色微砂を帝状に含む。

第124図 西側試掘 トレンチ断面図

1 第 |ト レンチ
Ш区の西端から約 4m、 河川跡の泥炭質土壌堆積時の河岸から9～16m西側に位置する。深さ55cmま で掘り下げ

た。最近まで耕作されていた水田耕作土 (la。 lb層 )の下層は、責褐色砂質シルト層が厚 く堆積する。この層はH

区北壁断面の西岸16層 に連なる土層で、河川跡堆積上のうちの砂質土壌に相当するものと観察された。出土遺物は

ない。

層 Ne 土   色 上  質 そ   の   他
iOYR4/2 灰 黄 褐 色 ンル ト質粘上 層下部に酸化鉄を少量含む。
10YR4/2 灰 黄 褐 色 ンル ト質粘土 褐灰色土を粒状に合む。
10YR5/6黄 褐 色

層 No 上   色 土   興 そ   の   他
10YR4/2 灰 黄 褐 色 シル ト質粘土

lb 10YR4/2 灰 黄 褐 色 ンル ト質粘土

25Y5/3  黄 掲 色 ンル ト質砂
25Y5/4  黄  褐  色 砂質シル ト

25Y5/3  黄 褐 色 砂質ンル ト
層 Ne 主    色 上  質 そ   の   他
10YR4/2 灰 黄 褐 色 ンルト質粘上
10YR4/2 灰 黄 褐 色 シル ト質粘土

IOYR4/2 灰黄禍 色 ンル ト質粘土

25Y6/3 にぶい黄色 ル ト質砂 灰黄色粘土質シル トの薄層を含む。

25Y6/2  灰  黄  色 砂 にぶい黄色上の薄層を含む。



2 第 2ト レンチ
泥炭質土壌堆積時の河岸から21～28m西側に位置する。深さは全面を60cm・ 西側 2mを約 lmま で掘り下げた。

水田耕作土 (la・ lb層)の下層は、にぶい黄色シルト質砂層 (2a層)と その下に灰黄色砂層 (2b層 )がそれぞれ40

cm以上と60cm以上の厚さで堆積する。両層の層理面は西から東に向かって緩 く傾斜し、しかも土層は不均質で他の

土質の薄い層を含むことから、この部分も河川跡堆積上のうちの砂質土壌に相当するものと考えられる。出土遺物

はない。

3 第 3ト レンチ
泥炭質土壌堆積時の河岸から33～40m西側に位置する。深さ60cmま で掘り下げた。水田耕作土 (la。 lb層)の下

層は、黄褐色シル ト質砂層となるが、土色の微妙な差によりこれを 3層に細分できた (2a層 。2b層 。2c層 )。 2層

各層の層理面は西から東に向かって緩 く傾斜する。2b層の層厚は50cm以上ある。層理面が傾斜することと、一つの

上層が厚く堆積していることから、この部分も河川跡堆積上のうちの砂質土壌に相当するものと考えられる。出土

遺物はない。

Q
0                          1ocln

図中

番号

録

号

登

番
種別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 備 考 素 材 時 期 写真図版

地  区 通構 層 位 取上番号 全 長 幅・径 厚 さ 重 量

1 K-29 石器 凹石 西 トレンチNo 4 2b 凹面両面 51-12
2 K-30 砥石 西トレンチNo 5 イ層 15 抵面両面、両側面 51-8
3 K-31 凹石 西 トレンチNo 5 9 725 8 焼 けている 凹面両面 51-13

第125図  西側試掘 トレンチ出土遺物
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4 第 4ト レンチ
泥炭質土壌堆積時の河岸から45～52m西側に位置する。深さ80cmま で掘り下げた。水田耕作土 (la。 lb層 )の下

層は、責褐色シル ト質砂層 (2a層 )と その下に責褐色砂質シル ト層 (2b層・2c層 )が堆積する。2a層の下面は、

西から東に向かって緩く傾斜し、2b層 と2c層の層理面は反対に東から西に向かってわずかに下がっている。層理面

が傾斜し、一つの土層が厚いことから、この部分もやはり河川跡堆積上の砂質土壌に相当するものと考えられる。

2b層から凹石が 1点出土している (第 125図 1)。

5 第 5ト レンチ
泥炭質土壌堆積時の河岸から54～57m西側に位置する。最深部で150cmまで掘り下げた。水田耕作土 (la。 lb層 )

の下層には、人為堆積層と観察される灰責褐色シル ト質粘上のブロックを含む褐灰色のシルト質粘土層があり、そ

の下層がオリーブ黄色粘土質シルト層(2a層 )以下2h層に至る堆積層となる。2b層の下部から下層はグライ化が進

み、土層全体が灰色を帯びる。

第 5ト レンチの 2層の下部は、第 2～第 4ト レンチの 2層程ではないが、層理面は西から東に向かって緩く傾斜

し、2f層や2h層 には、砂層が帯状に含まれることから、この部分もまだ河川跡堆積上の砂質土壌に相当するものと

考えられる。2f層付近から焼けた凹石が 1点出土している (第 125図 3)。

6 河川流路の範囲
今回の調査では、河川跡の泥炭質土壌堆積時の河岸から西側に57mの地点までの試掘を行った。しかし河川跡東

岸で検出されたような基盤層を削り込んだ河岸斜面は検出することはできなかった。このことは押口遺跡の西部に

は、50mを超す幅の蛇行洲が形成されていることを示しているものと考えられる。このような河ナIIの蛇行に伴って

形成される蛇行帯は、河川幅の10～20倍程度のことが多いとされている(注 2)。 押口遺跡の河川跡の幅は約20mあ

るので、河川跡堆積上の砂質土壌部についても、今回の試掘地点よりもさらに西方に位置していることが考えられ

る。

第 2節 北側試掘区

北側試掘区は、Ⅲ区の北側に、現在の道路や水路を隔てて約27mの ところに位置する。現状は畑地である。トレ

ンチの全長は12m、 幅は北半部が 2m、 南半部が lmでぁる。南側ほど耕作による攪乱を深く受けている。
基本層位は、大きく3層に分けられる。 1層は耕作土。 2層は褐色ないし灰褐色の粘土質シルト層。次がイ・ロ

とした調査区南端で北東から南西に向かって下がる傾斜面に堆積する土層である。基盤はにぶい責橙色の粘上であ

る。 2層から土師器が出土している (第 127図 2)。

検出遺構には、イ・口とした土層の落ち込みと、濤跡が 1条ある。イ 。口とした上層の落ち込は、 I区・ H区で

検出された河川跡の幅との対応関係から、Ⅲ区北端で検出された河川跡の対岸 (東岸)に相当するものと考えらえ

る。ただし、イ・口各層が、 I区・ H区の基本層位のどの層に対応するのかは、調査範囲が限定されたうえ、上下

の上層の関係が明らかでないために不明である。口層から土師器が多数出土している (第 127図 1・ 3・ 4)。 濤跡

は、幅130cm。 深さ21cmで、断面形は舟底状を呈する。濤跡からの出土遺物はない。

以上のように、北側試掘区では、Ш区検出河川跡の東岸を確認することができた。このことにより、押口遺跡各

区で検出された河川跡は、北側から東側にかけてが攻撃斜面、西側が蛇行洲となるような位置関係の、蛇行した河

川であることがより明確になった。



北壁断面
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Y=9675
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第126図 北側試掘 トレンチ実測図

0                       10Cm

なお、 2層出土土師器不 C-45と 口層出土土師器不 C-46・ 47は、底部と口縁部の境が括れ、口縁部が強く外反

する器形で、口径に対して器高が高い特徴は、仙台市栗遺跡10号住居出土資料 (注 3)や角田市住社遺跡 (注 4)

出上の土師器郷との類似性が強く、住社式に相当するものと考えられ、古墳時代後期前半頃に位置付けられる。上

器の類似性から、河川跡の堆積土層における口層の位置付けを行うと、同類の上師器邪は、後述する中在家南遺跡

Ⅵ区河ナ|1跡の 9層上部に相菫する。

北試掘

層 血 土   色 土  質 他

10YR3/4  暗 褐 色
10YR4/4  褐   色 粘土質シル ト
10YR5/2灰 褐 色 粘土質ンルト 明黄褐色上 (地山)のプロックを含む。
10YR3/2黒 褐 色 粘上 明黄褐色上のフロックを少量含む。

10YR2/2黒 褐 色 粘■ 河川跡堆積上 I

10YR3/2  黒 褐 色 砂質粘土 河川跡堆積■ 2。 土器多数出土。

10YR6/3  にぶい黄綺色 粘土

Y=9685

甲

口百

凶

番

球

号

釜

番
種 別 器種

出 土 地 点 法   量 特   徴  。  備   考
分類 時 期 写真図版

地 区 遺構 層位 取上番号 器 高 回 径 底 径 内   面 外 面

ユ C-48 土師器 杯 北試掘 1) ナデのちヨコナデ? ヘラミガキ

2 C-45 雰 北試掘 2層 123 口縁部ヨコナデ 口縁部ヘラミガキ ?黒色処理 古墳後期

3 C-47 邪 北試掘 (39) 17 4 口縁部 ヨコナデ 口縁部ヘラミガキ、黒色処理 古墳後期

4 C-46 不 北試掘 (39) 口縁部ヨコナデ 口縁部ヘラミガキ、黒色処理 古墳後期

第127図  北側試掘 トレンチ出土遺物



第 3節 その他の出土遺物

押口遺跡からは、この他に街路部の試掘調査や表土などから遺物がわずかに出土している。出土品には土師器器

台 (第 128図 1)、 板状石器 (第128図 2)、 不定形石器 (第 128図 3)な どがある。上師器器台は粘上の継ぎ目の残る

粗い作りで、受部の底面は無孔となっており、脚部には円娠などはない。このような器形は、名取市西野田遺跡 4

号住居跡に類例が求められ (注 5)、 古墳時代前期塩釜式期に位置付けられる。板状石器は、刃部が折れている。残

存部には使用による光沢は肉眼では観察できない。不定形石器は剣片の 1辺を刃部としたもので、微細劉離が観察

される。

性
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挙
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|

Ocm

注 記

注 1 庄子 敦他1990:「利府町郷楽遺跡」宮城県文化財調査報告書第134集・利府町文化財調査報告書第 5集
注 2 池田 宏他1981: F地形学辞典』二宮書店 P359

注 3 東北学院大学考古学研究部 1979:「栗遺跡発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第14集 P30～38
注 4 志間泰治1958:「宮城県角田町住社発見の竪穴住居跡とその考察」『考古学雑誌』第43巻第 4号 P43～51
注 5 丹羽・フΠ田・阿部1974:「西野田遺跡」宮城県文化財調査報告書第35集 P38～ 44・ 127～ 136
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甲

号

凶

番

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法  量 特  徴 ・ 備  考
分類 時期 写真図版

地 区 1遵薦 1  層  位   1取 上番号 器高 口径 底径 外    面 内   面
ユ C-50 土師器 器 台 試掘No32 テストピ 卜5層中 郷部粘土貼付け、ナデ 脚部ナデ 爪 脚部ナデ 44-10
中

号

図

番

録

号

登

器
種 房」 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 備  考 素 材 時期 写真図版

地  区 遺構 層   位 取上番号 全長 幅・径 厚 さ 重量

2 K-12 石 器 板状石器 II 埋戻 し上 12 2 14 51-3
3 K-10 不定形石鶏 コ 表土 14 50-5

第128図  その他の出土遺物





第 6部

遺 跡 名

調査地点

調査面積

調査主体

調査担当

担当職員

調査期間

(I区 昭和63年 8月 1日～昭和63年■月16日  H区

(Ⅲ区 平成元年 5月 22日～平成元年 6月 13日  Ⅳ区

(V区 平成元年 5月 23日～平成元年 6月 2日  Ⅵ区

(Ⅶ区 平成 4年 11月 4日～平成 4年 12月 4日  Ⅷ区

(Ⅸ区 平成 5年 7月 19日～平成 5年■月 5日 )

調査協力  地権者  伊藤倉蔵 伊藤敬―郎 伊藤憲治 伊藤茂夫

地元協力 伊藤 茂 堀江長治

中在家南遺跡発掘

第 1章 調査要項

中在家南遺跡 (宮城県遺跡番号01427)

仙台市若林区荒井字中在家23・ 31・ 32・ 33・ 35。 39他

字札屋敷60・ 61・ 62-3・ 731・ 74・ 751・ 116他

合計約3,080m2(I区 640m2.H区 570m2.HI区 95m2.Iv区 256m2.v区 160m2.Ⅵ 区420m2.Ⅶ区270m2.

Ⅷ区195m2・ Ⅸ区475m2)

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会 文化財課
工藤哲司 (昭和63年～平成 5年) 荒井 格 (昭和63年～平成元年) 長島栄― (昭和63年 )

竹田幸司 (平成 4年) 菅原裕樹 (平成 5年)

昭和63年 8月 1日～平成 5年 11月 5日

昭和63年 8月 1日～平成元年■月 6日 )

平成元年 5月 25日～平成元年 9月 13日 )

平成 4年 4月 15日～平成 4年 10月 23日 )

平成 5年 5月 24日～平成 5年 8月 10日 )

伊藤春男 庄子喜助 庄子喜豊

第 2章 遺跡の位置と環境

中在家南遺跡は、西部の丘陵地帯から東の太平洋に向かって傾斜する仙台市域にあって、宮城野海岸平野の北半

を形成した主要 2河川である七北田川と広瀬―名取川の中間付近の沖積地にある。藩政時代以来の中心市街地の形

成された段丘地帯の東端からは約 2k14の距離にある。段丘の裾に広がり、近年急速に宅地化・都市化が進む古城 。

南小泉・遠見塚地区の発達した自然堤防地帯からは、後背湿地を隔てて l kmほ ど東側に占地する。遺跡から5 km東

に下ると太平洋の現汀線にでる。JR仙台駅からは東南東に 5 1dIの地点である。今回の荒井土地区画整理事業の施行

地区にあっては、西部の南端に位置する。

遺跡は、東西方向に細長く帯状にのびる畑地と、その南側に沿って帯状に連なる水田に渡って立地する。畑地は

周囲よリー段高い自然堤防上に形成されており、幅は20～40mで、現在東西350mの範囲で遺物が採取され、遺跡に

登録されている。現遺跡登録範囲の東側については、遺跡が形成されていた可能性があるが、宅地化が進み遺跡の



存否の確認はできない。現水田は埋没した旧河道に形成されている。水田部分の幅は35m前後であるが、旧河道の

幅は中在家南遺跡や押口遺跡の調査によって25m前後であることが明らかになっている。旧河道の流路は、古い地

図や航空写真を観察すると、東側は現在遺跡として登録されているところの東端から緩やかに湾曲して北東方向に

のびて押口遺跡へと続き、西側は遺跡範囲の直ぐ西で北方向に折れ、さらに北西にのびていることがわかる。畑地

の標高は5.5m～5.3mで、西部の方がやや高い。畑地面と水田面及び北俣1の後背湿地に連なる水田との比高差は約50

cmである。

遺跡周辺の地形についてみると、北側には、狭盤な後背湿地を隔てて県道荒井・荒町線―県道荒浜・原町線の通

るやや広い自然堤防が形成され、さらにその北は伊在から六丁目へと続く広大な後背湿地となる。南側は、遺跡の

形成されている自然堤防の対岸の自然堤防が、梅ノ木・中在家から長喜城へと続き、その南側はやはり霞目から藤

田新田へと続く広大な後背湿地となる。東側は、荒井の集落が形成された自然堤防から派生する自然堤防が、仙台

平野最奥部の浜堤で、約4,500年前にほば形成が終了したとされる第 I浜堤上に立地する四ツ谷 。上屋敷付近まで、

約 2 kmに わたって樹枝状にのびる。その東側は、幅500m前後の堤間湿地を隔てて2,800～ 1,600年前に形成された第

H浜堤列が笹屋敷・長屋敷をとおり南北にのび、さらに幅700m前後の堤間湿地を隔てて約1,000年前から成長し始

め、現在の荒浜海岸の汀線につながる第Ⅲ浜堤列となる。中在家南遺跡から第Ⅱ浜堤列までの距離は2.0～ 2.5kmで

ある。西側は、中在家南遺跡で検出された旧河道によって荒井地区の自然堤防と分断された自然堤防が、弥生時代

から古墳時代さらに歴史時代まで継続的に大集落の形成された南小泉遺跡の立地する発達した自然堤防へと続いて

いる。

周辺の遺跡としては、北束200mに、古墳時代前期から中期にかけての集落に関係する遺跡と考えられる高屋敷遺

/1遭  |“

γ
′
多
罷

第129図  中在家南遺跡と周辺の遺跡
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第130図  中在家南遺跡と調査区配置図
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跡があり、同じく北東500mに は中在家南遺明と同一と考えられる河川跡が検出された押回遺跡がある。遺跡西側の

水田地帯には、南小泉遺跡の立地する自然堤防までの間の後背湿地に、東西1000～ 1500mに渡って仙台東郊条里跡

が広がっている。南小泉遺跡は、弥生時代前期から古墳時代、奈良 。平安時代さらに中世・近世まで続 く名取川北

岸地域の中心的集落遺跡で、その中央には全長110mを測る前期の前方後円墳である遠見塚古墳がある。

第 3章 調査の方法

1 調査区の配置
中在家南遺跡にかかる衝路は、幅25mの都市計画街路六丁目荒井西線や12mの荒井線のほか、幅 6mの街路も6

路線ある (第 130図 )。 このうち遺跡西部の荒井線は、この地域が平成 3年に事業施行地域に編入されたことにより

調査対象として追加されたものである。またこの編入に伴って、 6-34・ 6-36の 2路線は、敷設位置の変更がな

された。街路の調査順位については、開発当局と調整した結果、初年度 (昭和63年度)に基幹街路となる都市計画

街路六丁目荒井西線を調査し、次年度 (平成元年)に六丁目荒井西線周辺の 6-35。 6-72・ 6-73にかかる自然

堤防部を調査することとした。 6-34・ 6-36の 2路線については、計画変更が予定されたので地域編入の確定後

に調査することとした。平成 2年度は、押口遺跡の調査のため中在家南遺跡の調査は休止し、平成 3年度は荒井地

区での調査を全面的に休上した。 3年次 (平成 4年)は、六丁目荒井西線に接続し河川跡にかかる6-74路線と計

画変更後の 6-34・ 6-36の 2路線の調査を実施した。 4年次 (平成 5年)は、事業施行地域に追加編入された荒

井線と6-34路線のうち河川跡にかかっている部分の調査を行った。これら各衝路に設定した調査区は第130図に示

した通りである。

各調査区の名称は、調査着手年次及び調査区設定順に I区からⅨ区とした。 I・ H区は六丁目荒井西線に設定さ

れた調査区で、 I区は自然堤防にあたる畑地部、H区は河川跡にかかる水田部である。Ш区は6-72路線の自然堤

防部の調査区、Ⅳ区は自然堤防にかかる6-73路線の調査区、V区は自然堤防部から河川跡にかかる6-35路線の

調査区、Ⅵ区は河川跡にかかる6-74路線と6-72路線のうちⅢ区の南側の河岸部から河川跡にかけての部分の調

査区である。Ⅶ区は遺跡西部の自然堤防にかかる6-34と 6-36路線に設定した調査区で、主に6-36路線にかか

る部分をⅦ A区、6-34路線にかかる部分をⅦ B区 とした。ⅥⅢ区は6-36路線の南端の水田部から荒井線にかけて

の調査区で、Ⅷ A区の南側の河岸部から河川跡にかかる。Ⅸ区はⅧ区の西側の荒井線に設定した調査区で、Ⅷ B区

の南側に位置する。

調査区の設定にあたっては、街路幅を調査区幅の基準とした。ただし河川跡にかかる6m街路については、安全
と河チ
「
1底面で調査面の確保のために、調査区の幅を街路の両側にlm前後拡幅して調査を実施した。

2 測量の基準
測量は「平面直角座標系 X」 を基準とした。 I区からV区については、X=-195.450血。Y=+9。 200 kmの地点を

測量原点 Omと し、この点からの東西。南北方向への距離数に応じた各点を測量基準点としたが、本書では平面直

角座標系 Xからの南下距離をX=― x km、 東進距離をY=y kmで示した。Ⅵ区からⅨ区についても同様である。

実測は、平面直角座標系のXoY軸 の数値をもとにした測量基準杭による簡易遣り方測量と、この測量基準杭を

原点とした平板測量を併用した。特に河サ
「
1跡からの出土遺物については、遺物に近接する任意の 2点を結ぶ仮の基

準線により1/10実預1を行い、この 2点を 1/50で平板測量し、後に出土層位ごとに全体図に合成した。



3 追加言式掘調査の実施
中在家南遺跡では、後述するようにⅣ区において、弥生時代中期の集団墓地が正式の調査では市内で初めて発見

され、その範囲と周辺に関連集落が存在しないかどうかが問題となった。そこで、問題解決への見通しと、街路敷

設後の開発に対応するため、Ⅳ区の南側と、Ⅳ区の西側からⅢ区に至るまでの地域に試掘調査区を設けて、街路部

以外でも遺構の確認調査を実施した。調査結果については第 8章に記した。

第 4章 基本層位

中在家南遺跡の基本層位は、この地区の基盤層を含む自然堤防部堆積層と、河川跡堆積層に三分される。河川跡

の堆積土はさらに河川が停滞期に入ってから堆積した泥炭質土壌堆積部と、停滞期以前の活動期に堆積した砂質土

壌堆積部に分けられる。

自然堤防部の上層と基盤層

|)表  上

中在家南遺跡の自然堤防部分の表土は、一部が宅地や街路になっている以外は、全て畑地 (体耕地を含む)と し

て土地利用されているために、暗褐色ないし黒褐色シルトの耕作土からなっている。耕作土は、Ш oⅣ区付近では

<北 >  
水田 (後背湿地) 畑地 (自然堤防) 水田 (河川跡 ) 畑地・宅地 (自然堤防) <両 >

縞一　
５ｍ一 II― ユ

Ⅲ-2
II―

1.現水田耕作土

(縄文晩期末 ?)

4m

3m

2コn

第131図  中在家南遺跡河川跡土層断面模式図



上部が暗褐色、下部が黒褐色の 2層に分けられるところもある。表上の層厚は20～30cmであるが、畑地となってい

る自然堤防から水田部に移行する傾斜部はこれより厚 く堆積する。

表上の下層は、にぶい黄橙色ないし黄褐色のシル トまたは粘土質シル トの基盤層の上面となり、この面で弥生時

代以降の遺構が検出される。Ⅶ区では表土と基盤層の間に遺物包含層が形成されている。

2)遺 物包含 層
前述のとおり、Ⅷ区の東半分には遺物包含層が分布する。包含層は黒色ないし黒褐色の粘土質シル トまたはシル

ト質粘土層で、層厚は厚いところで25cm前後である。層中からは弥生土器や石器が多量に出上している。

包含層については、第11章で詳述する。

3)基 盤 層
基盤層は、中在家南遺跡 I区 とH区の境界付近の東壁に設定した、河川跡の立ち上がりを観察するための トレン

チでは、第134図のⅢ層・Ⅳ層のように堆積している。Ⅲ層は、自然堤防の中央部によった調査区北側ではほぼ水平

に堆積しているが、河川跡寄りの調査区中央付近では南側にわずかに下がるように傾斜している。Ⅲ層の上部は、

にぶい黄色ないし黄褐色の粘土質シルトや粘土を主体とする堆積土からなる。上部の堆積層の層厚は10～ 20cmの層

が多いが、Ⅲ-3層やⅢ-8層のように30cmを超す層もある。ただし、Ⅲ-3層 については、炭化物の薄層を含む

ので、細分することも可能である。下半部は暗緑灰色や緑灰色の砂を主体とする堆積層からなる。下部の堆積層の

層厚は、一つの上層として捉えられる幅の広い層の方が優勢である。上部層と下部層の境は標高 4m前後で、下部
はグライ化が進んでいる。

Ⅳ層は、Ⅳ-4層 とした粗砂を縦方向の縞状に含む粘土層の盛 り上がりを核として、これを砂層が覆うような堆

積状況の上層である。核の部分は、通常の堆積層とは異なる様相を呈しているが、その成因については理解できな

い。

自然堤防の中央に近い基盤層では、Ⅲ-9層の粗砂がⅢ-3層 まで盛り上がったり管状に立ち上がったりしてい

る箇所がある。このような痕跡は、噴砂現象によって生じたものと理解される。したがって、当該地区はШ-3層

堆積後に大きな地震にみまわれたものと考えられる。なお、Ⅲ-3層からは後述するように、縄文時代晩期末頃の

上器が出上している。

河川跡堆積上層

|)河 川跡泥炭質土壌堆積部
河川跡泥炭質土壌堆積部の上層は15層に大別され、大別各層はさらに数層に細別できる層もある。各層の概要は

以下の通りである。

なお、「河川跡泥炭質土壌堆積部」は、以下の記述においては特に必要がある場合を除いて、単に「河川跡」と呼

ぶこととする。

I 層 (1層及び I層 と表示) 1層 は、黒色粘土質シルト (H区 )・ 褐灰色粘土 (Ⅵ区)・ 黒褐色粘土 (ⅥⅡ区)な

ど、場所によって土色・土質が異なるが、各地区とも現在または近年までの水田耕作土層である。層厚は20

cm前後である。 1層の水田耕作上の上に盛土をして畑地としているところもある。

2 層 河川跡の泥炭質土壌堆積部の上部に形成された旧水田耕作土層で、黒褐色の粘土を主体とする。河川跡の

中央付近にレンズ状に堆積しているが、河岸付近の 2層は、現水田の耕作活動 (1層)に よる攪乱を受け失



われている。 2層の残存状況が良く、層厚が厚い所では、耕起の疎密等の差によって土壌のこなれ具合に差

が生じ、上下 2層 (2a層 。2b層)に分層できるところもある。残りの良いところの層厚は20～30cmである。

層中より中世から近世の遺物が出土している。

3a層 黒色の粘土ないし泥炭質粘土層からなる水田耕作土層である。層の下部には漸移的に泥炭や灰白色火山灰
を多く含むようになり、層の底面は凹凸が著しい。河川跡の中央部ほど厚く堆積し、岸部は 1層 。2層の水

田耕作による削平を受けている。層厚は厚いところは50cm程あるが、30cm前後が普通である。平安時代から

中世の遺物が出上している。

3b層 黒色ないし黒褐色の泥炭質粘土を主体とする自然堆積層である。泥炭は草本質である。下層の 4層や 5層
などとともに3a層水田耕作土層の母材となった地層で、耕起に伴う掘削を受けているために遺存状態は悪

く、数cmだけ残存するのが一般的であるが、掘削の浅い部分では20側の層厚がある。平安時代の遺物が出土

している。

4 層 「灰白色火山灰」と呼ばれている火山灰層である。両岸部は 2層 または3a層水田の削平を受けて残存しな
い。中央部も部分的に3a層水田による攪乱を受けているが、3b層によって保護されているところの層厚は 5

cm前後で一定している。層の上部は密度が高く締まっているが、下部は漸移的に火山灰の密度が薄くなり泥

炭の混入する割合が高 くなる。10世紀前半の降下年代が与えられている (注 1)。

5 層 黒色ないし黒褐色の泥炭層または泥炭質粘土層である。ⅥⅢ区では河川の中央部に広く分布し、層厚も20cm

程あるが、Ⅱ区・Ⅵ区では河川中央付近に数側の厚さで部分的に分布するだけである。平安時代の遺物が出

上している。

6 層 黒色・黒褐色・暗褐色の泥災ないし泥炭質粘土層で、土色や泥炭の混入割合の相違によって互層状に数層
に分けられる。河岸上端を除き、河川跡全体に分布する。層厚は、Ⅷ区では10cm前後で一定するが、Ⅱ区 。

Ⅵ区では大部分が数cmの厚さしかないが、一部は濤状の落ち込みとなって50cmの厚さに堆積している。平安

時代の遺物が出土している。

7 層 灰オリーブ・オリーブ褐色ないしオリーブ黒色の粘土層である。河川中央付近に分布する。層厚はH区で
40cm o Ⅵ区で20cmあ るが、Ⅵl区・Ⅸ区では 8層 との区別ができない層となっている。

8 層 オリーブ黒色の粘土 (泥質)で、河川跡の中央の凹地に広く分布する。層厚はH区で 5 cm、 Ⅵ区で約50cm

ある。 7層から9層への漸移層で、上下両層の特徴となる土層を混合している。平安時代の遺物が出上して

いる。

(9層 )河 川跡底部付近の 9層は、 7層・ 8層 に見られたオリーブ系の上壌が見られなくなることで、 7層・ 8層
と区別される土層である。また、黒色の粘土質土壌を主体とすることで、草本及び木本質の黒褐色泥炭 (未

分解の木葉や枝を含む)を主体とする下層の10層 とは,ヒ較的容易に区別ができる。この点で、 9層 は 4層の

灰白色火山灰層に次ぐ土層区分の鍵層となる。ただし、河岸部では間層が入り、 3層に細分された。

9a層 黒色ないしオリーブ黒色の泥炭質粘土または粘土質泥炭層である。河岸部の斜面に沿って分布し、上部側
は粘土化、河川跡底部寄りは泥炭化している。層厚は 5 cm前後である。古墳時代後期の遺物が出上している。

9b層 黒褐色の粘土ないし粘土質泥炭を主体とする。9a層・9c層 と比較すると明るく感じられる。VⅢ区・IX区の
ように河川全体に分布するところと、Ⅱ区・Ⅵ区のように河岸部の斜面にのみ分布するところがある。層厚

は、河川跡底部で20cm前後、河岸部で 5 cm前後である。古墳時代中期の遺物が出土している。

9C層 黒色の粘土または粘土質泥炭を主体とする。河岸部の斜面から底部まで広く分布する。底部で厚く、岸部
では上部ほど薄 く堆積する。底部付近の層厚は5～20cm程である。古墳時代中期の遺物が出上している。

10 層 黒褐色の泥炭または粘土質泥炭を主体とし、未分解の木の葉や樹枝片を含む。河岸部から底部まで広く分



布し、層厚は底部で10～30cmあ る。Ⅷ区・Ⅸ区では、粘上の混入具合によって 3層に細分されている。古墳

時代中期の遺物が出上している。

II 層 黒色の泥炭質粘土または粘土質泥炭で、10層に比べ再び暗くなる。H区では河川跡全体に広く分布し、層
厚も底部で30～50cmあ るが、Ⅵ区やⅧ区・Ⅸ区では河岸斜面に沿って分布し、層厚は 5～ 15cmと 薄くなって

いる。H区 11層は、泥炭の含まれる割合の差によって上下 2層に細分されている。古墳時代中期の遺物が出

土している。

(12層 )12層 は、■層に比べやや明るい黒褐色の粘土質泥炭層で 3層に細分される。

12a層 黒褐色の粘土質泥炭または泥炭層で、H区では分布が明確でないが、Ⅵ区では南岸斜面に層厚10cm前後で

分布し、Ⅷ区・Ⅸ区では河川跡の北岸斜面から底面全体に 5～30cmの層厚で分布する。古墳時代前期の遺物

が出土している。

12b層 黒褐色の粘土質泥炭層で、暗灰黄色粘土粒を多量に含み、Ⅷ区・Ⅸ区では暗灰黄色を呈する。樹木片を多
量に含む。H区東部では底部に 5 cmの層厚で部分的に分布するだけであるが、Ⅵ区やⅧ区 。Ⅸ区では底部か

ら岸部斜面まで広く分布し、層厚はⅥ区で20cm前後、Ⅷ区・Ⅸ区で20～30cmあ る。古墳時代前期の遺物が出

上している。

12C層 黒褐色の粘土質泥炭層で、木本・草本の植物遺体を多く含む。H区・Ⅵ区では底部付近に分布し、層厚は
10～30cmあ るが、Ⅷ区・Ⅸ区には分布していない。古墳時代前期の遺物が出上している。

13 層 オリーブ黒色ないし暗灰責色の粘土層で、泥炭を含むが、12層 と比較するとその量は少ない。H区とⅥ区
では若千の土色の差や泥炭の混入具合の差によって細分されるところもある。H区では河川跡底部中央にの

み分布し、層厚は20cm前後である。Ⅵ区では河川跡底部に分布し、層厚は中央部で50cmあ り、大きな樹幹が

含まれている。Ⅷ区・Ⅸ区では両区の境付近の河川跡底部に部分的に分布し、層厚は 5 cln前後である。古墳

時代前期の遺物が出上している。

14 層 黒色から暗褐色の粘土ないし粘土質泥炭層で、木片や藁状の植物遺体を多く含む。■区・Ⅵ区に分布する
が、Ⅷ区。Ⅸ区では当該層は不明瞭である。H区では河岸斜面から底部まで分布し、底部での層厚は20cm前

後である。またH区の14層の上部には砂粒を多く含む部分がある。Ⅵ区の14層は底部に厚く堆積し、層厚は

中央部では60cmに達する。弥生時代中期の遺物が出上している。

(15層 )15層 はH区の調査時点では、にぶい黄褐色の粘土層として大きく1層 と理解されたが、Ⅵ区の調査におい

ては、15層中に黒褐色砂質シルトないし暗緑灰色粗砂層が存在し、部分的には河川跡の北岸に接し数十cmの

厚さで堆積している所がある。この層を中に挟んで15層を上下 3層 に分割した。さらにこの砂質シルトない

し粗砂層の下層は、Ⅷ区・Ⅸ区では2層に分割され、全体で 4層に細分される。

15a層  にぶい責褐色ないしオリーブ黄色の締まりの強い粘土層で、木葉や樹木片などの植物遺体を多く含む。分

布や層厚は場所によって差があるが、河岸斜面から底部まで広く比較的安定して分布している。Ⅷ区及びⅨ

区の東半分では、河川の自然堆積土と、北岸上部から流入した土器・貝殻 。骨角 。灰・戊などの生活残滓を

多量に含む人工的堆積上が混合した状況を呈しており、この部分の15a層 は、黒色ないし黒褐色を基調とする

粘土または泥炭質粘土層となっている。林生時代中期の遺物が出土している。

15b層 オリーブ灰色の粘土または砂質粘土を基調とし、岸際にだけ分布しており、河川跡底部の中央には存在し
ない。土質・土色により細分可能であるが、泥炭を含まないことは共通しており、この点は河川跡の他の上

層と15b層 との大きな相違点として認識される。この層の成因としては洪水などによる急激な堆積作用が考

えられる。層厚は、Ⅷ区・Ⅸ区の東壁部分で20～ 50cmである。土器片などが数点出上しているだけであるが、

上下層の関係から弥生時代中期と判断される。
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15C層 Ⅵ区では樹木の枝葉を多量に含む灰オリーブ粘上が主体となり、Ⅷ区・Ⅸ区では、土器・骨角・炭を多量
に含むオリーブ黒色の粘土質砂層が主体となる。各地区とも河川跡の底部のみに分布し、層厚は20～30cmで

ある。弥生時代中期の遺物が出上している。

15d層 Ⅷ区 。Ⅸ区で認識された土層で、オリーブ黒色のシルト質粘土層が主体となるが、岸際では土色等の相違
によって細分され、場所による変化が著しい。河川跡底部のみに分布し、層厚は60cm前後である。弥生時代

中期の遺物が出上している。

2)河 川跡砂 質土壌堆積 部 (16層 )
河川かに堆積した土層には、泥炭質土壌が堆積する以前に、砂・シル ト・粘上が互層状堆積した層があり、これ

らの層は一括して16層 とした。調査された河川北岸側の16層は、泥炭質土壌堆積部の北岸と同様に北から南に下が

るように傾斜して堆積している。16層の堆積する範囲は、H区のように泥炭質土壌堆積部と差がない部分と、Ⅵ区

やⅦI区・Ⅸ区のように泥炭質土壌堆積部の岸からかなり広がる場所とがある。このことはそれぞれ押口遺跡H区東

岸と西岸の場合と類似する。

泥炭質土壌堆積部と砂質土壌堆積部の境の層理面は、H区及びⅥ区・Ⅷ区西壁の断面のように緩やかな凹凸はあ

るものの

'ヒ

較的整合面となっているところと、Ⅷ区東壁の断面のようにクロスフィンガー状に不整合面となってい

るところがある。調査時の経験によると、河川跡の下端部付近の岸面からは激しい湧水があり、この湧水に伴って

岸面にはトンネル状の穴があく。このような現象によって不整合面が生じた可能性が考えられる。

16層は基本的には無遺物層であるが、H区16層中から弥生時代前期の上器が 1点出上している。

3 自然堤防部と河川部の共通支持地盤 (17層 )
河川跡の泥炭質土壌堆積部と砂質土壌堆積部の底面は、砂礫層である。この層は、直径 3 cm前後を主体とし、大

きいものでも余大の円礫と粗砂からなる。層中からは激しい湧水がある。砂礫層は調査区内のボーリング棒による

探査によると、自然堤防部の基盤層の下にも存在することが確認されている。この砂礫層は、仙台平野に広く分布

し「蒲生層」と呼ばれる扇状地状デルタ堆積物層の上部層に相当するものと考えられる。

なおこの砂礫層について、河川跡の泥炭質土壌堆積部 (1層～15層)と砂質土壌堆積部 (16層 )の下層ばかりで

なく、自然堤防の下層にものびているが、調査時に17層 と呼称したので、本書でも17層 に統一してある。

,主  言己

注1 白鳥良- 1980「多賀城跡出土土器の変遷」F研究紀要』宮城県多賀城跡調査研究所

第 5章  I区の遺構 と出土遺物

第 1節 調査区の位置と概要

I区は、中在家南遺跡の立地する東西にのびる自然堤防のほぼ中央に位置し、この部分の自然堤防の幅は現況で

15m～ 20m、 標高は5.3mである。調査前は畑地として土地利用されていた。自然堤防の南北両側は段差がついて 1

段低くなっている。北側の低地は水田となっており、標高は4.6m前後である。この水田は 2地点において試掘調査

が実施されている (No057・ No058ト レンチ)が、いずれからも遺構は検出されず、耕作土の下は貴褐色の粘土層が



のびている。また試掘調査区からは遺物も発見されていない。南側は、自然堤防に沿って旧河道が発見された、幅

約30mの水田が帯状に連なる。水田の標高は4.8m前後である。

I区は自然堤防を横断するように地区設定され、東西幅25m、 南北長は西側で約16m、 東側で約20mあ り、調査面

積は約640m2でぁる。表土 (耕作土)の厚さは20～30cmで、遺構検出面はにぶい責色の粘土質シル ト層 (Ⅲ層)であ

る。検出面には、遺構のほかに耕作に関係すると考えられる南北方向の濤状の攪乱がある。発見された遺構には、

掘立柱建物跡 2棟 (う ち 1棟は竪穴住居の柱穴の可能性あり)、 濤跡14条、土坑16基、ピット33個があり、遺構は調

査区全面に広がっているが、濤は北半部に、掘立柱建物跡や土坑・ピットは南半部に集中する傾向がある。

第 2節 発見遺構と出土遺物

1 掘立柱建物跡
掘立柱建物跡は、 I区中央部の南側で、重複する位置関係で 2棟検出されている。

SB― I掘立柱建物跡 P-3・ 5・ 6・ 7・ 8。 9・ 18・ 19。 20・ 42により構成される。SD-2・ 6濤跡に切られ

る。東西 3間、総長493cm(柱間寸法129～ 175cm、 平均161cm)、 南北 2間、西側列総長405cm(柱間寸法200cm・ 205

cm)、 東側列総長376cm(柱間寸法200cm・ 176cm)の東西棟建物で、東西柱列の方向は E-14° 一Sである。柱穴は直

径28～34cmの 円形で、検出面からの深さは22～ 41cmである。柱痕跡は円形で、直径は10～13cmである。遺物は、P―

5か ら土師器片 3点、P-6か ら土師器片 1点が出土している。

SB-2掘立柱建物跡 (SI― I竪穴住居跡) P-4・ ■・15。 16に より構成される。SD-1濤跡に切 られ、SB-1

掘立柱建物跡と重複するが直接の切り合いはない。南北 1間 。東西 1間の建物跡で、柱間間隔は、東列が約215cm、

西列が約215cm、 南列が約230cm、 北列が225cmを測る。南北柱列の方向はN-2° Wである。柱穴は長軸28～35cm、

短軸23～25cmの精円形である。柱痕跡は円形で、直径は10～ 13cmで ある。遺物は、P-4か ら土師器細片 1点、P―

15か ら土師器細片 2点、P-16か ら土師器細片 1点が出上している。

この遺構については、調査時は南北 1間・東西 1間の掘立柱建物跡とした。しかし、Ⅲ区の調査で検出された竪

穴住居跡は、柱穴と竪穴の掘り方の一部が方形に残っているだけであったが、この竪穴住居跡がさらに数cmの削平

第133図土層註記
Na 土    色 上   質 備 � 土    色 土   質 備 考

盛上 a 25Y3/2   黒 褐 色 ンル ト質粘土 酸化鉄・泥炭を少量含む。黒色上を少量含む。
盛土 b 粘土質シル ト 畑耕作土 7d 5Y3/1   オリーブ黒色 ンル ト質粘■ 酸化鉄・泥炭を少量含む。黒色とを少量含む。
盛土 c 粘■・シルト 盛上整地層 25Y2/1   黒    色 ンルト質粘土 オリーブ黒色上をブロック状に少量含む。
iOYR2/1   黒    色 粘土質ンル ト 盛上以前の水田耕作土 5 YR17/ユ  黒    色 シル ト質粘■ 酸化鉄及び泥炭を少量含む。
10YR4/4  褐   色 下部にマンガン粒を多量に含む。

1
7 5YR17/1 黒    色 ンル ト質粘上 泥炭を少量含む。

10YR4/1  褐 灰 色 酸化鉄とマンガン粒を多く含む。す 25Y2/1   黒    色 ンルト質粘土 泥炭を少量含む。
10YR6/1  褐  灰 色 粘土質ンル ト にぶい黄橙色の砂をブロック状に合む。 10YR17/1  黒    色 シル ト質粘上 泥炭を少量含む。灰黄褐色上を帯状に含む。
7 5YR17/1 黒    色 粘土質ンル ト 酸化鉄を少量含む。 95Y2/1   黒    色 ンル ト質粘土 泥炭を少量含む。
10YR17/1  黒   色 ンルト質粘土 灰白色火山灰のプロックを層下部に多く含む。 25Y2/1   黒    色 ンルト質粘■ 泥炭を少量含む。
10YR17/1  黒    色 ンルト質粘土 酸化鉄を微量含む。 25Y2/1 黒 色 ル ト質粘土 泥炭を多量に含む。

10YR7/3   にぶい黄橙色 火山灰 「灰白色火山灰」 10YR2/2  黒 褐 色 泥炭

10YR17/1  黒    色 シル ト質粘土 泥炭 (腐食土)を小ブロック状に合む。 10YR3/4  暗 褐 色 シル ト質粘上 泥炭を多く含む。
6 5 YR17/1  黒    色 シルト質粘土 泥炭を多量に含む。 10YR3/3  暗 褐 色 ンルト質粘土 泥炭を多く含む。
6b 7 5YR17/1 黒   色 シル ト質粘土 (東璧に当該層なし) 5Y2/2   オリーブ累色 粘土 (東璧に当該層なし)

7 5YR17/1 黒    色 ンル ト質粘土 泥炭をブロック状に多く含む。 13b 5Y7/4   浅 黄 色 粘土 泥炭を多く含む。下部に木片を多く含 t「。

7 5YR17/1 黒   色 ンルト質粘土 泥炭をプロック状に多く含む。 10YR3/3  暗 福 色 粘土 泥炭を多く含む。木片を多量に含む。

10YR2/1  黒   色 ルト質粘土 泥炭を小プロック状に多 く含む (東壁に当該層なし) 14b 10YR3/2  黒  褐  色 粘土 泥炭を多 く含む。木片 を多量に合む。

10YR2/1   黒    色 シル ト質粘土 泥炭を小ノロック状に少量含む。 10YR5/4   にぶい黄褐色 粘上 泥炭・木片を多量に含む。青色の上化した骨片を含む。

10YR2/1   黒    色 シルト質粘土 泥炭をブロック状に多く含む。 7 5CY6/1  オリーブ灰色 粘■ 黒褐色の泥炭をノロック状に含む。

7 5YR17/1 黒   色 シル ト質粘土 泥炭をノロック状に多く含む。 河川底面は砂礫層。壁面はシルト～粘土層。

5Y3/2   オリーブ黒色 ンル ト質粘土 酸化鉄を少量含む。泥炭を少量含む。 10YR2/1  黒   色 ンルト質粘士 灰白色火山灰をノロック状に含む。
25Y4/3   オリープ禍色 ンル ト質粘土 酸化鉄・泥炭を少量含む。黒色土を少量含む。 10YR17/1  黒    色 ンル ト質粘土 灰自色火山灰をノロック状に含む。

7b 5Y3/2   オリーブ黒色 ンルト質粘土 酸化鉄・泥炭を少量含む。黒色土を少量含む。
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を受けると柱穴だけが残り、本区の SB-2掘立柱建物跡とした遺構と同様の状況を呈するものと考えられること

から、竪穴住居跡の柱穴と位置づけるのが妥当であろう。この建物を竪穴住居跡とした場合、竪穴の規模は一辺 4

m前後と推定され、建物のプラン内のSK-5・ 6土坑や周辺の SK-4・ 7・ 13土坑は、竪穴住居跡に付随する施

設としての上坑や、竪穴住居の掘り方の凹地である可能性も考えられる。遺構の時期は、前記の柱穴や土坑から出

土している土師器の破片にロクロを使用したものが含まれないことと、本区の南側の河川跡から古墳時代前期から

中期の上師器が多数出上していることを考慮すると、古墳時代のものである可能性が高い。

2溝  跡
I区では、14条の濤跡が検出されている。これらの濤跡は、先に記したように I区の北半部に濃密に分布し、自

然堤防の上を縦断して東西方向にのびるものが多い。

SD― l濤跡 I区を東西に分断するように I区の中央を南北に縦断する。北側は後背湿地に形成された水田部にの

び、南側は自然堤防上の畑地と水田の境の段差のところで途切れる。重複する全ての遺構を切っている。方向は N―

15°一Wである。上幅は220cm、 下幅は110cln、 深さ45clnで断面形は逆台形を呈する。底面に若干の凹凸があるが南端
と北端とのレベル差はほとんどない。堆積土は大別 3層に分けられ、上 2層はプロック状の堆積土となっており、

人為的に埋められた可能性が高い。出土遺物には、土師器片28点、赤焼土器片 1点、須恵器片 1点、中国青磁片 1

点、染め付磁器片 1点、燻し瓦片 1点がある。

SD-2溝 跡 I区の中央を緩やかに蛇行しながら東西に横断する。西側は浅 くなって途切れる。SD-1に切られ、
SB-1、 SD-4・ 6、 SK-11、 P30・ 40を切っている。全体的な方向は E-11° 一Sである。上幅は30～ 50cm、 深

さは10cln前後で断面形は舟底形を呈する。底面のレベルは東端が西端より5 cmほ ど低い。堆積土は自然堆積の状況

を示し、 2層に分けられる。出土遺物には、土師器と考えられる破片15点、赤焼土器片及びロクロ土師器片 3点、

常滑産と考えられる中世陶器の甕片 1点がある。

SD-3濤跡 I区の西部で検出され、調査区の西壁から東方に4.5mのびたところで直角に南方に折れる。途中一部

途切れるが、自然堤防の南辺まで続 く。SD-4・ 8を切っている。方向は東西辺がE-11° 一 S、 南北辺が N-11° 一

Wである。上幅は18～55cm、 深さは 5 cln前後で断面形は舟底形を呈する。底面のレベルは南端が西端より15cmほ ど

低い。堆積土は残存部が浅いため 1層であるが、地点により上色・土質が異なる。出土遺物はない。

SD-4濤跡 I区の中央をSD-2と 平行して緩やかに蛇行してのび、途中一部途切れるが、調査区を東西に横断す

る。SD-1・ 2・ 3に切られ、SD-6・ 8・ 18を切っている。全体的な方向は E-8°一Sである。上幅は20～ 30cm、

深さは15cm前後で、断面形は逆台形を呈する。底面のレベルは西端が東端より6 cm低い。堆積土は 2層 に分けられ

る。出土遺物には、弥生土器または土師器と考えられる土器片10点、須恵器片 1点、貫入のある無色の釉薬の陶器

片 1点がある。

SD-5溝跡 I区の中央西寄りの南端に位置する。南端は畑地と本田の段差のところで途切れる。他の遺構との重

複はないが、攪乱坑により切られている。方向は N-37°一Wである。上幅は28～ 50cln、 深さは 5 cm前後で断面形は

偏平な逆台形を呈する。底面のレベルは南端が北端より10clnほ ど低い。堆積土は、地山と類似する土壌がブロック

状に堆積する。出土遺物はない。

SD-6濤跡 SD-2の北側に位置し、 I区の中央を緩やかに蛇行して東西に横断する。SD-1・ 2・ 4に切られ、

SB-1、 SD-7・ 8、 SK-11を切っている。全体的な方向は E-3° 一Sである。上幅は90～ 124cm、 深さは30cm前

後で、断面形は舟底形を呈する。底面のレベルは西端が東端より5 cmほ ど低い。堆積土は褐灰色粘土層、黒褐色粘

土層、褐灰色ないし黄橙色粘土層の 3層に大別される。遺物は、 2層中から36点の上師器と考えられる破片と、底

面から弥生土器片 1点及び土師器片 1点が出土している。
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Y=9203

ヨr§
句
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SD-6

SD-4

Q下

層 Ne 上 色 土  質 そ 他

10YR3/1黒 褐 色 灰黄褐色上の4ヽプロックと酸化鉄を少量含む

iOYR3/2黒 褐 色 灰黄褐色上の月ヽブロックと酸化鉄を少量含む

P19 10YR3/3暗 褐 色 シル ト質粘土 少量の駿化欽とにぶい黄橙色■の小ノロックを全体的に含む
10YR3/2黒 褐 色 シル ト質粘土 少畳の醐ヒ鉄とによい費橙色との小ブロックを全体的に含む
10YR4/ワ  灰 黄 禍 色 ンルト質粘上 少量の囲ヒ鉄とに】い責橙色との小アロックを御な的に含む
10YR4/2 灰黄褐 色 粘土 少量の酸化鉄とによい黄橙色上の小ノロックを留本的に含む

10Y卓5/3  にぶい黄褐色 粘土 少量の酸イヒ鉄とによい黄橙色■の小ノロックを全体的に含む

10YR4/2 灰 黄 褐 色 ンルト質粘土 少量の酸化鉄とにおい黄橙色■の小ノロックを全体的に含む
10YR3/1  黒 禍 色 粘土 少量の酸化鉄とによい責橙色■の小プロックを全体的に含む

IOYR5/2 灰 妾 福 色 粘上 少量の酸化鉄とによい黄橙色■の小ノロックを全体的に含む

10YR2/1  黒    色 粘土 灰黄褐色上の小ノロックと駿化鉄を少量含む

10YR3/1黒 褐 色 ンルト質粘土 灰黄褐色上の小プロックと酸化鉄を少量含む

iOYR2/1  黒    色 粘■ 灰黄褐色上の小プロックと酸化鉄を少量台む

10YR4/' 灰 黄 褐 色 粘圭 灰黄褐色上の小プロックと酸化鉄を少量含む

10YR4/1褐 灰 色 灰責褐色土の小ノロックと酸化鉄を少量含む

10YR5/1褐 灰 色 灰黄褐色上のイヽプロックと酸化欽を少量含む

10YR5/2 灰黄褐色 灰黄褐色上の小プロックと酸化鉄を少量含む

10YR2/ 黒 色 粘土 灰白色粘上を少量含む

黒 色 粘土

灰  白  色 粘土 酸化鉄を少量含む

10YR2/ 黒 色 粘土 灰白色粘土を少量含む
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SK-7

0                             2■ n◎
P14

層 No 土   色 上  質 そ   の   他
10YR3/1  黒褐色 シル ト質粘土 灰褐色上の小ノロックと酸化鉄を少量含む
10YR4/1  褐灰色 ンル ト質粘上 灰褐色土の小ノロックと酸化鉄を少量含む

第137図  SB-2建物跡実測図

SD-7溝跡 I区の 2の北西部に位置する。SD-1・ 6に切られ、SD-8・ 11を切っている。東側はSD-1に切

られたところで、西側はSD-6に切られたところで途切れている。検出部は緩 く湾曲する。上幅は50～ 70cm、 深さ

は 5 cm前後で、断面形は浅い舟底形を呈する。底面の西端と東端とのレベル差はない。堆積土は 3層に分けられる。

遺物は、土師器と考えられる土器の破片が 2点出上している。

SD-8溝跡 I区の北西部で検出され、自然堤防上を北東から南西方向に斜めに横断してのびる。SD-1・ 3・ 4・

6・ 7・ 11な ど重複する全ての遺構に切られている。方向はN-41° 一Eである。上幅は40～ 85cm、 深さは35cm前後

で、断面形はU字形を呈する。底面の西端と東端のレベル差はない。堆積土は、上部の褐灰色粘土層と下部の黒褐

色粘土層に大別される。2a層から土師器片 1点 と、ガラス製のオハジキが 1点出土している。

SD-9溝跡 I区の北部の自然堤防から後背湿地にかけて検出され、東西方向にのびる濤跡では一番北側に位置す

る。SD―■ から分岐した濤を切っている。全体的な方向は E-4°一Sである。上幅は50～107硼、深さは65cm前後で、

幅の割に深い。断面形は逆台形を基調とするが、南側の壁面にはテラス状の段が部分的に存在する。底面のレベル

は西端が東端より20cmほ ど低い。堆積土は 8層に分けられた。出土遺物はない。

SD― 10濤跡 欠番
SD― |!濤跡 I区の北部で検出され、自然堤防を縦断し、西端は後背湿地にのびている。SD-1・ 7・ 9に切られ、

SD-8を切っている。上幅は152～ 230cm、 深さは35cm前後で、断面形は逆台形を呈する。底面の西端と東端とのレ

ベル差はほとんどない。堆積土は4層 に分けられる。SD-11の東端近くの北岸には、分岐して北東方向にのびる細

ＳＫ
・ ５



A  SD-1
540m引

SD-2・ 4

B
540m引

SD-7

SD-8

SD-9

G′

ト

μ
ト

SD-1

SD-2・ 4

SD-8
I

550m引

SD-9

J

530m引

SD-3 (1)
C      C′岬
以
ト

SD-3

(2)
D

540m引
■
ト

SD-5
E      E′輛
斡
ト

SD-11

K
540m引

κ
ト

層 No 土  色 上   質 他

10YR3/1  黒 鵜 色 ンル ト質粘土 層下部に少量の酸化鉄が見られる
10YR4/2  灰黄褐色 ル ト質粘土 酸化欽粒を多量に含む

10YR4/1  褐 灰 色 ンルト質粘土 酸化鉄粒を多量に含む土  色 土   質 他

10YR2/2  黒 褐 色
酸化鉄を含んだにぶい黄橙色ンルトをノロック状もしくは小

ノロック状に含む

10YR5/2  灰黄褐色 マンガン斑を全体的に含む

25Y5/2  暗灰黄色 ンル ト質粘土
灰色粘上の小ノロックを全体的にまばらに含み、マンガン斑、

酸化鉄斑を全体的に含む、また層下部に酸化鉄を帯状に含む

3 5Y4/1  灰  色 粘上 わずかに細砂を全体的に含む

層 Nd 主   色 ■  質 そ 他

SD-2- 1 10YR3/3  暗褐色 酸化鉄を少量含む

10YR4/1  褐灰色 シル ト質粘土 掘灰粘土を少量含む
SD-4- 1 10YR3/1 黒褐色

IOYR4/1  褐灰色 ンル ト質粘上

土   色 土 質 そ 他

褐灰色 粘土 酸化鉄を少量含む

iOYR4/ 褐灰色 粘上 浅責橙色粘土を少量含む

IOYR3/ 黒褐色 粘 上 「オハジキ」出土

10YR3/ 黒褐色 粘土 酸化鉄を多量に含む

10YR3/ 黒褐色 粘土 酸化鉄、浅黄橙色粘土を含む

黒褐色 粘土 マンガン粒を少量含む

層 No 土   色 土  質 他

SD-3(1)-1 10YR4/2  灰黄福色 シルト質粘土
(2)-1 10YR4/2  灰黄褐色 ンルト質粘上

層 聴 上  色 上   質 他

10YR4/2   灰黄褐色 シルト質粘土 少量の酸化鉄を含む
10YR4/2  灰黄褐色 シルト質粘土 少量の酸化鉄を含む
10YR2/1   黒  色 シル ト質粘■ 少量の酸化鉄を含む
10YR6/ワ   灰黄掲色 シル ト質粘上 層全体に多量の酸化鉄を含む
10YR4/つ    灰黄偶色 シルト質粘上 黄橙色上を少量含む
10YR2/2  黒褐色 粘土 灰黄褐色上の小ノロックを少霊含む

10YR1 7/1  黒  色 粘土 灰責褐色■粒を多壁に含む、未分解の植物遺体をまばらに含む

10YR6/2   灰黄褐色 粘土 全体的に酸化鉄を含む

SD-5
層  血 色 土  質 他

10YR4/1  褐 灰 色 シル ト質粘土 酸化鉄を少量含む
10YR5/1 福  灰  色 ンル ト質粘土 黄橙色粘上をブロック状に含む
iOYR3/4 浅 黄 橙 色 粘土

iOYR7/2  にぶい糞橙色 シルト質粘士 褐灰色粘土を斑状に少量含む

SD-6
層  配 土  色 土 質 他

IOYR4/1  褐灰色 粘土 酸化鉄を多量含む

10YR4/1  禍灰色 粘土 酸化鉄を少量含む

黒褐色 粘土

10YR3/ 黒褐色 粘土 浅黄橙色粘土質ンル トをブロック状に含む

10YR3/ 黒褐色 粘上 ンガン・酸化鉄を含む

褐灰色 粘土 ンガン・酸化鉄を含む

iOYR3/6  責橙色 粘上 褐灰色粘上を少量含む
IOYR4/1  褐灰色 粘土 黄橙色粘上をノロック状に多量に含む

SD-11
層 Nd 上  色 土 質 そ 他

10YR3/1 黒褐色 粘■
10YR5/1  褐灰色 粘土 酸化鉄を多量に含む

3 10YR3/1  黒褐色 粘上 淡黄色粘土質シルトをノロック状に含む
2 5YR3/4 淡黄色 砂 缶詰缶を出上した

第138図 I区溝跡断面図 1
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層 聴 土   色 土  質 そ  の  他

iOYR4/3  にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黄橙色、白色粘■をノロック状に含む

SD-18
層 No 上   色 上 質 そ  の  他

褐灰色 粘土 によい黄橙色、シル トを夕量含む

第139図  I区濤跡断面図 2

い濤が付随する。付随部分は、幅30～70cm、 深さ10cm前後である。遺物は、堆積土中から第140図 2～ 5の上師器や

石器 (第 140図 9)の他に、多数の上師器と考えられる土器の破片が出上しているが、白色の磁器片や、底面からは

現在販売されているものと類似する缶詰缶が腐食したものも出上している。

SD-12溝跡 調査区東部の南側で検出された。検出部の全長は5.7mで、方向はN-75°一Eである。上幅は55cm前

後で、深さは10cm程である。断面形は浅い舟底形を呈し、底面の両端にレベルの差はない。堆積土は、黒褐色シル

ト1層である。遺物は出土していない。

SD-13・ 14・ 15濤跡  (II区検出)

SD-16滞跡 調査区中央の南部で検出された。両端は調査区内で切れている。検出部の全長は3.lmで、方向は N一

7°一Wである。上幅は15～20cmと狭 く、深さは 5 cm程である。断面形は浅い舟底形を呈する。底面の両端にレベル

の差はない。堆積土はにぶい黄褐色の粘土質シルト1層である。遺物は出上していない。

SD-17濤跡 調査区中央の SD-1の西側、SD-2の 南側で検出された。短い濤で、両端は調査区内で切れ、検出

部の全長は1.lmしかない。方向はN-20° 一Eである。上幅は15cm前後で、深さは 6 cm程である。断面形は舟底形

を呈する。底面の両端にレベルの差はない。浅い滞にもかかわらず堆積土は 3層に分けられる。遺物は土師器片が

1点出上している。

SD-18濤跡 調査区の北西部で SD-8の西側で検出されている。検出範囲は短く、南端はSD-4に切られたとこ

ろで不明となる。上幅は30cm前後、深さは 5 cmである。断面形は浅い舟底形を呈する。堆積土は褐灰色粘土層 1層

である。遺物は出上していない。

3 土  坑
I区では、SK-1～16の 16基土坑が発見されている。これらの上坑は自然堤防の南半部に分布し、特にSB-1

の周辺に三分の一の 5基が集中している。

SK― I土坑 I区西側中央付近に位置する。平面形は東西長軸64cm、 南北短軸52cmの略円形である。深さは 6 cmで、

断面形は浅い舟底形を呈する。堆積土は黒褐色粘± 1層である。出土遺物はない。

SK-2土坑 SK-1の 東に隣接して検出された。平面形は直径約50cmの 円形である。深さは15cmで、断面形は浅い

U字形を呈する。堆積上は黒褐色粘± 1層である。遺物は、古墳時代中期の上師器邦 (第140図 6)と 寮の体部下半

の破片 (第 140図 7)が出上している。

層 Ne 土  色 土 質 そ   の   他
10YR3/2 黒褐色 黄褐色上のアロックを含む

土  亀 土  質 そ   の   他
10YR3/2 黒StI 粘上質シル ト

IOYR8/6  黄橙色 格土

3 編灰色 シルト質粘土 灰色粘土少量含む
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SK-5
層 Nd 土  色 土 質 他

10YR3/2  黒褐色 黄褐色上のブロックを含む

SK-1
層 Na 上  色 土 質 他

10YR2/2 黒褐色 粘土 黄褐色土のプロックを含む

SK-6
層 No 土  色 土 質 そ 他

10YR3/2  黒褐色 黄褐色上のプロックを含む

SK-2
層 NQ 土  色 土 質 そ   の   他
10YR3/1  黒掲色 ングレト 少量の酸化鉄と黄褐色土ノロックを含む

Y=9204

浄却剛0+
Y=9.197

下 D′

SK-4

SK-3
層 Ne 土   色 ■ 質 そ  の  他
SK-3-1 10YR2/?  黒掲色 粘土 黄褐色土のプロックを含む

層 NQ 上  色 土 質 他

10YR3/1 黒掲色 黄褐色上の小ブロックを多く含む

SK-13
層 � 土  色 土  質 他

10YR3/1  黒褐色 粘土質シル ト 黄褐色上の小プロックを少量含む。上師器片を含む

10YR3/1  黒褐色 粘上 黄褐色上のアロックを多 く含む。

層  聴 上   色 土 質 他

SK-4-1 10YR3/2  黒褐色 黄褐色上のプロックを含む

SK-8
層 Na 土  色 土   質 そ   の  他
25Y3/1 黒褐色 ンル ト質粘上 にぶい黄褐色土を少量含む

SK-9
層 Ne 上  色 土   質 そ 他

10YR3/2  黒褐色 粘土 にぶい黄褐色上を少量含む

22Y4/1  黄灰色 シル ト質粘土 黄褐色上のブロックを含む
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SK-15

SK-10
層 醜 土   色 土   質 そ   の   他
iOYR2/2 黒褐色 シルト質粘土 少量の酸化鉄を含む

iOYR2/1 黒 色 ンル ト質粘土 小ブロック状の黒色粘■を全体的に含む (■器出土面 )

10YR2/1  黒 色 シル ト質粘土 酸化鉄粒を含んだ灰黄褐色上を少量含む
10YR3/1 黒福色 シルト 酸化鉄粒を含んだ灰黄褐色上を少量含む

層 h 土  色 土  質 そ   の   他
10YR2/2  黒 褐 色 粘上 鈍い黄褐色上のプロックをわずかに含む

25Y2/1   黒    色 粘土 鈍い黄褐色上のプロックを多量に含む

3 10YR1 7/1  黒    色 粘土 鈍い黄褐色上のプロックを少量含む

10YRI″ 1 黒    色 粘土 鈍い黄褐色土を少量含む

10YR6/3   にぶい黄橙色 粘土質シル ト 黒色粘上を少量含む

10YR1 7/1  黒   色 粘土 におい黄笹色土を少量含む

SK-11
層 h 土  色 土 質 そ   の   他

10Y烹つ/3 褐 色 酸化鉄を全体的に斑状に含む

10YR2/3 褐 色 酸化鉄を全体的に斑状に含む

10YR2/1 黒褐色 粘土 酸化鉄を全体的に斑状に含む
SK-16
層 Ne 土  色 土 質 そ   の   他
10YR6/4  にぶい黄橙色 粘と 灰白色、褐灰色粘上をプロック状に含む

層 Nd 土   色 土  質 そ   の   他
10YR3/2  黒褐色 シル ト質粘土 黄福色上のアロックを含む

Q

層 NQ 上  色 土 質 そ   の   他
7 5YR2/2  オリーア黒色 植物遺体を少量含む

10YR2/3  黒 褐 色 植物遺体を含む

10YR17/1  黒 色 植物遺体を含む

NO/7    灰  Lg 色 黒褐色粘上を層の中部含む

iOYR1/ワ   黒    色 粘土 層下部にもろい小礫を含む

Nか

SK-14
Y=9214

層 Ne 主  色 上  質 そ   の   他
10YR2/3 黒福色 シル ト質粘土 にぶい責橙色上を少量含む

10YR2/1  黒 色

第142図  I区土坑実測図 2(SK-17は ‖区)
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SK-3土坑 I区西側中央の南寄りに位置する。平面形は直径約60cmの不整円形である。深さは10cmで、断面形は

舟底形を呈する。堆積土は黒褐色粘± 1層である。出土遺物はない。

SK-4土坑 調査区中央に位置し、SB-1の北に隣接する。平面形は東西長軸54cm、 南北短軸34cmの楕円形である。
深さは 6 cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は黒褐色シル ト1層である。出土遺物はない。

SK-5土坑 調査区中央の南側に位置し、SB-1の遺構範囲内にある。平面形は東西長軸65cm、 南北短軸57cmの略
円形である。深さは10cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は黒褐色シルト1層である。出土遺物はない。

SK-6土坑 SK-5の 南に隣接して検出され、SB-1の遺構範囲内にある。平面形は南北長軸64cm、 東西短軸52cm
の不整円形である。深さは10cmで、断面形は浅い舟底形を呈する。堆積土は黒褐色シルト1層である。遺物は土師

器片が11点出上している。

SK-7土坑 調査区中央の南端に位置し、SB-1の遺構範囲内の南側に隣接する。平面形は南北長軸80cm、 東西短

軸70cmの不整円形である。深さは10cmで、断面形は浅いU字形を呈する。堆積土は黒褐色シルト1層である。遺物

は土師器片が 5点出土している。

SK-8土坑 調査区中央東寄りの SD-6と SD―■ の間で検出された。平面形は東西長軸53cm、 南北短軸46cmの略

円形である。深さは10cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は黒褐色シルト質粘± 1層である。遺物は土師器片

が 1点出土している。

SK-9土坑 SK-8の東側に隣接して検出された。平面形は東西65cm、 南北67cmの不整円形である。深さは■cmで、

断面形は舟底形を呈する。堆積土は黒褐色粘土と責灰色シルト質粘上の 2層である。遺物は土師器の細片が56点出

上している。

SK-10上坑 SK-9の 南東 2mの ところに位置する。平面形は南北長軸67cm、 東西短軸57cmの略円形である。深さ

は29cmで、断面形は逆台形を呈する。堆積土は黒褐色ないし黒色上で 4層に分けられる。遺物は土師器の壼または

甕の体部下半の破片 (第 140図 8)が出上している。

SK― ll土坑 調査区中央東寄りのSD-2と SD-6の間で検出され、両濤跡及び P9に切られている。現状の平面

形は東西70cln、 南北56cmの不整形であるが、底面は精円形を呈している。深さは19clnで、断面形は不整な舟底形を

呈する。堆積土は上部の褐色シルトと下部の黒褐色粘上の 2層 に大別される。出土遺物はない。

SK― 12上坑 I区南東部の SD-12の北側で検出された。平面形は東西67cln、 南北60cmの不整円形形である。深さ

は13cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は黒褐色シルト質粘± 1層である。遺物は土師器片が 2点出上してい

る。

SK一 13土坑 調査区中央の南部のSB-2の南狽1に隣接して検出された。P17に東端を切られている。平面形は東西

長軸60側、南北短軸40cmの楕円形である。西端はピット状に一段低くなっている。深さは、最深部で22cmである。

堆積土は上部が黒褐色粘土質シルト、下部が黒褐色粘上の 2層である。遺物は土師器片が 6点 と砥石の細片が 1点

出上している。

SK― 14土坑 調査区東端中央で検出された。SD―■ に北側を切られている。現状の平面形は南北70cm、 東西62cm

の半楕円形である。深さは20cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は上部の黒褐色シルト質粘土と下部の黒色シ

ルト質粘上の 2層に大別される。出土遺物はない。

SK― 15土坑 I区西部南端の畑地と水田の境の斜面で検出された。平面形は東西長軸73cln、 南北短軸62cmの略円形

である。深さは■Ocmほ どあり、断面形はU字形を呈する。堆積土は黒色ないし黒褐色の粘上を主体とし、6層 に分

けられる。出土遺物はない。

SK-16上坑 I区北西部のSD-4と SD-6の間で検出された。平面形は、上面は東西50cm、 南北41cmの不整形で

あるが、底面は直径30cm程の円形である。深さは10cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は、にぶい黄橙色± 1



層である。出土遺物はない。

4 ビット
I区では33個のピット (Pl～P42の うち P31～P39を除く)が検出されている。このうち P3・ 5・ 6。 7・ 8・

9・ 18・ 19・ 20・ 42は SB-1掘立柱建物跡の柱穴である。また、P4・ ■・ 15。 16は SB-2と した竪穴住居跡の

柱穴の可能性が高い。他の19個のピットについては、その性格は不明であるが、P26・ 29・ 40では柱痕跡が検出され

ており、他にも建物が存在した可能性がある。

第 6章 H区の遺構 と出土遺物

第 1節 調査区の位置と概要

H区は、中在家南遺跡にかかる六丁目荒井西線に設定された調査区で、現地形が畑地となっている I区の南側に

連続する調査区である。H区の現地形は水田(休耕地)で、畑地との境は50cm前後の段差があり、水田側が低くなっ

ている。水田は、やや蛇行しながら旧地形に沿って東西方向に長くのびており、H区付近の幅は25～30mで、標高

は4.8mで ある。調査区は水田にかかる街路の全域に設定することができず、北端から20～27m付近までを調査し

た。調査区は長さ約21m、 幅は26mで、調査面積は約570m2でぁる。Ⅱ区の南端から5m前後のところには、水路が

西から東へ流れ、この水路の南側は再び
二段高くなり、古くから続ぐ民家の敷地となっている。敷地は水田に沿っ

て幅60m前後あり、この敷地のさらに南側には後背湿地に立地する水田が広がっている。

H区の表土は、黒色の粘土質シルトを主体とする水田耕作上が基本であるが、H区の南部では、水田から畑地へ

の転換のために、この上に盛土がなされている。表上を除去した面では、畑地と水田の境の段から2～ 8mの とこ

ろより南側の調査区全体に、黒色粘土質シルト層が分布することが確認された。この黒色粘土質シルト層の分布域

は、試掘調査の結果から、河川跡 (旧河道)に関係する堆積上の上部層と判断された。畑地と水田の境の段から河

川跡の落ち込みの間は、2～ 8mの幅でテラス状の平坦面となっているが、この部分で遺構は検出されなかった。

現在の畑地と水田の境の段と、河川跡の上端のラインが一致せず、しかしテラスが形成された理由としては、旧河

道に形成された水田を拡大するために、自然堤防に向かって行われた不均―な開墾が一因と考えられる。開墾の結

果、テラス部分の遺構は削平を受けたために遺存していないものと判断される。

第 2節 河)II跡堆積土中の遺構と遺物

1 河川跡の概要
中在家南遺跡H区河川跡は I区の南側に位置し、上端は北岸側だけが検出された。南狽1の河岸部は、屋敷地内に

なるために調査できなかった。検出部における河川跡の幅は、最大で23mである。現水田面から河川跡底面の砂礫

層 (17層 )ま での深さは、2.8m前後である。河川跡底面では南北両岸の立ち上がりが検出されており、底面の幅は

6.5～8.5mを測る。底面はほぼ平坦で、中央付近からは大きな自然木が横転した状態で出土している (第 132図 )。

II区の16層 (砂質土壌堆積部)は南側は調査区外のため不明であるが、北側では岸面に沿って65～85cmの厚さで

堆積している。15層から2層までの泥炭質土壌堆積部のうち、15層から3b層 までは自然堆積の状況を示し、3a層よ

り上層は水田土壌として開発され、人の手が加わっている。
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第143図 ‖区 2層検出遺構実測図

2層検出遺構と出土遺物

|)堆 積土の状況 と検 出遺構
2層は、近年の水田による削平を受けているために、河川跡の中央部に部分的に残るだけである。層厚は、保存

の良い部分で12clnある。耕作上を除去した 2層上面で濤跡 1条と、 2層中で 2層水田の畦畔痕跡 (擬似畦畔B)2

条の遺構を検出した。

2)水 田跡
2層除去中に、 2層上部より暗い土層が河川跡の中央部で約 6m離れて東西方向に2条 (畦畔A・ B)検出され
た。両畦畔は方向はほぼ同一の N-75° 一E前後であるが、その延長方向は一致せず、約 3mの間隔で平行する。畦

畔Aは、検出部の長さは約 5m、 幅は上面で70cm前後である。畦畔Bは、検出部の長さが約 7m、 幅は上面で60cln

河川跡上端
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前後である。両畦畔は、旧河道に形成された水田において、その凹地の中央を縦断するように区画するための畦畔

の残存部と考えられる。畦畔 A・ Bに直交する畦畔は検出できなかった。

3)溝  跡
SD― 13濤 H区の南西隅の 2層上面で検出された。¬形にほぼ直角に折れ、調査区外の西と南にのびている。東西

にのびる部分は2段に掘られ、南側が 1段深くなっている。南北方向の部分は東西方向の部分の浅い方と同じ深さ

でのびている。濤の規模は、東西部分で幅220～ 320cm。 深さ約140cm、 南北部分で幅110cln・ 深さ約50cmである。堆

積土はグライ化した灰色ないし灰責色の粘土である。遺物は第144図に図示した砥石と、第145図に図示した円孔の

開いた板材のほか、弥生土器片、土師器片、近世以降の陶器片・磁器片・瓦片、ガラス容器片・菜切り包丁刃部な

どが出上している。

―陸翼 ―燿 匠珂

中
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図
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翻 」 器 種
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特  徴 ・ 備  考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層 位 取上番号 全 長 幅 ・ 径 厚 さ 重 量

K-3 石器 扇 H区 砥―両面、加工又はほ―両側面

第144図  SD-13出土石製品

Sl(%)
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第145図  SD-13出土木製品

4)出 土遺物
2層からは多数の上師器細片に混じって、弥生土器片、須恵器片、中世陶器片、中国青磁片、招絵磁器片、古瓦

片、近世瓦片や無孔の上玉 (第 150図 1)な どが出上している。遺物の出土状況に特にまとまりはなく、散在的に出

上している。出土遺物はいずれも小破片が多く、軟質の上器の表面は磨耗が著しい。
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SD-14
層 hTo 上  色 土 質 そ  の  他
1 7 5YR17/1 黒 色 粘と 黒色泥岸・黒褐色泥梓、灰白色火山灰のプロックを含む
7 5YR17/1 黒 色 粘上 酸化鉄粒を全体的に合む
7 5YR2/1   黒 色 粘土 未分解の植秘遺体を全体的に多量に含む (基本層HI層 )

SD-15
層 Na 上   色 上 質 そ   の   他

10YR3/3  暗褐色 粘土
未分解の植物遺体を全体的に含み、下層起源の10YR5/3

にぶい黄褐色の粘上を小プロック状に下部に含みまれに、

灰白色火山灰をプロック状に含む。

第147図  ‖区 3層検出溝跡 (SD-14・ 15)断面図
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3層検出遺構と出土遺物

|)堆 積 上の状況 と検 出遺 構
3層 は、同じ黒色土層でも水田の耕作土となっている3a層 と、自然堆積のままの3b層 に細分される。H区では水

田耕作上の3a層が 3層の大部分を占め、3b層の残っている部分は少ない。H区3a層は、河川跡のほぼ全面に分布す

る。層厚は中央部で30～40硼あるが、岸部では次第に薄くなる。底面の凹凸が著しく、掘削が深く及んでいる部分

においては、3b層だけでなく4層 。5層・ 6層・ 7層 も部分的に耕作土として巻き上げている。このため3a層 には

灰白色火山灰が斑状に含まれ、層の下部ほど大きなブロックの灰白色火山灰がみられる。

H区 3層 (3a層 )の検出遺構には水田跡に伴う畦畔 2条 と濤跡 2条及び杭が13本ある。

2)水 田跡
水田に伴う遺構は、3a層水田跡の南北方向の畦畔痕跡 (3b層 と4層が混合した層から成る擬似畦畔 B)が、河川

跡の中央より北岸寄りで 2条検出されている。2条の畦畔ともSD-14濤跡の堆積上の上に被さって存在するので、

SD-14濤跡よりも新しいと考えられる。西側の畦畔 Aは、南北に7.5mの範囲が検出された。N-9° 一Wの方向で

のび、幅は上面で60～90∽、下面で120～130cmを測る。東側の畦畔 Bは、河川跡北岸付近の酸化鉄が帯条に集積し

た部分を含めて南北に1lmの範囲が検出された。畦畔 Bは畦畔 Aと ほぼ同じN-8°一Wの方向でのび、幅は上面で
30～70cm、 下面で50～■Ocmを測る。2条の畦畔の間隔は13.5～ 14mである。これらの畦畔に直交する東西方向の畦

畔は検出されなかった。

3)溝  跡
3層に関わる濤跡は 2条検出されている。

SD― 14濤跡 2層水田耕作土除去後の残存の3a層上面で検出された。河川跡の川岸線に沿うように僅かに蛇行し

ながら東西方向にのびる。幅は上面で290～ 120銅、深さは12～ 5 cmである。断面形は浅い舟底形を呈し、底面は凹

凸が著しい。堆積土は黒色ないし黒褐色の泥炭と灰白色火山灰のブロックを含む黒色粘土層を主体とする。遺物は、

ロクロ土師器 2点を含む71点の上師器片と、須恵器片 1点が出土している。

SD― 15濤跡 SD-15濤跡はH区東部の3a層が 4層から6層 に達する落ち込みである。濤として掘削された遺構で

はなく、3a層水田の開発に伴う掘削作業によって形成された耕作痕跡と考えられる。幅は130～ 60cm、 深さは10～ 5

cmであるが、底面や両岸のラインは凹凸が著しい。堆積土は3a層 と同様であるが、攪拌が進んでいないために泥炭

層や灰白色火山灰層はブロック状に残っている。SD-15濤跡とした3a層からは、ロクロ土師器 2点を含む 5点の上

師器片と、須恵器片 2点が出土している。

4)杭 列

杭は畦畔 Bの西側にややまとまって分布する。このうち杭 8-杭 1-杭 6-杭 3-杭 4-杭 13-杭 5の 7本の杭

は、畦畔Bの西辺に沿って数十cmか ら3mの不規則な間隔で北から南方向に直線的に並ぶ。7本の杭のうち北側の
4本は、いずれも検出面からの長さが20伽以下の短いものである。これに対して南側の 3本 (杭 4・ 13・ 5)は70

cmを超す長い杭となっており、北側と南側の杭に違いがある。方向と位置関係から杭 8～杭 5は畦畔 Bと 何らかの

関係を持つ遺構とも考えられるが、打ち込み面が不明であるので、上層の水田に関係する可能性もある。

その他の杭については、相互関係や他遺構との関係は不明である。
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第149図  ‖区 3層土器・木製品No 4出土状況

5)遺 物 出上状 況
3層の遺物は畦畔 Aと畦畔 Bの間から集中的に出土しているj畦畔Aの周辺では3a層の下部から「コロバシ」と

呼ばれる木製品が出上している。コロバシ周辺の上層は、3b層・ 4層・ 5層などが3a層の水田の耕作に伴って攪拌

され、大小のブロック状の堆積土となっている。このような出土状況から、コロバシは3a層の水田に所属する遺物

ではなく、本来は3b層 または 5層に属するものが、3a層水田開発の際の起耕に伴つて巻き上げられたものと考えら

れる。コロバシは横になった状態で根元側をやや低 くして出上しており、出上位置での上部は耕作によると思われ

る削平を受け、さらに根元と反対側の端部はかなり破壊され、軸部突起の約半分は20cmほ ど北西側に離れたところ

から出土している。コロバシの北東付近からは、土師器邦 1点 と赤焼土器 9点が、潰れたり破片となった状態では

あるがまとまって出土している (第149図 )。 これらの上器についても、3b層以下の層からコロバシと同様に巻き上

げられたものと考えられる。

畦畔 Aか らに畦畔 Bにかけての地域からは木製品や材が多数出上しているが、出土状況にまとまりはない。また

これらの木製品や材その他の遺物のなかにも、本来は3b層以下の地層に包含されていたものが、3a層水田開発に伴

う起耕によって巻き上げられたものも含まれている可能サ性がある。

6)出 土遺 物
3a層からの主な出土遺物には土師器・赤焼土器 。須恵器・陶器・瓦・石器 。石製品 。木製品類・土製品などがあ

る。土師器はロクロ使用のものは第150図 5の邪のほか数点の郷片や甕片が出上している。非ロクロ土師器は高不

く`、_と_ィンノ
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第150図 観察表
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甲

号

図

番
録
号
登
番 種 別 器 種

区

位

地

層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-4 木製品 』
層

１１

５ 3木 4 鋲
・０３

最大幅
278

端部径 クメギ
平安―中世 264-15

第151図  ‖区河川跡 3層出土木製品類 1

や不・甕をはじめと

まって出上しており

須恵器は甕を主とす

する多数の破片が出土しているがいずれも小破片である。赤焼土器はコロバシの近 くからまと

、 9点を図化することができた (第150図 6～ 14)。 底部の残るものはすべて糸切 り底である。

る14点の破片が出上している。陶器は第150図 15に図示した片口鉢のほか、中世陶器の甕の体部
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取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-12 木製品 斧膝柄
■区
3層
3材 7

長

■

全

３６
斧台長
146 紳解

斧台厚 柄部長
24 8
柄部径
24 鸞 IΨ I哲 〒 コナラ節 平安―中世 263-4

2 L-1 木製品 椀
区

層 3木 ユ
器高
4 6
口径 (長・幅 ) 底径 (長・ 幅 )

内外面黒漆、割物
ケヤキ 横木取 り 平安―中世 264-4

3 L-5 木製品 円板
区

層 3本 7
景

■

宝

・５

』
生

厚
住

推定復元径
1暴堰ξi:紹

ス ギ 平安―中世 264-H

4 L-21 木製品 容器
必
層

１１

＾
も

匈
お
お
‐３

口径 (長・ 鴨 )
23 8

底径 (長・幅)
穿孔  6個  箱部材 スギ 柾 目 平安―中世 264-7

5 L-3 木製品 下駄
区
層

ＩＩ

３ 3本 3
長

お

金

１４
身部幅
31
身部厚
16

歯幅 歯長 歯厚 ケヤキ 平安―中世 263-7

6 L-2 木製品 下駄疸
区

層 3木 2 90 ケヤキ 平安―中世 263-8

7 L=6 材 角材
区

閣

Ｈ

■
3本 6

長

ヮ

全

１２ 4 1

厚

π
モミ属 平安―中世

8 L-9 材 分割材
』
層

１１

３ 3材 3 先端加工、 2面多段 モミ属 平安―中世

9 L-7 材 角材
区
層

ＩＩ

３ 3材 ユ
17 焼痕 ク リ 平安―中世

L-17 材 角材
Ⅱ区

先端加工、 2面多段 モミ属 平安―中世

第152図  ‖区河川跡 3層出土木製品類 2
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1 L-13 材 分割材 膝
層 3材 10

全長
22 9

径

３

幅

３

厚

歩 先端加工、多面多段 カエデ属 平安―中世

2 L-8 材 分割材
区

層 3材 2 156 0
先端カロエ、 1面 2段、焼痕 ク リ 平安―中世

3 し-10 材 分割材
区

層 3木 5 先端加工、 1面多段 ク リ 平安―中世

4 L― 」 期 分割材
区

層 3材 5 97 59 先端加工、 1面 2段、焼痕 コナラ節 平安―中世

5 L-19 材 丸材
区

層 5
先端加工、 3面多段 芯持丸 平安―中世

6 L-20 材 丸材
区

層 22 酬DB■、キΞ;雷ゑ登 イヌガヤ 芯持丸 平安―中世

7 L-25 杭 角杭
区

層 3杭 4
長

■

全

９‐ 48
厚

３
先端加工
1面 1段 モミ属 平安―中世 335-1

8 L-34 杭 向杭
区

躊 3杭 13 73 2 37
1面 1段 モミ属 平安―中世 2335-

第153図  H区河川跡 3層出土木製品類 3
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1 L-23 杭 角杭
区

層 3杭 2 鋲
胸
幅・径
28

厚

生
先端加工

焼痕 モミ属 平安―中世

2 L-33 杭 角杭
区

層 3杭 12 27 ク リ 平安―中世

3 L-32 杭 角杭
』
層 3杭 11 26 2 25 21 ク リ 平安―中世

4 L-27 杭 角杭
区

層 3杭 6 37 23 焼 痕 コナラ節 平安―中世

5 L-22 杭 割杭
区

層 3杭 1 130 52 28
I面多段 シラキ 平安―中世

6 L-30 杭 割杭
区

隠 3杭 9 シラキ 平安 ―中世

7 L-31 杭 丸杭
』
層 3杭 10 24 7 41 34

3面多段 モミ属 芯持丸 平安 ―中世 335-5

8 L-28 杭 丸 杭
区

層 3杭 7 樹皮付 ンヽノキ属 芯持丸 平安 ―中世

9 L-29 杭 丸杭
区

層 3杭 8 79 41
シラキ 芯持丸 平安―中世

L-26 杭 丸 杭
区

層 3杭 5 100 7 多面 1段 樹皮付 グナ属 芯持丸 平安―中世 335-6

第154図  H区河川跡 3層出土木製品類 4



片が 4点出土している。片口鉢の年代は古代に遡るものと考えられる。瓦は、古代の丸瓦の小片が 1点だけ出土し

ている。石器は礫石器の磨石が 1点ある(第 150図 16)。 石製品としては線状の刻みのある小さな円礫が 1点ある(第

150図 3)。 土製品は球形の上錘が 1点出上している (第 150図 4)。

木製品類にはヨロバシ・斧柄・椀・ 円盤・箱・下駄などの製品と材・杭が出上している。コロバシは代掻きの際

に使用した農具で、両端の突起に紐をかけて人力で田面を引き回した道具である。本遺跡出土品は、復元全長135cm、

歯車状の部分の長さ103cm、 最大幅 (径 )27.8cmを 測る。コロバシの両端は、本体の側が萎む円錐に刻まれて本体

との境に段差が付いて紐を掛けるように細工されている。本体の各歯は、断面三角形で、現状では5枚残っている

が、上に位置していた 2枚分が、3a層水田の耕作の際に削られているものと推定されることから、本来は 7枚の歯

であったと考えられる。歯の高さは 7～ 8 cmである (第 151図 1)。

斧柄は、いわゆる膝柄と呼ばれる形態のものである。柄部の基端側を欠損している。残存部の全長は33.8cmを 測

り、斧台部の長さは14.6cmである。斧台部は、先端から4.2cmの ところまで装着用の削り込みがなされ、細 くなって

いる。斧台部は、基部及び装着部とも横幅よりも縦軸方向の長さが長 く作られていることから、袋状の挿入部を持っ

た縦斧用の柄と考えられる (第152図 1)。

椀は体部の破片が 1点出上している。内外面に部分的に黒漆が残っている (第152図 2)。

円板は厚さ0。 9cmで、直径は20.Ocmと 推定される。側縁は角がやや円くなるがほぼ直角に加工されている。残存部

の縁辺には 3ヵ 所に貫通孔がありそのうち 2個は 2 cmの間を開けて対になっている (第152図 3)。

箱は、その部材と考えられる縦13.8cm、 横23.8cm、 厚さ1.lcmの長方形の板材で、板の横中軸線の両木口寄りに各

lヵ 所に直径5.511ullの買通孔と、その上下 2カ所に直径が l lllll以下で現在は木の組織で埋まった小孔がそれぞれ開け

られている。各木口寄りの孔を結ぶ線上には幅1.lcmで帯状に木の色が変色した部分があり、他の板と組合わされて

いたことがわかる。変色した部分の外側の境界には、先端が鋭く尖った道具で描いた細い線が観察される(第152図

4)。

下駄は台部の破片と歯の破片が各 1点出上している。台部は小判形を呈する連歯下駄の破片で、左半分と後端部

を欠損する。前側の歯と先端部は磨耗が著しく、歯はほとんど残っていない (第152図 5)。 歯の破片は、台部との

接続部から折れている。歯の形状は台状を呈し、歯幅は下端側が広く、厚さは下端程薄くなっている(第152図 6)。

材には角材 (第 152図 7～10他 L-18)、 分割材 (第153図 1～ 4他 L-16)、 丸材 (第153図 5～ 6)な どがある。

角材は、全長が25cm以下の小型のものばかりで、長方体に整形された部材 (7)と 、割り面を主体としながら部分

的にカロエのある材 (8～ 10)がある。分割材は、部分的に加工のある材 (1)と切断痕跡と考えられる樹皮側から

樹芯に向かう加工が未端にあるもの (2～ 4)がある。丸材は、直径2.5cm前後の心持ちの材で、先端を杭状に尖ら

せている。先端のカロエは、 3面 と7面から行っているが全周には及ばず、樹皮面を一部残している。

3層検出の杭は13本ある。そのうち 3層杭 3を除く12本を図示した (第153図 7～ 8、 第154図 1～ 10)。 杭の種類

には、角杭・割杭 。丸杭がある。角杭は、ほとんど平坦な切断面を先端としているもの (第153図 7、 第154図 2・

3)、 やや角度のある切断面を先端としているもの (第 153図 8)、 焼面をそのまま先端としているもの (第154図 1・

4)ある。割杭には、先端に加工のある1/4分割のもの (第154図 5)と先端未加工の 1/4分割のもの (第154図

6)がある。丸杭には、鋭角的に先端加工されたもの (第154図 7)、 切断のためのカロエが鈍角に残るもの (第154図

10)、 折れた部分をそのまま先端としているもの (第 154図 8)、 先端に特に加工が認められないもの (第154図 9)

などがある。角杭の側面は割面の割合が高いが、部分的に加工の施されている場合もある。なお、角杭の先端の切

断面については、斧や銘のような利器によって加工された場合に観察される魚鱗状の凹凸が認められず、平坦になっ

ているので、鋸による切断の可能性もある。また、杭の形状と長さ及び先端のカロエに関しては、特に相関関係は認

められないが、先に述べたように畦畔 8の西側に位置する杭のうち北寄りのものは短い傾向にあり、南側に位置す



る杭 (杭 4・ 5。 13)は長い。

4 4層 出土遺物
H区 4層の灰白色火山灰は、3a層水田の耕作に伴う削平を受けていない部分は 4～ 5 cmの厚さで堆積している

が、大部分は3層水田の開発に伴う掘削による攪乱を受けている。このため自然堆積した状態のまま残っている4

層は少なかった。自然堆積のまま残っている部分の 4層からの出土遺物は皆無であった。

5層検出遺構と出上遺物

|)堆 積 上の状況 と検 出遺構
H区の 5層は、河川跡の南北両岸寄りを中心に分布する自然堆積層で、河川跡の中央部には分布していない。堆

積層部のうち、河川跡中央寄りの部分はほぼ水平に堆積し、河岸寄りの部分は、わずかに立ち上がって傾斜してい

る。 5層の堆積層理面に対応する河川中央部は、3a層水田の耕作による攪乱を受けている部分が多いが、攪乱を受

けずに 4層が残っている部分であっても、 4層の下に 5層の堆積はなく、直接 6層が検出されている。 5層の堆積

する両岸も、部分的に3a層水田の耕作による攪乱を受けている。H区東壁での 5層の厚さは 3～ 10cmである。5層

で検出された遺構は、土坑が 1基 と杭が 2本ある。

2)土  坑
SK一 17土坑 H区の中央に所在する。5層上面では発見できず、調査区中央に南北方向に設定した土層観察用のベ

ルトを精査した際に検出された (第 141図 )。 断面実測後、ベルトが崩落したために全体の平面形については不明で

ある。先に実測をした東半部下半は略円形を呈する。南北軸長112cm、 深さ50cmを測り、断面形は不整な逆台形を呈

する。堆積土は 4層 に分けられ、堆積土層の中程 (3層)に は、河川跡堆積± 4層起源の灰白色火山灰を多量に含

んだ層がある。出土遺物はない。

3)杭

5層検出の杭は、 2本はともに河ナll跡の北岸から2.5～ 4m付近に位置し、約 8m離 れて検出されている。相互

関係は不明である。杭 1は、取り上げの際に欠損した先端を除く現存の長さが77.2側の割杭で、北から南 (岸から

河川中央方向)に約45°の角度で傾いて刺さっている。杭の先端は、河川堆積±16層中に達している。先端は丸木を

1/4分割した際にできた尖りをそのまま杭先としており、特に加工はない (第 156図 1、 第159図 3)。

杭 2は、全長約111.5cmの 丸杭で、先端は15層に達している。杭は上から1/3の ところから折れて「く」字に曲

がっている。杭の先端は 5面から力日正され鋭 く尖っている。また側面には枝打ちの力日工もある。(第 156図 2、 第159

図 4)

4)遺 物 出土状 況
5層は先に述べたように河川跡の両岸寄りに分布し、河川跡の中央部には分布していない。このため、遺物も両

岸に寄った部分から出上している。北岸側は、出土量は少ないが、H区の東半部から土器・石器・木製品類など多

種類の遺物が出上している。南岸側からは、H区東端付近で棒状の材を主体とする多数の木製品類がまとまって出

上している。
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5層出土土器・石器

5)出 土遺物
5層出土遺物には土師器・石器・木製品類がある。土師器は非ロクロ土師器の破片が26点出上している。第157図

1に図化した不は、平底に近い径の広い底部から短い口縁がやや外傾して直線的に立つもので、日縁部は内外面と

もヨヨナデ、底部は内面がヨヨナデ後まばらな放射状のヘラミガキ、外面がヘラミガキ調整されている。黒色処理
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ユ L-36 木製品 直柄
い
層 5木 2

全長
105 2

長径
33
短径
25 焼痕 タラノキ 芯持丸 平安 265-1

2 L-38 木製品 農具柄
区

層 5材 7 26 22
モミ属 芯無丸 平安 265-2

3 L-273 木製品 円板
区

層
全長
15 4

幅 厚

∩

径一九
〔

復

鳴

定

―

推径
モミ属 柾 目 平安 265-9

L-35 木製品 円板
区

層 5木 1 10 208 穿孔 4対計 8個、内面漆痕 ヒノキ属 柾 目 平安 265-8

5 L-40 木製品 不 明 墜
層 5材17 39 9

幅

２

厚

歩 馬鍬の歯の可能性。 クヌギ節 芯無角 平安 265-3

6 L-39 材 板材
H区
5層
5材15 鋲
田
幅・径
51
厚さ
13 モミ属 板目 平安

7 L-43 材 板材
区

磨 5材18 ケヤキ ナナメ 平安

第158図  ‖区河サII跡 5層出土木製品類 1
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L-41 材 角材
H区
5層
5材 12 鋲
脚
幅・径
57
厚さ
41 ク リ 平安

2 L-37 材 丸材
区

閣 5材 6 19 9 先端方H工、 3面 1段 ク リ 芯持丸 平安

3 L-44 抗 割杭
』
層 54元 1

77 2
幅 ・ 径

92
厚

５
先端加工

ク リ 平安

4 L-45 抗 丸杭
区

層 5杭 2 67
5面多段 トネリコ属 芯持丸 平安 337-7

第159図  ‖区河川跡 5層出土木製品類 2



1.H区 6層杭南 1番h3 2.H区 6層杭南 1番No 4

3.H区 6層杭南 3番No 5
4.H区 6層抗南 4番 No 6

キ`|

第160図  ‖区 6層検出杭断面図
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はされていない。在地の上師器不とは形態 。調整技法が異なっており、 7世紀から8世紀前半に宮城県内の各地の

遺跡から出上しているいわゆる「関東系土器」と呼ばれる土器群の一つと考えられる。

石器は凹石が 1点出上している (第 157図 2)。 弥生時代のものがこの時期に流入したとも考えられる。

木製品類には、柄 。円板などの製品と材・杭がある。柄は、全長105。 2cmの芯持丸材 (第 158図 1)と 、両端を欠

損する残存長が35cmの芯無丸材のもの (第 158図 2)がある。

円板は、径が15.6cmで厚さの均―なもの (第 158図 3)と、径が20.8cmで片面の縁辺が1.Ocmの幅で 4 1mll程削られ

て段が形成されているものがある (第 158図 4)。 後者には段の境と下の中央に開けられた孔が 4対ある。

第158図 5は上端の断面形が正方形、下部の断面形が菱形に力日工された木製品であるが、用途は不明である。馬鍬

の歯の可合多陛がある。

材には板材 (第 158図 6・ 7)、 角材 (第 159図 1他 L-171・ 172)、 分割材 (L-42・ 173・ 174)、 丸材 (第159図

2)がある。 6の板材は片面の木目方向の中央部でわずかな段が形成され、残存する片側の木口面は斜めに切断さ

れている。丸材は先端が杭先状に3面から加工されて尖っている。

杭は先に述べたように 5層から2本検出され、先端に加工のない割杭と、先端を 5面から加工して尖らせた丸杭

がある。 (第 159図 3・ 4)

6層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積 上の状 況 と検 出遺構
6層は河川跡のほぼ全域に分布するが、河川跡の中央よりやや北に寄ったところの、 7層が高くなって堆積して

いる部分には存在しない。反対に、河川跡の中央より南側に寄った部分には、 6層が落ち込んだ状態で厚く堆積し

ており、同層を数層に細分できる。層厚は、北岸寄りで10側前後、中央部で 3～ 4∽、南岸寄りの厚いところで55

cmを測る。3a層水田の耕作が深い部分では、6層 も部分的に攪乱を受けている。遺構としては6本の杭が検出され

ている。

2)杭 列

6層の杭は、杭 1と杭 2が単独で存在し、杭 3～ 6は河川跡を横断するように南北方向に直線的に並んでいる。

杭 1は、調査区の東壁の中央付近で検出された全長60.8cmの 角杭で、ほぼ垂直に打ち込まれている。側面は4面 と

も割面からなり、先端には特に加工はない(第 156図 3、 第161図 3)。 杭 2は、H区東部の北岸寄りで検出された全

長61.2cmの 丸杭で、西から東側に倒れた状態で刺さっている。杭の先端には 1面から加工が施されている(第 156図

4、 第161図 2)。

杭 3～ 6は、H区東部の河川跡の中央を横断するように打ち込まれた大型の杭列で、各杭間の距離は、上端で杭

3-260cm― 杭 4-325cm― 杭 5-240cm一 杭 6を測る(第 155図 )。 杭の先端は、安定した支持基盤となる15層下部か

ら17層に達している。杭 3は、全長170.5cmあ る断面が二等辺三角形のミカン割り状の割杭で、南から北方向に60°の

角度で傾いている。先端に加工は施されていない (第160図 1、 第161図 6)。 杭 4は、全長約197cmの割杭で、ほぼ

垂直に打たれている。先端は、多面から加工されて尖っている (第 160図 2、 第161図 5)。 杭 5は、全長195.8cmあ

る芯持の角杭である。側面は多面から削られて整形されている。北から南方向に約75°の角度で傾いて刺さっている。

杭の先端は、切断によって生じた凸部をそのまま杭先としている(第 160図 3、 第161図 4)。 杭 6は、全長187.4cm

ある心持の割杭で、側面は対面する2面から割りが入れられ、断面形は楕円形を呈する。杭は、ほぼ垂直に打ち込

まれ、先端は折れた面をそのまま杭先としている (第 160図 4、 第161図 7)。
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1 L-181 木製品 円板
』
層 6木 1 14 4

鴨 さ
お
厚
０

(径 )
娼疋
縄甕
偉 焼痕、穿孔 3対計 6個 スギ 柾 目 266-2

2 L-47 抗 丸杭
■区
6層
6杭 2 全長

61 2
幅・径
25
厚さ
25
先端加工

1面多段
広葉樹
(散孔材 )

芯持丸 平安 337-8

3 L-46 抗 角杭
区
層

ＩＩ

６ 6杭 1 モ ミ属 平安

L-50 杭 角杭
区

醒

Ｈ

（
6杭 5

195 8
2面多段 ク リ 平安

5 L-49 杭 角杭
』
層

１１

６ 6杭 4
1972

4面多段 ク リ 平安 337-3

6 L-48 杭 割杭
H区
6層
6杭 3

1705 56 折
れ面  焼痕 ク リ 平安

7 L-51 杭 割杭
区

園 6杭 6 ク リ 平安

第161図  ‖区河
'H跡

6層出土木製品類
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3)遺 物出土状況 と出土遺物
H区の 6層は、堆積層が広く分布し、ところによっては50cm以上の厚さで堆積しているにもかかわらず、遺物の

出土量は少ない。杭を除く出土遺物には、非ロクロ土師器片12点 と木製品の円板が 1点あるだけである。円板は焼

けて保存状態が良くないが、直径は16.4cmに復元される。縁辺は1.Ocmの幅で 1段低く加工されている。段の境と下

の中央に開けられた孔が 3対残るが、位置関係から本来は5層出上の円板 (L-35)と 同様に4対の孔があったも

のと考えられる (第161図 1)。

7層検出遺構と出上遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構
7層は河川跡の中央部を中心に堆積し、河岸部に寄るにしたがって次第に薄くなる。河川跡の中央部では層犀が

30cm前後あり、数層に細分される。河ナ|1跡中央部の 7層上部は、部分的に3a層水田の耕作に伴う攪乱を受けている。

杭等の遺構は発見されなかった。

2)遺 物出土状況 と出土遺物
H区 7層も、 6層 と同様に堆積層が厚いにもかかわらず出土遺物は少なく、非ロクロ土師器の細片が 2点 と木製

品類の分割材片 3点 (L-17i。 176,177)、 角材片 1点 (L-178)が出土しているだけである。実測図を掲載した

遺物はない。

1.H区 8層抗 No.1
東
4.30■n

3.H区 8層杭 No.3

2.H区 8層抗 No 2
西     北東          南西

4.H区 8層抗 No 4

第162図  ‖区 8層検出杭断面図
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1 L-54 材 分割材
区

層 8材 4 鎌
‐０６０ 12 0

厚

生 先端加工 コナラ節 平安

2 L-53 材 分割材 8層 8材 3 31 16 先端加
工 2面多段 ヤマウコギ 平安

3 L-52 材 丸材
区

層 8材 1 焼痕 カエデ属 芯持丸 平安

4 L-57 杭 角杭
区

塵 8杭 4 鋲
中
幅・ 径 厚 さ 先端加工

平安

5 L-56 杭 丸杭
区

層 8杭 3 85 4 2
5面多段 コナラ節 芯持丸 平安 337-9

第163図 ‖区河サII跡 8層出土木製品類
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8層検出遺構と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構
H区の8層は、河川跡の中央から北岸寄りに分布し、層厚は5～ 15cmである。3a層水田の耕作に伴う攪乱は8層

までは及んでいなぃ。遺構としては北岸部で杭が 4本検出されている。

2)杭 列

8層の杭は、北岸寄りの中央付近で 2本と、東壁近くで 2本検出されている。杭 1は、全長56.7cm・ 幅6.Ocm・ 厚

さ3.4cmの割杭で、ほぼ垂直に打たれ、先端は16層中に達している。保存状況が悪いため先端の加工は不明である(第

162図 1)。 杭 2は、全長約16cmの割杭で、先端に加工はない (第 162図 2)。 杭 3は、杭先が16層に達する全長85.4

cmの丸杭で、西から東方向にやや傾いている。杭の先端は、 5面から加工が施されて尖っている。(第162図 3、 第

163図 5)。 杭 4は、全長89.9cmの 角杭で、ほぼ垂直に打たれ、先端は16層中に達している。先端のカロ正は不明であ

る (第 162図 4、 第163図 4)。

1.H区 9層抗 No 2 3.H区 9層抗 No 4

西

3 80m

2,II区 9層杭 No 3

4.H区 10層抗 No 2 6.H区 10層抗 No 4

7.H区 10層杭 No 55,H区 10層抗 No 3

北西           南東
340m

8.H区 10層抗 No 8

北西 南東

H区 10層杭 No 10１０
。　
南
一３
．
５０ｍ

9.H区 10層抗 No.9

西

3.60m
東

第165図  H区 9・ 10層検出杭断面図



3)遺 物 出土状況 と出土遺物

8層から出上している遺物は少なく、H区河ナ|1跡の北東部から1点 と中央部西寄りから3点の材が出上している

だけで、土器類の出土はない。出上した材には、第163図 1～ 3に図示した分割材や丸材がある。

9層検出遺構と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検出遺構
9層は、河川跡の南部で 6層が落ち込んでいる部分を除く河川跡全域に分布し、北岸斜面の上部では土色の違い

によって 4層に細分される。9層堆積時の河川跡底面における堆積土は、細分層の最下部に当たる9d層である。河

川跡中央付近での9b層の厚さは20～35cmで、8層 との層理面は凹凸が著しい。河岸部の細分層は、それぞれ層厚は

3～ 10cmである。 6層が落ち込んだ部分は、本来は9層が堆積していたが、落ち込みの形成の原因となった洗掘作

用によって 9層は流出したものと考えられる。

9層で検出された遺構には杭が 3本ある。また、H区東半の北岸上端付近からは、数点の上師器が潰れた状態で

出土している。これらの上師器は、Ⅵ区の北岸上端付近で発見された土師器と石製模造品がまとまって出土したも

のと類似する性格の上器と考えられ、祭祀に関係する土器群の可能性がある。

2)杭 列

杭は、H区西半の河川跡北岸寄りで 3本検出されている (杭 1は欠番)。 3本の杭は、4.8～6.lm離れて存在し、

抗の形状も異なることから、相互の関係は不明である。杭 2は、全長約82.6cmの丸杭で、ほぼ直立に打たれ、先端
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地区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外   面 内     面
C-10 土師器 不 Ⅱ区 SD-14北 岸 9層 磨減 磨滅 mC2 古墳中期
C-3 土師器 不 II区 SD-14北岸 9層 No 3 口縁ヘラケズリのちヨコナ六 体部ヘラケズリのちナア 磨滅 mC2 古墳中期
C-9 土師器 甍 H区 SD-14】ヒ岸 9層 口縁ヘラミガキ 口縁ヘラミガキ 古猿中期 230-7
C-6 土師器 壷 II区 SD-14北岸 9層 m2 (59) 口縁欠損、体部ヘラミガキ、体部から底部ヘラケズリ 磨減 古猿中期 230-8
C-7 土師器 翼 H区 SD-14ゴヒ岸 9層 Na 4 口縁ヨコナデ、体部ナデのちヘラミガキ ? コ縁ヨコナア、体部ヘラケズリのちナ六 輪積み痕有り 古墳中期
C-4 土師器 舅 SD-14北 岸 9層 hlo 5 口縁ハケメのちヨヨナデ、体部ハケメのちナデ 日縁ハケメのちヨコナア、体部ハケメ、輸積み痕有り 占墳中期

C-5 土師器 整 II区 SD-14北 岸 9層 Nd 5(3) (73) 口縁ヨヨナデ 口縁部ヨコナア、体部ナデ 古墳中期

第166図  ‖区河サII跡 9層出土土器
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は16層 まで深く刺さる。先端は、多面から加工されて尖っているが、外面には樹皮が残る。(第 165図 1、 第167図 3)。

杭 3は、全長が25。 4cmの丸杭で、やや東から西に傾いて刺さっている。先端は、 1面からその反対面に達するよう

に斜めに切断されて尖っている (第165図 2、 第167図 4)。 杭 4は、金長84.9cmの 丸杭で、北から南方向に傾いて

刺さっており、途中の 2カ 所で折れている。杭先は、多面からの鈍角の切断面がそのまま使われている(第 165区 4)。

3)遺 物 出土状況 と出土遺 物
9層は、遺物の出土量は比較的少ないが、北岸部から土師器がまとまって出上している。また、北岸寄りの底面

部からは木製品類が 2点出土している (第164図 )。

出土遺物には、弥生土器・土師器・須恵器・木製品類がある。弥生土器は、甕の回縁部片や甕または壺の体部片

及び高杯の邪部片などが10点出土している。土師器は、第166図 1～ 7に図示した郷・壷。甕のほか、非ロクロの上

師器片が数十点出上している。 1～ 7の上師器は河川跡の北岸部から出上したものである。各個体とも南小泉式ま

たは引田式に相当するものと考えられる (注 1)。 須恵器は、甕の体部片が 1点出上しており、外面は平行叩き日、

内面は丁寧なナデ調整がされている。

木製品類には、円板と考えられる木製品と、建築材と考えられる板材がある。円板は、現状で直径17～18cmに復

元される柾目の板であるが、全面が焼け焦げ、外周部は 1/4ほ どが残るだけである。残存する外周部に段や孔は認

められない(第 167図 2)。 建築材は、全長155。 2cm、 幅23.6cm、 厚さ6.Ocmの心持の柾目板材で、材の中央寄りには、

20cmの間隔をおいて、一辺が17～19cmの方形の孔を、さらにこの孔から9～ 15cm離 して、一辺が 9～ 12cmの方形の

孔を開けている。外側の小さいほうの孔は、材の木口から共に約15cmの ところから開けられている。さらに片面に

は、材の中心に近い位置に、上面で一辺が 5～ 6 cm、 深さが 4 cmの盲孔が穿たれている (第 167図 1)。

10 10層検出遺構と出土遺物

|)堆 積 上の状 況 と検 出遺構
10層は、 9層の下に 5～20cmの厚さで比較的安定して堆積しており、河岸斜面の上端部を除く河川跡の全面に分

布している。H区の南部では、上部がわずかに削られ、10層の直上に6層が堆積しているが、調査区の南端付近で

は河川跡の南側岸面の傾斜に沿うような立ち上がりも認められる。10層の深さに達すると、河岸斜面の角度は

10～ 15°の傾斜となり、自然堤防面の現在の地表面からの高低差は2m程 となる。10層からの検出遺構としては、杭
が10本ある。

2)杭 列

杭 6は、10層の河岸斜面下端に単独で存在する。杭 1・ 4・ 3・ 5・ 2・ 9。 8・ 10は、東から順に10層河川跡

中央に東西に分布するが、配列や間隔 。方向性などに規則性は認められず、相互関係については不明である。杭 1

は、全長88.6cmの割杭で、杭先は割面をそのまま先端としている (第 178図 9)。 杭 2は、全長27.8cmの 割杭で、北

西から南東方向に約40°の角度に傾いて刺さっており、焼け面が杭先となっている(第165図 4、 第178図 8)。 杭 3は、

全長29.8cmの 割杭で、北西から南東方向に約45°の角度に傾いて刺さっている。側面の割によって残った切断面が杭

先となっている(第165図 5、 第178図 7)。 杭 4は、全長33cmの丸杭で、ほぼ垂直に刺さっている。先端には特に加

工は認められない (第165図 6)。 杭 5は、全長19.5cmの丸杭で、北東から南西方向に約60°の角度で刺さつており、

折れ面が杭先となっている(第 165図 7、 第178図 13)。 杭 6は、全長■ .9clnの丸杭で、先端は4面からカロエされてい

る (第 178図 14)。 杭 7は、全長102,9cmの ミカン割状の割杭である。杭先は斜めの切断面を先端としている (第 178

227



如［日日日ＰＨ」日日削町　‐

軌▽ 如□

□

‐

如〔国内卿ＮＭＭ団ＭＭ〕
‐

全加工

Φ軌□

口

‐

コフレ

2(%)◎

b
皮ハギ 4(%)

・:
0伽∽

8(/)

如□

凸
Ｈ

Ｈ

Ｕ

図中
番号

登 録
番 号

種 別 器 種
層位
取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-58 材 建築材
区

層 9木 1 鋲聰
暇
３

厚

６ モミ属 芯持 l■目 古墳中期 320-2

2 L-183 木製品 円板
H区
9層 9木 2 全長

25 2

幅

０

厚

Ｉ
径) 
等焉写五0 焼痕 ス ギ 柾 目 古墳中期 266-3

3 L-182 杭 丸杭
区

層 9お尤2 鋲
８２６

幅・径
93

厚

駐
先瑞洲工

多面多段
樹皮付 サクラ属 芯持丸 古墳中期 338-7

4 L-274 杭 丸杭
区

層 9杭 3 24 1面 1段 オニグルミ 芯持丸 古墳中期 339-1

第167図  ‖区河サII跡 9層出土木製品類
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番号

登録

番号
器 種

出 土 地 点 法   量 考
分 類 時 期 写真図版

離 層位 取上番号 内 画

C-28 土師醤 小型子捏ね土器 10層 口縁ほとんど欠損、ナデ 古墳中期

C-29 小型手狙ね土器 10層 ナデ 古墳中期
C-21 イ 10層 口縁ヨコナデ、体部から底部ヘラケズリ 口縁ヨコ,デ、体部ナテのちベラ ガヾキ、底都ヘラミガキ 古墳中期

C-19 坪 IO層 北岸Na 4 口縁ハケメのちヨヨナア、体部から底部ベラケズリのちヘラミガキ 口縁ハケメのちヨヨナア、体部ナアのちペラミガキ ⅢC2 古墳中期
C-17 jIN

10層 10層 lh15 口縁ヨヨナデ、体部から底部ヘラケズリ 口縁ヨコナデ、体～底都ハケメのちヘラNガキ 古墳中期

イ 10層 10層詭16 口縁ハケメのちヨコナテ、体部から底部ベラミガキ 口縁ヘラナアのちヨヨナデ、体底部放射状ヘラミガキ 古墳中期

10層 北岸血4 口縁ヨコナデ、体部から底部ベラケズ,のちヘラミガキ 口縁部ヨコナア、体部ヨコナアのちヘラミガキ

C-25 ■aF器 】ヒFI12 口縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 口縁ヨコナテ、体部ヘラナデのちベラくガキ 古墳中期

C-22 イ 北津聴4他 回縁ヨコナア、体部ナア、底部ナデ、窪みあり 日縁ヨコナデ、体から底部ヘラナデ II B 古墳中期

■師器 イ 】ヒHI11 口縁ヨコナデ、体部ナアのちヘラミガキ、底部ベラケズリのちヘラミガキ 口縁ヨコナデ、体部から底都ナデのちベラミガキ 古墳中期

C-27 ■師懇 壺 北津In 3 口縁ヨコ,アのち縦位ヘラミガキ、体部横位ヘラミガキ 口縁ベラミガキ、体部ヘラナデ、林部下半ナデ 古墳中期

C-26 土師器 鉢 (77) 口縁ヨヨナテ、体部ハケメのちヘラミガキ 口縁ヘラナデ、体部ナデ 古墳中期

生師器 憂 北岸lfa 6 炭化物付着、体都ハケメー部ヘラケズリ、下半ハケメのちナデ オデのちヘラナデ、下半八ケメのち
'デ

? 古墳中期

C-23 上師器 脚簡部ヘラミガキ、脚部底面に穿孔あり 径0 9cmX長 13m イ部ヘラミガキ、脚部内面ハケ 古填中期

弥生土器 霊 日文、赤色顔料付

第168図  ‖区河川跡10層出土土器
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図 6)。 杭 8は、全長26.6cmの 丸杭で、ほぼ垂直に刺さっている。折れ面がそのまま杭先となっており、枝が残った

ままで用いられている(第 165図 8、 第178図 12)。 杭 9は、全長20.8側の丸杭で、東から西方向に約40°の角度に傾い

て刺さっている。折れ面がそのまま杭先となっている(第 165図 9、 第178図 13)。 杭10は、全長72,7cmの 丸杭で、北

から南方向に約75°の角度で刺さっている。折れ面がそのまま杭先となっている (第165図 10、 第178図 10)。

3)遺 物 出上状 況
10層からは、全体的に遺物が出上しているが、河川中央部 (底面部)と 河岸斜面とで遺物出土状況に若子の相違

が認められる。河川中央部の出土遺物は、木製品と材が中心となっている。木製品や材のうち、全長の長い遺物の

長軸方向は、河川跡の流路の方向と一致している場合が多い。これに対して、河岸斜面の遺物は、木製品や材だけ

でなく、完形に近いものを含む多くの土師器や石などの遺物も出土している。また斜面から出土する長い木製品や

材は、斜面の傾斜方向や斜め方向に長軸方向を向けているものが多い。10層の上師器の出土箇所は、河岸斜面の東

半分が特に多く、その分布位置は 9層の上師器の出上位置と重複している。

4)出 土遺物
10層出土遺物には、弥生土器 。上師器・石器 。砥石・木製品・材・杭がある。弥生土器は、 1点出上している。

壺の肩部片で、細い平行沈線により弧状の模様が描かれており、沈線間以外の部分はヘラナデ調整されたうえに赤

色の顔料が塗られている (第168図 15)。

上師器は、第168図 1～ 14に 図示した小型手捏ね土器・邪・壼・鉢・甕・高杯のほかに多量の破片が出土している。

イは、半球形のもの (3)、 国縁が強く外反し内面に稜を形成するもの (4～ 6)、 体部から回縁部にかけて緩やか

なS字状に屈曲するもの (7)、 体部と口縁部の境に軽い段をもち口縁部が緩 く外反するもの (8)、 台状の底部か

ら体部が湾曲して立ち、回縁部がわずかに外反するもの (9)な どバラエティーに富んでいる。鉢は、体部から口

縁部まで直線的に外傾して立つもの (12)がある。

石器は、磨面と敲き面を合わせ持った礫石器が 1点 (第 169図 1)と、砥石の破片が 2点出上している (第 169図
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中

号

図

番

登 録

番 号
種別 器 種

出 土 地 点 法 量
特   徴   ・  備   考 素  材 時 期 写真図版

地区 選 構 層位 取上番号 全 長 幅 径 厚 さ 重 量

石器 磨石・敲石 iO層 石 No 2 磨―片面、厳―両端 石英安山岩

石 器 祗石 IO層 祗―片面 石英安山岩質凝灰岩 占墳中期

石器 抵石 H区 10層 祗―両面、焼けている 砂 岩 古猿中期
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2～ 3)。

木製品には、鋤・掘り棒・柄 。鎌柄 。二又木製品 。網枠状木製品・弓 。楕円板・盤・二又鍬の断片 。その他の不

明品がある (第 170～ 173図 )。 鋤 (第 170図 1)は全長89.Ocmの 一木平鋤で、握り部を欠損する。身部は両面とも平

坦であるが両面から刃先に向かって均等に削られたのではなく、片面から削られているために、刃は片側に寄つて

いる。身部の側面には刃先から6.5cmの ところに小さな段があり、この段より先の側面は鋭く削られて稜が形成され

ている。このことから、鍬の先には鉄製のU字形の刃先が取り付けられていた可能性が考えられる。柄の先端から

2 cmの所は方形に削られているので、この部分に把手が挿入されT字状の握り部となっていたものと推定される。

掘り棒 (第 170図 2)は、所々欠損する。柄部と身部との境は不明瞭で、柄部から刃先に向かって徐々に幅を広げ、

刃先はやや厚めで先端は綬い弧状である。

柄は2本あり、両者とも直径2.8cmの 芯無削り出しの丸材である (第170図 3～ 4)。

鎌柄は 2点ある (第 171図 1・ 2)が、いずれも頭部を欠損する。 1は、未製品の握り部の破片で、基部末端の片

側に突起が作り出されている。 2は完成品で、基部の末端は、鎌の刃先側に折れるように造り出され、刃先側とそ

の両側面が肥大して手に馴I染むように作られている。

二又木製品 (第 171図 3)は、二又に分かれた自然木を利用したもので、基部の端を欠損するが、残存長は74。 8cm

ある。歯の先から3～ 5 cmの範囲が削られて尖っており、刃先全体が擦れている。

網枠状木製品 (第 171図 4)は、弧状に曲げられた細い芯持丸材で、削リカロエが残る。

弓は 2点出土している (第172図 1・ 2)。 1は恥部の中間で折れ、54.6c14が残存する。残存部の弓幹が比較的太

く、始から引までが短いことから本引側の断片であると考えられる。弓の部材は芯無丸材で、木表を弓背側にして

いる。弓幹はほぼ真っ直ぐであるが、細かく見ると船部から残存部の中間にかけて一度弓背側に湾曲し、そこから

引までは弓腹側に湾曲している。弓幹の断面形は、斡部付近では弓の両側面方向に長軸が位置するような楕円形と

なり、端部付近は円形となっている。弓幹の弓腹側には恥部から引に至るまで、幅1.4～ 0.51mll・ 深さ l llllllで 断面が

浅い逆台形の棒樋が彫られている。引は、弓幹の両側を切取って舌状に造り出している。刃の弓背側はわずかに外

反して弦の掛かりを良くしている。引の両側面は平坦であるが、弓背側が厚くなっている。弓の表面には全面に黒

漆が塗られており、斡部には糸が巻かれていた痕跡が残る。糸は 6 1nll前後の幅で帯状に巻かれ、斡部と弓幹の境は

弓幹の周りを一周し、その先の輪部は弓腹と弓背で交差するように斜めに巻かれている。 2は弓幹端部から引にか

けての破片である。弓の部材は1と 同様に芯無丸材で、本表を弓背側にしている。残存部の弓幹はほぼ真っ直ぐで

あるが、3Hと の境が弓背側に肥厚する。引は、弓幹の両側を切取って舌状に造り出している。弓幹の表面は、弓背

側には黒漆が塗られているが、両側面と弓腹側は丁寧な加工痕跡を残す白木のままである。弓背に塗られた漆は、

両側面にはみ出していないことから推察すると、両側面と弓腹面は漆が塗られた後に再加工された可能性もある。

楕円板 (第 172図 3)は、かなり腐食が進んでおり、現状の長軸は38.2cmである。縦に半分に割れており、残存部

にはカロエによるものか腐食によるものか分からない孔力ゞ開いている。

盤 (第 172図 5)は、長方形の奪U物の底面から側面にかけての破片である。底面は平底で、側面は直立して立ち、

器高は9.Ocm程である。

二又鍬の断片と考えられる木製品は 2点ある (第172図 4・ 6)。 4は木回の両端に突起を持つ柾目の板であるが、

残存部の形状や断面形から曲柄二又鍬の身部の転用品と考えられる。身の上部側の突起は、木回の中央に位置し、

長さ1。 9cm。 幅1.7cln・ 厚さ0。 9clnで先端の角は面取りされている。刃先側の突起は、内湾する身の内側に寄せて長さ

0.9cm・ 幅1.6cm。 厚さ0.8cmである。 6は二又鍬の片方の歯の破片と考えられる。側面は内側にあたる方は直線的で

厚い。これに対し、外側にあたる方は外湾し、端部は薄く尖っている。

その他10層から出土した木製品には第173図 1～ 4のような用途不明の部材がある。
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必
位
地
屠 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-73 木製品 一本鋤
■区
10層
10木 17

長
０
全
８９ 34 2 13 8 08 54 8 30

握部長 握部幅
一木平鍬 クヌギ節 柾 目 古墳中期 268-1

2 L-92 木製品 掘 り棒
区

層 10材 21 48 2
ンヽノキ属 ナナメ 古墳中期 268-6

3 L-281 木製品 直柄
区

隠 10材 43
長

４

全

３８
柄 径

モクレン属 芯無丸 古墳中期 268-3

4 L-217 木製品 直柄
区

層 10材 44 焼痕 モクレン属 芯無丸 古墳中期 268-2
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図
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号

登
番 種 別 器 種

』
位
型
層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

本製品 鎌 捕
区

層
10材23

長

２

全

郷
頭部長 頭部幅 頭部厚 柄部長 柄部径 看溝幅

末製品 ヤマグフ 芯無材 古墳中期

木製品 綿
区

国 10木 6 三ガキ 芯無角 古墳中期 268-7

木製品
不明晨具

(三又木製品)

区

層
10木 28

長

お

全

７４
身部長 身部幅 雑
】

榊 長 柄部径
26
握部長 握部径

十二又自然木を利用 カエデ属 芯持丸 古墳中期

L-98 木製品 網粋
区

層
10材27

長

２

笠

５８
径
］

マタタビ属 芯持丸 古墳中期
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位
犯
層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-70 木製品 弓
区

層 10木12
長

望

全

５４
幅
劇

厚

歩 握部糸巻痕、弓腹倒棒樋、表面黒漆 イヌガヤ 芯無丸 古墳中期 270-3

2 L-69 木製品 弓
区

層 10未 11 20 18 弓背側黒漆 イヌガヤ 芯無角 古墳中期 270-2

3 L-184 木製品 橋円板
区

層 10木 26
乗

２

笠

３８

隅
生

厚

― (径 ) 穿孔 1個、焼痕 ス ギ 柾 目 古墳中期 270-10

4 L-71 木製品 不明農具
区

層 10木 13
長

９

全

４２ 66 16 曲柄二又鍬身部転用品 クヌギ節 柾 目 古墳中期 269-2

5 し-78 木製品 盤
区

層 10材 4 縞
９０

長

Ю

全

３９
回唇部厚
16

層罰
`厚10 奪」物 ケンポナシ 横木取 り 古墳中期 270-8

6 し-65 木製品 不明農具
区

国 10末 7
長

只

全

釦
最大幅 最大厚
14 二又鍬片歯破片 クヌギ節 柾 目 古墳中期 269-1
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位
地
層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-72 木製品 不明
区

瞬 10未 16 鋲聰
幅

■
厚さ
06 ケヤキ 柾 目 古墳中期 271-2

2 L-67 木製品
区

層 10木 9 オニグルミ 柾 目 古墳中期 271-1

3 L-96 木製品
区

層 10材25 焼 痕 オニグル ミ 古墳中期 271- 4

L-74 木製品
区

層 10木 18 焼 痕 トネ リコ属 板 目 古墳中期 271-3

5 L-61 材
建築材

`不

明】

区

朦 10木 3
全 長 幅

１

一目

∩ 方形孔 3個 ケンポナシ 古墳中期 320-3
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/

Ц幼 判
伽∽

甲
号
凶
番

録

号

登

番 種別 器 種
地 区
取上番号 法 量 特 徴 備 髯 樹  種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-62 材
(不明 )

区

層 10木 4 194 4
幅 厚

ウ 片端に快 り、他端に突起、焼痕、柱材 ? ケンポナシ 芯無角 古墳中期 320-4

2 L-185 材
建築材
(不明 )

区

層 10木 27 94 焼痕 古墳中期 320-5
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層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-282 材 板材
区

層 10本 25
全長
235 8 19 2

厚さ
2 6 ク リ 柾 目 古墳中期

2 L-77 材 板材
区

層 10材 3
I

ケンポナシ 柾 目 古墳中期

3 L-83 材 板材
区

虐 10材 9 40 24 ク リ 柾 目 古墳中期

L-75 材 板材
』
層 10材 1 42 15 ケンポナシ 柾 目 吉墳中期

5 L-66 材 板材
区

層 10木 8 ニガキ 芯持柾目 古墳中期

6 L-88 材 板材
区

層 10材 14 19 ヨナラ節 板 目 古墳中期

7 L-280 材 板材
区

層 10材 38 11 1 36 焼痕 ク リ ナナメ 古墳中期

8 L-80 材 分割材
区

層 10材 6 46 両端加工 ニガキ 古墳中期
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番 種別 器 種

地区
層位
取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-91 材 角材
区

層 10材 18 鋲
獅
幅・径
72
厚さ
60 先端加工、 1面多段 クヌギ節 古墳中期

2 L-90 材 角材
区

層 10材 16 先端加工 コナラ節 古墳中期

3 し-191 材 角材
区

層 10材 42 先端加工、 4面多段 クヌギ節 古墳中期

4 L-85 材 分割材
』
層 10材 11 先端加工 ク リ 古墳中期

5 L-189 材 分割材
区

層 10材 45 55
クヌギ節 古墳中期

6 L-188 材 分割材
区

層 10材 36 92 8
ク リ 古墳中期

7 L-97 材 分割材
区

国 10材 26 先端加工 コナラ節 古墳中期
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中
号
図
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号
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番 種月」 器 種

区
位
地
層 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹  種 木取 り 時 期 写真図版

L-60 材 分割材
区

層 10木 2
全長
343 4

径

負

幅

負

厚

５ クメギ飾 古墳中期

L-192 材 丸材
I区
10層

10材30
I

快 り、先端加工 4面 1段 クヌギ節 芯持丸 古墳中期 328-1

3 L-190 材 丸材
区

層 10材40 140 5
先端方日工、 1面多段 トネリコ属 芯持丸 古墳中期

4 L-215 材 丸材
区

層 10材 34 66 5
先端加工 ナナカマ ド属 芯持丸 古墳中期

5 L-214 材 丸材
区

層 10材 33 46 0 先端加工、 1面 2段 カエデ属 芯持丸 古墳中期

6 L-187 材 丸材
区

層 10材 35 35 先端加工、 1面 1段 広葉樹
1散■,材〕

芯持丸 古墳中期

7 L-195 材 丸材
区

層 10材 47 72 先端加工、 3面 多段 芯持丸 古墳中期

8 L-95 材 丸材
区

層 10材 24 先端加工、焼痕、樹皮付 ク リ 芯持丸 古墳中期

9 L-276 材 丸材
区

層 10材 29 先端加工、樹度付 クマシデ属 芯持丸 古墳中期
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第178図観察表

中

号
図
番

球
号

豆
番 種 別 器 種

層位
取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-99 材 丸材
区

層 10材28 鋲
用
幅・径
71

厚

⊂ 両端加工 樹皮付 コナラ節 芯持丸 古墳中期 327-H

2 L-68 材 丸材
区

層 10木10 25 9 両端加工 コクサギ 芯持丸 古墳中期 327-10

3 L-89 材 丸材
区

層 10材16 23 2 21 両端カロエ エゴノキ属 芯持丸 古墳中期

L-277 材 角材
区

層 10材31 67 両端加工 クマシデ属 芯持角 古墳中期

5 L-279 材 分割材
区

虐 10材37 先端加工 エレ属 古墳中期

6 L-105 杭 割杭
区

層 10杭 7 錬陸 11 8
厚

住
工
碑枷磁

先

―
ケンポナシ 古墳中期

7 と-102 杭 割杭
Ⅱ区
10層

10杭 3 キハダ 古墳中期

8 L-101 杭 割杭
区

層 10杭 2 30 焼痕 古墳中期

9 L-100 杭 割杭
区

層 10杭 1 古墳中期

L-193 杭 丸杭
睦
層 10杭10 72 7

樹皮付 ンヽノキ属 芯持丸 古墳中期

L-213 杭 半裁丸杭
区

層 10杭 9 23 16 トネリコ属 半裁丸 古墳中期

L-275 杭 丸杭
区

層 10杭 8 26 6 トネリコ属 芯持丸 古墳中期

L-103 杭 丸杭
区

層 10杭 5 33 ヤナギ属 芯持丸 平安中期

L-104 杭 丸杭
区

層 10杭 6 4面多段 クマシデ属 芯持丸 古墳中期

材には建築材 (第 173図 5、 第174図 1・ 2)と 板材 (第175図 1～ 7、 第178図 5他 L-76)・角材 (第176図 1～ 3、

第178図 4)・ 分割材 (第 175図 8、 第176図 4～ 7、 第177図 1他 L-59・ 63・ 79・ 81・ 82・ 84。 86・ 87・ 194・ 216・

278)・丸材 (第177図 2～ 9。第178図 1～ 3他 L-196)力Sある。第173図 5の建築材は、残存長161.5cmで、横断面

形は片面の幅が10.0～■ .5clnの L字形を呈する。木口面の残っている側の端部近 くには、片面に方形の孔が 3か所

に開けられている。第174図 1は、全長194.4clnの芯無材で、片側の木口には深さ10c14の 方形の挟 りがあり、反対の

木口に突起が造り出されている。材の中央から突起側の木口にかけて焼けている。第174図 2は、丸太を1/4程に

分割した全長95.2cmの 材で、片側の端部が焼けているが、その部分に深さ 6 cmの快りが残っている。板材には、割

面だけの柾目板 (第175図 1)、 表面を加工された柾目板 (第 175図 2～ 4)、 芯持柾目板 (第175図 5)、 側面が加工

された板目板 (第175図 6)な どがある。角材には両端に切断痕のある短い材 (第178図 4)と 、長 く割られた材 (第

176図 1・ 3)な どがある。分割材は、木口面に切断痕がある以外は樹皮鋼ぎ面と割面だけのものがほとんどである。

切断痕が残っておらず、樹皮剣ぎ面と割面だけのものは人工物か自然物か不明確なものもある。また、第176図 4の

ように切断痕を含め多少の加工痕跡があつても、その材自体が完成品または加工途中の目的物なのか、あるいは加

工によって生じた層片なのかは必ずしも明らかでないものもある。丸材には、長い材 (第 177図 2～ 9)と 短い材 (第

178図 1～ 3)がある。長い材は、枝打ち痕以外は切断痕または先端加工だけのものが多いが、第177図 2に は、片

側の木口から28cmの ところに長さ12cmで縦断面形が逆台形の換りが入れられている。

|| |1層検出遺構と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構
H区の■層は、泥炭の含まれる量によって上下 2層に分けられる。上位の1la層 は泥炭の量が少ない層で、河ナII跡

の中央から北岸斜面の立ち上がり部分にかけての

'ヒ

較的狭い範囲に分布する。下位の1lb層 は、泥炭の含まれる量が

多く、河ナII跡の上端付近を除く広い範囲に分布する (第133図 )。 両層を合わせた11層の層厚は12～45clnで、北岸斜

面の立ち上がり部分に特に厚く堆積する。11層検出の遺構としては杭が 7本ある。



2)杭 列

杭は、河川跡の中央を横断するように、河岸上部の杭 5～ 6か ら河川底部の杭 1～ 4の 6本の杭が分布する。相

互の関係については不明である。杭 1は、河川跡の底面からの立ち上がり部に位置する全長78.lcmの樹皮付きの丸

杭で、南から北方向に65°の角度に傾いて刺さっている。杭の先端は折れ面のままである (第179図 1、 第187図 3)。

杭 2は、河川跡の中央に位置し、全長は107.4cmで ある。東から西方向に75°の角度で刺さっている。先端は5面から

加工されている(第179図 2、 第187図 1)。 杭 3は、抗 2の lm東 に位置する丸杭で、途中で折れているが、合わせ

ると全長は50cmを超える。先端は折れ面のままである(第179図 3、 第187図 4)。 杭 4は、杭 2と杭 3の間に位置す

る全長180.2cmの 角杭で、北から南方向に35°の角度に傾いて刺さっている。杭の先端は割面の角を落とすように削っ

て尖らせている(第179図 4、 第186図 8)。 杭 5は、河岸部に位置する全長45。 2硼の心無丸杭で、ほぼ垂直打ち込ま

れており、先端は16層に達する。杭の側面は、全体が縦方向に丁寧に削られ、先端は 6面から削って尖らせている

(第 179図 5、 第188図 2)。 杭 6は、杭 5の南側 lmに位置し、16層に深 く刺さる全長72.6cmの 丸杭である。杭先は、
90°に隣合う2面からのやや鈍い角度の切断面である。先端近 くには長さ約10cm・ 深さ 3 cmの断面形がV字形の挟 り

がある(第179図 6、 第187図 2)。 杭 7は、河川跡の西部中央から単独で出土した全長26.2cmの芯持丸杭である。杭

の側面は縦方向に削られ、杭先は 6面から削っているが、先端の角度は鈍角である。上端面は焼け面となっている

1.H区 11層抗 No l

4.II区 11層杭 No 4

封ヒ

5.H区■層抗 No 5

6.Ⅱ 区11層抗 No 6

0                    1m

西一伽

H区 11層杭 No 2

3.H区 11層抗 No 3

7.H区■層杭 No 7

第179図  ‖区11層検出杭断面図



ので、長い杭ではなかったと考えられる (第 179図 7・ 第188図 1)。
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登 録
種 房」 器種

出 土 地 点 法 量 特 T・ l 備 考
分類 時 期

番 号 地 区 遺構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 画

C-41 土師器 イ H区 11層 口縁ヨヨナデ、体部ナデ?底部ケズリ 口縁ヨヨナデ、体部から底部ヘラナデ ? 古療中期

土師器 イ H区 11層 ■層醜 3 口縁ヨコナア、体部ハケメのちナア、底部ヘラケズリ 古墳中期

C-47 土師器 不 II区 ■層 (4つ 口縁ヨヨナデ 磨滅 古墳中期

C-48 土師器 不 H区 ■層 (35) 口縁ヨヨナデ、体部ナデのちヘラミガキ 口縁部ヨヨナデ、体部ヨコナデのちヘラミガキ lHDl 古墳中期

C-46 ■師器 杯 II区 11層 (4D 口縁ヨヨナデ、体部ハケメのちベラミガキ 口縁部 ヨヨナデ、体部ヨヨナデのちヘラミガキ 古墳中期

C-45 上師器 I区 H層 口縁ヨコナデのちヘラミガキ、体部ナデのちヘラミガキ ナアのち放射状ヘラミガキ 古墳中期

C-31 上師器 高イ H区 ■層 11層 No l (87) ヘラケズリのちヘラミガ■
ヘラケズリ底部ヨヨナデ(脚筒内面に炭化物付着
し、表面の片側力甥 けているので支脚の可能性)

古墳中期

C-53 土師器 器台 H層 11層 Na 5 脚筒部中央に3方すかし有り、イ部、脚筒部ヘラミ
ガャ、Fa部ハケメのちヘラミガキ

輪穣み痕あり、脚筒部ナデ、底部ハケメ 古墳中期 231-8

C-44 土師器 甕 ■層 142) 口縁ハケメのちヨコナデ、黒色付着 ? 口縁ハケメのち端部のみヘラナデ、黒色付着 ? 古墳中期

C-43 上師器 甕 H区 11層 口縁お り返しあり ?、 ヨコナデ、黒色付着 ? 国縁ヨヨナデ 古蹟中期

土師器 観 11層 体部下半ハケメ 体部下半ハケメのちヘラミガキ 古墳中期

C-42 土師器 霊 ■層 黒色付着、口縁ヨコナデ、体部ハケメのちベラミガキ(一部ナデ) 口縁ヨコナア、体部ハケメのちヘラミガキ 古墳中期

第180図 ‖区河川跡■層出土土器
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3)遺 物 出土状 況
H区11層からは、河岸斜面から底部まで、堆積上の全体から遺物が出上している。木製品類の出土状況について

みると、H区の中央から西では全面に分散して出上しているのに対して、東部は東壁際の河川跡底部の中央付近に

集中する傾向が認められる (第164図 )。 上器は、平面図上では河川跡の北岸際に集中しているようにみえるが、実

測したものも破片がほとんどであることを考えると、■層の上器の出上位置には、 9層や10層のようのH区河川跡

北岸の東部に集中するというような強い傾向性は認められない。

4)出 上遺 物
11層出土遺物には、弥生土器・土師器・須恵器 。木製品・材・杭がある。弥生土器は、甕の口縁部片を含む甕ま

たは重の破片が 8点出上している。土師器には不 (第180図 1～ 6)。高杯 (第 180図 7)・器台 (第180図 8)・甕 (第

180図 9。 10・ 12)・ 甑 (第180図 11)がある。イには、台状の底部から体部が内湾して立ち上がり口縁部が直立する

もの (1)、 平底の底部から体部が内湾して立ち上がり口縁部が内屈するもの (2)、 内湾する体部に外傾する口縁

が付き、内面の体部と口縁部の境に稜をもつもの(3)、 底部から口縁に至るまで半球形に立ち上がるもの(4～ 6)

がある。高不は、脚部の破片でラッパ状に開く。器台は、脚部の破片で、脚部中央の 3方に円窓をもつ。甕は、回

縁部片と体部が直線的に広がり、日縁部が外傾する深鉢形のものがある。甑は、無底単孔式の体部下端の破片であ

る。須恵器は、外面平行叩き目・内面ナデ調整された甕の体部片が 1点だけ出土している。

木製品には、直柄横鍬・木錘・横杵・糸巻・盤 。その他の不明品がある (第181～182図 )。 直柄横鍬 (第181図 3)

は、柄が付いた状態で出上している。柄を装着した状態での柄と鍬本体の角度は、約120°の鈍角である。鍬身は、や

や長めの小判形を呈し、全長19.2cm・ 幅34.2cmを 測る。片側の側面は、刃部の端から上面の着柄隆起の近 くまで欠

損する。後面側には、上端から刃先に至る流線型の着柄隆起が付く。着柄隆起は中央ではなく、後面からみて左側

にやや寄った位置に付けられている。このため鍬は左右非対称である。刃部はほぼ真直ぐであるが、着柄隆起を中

心として刃幅の広い側の刃先の一部が内側にわずかに凹んでいる。着柄孔は円形で、後面側が広く開けられている。

柄は、分割材から作製した芯無丸材で基部側を欠損する。

木錘は、全長16.6cm・直径5。 8cmの円筒形を呈す。両端は、側面と木口面が直角に近くなるように丁寧に削られて

いる。側面には枝打ち痕がある。

横杵 (第182図 1)は、本の幹と枝を利用した一木式のものであるが、上端に取りついた柄は欠損する。杵の本体

は全長20.4cm・ 頭部径12.Ocmの砲弾形を呈する。側面は全体に丁寧に削られて平滑になっている。下端面は、僅か

ではあるが中央に向かって徐々に窪んでおり、その表面には細かな凹凸があリザラザラしている。

糸巻 (第182図 2)は、十字に組む「支え木」の一つの破片である。中央から1/2に折れており残存部の全長は

42.6clnである。中央側は幅が広がっており、2本の部材を直角に組み合わせるための狭りの段差部分が一部残るが、

軸を通す孔までは残っていない。また、先端側も端部が折れており、糸を掛けるための腕木を差し込む孔が開けら

れていた部分は残っていない。

盤 (第182図 3)は、長方形ないし楕円形の製品が縦に割れたものの中央付近の破片である。残存長23.4cm。残存

幅6.8cm・ 器高は3.8cmを測る。底部から体部にかけての立ち上がりは緩やかである。内面の中央付近には先端の鋭

いもので線刻された「Ж」形の疵がある。

用途不明の木製品には、全長39.Ocln。 幅6.2cm。 厚さ2.4cmの柾目の厚板の中央に縦3.4cm・ 横3.6cm方形の孔が開

いているもの (第181図 1)、 全長55.2clnの 舟形を呈するもの (第181図 4)、 楔状に先端が加工されたもので芯無の

材によるもの (第182図 6)、 芯持丸材によるもの (第182図 7)な どがある。第181図 1の木口面の角は 4面から面

取りされている。
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L-201 本製品 その他不明
区

層

長

０

全

詢
幅
ψ

厚

２
方形ホア穴 (34X36)、 木口面四方向から面取 り ヨナラ節 柾 目 古墳中期

本製品 木錘
区

層
H材24 鋲
‐６６

幅・径
58 旗打ち痕 芯持丸 古墳中期

木製品 直欄齢
区

層
11木13

長

２

全

１９

幅

２

大

生

最

３
最大厚

ぴ娠亀置拝監肝53爾靴0刈 91だ2雰 1電評層lf戴行1種は「全夢′は タメギ節
柾目
償木取り

古禁中期

木製品 不 明
区

層
11木 10

長
２
全

５５

悟

７

厚

Ｉ
側画面取 り クヌギ節 柾 目 古墳中期

第181図  ‖区河サII跡 11層出土木製品類 1
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1 L-284 木製品 横杵
区

層 11木 14
長

コ

全

２０
槌部長
20 4
頭部径
12 0
基部長
1柄
部長
1柄
部径
1下端面 3～ 4 4dlの 凹面 ヤブツバキ 芯持丸 古墳中期 268-9

2 L-308 木製品 糸巻
区

層 11材39
長
お
全
４２

幅

＆
厚さ
18 各面角に面取 り モクレン属 古墳中期 270-6

3 L-198 木製品 盤
区

層 11木 9
一局

負

器

食
最大長
23 4

幅

６
底
評昂1割物 ケヤキ 横木取 り 古墳中期 270-9

4 L-302 材 板材
』
層 11材31

長

０

笠

９ 1 7
厚さ
07 ク リ 板 目 古墳中期

5 L-206 材 角蒻
Ⅱ区
11層

11木 1よ
64 2 27 を走り

コナラ節 古墳中期

6 L-300 本製品 不明
区

層 11材28 34 22 剣先状、楔状先端加
工 コナラ節 ナナメ 古墳中期 271-8

7 L-227 木製品 不切
区

層 11材 17 32 2 先端加工、 3面多段 エゴノキ属 芯持丸 古墳中期 271-7

8 L-197 材 板材
い
層 11木 8 25 2 焼痕、両端加工 ヨナラ節 柾 目 古墳中期

第182図  H区河川跡11層出土木製品類 2
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I L-228 材 分割材
■区
II層
11材 6

全 長 幅・ 径 厚

Ｒ 側面に加工痕、焼痕 ク リ 古墳中期

2 L-107 材 分割材
区

層 11材 3 53 28 先端カロエ モ ミ属 古墳中期

3 L-231 材 分割材
必
層 11材 18 79

ケンポナシ 古墳中期

4 L-211 材 分割材
H区
n層
11材 7 キハダ 古墳中期

5 L-222 材 分割材
区

層 11材 25 7 4
先端加工 ケンポナシ 古墳中期

6 L-223 材 分割材
区

層 11材 26 33 5 9 3 3 0
ケヤキ 古墳中期

7 L-108 材 分割材
』
層 11材 4 112 7 55 52 焼痕 ク リ 古墳中期

8 L-106 材 分割材
区

層 111木
2 74 39

クヌギ節 古墳中期

第183図  ‖区河川跡11層出土木製品類 3
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1 L-202 材 板材
区

層 11木 2 62 4
倫

２

旧

８

厚

３ 快 り、焼痕 ケンポナシ 板 目 古墳中期 327-8

2 L-233 材 分割材
区

層 14 6 34 先端加工 コクサギ 古墳中期

3 L-219 材 分割材
区

層 n材 2 63 22 コナラ節 古墳中期

4 L-226 材 分割材 H層 11材 13
17 8 3 6 9

先端加工 ク リ 古墳中期

5 L-229 材 角材
区

層 11材12 42 2 ク リ 古墳中期

6 L-304 材 分割材
H区
H層 ■材35 48 焼痕 オニグルミ 古墳中期

L-199 材 分割材
H区
11燥雪
11未 3

68 21 側面
に加工痕 ク リ 古墳中期

8 L-203 材 分割材
11層
11木 12

85 4 キハダ 古墳中期

第184図  ‖区河川跡11層出土木製品類 4
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1 L-212 材 丸材
区

層 n材21 鋲呻
倫

０

旧

５

厚

４ 先端加工、 4面 1段 ヤマウコギ
芯持丸 古墳中期

2 L-309 材 丸材
区

塵 11材27 1431 先端加工、 2面多段、一部樹皮付 ヨナラ節 芯持丸 古墳中期

3 L-204 材 丸材
恥
層 11材 6 107 4 両端加工 ニガキ 芯持丸 古墳中期

4 L-312 材 丸材
区

層 H材 38 145 0 焼痕 芯持丸 古墳中期

5 し-209 材 丸材
区

層 11材 14 27 先端加工 カエデ属 芯持丸 古墳中期

6 L-210 材 丸材
Ц区
11材 20 快 り、先端加工、一部村皮付 ンヽノキ属 芯持丸 吉墳中期 328-2

第185図  H区河川跡■層出土木製品類 5
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I L-200 材 丸材
区

層 H木 5 鋲
鰤
幅・径
57

厚

， 先端加工、多面多段 ナナカマ ド属 芯持丸 古墳中期

2 L-310 材 半裁丸材
区

虐 11材 30 3 23 先端加
工、 4面多段 コクサギ 古墳中期

3 L-230 材 丸材
』
層 11材 14 先端加工、焼痕 エゴノキ属 芯持丸 古墳中期

4 L-307 材 丸材
区

層 H材37 両端加工、樹皮付 コナラ節 芯持丸 古墳中期 328-3

5 L-220 材 丸材
区

層 H材22 先端加工、樹皮付 クヌギ節 芯持丸 古墳中期

6 L-305 材 丸材
区

膊 H材34 40 先端加
工 カエデ属 芯持丸 古墳中期

7 L-232 材 丸材
H区
11「雪

11オオ23 枝払い痕 ンノキ属 芯持丸 古墳中期

8 L-113 杭 角杭
11層

11杭 4
180 2

偉

６

暇

６

厚

ａ 4面多裂
コナラ節 古墳中期
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I L-111 杭 丸杭
区

層 11抗 2
全長
1074
幅・径
56

厚

４ 如婢
焼痕 カエデ属 芯持丸 古墳中期 339-5

2 L-208 杭 丸杭
区

遵 ■杭 6 5 多面多段 挟 り ウコギ科 芯持丸 古墳中期

3 L―■0 杭 丸杭
恥
層 11杭 1 7 1 樹皮付 ヤナギ属 芯持丸 古墳中期

4 L-112 杭 丸杭
区

層 11杭 3 27
1面多段 広葉樹

lV7所 ?Ⅲ 芯持丸 古墳中期

第187図 ‖区河川跡11層出土木製品類 7
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材には、板材 (第182図 4・ 8、 第183図 1)、 角材 (第 182図 5。 第183図 5)、 分割材 (第 183図 2～ 4・ 6～ 8、

第184図 1～ 8他 L-109・ 224・ 225・ 303・ 306・ 311)、 半裁丸材 (第186図 2)、 丸材 (第 185図 1～ 6、 第186図 1・

3～ 7)炭化材 (L-301)が ある。板材には、片側の端部に、両面から木口に向かう力日工 (切断)痕があり、さら

に片面の側辺にホゾ穴状の彫り込みをもつ材 (第 182図 8)や全長62.4cmで、木国の一方は片側面から削られて尖 り、

削りを入れた側の側面中央には半円形の扶りが入っているもの (第183図 1)な どがある。角材の第182図 5は、全

長64.2cmで、片側の端部近くに対面する2面から緩い弧状の挟りが入っている。また表面には刃物の庇が多数残っ

ている。分割材は、先端に切断痕のあるもの (第183図 2・ 4)、 側面に加工のあるもの (第 183図 7、 第184図 1)、

ミカン割したもの (第184図 5)、 ミカン割材の樹芯部を割り取って断面形が台形の角材状のもの (第 183図 8)、 柾

目板状のもの (第184図 3・ 4)、 板目板状のもの (第 183図 3)な ど様々な形態のものがある。半裁丸材は、半裁以

前の切断痕が先端に残っている (第 186図 2)。 丸材は、樹度が剣がされて先端が焼けているもの (第 185図 4)、 先

端に切断痕があるが全体的に屈折の大きいもの (第 185図 1～ 3)、 先端に切断痕がある真直ぐな棒状のもの (第 185

図 5、 第186図 1・ 3)、 真直ぐな棒状のもので端部の側面に快りのあるもの (第 185図 6)、 短い円筒状で両端が丁

寧に平坦に削られているもの (第 186図 4・ 5)な どがある。なお、快りをもつ丸材の第185図 6の端部は、切断に

よって生じた先端の尖りを削り落としている。

蝋カ

2(/)

1(%)

中
号
図
番

登 録
番 号 種別 器 種

区
位
地
層 取上番号 法 量 特 徴 傭 考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-299 杭 丸杭
区

塵 11杭 7
全長
26 2

径

３

幅

１

厚

儀
先端加工

6面 1段 先端
は切断痕か 焼痕 エゴノキ属 芯持丸 古墳中期

2 L-218 杭 丸杭
I区
11層

11杭 5
45 2 89 5

6面多段 側面にも加工あ り ンノキ属 芯無削出 吉墳中期 339-6

第188図  ‖区河川跡 11層出土木製品類 8
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第189図  H区 12・ 13層遺物出土状況 (古墳時代前期)
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|
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12 12層検出遺構と出土遺物

I)堆 積上の状況 と検 出遺構
H区の12層は、12b層 と12c層が分布する。12b層 は、河川跡の中央部に部分的に分布する。12c層は、河川跡に

広く分布しているが、その範囲は西半部と東半部では相違がある。西部は河川跡の底部から北岸斜面まで12c層が分

布するが、調査区の中央付近から東では北岸斜面の12c層分布範囲が狭まり、東部では河川跡の底部にのみ分布して

いる。12b層 の層厚は5～ 6 cm、 12c層の層厚は16～23cmである。

12層検出の遺構としては杭が 2本ある。

2)  杭

杭は、H区東部の北側河岸斜面とH区西端部の北側河
西

1.H区 12層抗 No l

東

岸斜面で各 1本検出され、両方とも単独で存在する。杭 350m

lは、全長40.3cmの 丸杭で、西から東方向へわずかに傾

いている。先端は 1面から加工されて尖っている。杭 2

は、東から西方向へ60°の角度に傾いて刺さっている。全

長15.lcmの丸杭で、先端に加工はない。

第190図  ‖区12層検出杭断面図

3)遺 物 出土状 況 と出土遺物
12層の遺物は、同層の分布する範囲から全体的に出土しているが、木製品は、河川跡東半部の中央部分に特にま

とまって出土している。土師器は、破片は層全体から出土しているが、図化したものの半数は調査区の南東隅から

まとまって出土している。      /

出土遺物には、土師器。木製品。材・杭がある。上師器は、小型手捏ね土器 (第191図 1)。 郵 (第 191図 2～ 5)。

壷 (第191図 6～ 8)・甕 (第 191図 9～■)がある。不には、台状の底部から体部が内湾して立ち上がるもの (2)、

丸底の底部から口縁部まで内湾して立ち上がり半球形を呈するもの(3)、 上げ底状の底部から内湾して半球形に立

ち上がる体部に、幅が広く外反する口縁がつくもの(4)、 内湾して立ち、さらに上端が内側に屈折する体部に、外

反する幅の広い口縁がつくもの (5)力 あゞる。重には、球形の体部に、体部径より径が小さく、しかも高さが低く

て外傾する回縁がつくもの (6)、 球形の体部に、体部径と同じ位の径で、高い口頸がつくもの (7)、 外傾して立

つ頸部に受口状に内湾する日縁がつく大形のもの (8)力 あゞる。甕には、長胴ぎみの体部に、体部径より小さい外

反する口縁がつくもの (9)、 球形の体部に、外反する日縁がつくもの (10・ 11)カミある。不 (3)と重 (6)に新

しい要素があり、10・ ■層からの混入の可能性がある。他の土師器は古墳時代前期の塩釜式に位置付けられる。

木製品には、直柄広鍬・直欄横鍬・膝柄二又鍬・膝柄三又鍬 。一木鋤・農具直柄・鍬膝柄 。掘り棒・横槌 。竪杵

杓子状木製品。その他不明品がある。直柄広鍬 (第 192図 2)は、全長29.2clnを 測る。前面から見て右側の約半分を

欠損する。後面の上部は焼け焦げているが、後面の上端から全長の 2/3の ところまで流線型の着柄隆起が作り出さ

れている。柄孔は、縦3.6cm・ 横3.2cm円形である。身部は台形に開き、刃先部は直線的で、幅は23.2cmに復元され

る。柄孔の角度は64～ 66°である。

直柄横鍬 (第192図 1)は、現状では長さ25.4cm。幅17.Ocmの柾目板に転用されているが、柄孔の一部が残ってい

たことから、元は横鍬であると判断される。両面には細かな加工痕が残っている。横鍬の大きさは、全長17.Ocm・

幅は約51cmに復元されるが、本来の全長は、これより長かった可能性もある。刃先および上面は直線的に作られて

いるが、側面はわずかに湾曲する。柄孔は、直径4.3cmに復元されるが、着柄隆起があったかどうかは不明である。
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地 区 選構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

主師器 小型手捏ね土器 H区 121tl層 10層血 9 ナブ ナデ 古墳前期

C-35 土師器 芥 II区 12⑥層 10層NQll 古墳前期

C-54 土師器 不 II区 12層 口縁ヨコナデ、一部ヘラミガキ、体部ナデ、底部ヘラケズリ 口縁ヨコナデ、体部ハク 古墳中期

C-38 土師器 II区 121Cl層 10層h8 内面全面黒色 (漆 ?)付着、ヘラナデ 古蹟前期

C-3И 上師器 j4N II区 12tCl層 10ttNQ14 IA 古墳前期

C-55 土師器 重 11区 12層 185) 口縁から体部ナデのちハクメのちヘラミガキ 口縁ヘラミガキ、体部ナデ 古墳中期 230-6

上師器 H区 1つ⑨ 冒 10層Na10 (116) 口縁ヘラナデ、体部ナデ、底部ヘラクズリ 口縁ヘラナデ ?、 体部ナデ 古猿前期

C-51 上師器 壼 12層 古墳前期

C-37 上師器 憂 H区 1つ⑥層 10層血 13 口部ヨコナデのちヘラミガキ?体部ベラミオキ?黒色付着? 回縁ヨコナア、体部ナア、輪嶺み反あり 古墳前期

■師器 整 12(0層 10層Ne12 口縁ヨコナデ、体部ナデ 古墳前期

土師器 壽 H区 以⑥層 iO層血 1 (102) 古墳前期 226-3

弥生土器 鉢 13層

弥生土器 童 13層

第191図  H区河サII跡 12・ 13層出土土器
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木製品
有孔板材
直柄横鍬

区

層
12木 1

長

０

全

１７
最大幅 厚

０

大

上

最 幅

０

部

１

身

６
身部厚 隆起長 柄子L 柄 角

刃部削除
タヌギ節 柾 目 古猿前期

木製品
柄
鍬
直
広

区

層
12本 10

復元推定
(232) 64°-66.

焼痕 クヌギ節 柾目 古墳前期

木製品 廟抑
区

層
10本20

長

お

全

釘
身部長 定

少
推
８
元
Ｑ
復
幅 那

‐２
軸部長 軸部幡 軸部厚

タヌギ節 柾 目 古猿前期

木製品 不明健呉 10木19
長

０

全

１６
最大幅 最大厚
08 クヌギ飾 柾目 古猿前期

木製品 その他不明
区

層
12木13

長

Ю

全

１６

幅

４

厚

３ キハダ 柾 目 古墳前期

第192図 ‖区河サII跡 12層出土木製品類 1
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L-126 木製品
膝柄
三又鍬

区

層
10本24

長

０

竺

６‐

長

６

部

５

身

４

身部幅 厚

Ｏ

部

１

身 厚

Ю

刃

１
軸部長 軸部幅
88
軸部厚

クヌギ節 柾 目 古猿前期

し-115 木製品
―木
二又鋤

区

層
12木 2

長

２

全

７９
身部長 幅

６

部

７

身

１ 18

乗

０

酌

眈

長

８

部

分

握

二
握部幅

方形孔 2個 クヌギ節 柾目 古蹟前期

3 L-313 木製品 農具柄
区

層
12木 14

長

７

全

鉤
縫

コナラ節 芯無丸 古墳前期

第193図  ‖区河サII跡12層出土木製品類 2
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側辺部の中央には縦1.4cm・ 横0 8cmの長方形の孔が開けられている。

膝柄二又鍬 (第 192図 3)は、身部の片側を欠損する。全長は61.8cmあ り、身部の幅は18.2cmに復元される。軸部

は半円筒状を呈し、端部には幅約 2 cmの紐掛かりの濤が切ってある。軸部と身部の境は直角に角がつき、身部は一

度わずかに開いた後に屈折してやや大きく開き、直ぐにまた広がりを減じて八字に開く。身部の内側はやや厚く作

られ、内側面は直線的である。外側面は内側より薄く削られ、身部長の 1/4程のところから直線的に内屈して内側

面と接して刃先となる。身部の厚さは、軸部との境から6～ 7 cmの ところから前面側を削って整えている。

膝柄三又鍬 (第 193図 1)は、左右の歯が失われ、軸部と中央の歯が残る。全長は61.Ocmで、前述の膝柄二又鍬と

ほぼ同じである。軸部は半円筒状を呈し、端部は逆半円錐形に削り出されている。身部の長さは45.6cmあ り、中央

の歯だけの長さは約33.5cmである。歯幅は3.3cmあ る。身部の厚さは、軸部との境から7～ 8硼のところから前面側

を削って整えている。

一木鋤 (第 193図 2)は、全長79.2cmあ る。現状の身部の先は、鈍い山形に加工され、しかも先端の中央に幅約2.5

cmの方形の凹みがあることから、本来は一木二又鋤であったと考えられる。したがって、全長もこれよりさらに

10～20cm長かったと推定される。柄部の長さは64.Ocmあ り、端部にはD字状の握りが削り出されている。身部は肩

の部分で幅が17.6cmあ るが、左右の肩幅は均等ではなく片側が1.5cmほ ど広い。身部には前述した先端のカロエのほか

に、現在の先端面に近いところには、柄の中軸線の延長を中心として約 2帥の間隔をおいて一辺が 6～ 7 mmの 方形

の孔が開けられ、さらに実測図の左側の面は、身部の中央と柄の下端部が平坦になるように削られている。先端を

含む 3つの加工が行われた理由としては、当初の一木二又鋤の歯が破損したために歯を切断し、新たに身部と軸か

らなる別の歯を作製し、図の左側の面に軸がくるようにして、身部の上端を元の身部の下端に合わせ、方形の孔の

部分と柄の下部で軸部を結縛し、組み合わせ鋤のようにして再利用したものと考えられる。

農具直柄は 2点ある。第193図 3は、柄の途中及び両端を欠損する。基部側は、断面形が円形で、未端に寄るにし

たがって細 くなる。先端側は次第に幅は太くなり、厚さはこれに反して薄くなる。この柄については、掘り棒の柄

から身部にかけての破片の可能性がある。第194図 3は、全長38.8cmあ る芯無丸材で、太さは直径2.8cm前後で均一

である。木国の一方は面取りされて丸くなり、他方は隣接して 3面から各 1段の加工が行われ細 くされているが、

各加工面は本国の中央で止まっているために先端は尖ってはいない。

鍬膝柄は 2点出土しているが、ともに鍬との接合部から柄の先端にかけての破片である (第 194図 1・ 2)。 接続

部の長さは、 1が19.Ocm。 2が 22.4cmあ り、幅はそれぞれ4.Ocmと 3.8cmである。接続部の上端の前面側には両者と

もに紐掛かりの突起が造り出されている。突起の下側と接合部の先半部の前面には、紐の緊縛痕跡が観察される。

緊縛痕跡は 1が1.5cmの幅に 6条、 2は突起の下側が 8 nlmの幅に 3条、接合部の先半部は1.4側の幅に 4条ある。緊

縛痕跡の間の間隔は10～m硼でぁる。

横槌 (第 194図 4)は、全長32.2cmあ り、先端側の方の直径がやや大きい円筒形の頭部に基端部が肥大する柄がつ

く。頭部の柄側の端は丸くなって柄に接続する。柄の太さは均―である。

竪杵 (第 194図 6)は全長123側あり、掲部と握部の境は明瞭で、均―な太さの握部の中央には算盤玉状の隆帯が

巡る。全体に保存状態は良くないが、片側の掲部には、握部との付近の一部に 2条の沈線状の彫り込みが残る。

杓子状木製品 (第 195図 1・ 2)は、ともに未製品である。 1は全長25.8cmで、柄から掬い部にかけては緩やかに

広がり、掬い部は凹面側に反っている。 2は柄から掬い部にかけて緩やかに広がるが、掬い部に反りは無く直線的

である。 2点 とも木取りは板目である。

その他の用途不明木製品は 5点出土している。第192図 4は、薄く力日工された柾目板で、又鍬の歯の可能性が考え

られる。第194図 5は、楔状の木製品であるが、又鍬の歯の再加工品の可能性がある。第195図 3は、丁寧に加工さ

れた全長42.5cmの板目板で、片側の側面は全体を欠損している。縦と横方向に湾曲がある。縦の湾曲は、凹面を右
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第194図 観察表

中

号

図

番

録

号

登

善
種 別 器 種

層位
取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

木製品 鍬膝柄
区

層
10木 14 鋲
脚
接部長 接部幅 接部厚 柄部長 柄部径

緊篤痕 ヤナギ属 古墳前期

木製品 鍬膝柄
一区

慮
12木 12 緊縛痕 ク リ 古墳前期

木製品 農具柄
区

層
12本 10 鋲
３８８

柄 径
木口面取、先端加工 3面 1段 柾目取 り 古墳前期

木製品 横槌
区

層 鋲
３２２

槌部長 頭部径 基部長 柄部長 柄部径 広葉樹
(散孔材)

芯持丸 古墳前期

木製品 山桶又鍬 ?
区

層

全長 幅

２

大

３

最 最大厚 身部幅 身部厚 隆起部 柄孔 1 柄角 1焼痕 クヌギ節 柾 目 古墳前期

L-235 木製品 竪杵
区

層
12木 8

全長 部

・

掲

お前 26撮ギ§2
長

２

部

４

握

２
４
８
鰤
夙

クヌギ節 芯無丸 古墳前期

にした場合には緩い逆 S字状なる。横の湾曲は、本目に沿って木裏側が凹面となるように湾曲する。木口面は、片

側 (図の上)は凸面の方に肥厚して丸くなる。残っている側の側辺部には、側面から5 mun前後のところに縦に並ん

で 5ヵ 所と、下 2ヵ 所にはこれと対となる孔が内側に 2ヵ 所に開けられている。力日工痕跡は、凸面は縦方向に削ら

れ、凹面は横方向に削られている。凸面には部分的に赤色顔料が薄く残る。顔料は膜状ではなく、染料が染みたよ

うな状況である。第195図 4も 3と類似する木製品で、両側面と片半分を欠損する。残存長は22.4cmで、残存する側

面に縦に 2個の孔が開いている。第195図 5は、短冊状の板材で、片側の側辺に 3ヵ 所と中央に 2ヵ 所の 5つの孔が

開いている。側辺の3ヵ 所の孔は、木口から8.9-11.3-11.9-7.2cm(図 上より)の位置にある。

材には、板材 (第 195図 6～ 8他 L-332)・ 角材 (第 196図 2～ 6、 第197図 1～ 3)・分割材 (第 196図 1、 第197図

4～ 9他 L-134・ 135。 136。 139・ 234。 236・ 314・ 317・ 318・ 320・ 322・ 323・ 325。 326・ 333・ 334・ 335。 336・ 339)・

半裁丸材 (第 198図 1)。 丸材 (第 198図 2～ 8他 L-321・ 327・ 331)がある。角材は、大型のものと小型のものがあ

り、大型のものは切断痕を除くと割面だけのものが多く、側面に力日工があるものは第197図 1だ けである。分割材は、

割面だけでなく杭先状に加工されているもの (第 197図 7)な ど様々な形態のものがあるが、ミカン割材のような製

品の素材としての一定の形態を備えた材はなく、製品力日正の際に生じた層片のようなものが多い。半裁丸材は、片

側の木口を欠損し、残る木口には切断痕と考えられる加工がある。割面を除く側面は縦方向に削られている。丸材

は、側面に加工のあるもの (2)、 比較的細 くて 1面からの切断痕があるもの (4・ 5)、 比較的太くて先端が多面

から杭先状に加工されるもの (3・ 7・ 8)、「 ヒ較的太くて先端が平坦に加工されているもの (6)がある。

13 13層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積 上の状況 と検 出遺構
H区の13層は、13b層が河川跡の底面部分に堆積する。北岸斜面には分布せず、また12層が深く堆積する部分や14

層が高くなって堆積している部分には分布しないところがある。層厚は、河川跡の底面部では20cm前後あるが、河

岸斜面の立ち上がり部分付近で急に薄くなる。遺構としては杭が 1本検出されている。 (杭No lは欠番)

2)杭

検出位置は不明である。杭材は全長15.6cmの割杭で、全体的に焦げているが、先端には一面から施された加工痕

が残る。

3)遺 物出土状況 と出土遺物
13層 は、土層の厚さの割に遺物の出量は少ない。木製品類は河川跡の中央に散在するように分布している。出土

遺物としては、弥生土器・土師器・木製品。材がある。



Ｒ

Ｍ

隅

旧

日

旧

―――

――‐

旧

―――

旧

―――

――‐

Ｍ

閑

Ｕ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

耐
――――
―――
―――‐
――‐‐
―――‐
‐――
‐―‐
＝
悧
―――Ｉ
Ⅲ
岬
辮
υ

一　

　

　

　

　

一

同

脚

―――

―――

翔

／

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
一

剛

鮒

剛

�

ＩＩＩＩＩＩ

剛

Ｍ

脚

冊

Ⅲ

‐――

懲

一

ヽ
＝
＝
――
＝
＝
刊

ユ(/)□

υ

 ヽ11

|

ー

―

磯ミくミ くJ       5(/)

□ l 】

2(%)

0
串

‐ E―

全フリ

耐  8(/)
4(%)

8(χ )
∝駅カ

釉

Ⅵ

＝

＝

＝

＝

＝

＝

―‐

‐―

＝

Ｈ

‐Ｉ

Ｈ

Ｕ

―

[王 ヨ

ー
   

ー

全加工

CEEED
6(%)‐園日旧日日日日日田困除叫ぃいいいいい］］『‐

尋
中

号

凹

番
球
号

盆
懸 種 舛」 器 種

区
位
地
層
取上番号 特 徴 備 考 樹  種 本取 り 時 期 写真図版

木製品
拘子状

木製品

区

層
12本 3

長

８

全

２５

身部長 身部幅

帽評最1彊祀炉1梗厨帰1木裏側を正面としてへとみ コチラ飾 古墳前期

木製品
杓子状

木製品

区

層

長

２

全

４２

身部長 身部幅

孔醍「 盟昇1堀戴行1握
部長
1握
部幅

ク リ 古墳前期

木製品 不明
区

脳

長

５

全

４２

幅

９５

厚

ｉ
安孔 7ケ所、縦横共弯曲、表面赤色顔料付着 トテノキ 板 目 古墳前期

本製品 不明
区

層
10木21 穿孔 2ケ所、縦横共弯由、表面赤色顔料付着 板 目 古墳前期

木製品 不明
区

層
12本 6 安孔 5ケ所 モミ属 占墳前期

材 板材
区

層 鋲
４６

幅・径 厚

０ 柾 目 古墳前期

初 板材
区

臣
12材 18 焼痕 クヌギ節 征 目 占壌前期

材 板材
区

層
12材 19 柾 目 古禁前期

第195図  H区河川跡12層出土木製品類 4
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位

地
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〕 L-343 材 分割材
区

層 12材38 錬
‐７９３

後

６

哨

１

厚

８ キハダ 古墳前期

2 L-344 羽 角材
区

層 12材28
5 5 オニグルミ 古墳前期

3 L-338 材 角羽
区

層 12材43
80 64 先端加工 ニガキ 古墳前期

L-140 材 角材
』
層 12材 16 74 0 80 72 ク リ 古墳前期

5 L-315 材 角材
区

層 12材 31 47 トネ リコ属 古墳前期

6 L-324 材 角材
区

臓 12材 46 40 21 両面加工 クヌギ節 古墳前期

第196図  ‖区河川跡12層出土木製品類 5
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1 と-117 材 角材
区

虐 12木 4
全長 幅・径
44

厚

争 木口加工、 2面 1段 キハブ 古墳前期

2 L-129 材 角材
必

層 12材 1 64 5 51
焼痕 コナラ節 古墳前期

3 L-138 材 角材
区

層 12材 14 38 5 5 1 焼 痩
オニグルミ 古墳前期

L-141 材 分割材
区

層 12材 17 22 2
先端加工 キハダ 古墳前期

5 L-342 材 分割材
区

疇 12材30 0
クメギ節 古墳前期

6 L-340 材 分割材
区

層 12材27 54
先端加工、焼痕 古墳前期

7 L-137 材 分割材
II区

12層
12材 13

71 先端加工、 2面多段、焼痕 ク リ 古墳前期

8 L-337 材 分割材
区

層 12材50 焼痕 キハダ 古墳前期

9 L-341 材 分割材
区

層 12材37 オニグルミ 古墳前期

第197図  ‖区河川跡12層出土木製品類 6
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1 L-132 材 半裁丸材
区

層 12材 5
全長
14 8
幅・径
30

厚

〆 先端及び表面加工、柄の可能性 ンノキ属 古墳前期

2 L-131 材 丸材
区

層 12材 4 21 0 表面軸方向に力口工、柄の可能性 ンノキ属 芯持丸 古墳前期

3 L-328 蒻 丸材
』
層 12材 25 7ユ 7 5

先端加工、 5面多段 コナラ節 芯持丸 古墳前期 329-6

4 L-316 材 丸材
区

層 12材 23 44 1
先端加工、樹皮付 カエデ属 芯持丸 古墳前期

5 L-330 材 丸材
区

層 12材 24 31 2
両端加工、樹皮付 ハンノキ属 芯持丸 古墳前期

6 L-329 材 丸材
区

臨 12材 32 36 2 7 75 先端加
工、焼痕 ケヤキ 芯持丸 古墳前期 329-7

7 L-130 蒻 丸材
区

層 12材 2 47 7 55 3
先端加工、 3面多段 コクサギ 芯持丸 古墳前期

8 L-133 材 丸材
区

層 12材 8 先端加工、 4面多段、樹皮付 ンヽノキ属 芯持丸 古墳前期

9 L-319 杭 丸杭
区

層 12杭 2
長

１

全

１５
幅・径
48

厚

５
先端加工

トネリコ属 芯持丸 古墳前期

L-144 杭 丸杭
区

瞬 12杭 1 1面 2段 ンノキ属 芯持丸 古墳前期 339-10

第198図  ‖区河川跡12層出土木製品類 7
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L-145 木製品 膝柄二又鍬
区

層

全長 身部長 身部幅

昆醍辱
刃厚
1臀評界
軸部幅
聖剋層晶撃離 遷覆3ド配濯焼痕 クヌギ節 種 目 古墳前期

L-345 材 板材
区

層
13材 5

全長 幅・径 厚

３ 古墳前期

材 角材
区

層
13材 8 スギ 古墳前期

材 分割材
区

層
13材 ] 古墳前期

L-148 分割材
区

層
13材 3 古墳前期

材 分割材
区

膚
13材 7 古墳前期

L-348 材 分割材
区

層
13材 9 ヤナギ属 古墳前期

材 分割材
区

層
13材 4 古墳前期

L-150 割 杭
区

層
13杭 2

全長 幅・径 厚

３ 守響∵透1焼痕 古墳前期

第199図  ‖区河川跡13層出土木製品類
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弥生土器は、第191図 12・ 13に図示した鉢と壷の破片のほか、体部と底部の破片が 7点出上している。上師器は実

測できるものはないが、壼または奏の破片が 5点出上している。

木製品の出土も少なく、膝柄又鍬が 1点あるだけである。13層出上の膝柄又鍬は、縦に半分のところから割れ、

残る部分も、歯の半分と軸部の先端を欠損している。軸部は、端部に向かって細 くなるように作られ、断面形は底

辺の幅を広くした隅丸二等辺三角形を呈する。身部は、軸部との境が水平に張り出して小さな肩部を形成し、そこ

から八字に広がり、歯部の上部から中部にかけて内外両側面とも緩やかに湾曲しながら開く。身部の厚さは、軸部

との境から数cm下がったところから前面側を削って整えている。

材には、板材 (第 199図 2)・ 角材 (第 199図 3)・分割材 (第 199図 4～ 8他 L-147・ 346・ 354)な どがある。板材

は柾目状のもので、木口に切断痕と見られる加工がある以外は、両面及び両側面は割面となっている。角材は、加

工痕はなく側面は全て割面である。分割材には、半裁状のもの(4)、 1/4分割のもの(5)、 ミカン割状のもの(8)

などがあるが、特別な加工のあるものはない。

14 14層検出遺構と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構
H区の14層は、樹枝の含まれる度合いによって上下 2層に分けられる。上層の14a層 は、多量の樹枝片を含む暗褐

色粘土層で、腐食土も多くぶくまれる。また層の上部では砂も多く含まれている。14b層 は、腐食上を多く含む黒褐

色の粘土層で、14a層 に比べると、樹枝片を含む量は少なくなっている。14a層 は、河川跡の底面から河岸斜面まで

全体に分布する。14a層の層厚は、河川跡の中央では15cm前後であるが、底面から河岸面への立ち上がり部分では30

cm前後あり、斜面を登るにつれて薄くなる。14b層 は、河川跡の中央より南岸に寄って分布する。層厚は10～15cmで

ある。

14層で検出された遺構には、杭が 1本あるだけである。

2)杭

杭は、H区西部の北岸斜面の中程で検出され、南から北方向に約50°の角度で傾いて刺さつている。杭の全長は17.5
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南          北
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cmで、木取りは心持の丸材である。先端には 1面から加工されて尖っている。

3)遺 物 出土状況
14層の遺物は、H区西半部では北岸斜面から河川跡底面まで全体に分布しているが、東半部では河川跡の底面に

遺物が集中する傾向にある。このような遺物の分布傾向は、12層の遺物出土状況に類似している。14層出土遺物の

主体は、木製品及び材であるが、特にまとまりは無い。木製品には未製品が多数含まれているが、まとまりのある

出土はしておらず、岸面から底面まで散在している。木製品の出土量の割には、土器や石器の量は少ない。

4)出 土遺 物
14層出土遺物には、弥生土器・石器・砥石・木製品・材 。杭がある。弥生土器は、第202図 に図示した壷 。甕・鉢

など11点の破片と、甕及び壼等の体部・底部の破片が53点出土している。弥生土器の文様としては、細い平行沈線

によるもの (1・ 3・ 9)と、細い平行沈線により山形文の描かれるもの (8)、 細い沈線で文様帯を区画した後に

磨消縄文または充填縄文により山形文の描かれるもの (4～ 7)がある。また甕11・ 12は、口縁部が外反し、体部

と口縁部の境に列点刺突されている。土器の特徴は、弥生時代中期桝形囲式の範疇に位置づけられる。

石器は、敲石 (第203図 1)と 不定型石器 (第204図 2)、 砥石 (第204図 1)力 あ`る。敲石は、半分に折れた太型

蛤刃石斧の刃部側を転用したもので、刃部と折れ面及び両主面に敲打痕が認められる。不定型石器は、縦長の劉片

ノ

４

麹
輩

Ｌ

２

ぺ

‐
＼
３

0                        10cm

観

鶏

了

‐ｏ

可

ゝ

＝

プ

８

い
鬱

了

ｒ

７

礁
一

Ｆ

６

翻
ノ

５

中

号

図

番

登 録

番 号
種 月」 器  種

出 土 地 点 法  量
特   徴   。  備   考 分 類 時 期 写真図版

地 区 遺精 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 B-7 弥生土器 塞 II区 14層 弥生中期 168-5
2 B-19 弥生土器 壷 H区 14層 弥生中期

3 B-9 弥生土器 壷 H区 14層 平行直線文。 弥生中期 168-14

4 B-14 弥生土器 鉢 II区 14層 層波文。地文ⅡI C �i 弥生中期 167-13

5 B-15 弥生土器 鉢 H区 14層 地文Ⅶ �? 弥生中期 167-14

6 B-18 弥生土器 鉢 ? H区 14層 地文 III C3。 弥生中期 167-15

7 B-26 弥生土器 鉢 ? II区 14層 層波文。地文 H C hi。 弥生中期 167-12

8 B-16 弥生土器 鉢 ? H区 14層 層波文。地文Ⅷ i 弥生中期

9 B-17 弥生土器 甕 H区 14層 (166) 平行直線文 (5)。 地文Ⅷ i 弥生中期 168-6
B-8 弥生土器 甕 H区 14層 列点文。地文 I 弥生中期 168-7

弥生土器 甕 II区 14層 列点文。地文 I 弥生中期 168-8

Ｋ

・．

270

第202図  ‖区河川跡14層出土土器



で、両偵1辺に微細剣離が観察される。砥石は、中央部が使い減りしたものが半分に折れたもので、撥形を呈する。

砥面は、幅の広い方は浅 くて広い濤状の窪みができ、幅の狭い方は線状の濤が幾つもできている。線状の濤は端面

にも観察される。この砥石については、通常の使用によって中央部が減ったため、後に特殊な研ぎ方をする砥石に

機能を変えられたものと考えられる。

木製品には、直柄広鍬 。泥除 。打棒・斧直柄・斧膝柄・盤 。その他不明品がある。直柄広鍬 (第205図 1)は、刃

合わせに作られた 2連の未製品で、全長81.2甑・幅27.7cmを測る。鍬の頭部にあたる両側面の端部は、木口に向かっ

て斜めに切り取られ、刃先にあたる側面の中央は、僅かに削られて幅が狭 くなっている。後面側は、着柄隆起とな

る部分が低い伏せ鉢状に削り出されている。前面側は、原木をミカン割りした際の樹皮側にあたり、厚く割れる側

には、斧による削りが施され(実測図右平面図の右半分)、 反対の樹芯側にあたり比較的薄く割れている側には、割

り面がそのまま広い範囲に残っている(実測図右平面図の左半分)。 割り面が残る側も、側縁部には頭部から刃部に

向かって薄くなるように力日正されている。また、両端部も木口に向かって薄くなるように削られている。泥除は、
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完成品。未製品合わせて 4点 (第206図 1・ 2、 第207図 1・ 2)力 出ゞ土している。第206図 1は完成品であるが、下

部を欠損する。平面形は台形を呈し、縦・横両断面は共に後面側が窪むように湾曲して作られている。造りは全体

に厚手で、栗材の板目板を横木取りしている。上端 (頭部)は真直ぐに加工されているが、下端は他の例を見ると、

外側に緩やかに突出するように作製されていたものと推定される。着柄隆起は、後面の上部に逆向きの半円錐状に

突き出して造り出されている。着柄隆起に開けられた柄孔は、隅丸方形を呈し、中程のところで縦3.6cm、 横2.6cm

を測るが、後面側が前面側より広く彫られている。上端 (頭部)の両方の角には、それぞれ lヵ 所に直径約 5 1nlllの

孔が開けられている。頭部の幅は21.2cmで、孔の間隔は17.4cmである。第206図 2は、加工の進んだ未製品である。

全長33.8cm。 最大幅31.8cm。 頭部幅20.0側を測り、底辺が緩やかな円形に突出した台形を呈する。全体に後面側に

湾曲しているが、頭部付近はまだ削りが浅く湾曲がない。完成品に比べると全体に厚い。着柄隆起には孔が開けら

れているが、加工は粗 く、完成品に比べて一回り大きな三角錐状の造り出しとなっている。第207図 1は、泥除の下

半部の破片で、工程的には第206図 2に近いものと考えられるが、前者と比較すると若干厚い。残存長16.Ocm。幅34.6

clnを測る。第207図 2は、素材に近い段階の未製品で、縦33.2cm・横41.Ocmの 長方形を呈する。木取りは、皮剰ぎを

した木表面を前面、割面となっている木裏面を後面として、板目板を横木取りしている。木口面には、木表側から

木裏側に向かって原木を輪切りにした際の切断痕が、そのまま斜めに残っている。前面側の加工は、材の中央から
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木口面に向かって薄くなるように、木目に沿って削っている。後面側は、側面の片側に寄せて台状の隆起部を造り

出し始めている。隆起部の頭部側には、方形の柄孔を途中まで開けている。上下の両端面は、樹皮を剣いだ面がほ

とんど未加工のまま残っている。

打棒 (第208図 1)は、未製品で、全長113.Ocmを 測る。半裁した丸材から作られ、柄部と身部の大まかな形状が

できた段階にあり、両端部には切断痕がそのまま残る。前面 (図の左平面)の柄部は、樹皮鋼ぎ面のままで、樹皮

を剣いだときの斧の刃先の痕跡が残る。身部の前面は、柄部との境から先端の近 くまでが、身部の中央が最も薄く

なるように削られている。後面側 (図の右平面)は、割面を削って表面を整えている。両側面は、身部は樹皮劉ぎ

面のままで、柄部は割面を削って表面を整えている。

斧直柄は、 2点出上している (第208図 2、 第209図 1)。 共に完成の後の破損品である。第208図 2は、頭部の石

斧装着孔 (以下単に装着孔と呼ぶ。)から先を欠損する。残存長は70。 2cmで、頭部と柄部の境には低い段があり、両

部位は明確に区別される。柄部は、長さは52.Ocm・直径3.6cm前後で、端部が算盤玉状に肥大する。頭部の装着孔よ

り手前側の上下両面には、斧の中軸線に沿って稜が形成されている。頭部の基部側の先端は、装着孔の直前で快ら

れて厚さを減じている。第209図 1は、柄部から頭部の基部にかけての破片で、残長59。 4cm、 柄部長50.4cm・柄部径

2.6cmを測る。柄の端部は算盤玉状に肥大している。

斧膝柄は、未製品が 3点出土している (第209図 2・ 3、 第210図 1)。 第209図 2は、斧台部は残るが、柄部の大

半を欠損する。斧台部の長さは27.6cmを 測る。風化が進み加工痕は不明瞭である。第209図 3は、全長92.Ocm・斧台

長34.4cm・ 柄部長81.6cmを 測る。木の幹にあたる部分が斧台部となり、斧台部の両端には切断痕が残る。斧台の後

面は、 2面から割りが施され、縦の中心線に沿って高く盛り上がり、断面形は菱形に近い。枝に当たる部分が柄と

なり、柄の先端は枝が二又に分かれる部分で切られている。第210図 1は、第209図 3に類似する未製品であるが、

斧台の後面は幹を半裁するように 1面からだけ割られている。全長90.8cm。 斧台長36.2cm・ 柄部長83.4cmを 測り、

柄菩[に イよ樹皮が残る。

盤は、破片が 2点出土している (第210図 2・ 3)。 共に春J物で、直線的な側辺部の破片である。底面は平らに作

られ、側面はやや開いて立ち上がる。器高は 2が 4.Ocm、 3が3.2cmである。

その他の用途不明の木製品には、第207図 3～ 6の ような形状の製品がある。

材には、板材 (第210図 4～ 5、 第211図 1、 第213図 1)・ 角材 (第211図 2～ 6)。 分割材 (第210図 6、 第211図

7～ 9、 第212図 1～ 8、 第213図 2～ 6他 L-153・ 154。 157・ 239。 24卜 242・ 243・ 245・ 246・ 247・ 356・ 357・ 360・

361・ 362・ 365・ 367・ 368・ 374・ 375・ 376・ 380・ 381・ 382・ 383・ 389・ 394。 396・ 398・ 399・ 400・ 401)。 半裁丸

材 (第213図 7～10他 L-369。 379)・ 丸材 (第213図■他 L-385・ 388・ 395)がある。15層 とともに特に分割材の出

土量が多い。板材には、柾目板 (第210図 5、 第211図 1)と 板目板 (第210図 4、 213図 1)と がある。角材は、木

口に切断痕の残るものがあるが、ほとんどは割面だけのものである。端部が焼けているものも多い。分割材は、ミ

カン割状のものや、側面に加工の施されているもの、切断痕のあるものなど多様な形態のものが出上しているが、

木製品の素材の可能性を指摘できるものや、用途を特定できるものはない。図示した材の多くと、図示しなかった

材のほとんどは、木製品類の加工の際に生じた木屑のようなものと考えられる。半裁丸材には、長さ50cm前後の比

較的短いもの (第213図 7・ 10)と 、lmを超す長いもの (第213図 8～ 9)がある。前者の (10)に は樹皮を劉いだ

面に加工がある。後者の両端には切断痕があり、ほば中央から割られている。何らかの目的をもって切り取られ、

さらに縦に分割されたものと考えられる材である。丸材は、4点 と出土量は少ない。第213図 11は片方の木口は 2面

から切断され、他方は焼けている。
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L-295 木製品 泥除
区

層

長

Ю

全

１６
身部帽 闘 幅

1瑯
厚

1座
長

1釉 1細
間

1変審喬に勒 演
板目横木取り 弥生中期

L-237 木製品 泥除
区

層
14材 13

30
未製品 板目横本取 り 弥生中期

木製品 直柄
区

層
14材 27

長

ュ

金

５

径

ュ

柄

２
ミズキ属 芯無丸 弥生中期

木製品 不明
区

層
11本 2

長

お

笠

７

幅

＆

厚

‐６
クヌギ節 弥生中期

L-350 木製品 不明
区

層
14本12

16
ノナ属

類似種
征 目 弥生中期

木製品 不明
区

層
14木 4 ミズキ属 板 目 yF生中期

第207図  ‖区河サII跡 14層出土木製品類 3
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位
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層
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本製品 打棒
区

層
14木 7 鋲
蜘

長

２

部

２

身

４

身部幅

魏２６
先端幅
つ8
先端厚 柄部長

未製品 クヌギ節 弥生中期

木製品 斧直柄
区

層
14木 8 鋲
胞
頭部長 頭部幅 頭部厚 長

Ｏ

部

２

柄

５
柄部径 装着孔 挿入角

頭部先端欠損 クヌギ節 芯無丸 弥生中期

第208図  ‖区河,H跡 14層出土木製品類 4
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区
位
地
層
取上番号 法 題 特 徴 臆 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

本製品 斧膝柄
区

層

長

８

全

鉤

斧台長
36 2

斧台幅
100
斧台厚 長

４

部

３

柄

８ EF行
装着長 装着幅 装着厚

1路 1未製鼠 樹皮付 弥生中期 319-3

L-363 木製品 盤
区

層

高

Ｏ

器

４

口径 (長・幅) 底径 (長・幅)
横木取 り 弥生中期

木製品 盤
区

層
14材55 トテノキ 横木取 り 弥生中期

材 板財
区

層
14材22

119
佳

４

厚 さ ニガテ 板  目 弥生中期

材 板材
区

層 199 先端加工、焼痕 クメギ節 柾  目 弥生中期

材 分割材
区

層
14材 8 両端加エ キハグ 弥生中期

第210図  ‖区河川跡 14層出土木製品類 6
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区
位
地
層 取上番号 法 量 特 徴 備 老 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-240 材 板材
区

隠 14材 10 鋲
印
幅・径
10 0

厚さ
34 先端加工、焼痕 ケンポナシ 柾 目 弥生中期

2 L-156 材 角材
雖
層 と4材 5 25 9 焼痕 クヌギ節 弥生中期

3 L-402 材 角材
区

層 14材69
44 6 21 ク リ 弥生中期

4 L-403 材 角材
H区
14層
14材 52

71 6
エレ属 弥生中期

5 L-364 材 角材
Ⅱ区
14月詈

14材 50
52 2 59 35 焼痕 ク リ 弥生中期

6 と-155 材 角材
』
層 14材 4 53 4 先端加工、焼痕 ク リ 弥生中期

7 L-248 材 分割材
区

層 14材 17 106 0
両端加工 ミズキ属 弥生中期

8 L-355 材 分割朝
H区
14層

14材 40 カエデ属 弥生中期

9 L-244 材 分割材
H区
14層

14材 12 焼痕 ク リ 弥生中期

第211図  ‖区河川跡 14層出土木製品類 7
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1 し-390 材 分割材
区

虐 14材49 208 9 17 5

厚

７
オニグルミ 弥生中期

2 L-391 材 分割材
区

層 14材44 H20 54 54
両端切断痕 側面に剖り力田エ ミズキ属 弥生中期

3 L-384 材 分割材
区

層 14材77 127 4 67 先端加工 ミズキ属 弥生中期

L-250 材 分割材
区

層 14材20 H40 ニガキ 弥生中期

5 し-393 材 分割材
区

層 14材75 56 7 ク リ 弥生中期

6 L-404 材 分割材
区

層 14材78 42 4 13 2
方日工あ り ク リ 弥生中期

7 L-387 材 分割材
区

層 14材37 95 5 65 先端切断痕 ク リ 弥生中期

8 L-392 材 分割材
区

層 14材76 ク リ 弥生中期

第212図  ‖区河川跡14層出土木製品類 8
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1 L-378 材 板材
区

層 14材68 13 0 66
厚
■ 先端加工 クヌギ節 板 目 弥生中期

2 L-152 材 分割材
区

層 14材 1 カエデ属 弥生中期

3 L-373 材 分割材
区

層 14材59 11 1 63 先端加
工、焼痕 ク リ 弥生中期

4 L-359 材 分割材
区

層 14材56 174 76 先端加工 タ リ 弥生中期

5 L-356 材 分割材
区

層 14材42 64 先端加工、焼痕 タリ 弥生中期

6 L-372 材 分割材
区

層 14材58 115 59 両端加工 クヌギ節 弥生中期 332-5

7 L-158 材 半裁丸材
区

層 14材 7 61 焼痕 ク リ 弥生中期

8 L-249 材 半裁丸材
区

層 14材 15 両端加工 コナラ飾 弥生中期

9 L-386 材 半裁丸材
区

層 14材32 1099 50
両端加工 コナラ節 弥生中期 334-4

L-371 材 半裁丸材
区

層 14材57 25
広楽樹
(散孔材 )

弥生中期

11 L-353 材 丸材
区

層 14材34 162 40 35 先端加
工、焼痕 ヤマウヨギ 芯持丸 弥生中期

L-370 杭 丸杭
区

瞬 14杭 1
全長 幅・径 厚

―
先端加工
1雨 1砕 カエデ属 芯持丸 弥生中期

第213図  ‖区河川跡14層 出土木製品類 9
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甲

号

凶

番

録

号

登

番
種 月」 器種

出 土 地 点 法  量
特 徴 備 考 分 類 時 期 写真図版地区 遺構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径

I B-33 弥生土器 士望 II区 15層 15層配 3 (65) 地文 lll。 弥生中期 168-■
2 B-21 弥生土器 壼 H区 15層 地文Ⅲ C�。 弥生中期 168-9
3 B-34 弥生土器 一亜 H区 15層 15層血 4 地文IV B �。 弥生中期 168-12
B-27 弥生土器 重 ? H区 15層 同心円文。地文Ⅷ i 弥生中期 168-10

5 B-30 弥生土器 高郷 H区 15層 弥生中期 167-3
6 B-29 弥生土器 鉢 ? H区 15層 盾 凝 文 。 増 又 VШ  i 弥生中期 167-8
B-32 弥生上器 鉢 H区 15層 層波文 AlV。 地文 I 弥生中期 167-9

8 B-28 弥生土器 鉢 H区 15層 層渡文 AlV。 地文 VIn i 弥生中期 167-10
9 B-31 弥生土器 鉢 H区 15層 層波文 A2U。 弥生中期 〔67-11
B-35 弥生土器 士霊 II区 15層 10 3 弥生中期

11 B-10 弥生土器 一更 II区 15層 15層 No 2 地文Ⅵl �。 弥生中期 168-13
B-4 弥生土器 蓋 肛区 15層 平行直線文 (3)。 地文 VII i 弥生中期 167-7

第214図  ‖区河川跡15層出土土器 1



15 15層検出遺構と出土遺物

I)堆 積 上の状況 と検 出遺構
H区の15層は、河川跡底面から河岸斜面の中程まで立ち上がって分布する。層厚は、底面部では45～65cmの厚さ

があり、河岸斜面の上部に向かって徐々に薄くなる。15層の大部分は、腐食土や樹枝片を多量に含むにぶい黄褐色

の粘土層 (第 133図 15a層 )が占めるが、河川跡底面から河岸斜面への立ち上がり部分には、黒褐色の腐食土をブロッ

ク状に含むオリーブ灰色の粘土層 (第 133図 15x層 )が分布する。15層の下面は、河川跡底面部では基盤の砂礫であ

る17層、河岸斜面では河川堆積土の最古層の16層群となっている。

検出遺構としては、杭が 4本ある。木製品の未製品が多数出上しているが、これに関係する貯蔵施設等の遺構は

発見されていない。

2)  杭

杭は 4本検出されている。全て角杭であるが、それぞれ単独で存在し、相互の関連性は認められない。杭 1は、

H区河川跡の東壁際の中央部に位置し、西から東方向に65°の角度で傾いている。杭の形態は角杭で、全長は73.Ocm

である。先端に加工はなく焼け面を杭先としている(第201図 2、 第228図 9)。 杭 2は、河川跡の中央西寄りの南岸

斜面の立ち上がり部に位置する。北から南方向に55°の角度で傾いている。割杭で全長は36.3cmあ る。先端に加工は

ない(第201図 3、 第228図 6)。 杭 3は、河川跡の西部の北岸斜面の中ほどに位置する。北から南方向に僅かに傾い

ている。板状の割杭で全長は23.Ocmあ る。先端に加工はない(第201図 4、 第228図 8)。 杭 4は、河川跡西部の北岸

斜面の立ち上がり部に位置する。上半部は真直ぐに刺さっているが、下半部は南側に曲がっている。割杭で全長は

39.9cmあ る。先端に加工はない (第201図 5、 第228図 7)。

＼
4

ヽ

７

中

号

図

番

録

号

登

番
種 男」 器  種

出 土 地 点 法   量
特   徴   。  備   考 分 類 時 期 写真図版

地区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 弥生土器 蓋 (つ まみ ) H区 15層 弥生中期

2 B-22 弥生土器 蓋 H区 15層 地文 VII i 弥生中期 167-4

3 B-24 弥生土器 藍 H区 15層 地文mC� 弥生中期 167-5
B-25 弥生上器 蓋 ■区 15層 地文VⅢ i 弥生中期 167-6

5 B-6 弥生上器 墾 II区 15層 (36) 列点文。地文 I 弥生中期 168-1

6 B-5 弥生土器 甕 II区 15層 列点文。地文Ⅲ C hi 弥生中期 168-2

7 B-2 弥生土器 変 II区 15層 15層 No l (53) (220) 列点文。地文Ⅳ A�。 弥生中期 168-3
8 B― J 弥生土器 甕 II区 15層 列点文。地文Ⅳ D� 弥生中期 168-4

第215図  ‖区河川跡 15層出土土器 2



3)遺 物 出上状 況
H区の15層は、ほぼ全域から遺物が出上している。木製品や材は、東半部の北岸斜面からも出土しており、遺物

の分布範囲は14層よりも東に広がっている。ただし、遺物の出土量全体をみた場合は、東半部よりも西半部の方が

多く出土している。また西半部のなかでも、西壁に寄るにしたがって遺物の量が多くなり、Ⅱ区南西角付近からは

木製品が多数出土している。なお、遺物の密度を見た場合は、15層は層厚が厚いので、Ⅷ・ IX区のような濃密な分

布状況ではない。

15層も14層 と同様に、木製品や材の出土量に比して弥生土器や石器の出土量は少ない。出土した弥生土器も、大

部分が小破片で、全形の分かるものは 1点 もない。

Cm

第216図  ‖区河サII跡 15層出土石器

甲

号

凶

番

録

号

登

番
種別 器 種

出 土 地 点 法   量
特   徴   。  備   考 分 類 時 期 写真図版

地 区 遇構 層 位 取上番号 全 長 幅 径 厚 さ 重 量

1 K-14 石 器 太 4」蛤刃石斧 H区 14・ 15層 基部、敗打痕あり、側面に研磨痕あり 玲岩 弥生中期 239-4



4)出 上遺 物
H区15層から出上した遺物には、弥生土器・石器・木製品・材 。杭がある。弥生土器は、第214・ 215図 に図示し

た壷・高不・鉢・蓋・甕など20点 と、他に各種器形の体部や底部の破片が81点出上している。壷は、肩部からやや

外傾して口頸部が立つもの(第214図 1)、 肩部に張をもち、頸部が直立して回縁部は強く外反するもの(第214図 3)

がある。鉢は、内湾して立ち上がる体部に、強く外傾する日縁がつくもの (第214図 7)と 、体部が外傾して立ち上

がり、日縁部がわずかに内湾するもの (第214図 8・ 9)の 2種がある。蓋は、傘状を呈し、端部に3条の平行沈線

文が施されるもの (第214図 12)と、地文だけのもの (第215図 2～ 4)がある。甕は、日縁が外反し、頸部に列点

刺突が施されている。文様としては、細い平行沈線によるもの (第214図 5・ 12)と、細い沈線で文様帯を区画した

後に磨消縄文または充填縄文により山形文の描かれるもの (第214図 7・ 8・ 9)、 充填縄文により同心円文の描か

れるもの (第214図 4)な どがある。また壷の破片の中には、沈線による区画をせずに地紋とミガキによって文様を

描きだし、地紋の部分に赤色顔料を塗布しているもの (第214図 2)も ある。これらの上器の特徴は、後述するⅥⅡ・

Ⅸ区河チII跡の15層から出上した土器群と共通し、弥生時代中期桝形囲式に属するものと考えられる。

石器は、太型蛤刃石斧の基部側の破片が 1点 (第216図 1)だ け出土している。残存部は、長さ12.Ocm。幅6.Ocm・

厚さ4.4cmあ る。両主要面と側面との境には微かな稜をもつが、断面形はほとんど楕円形に近い。石斧の表面は、研

磨に伴う擦痕が観察され、表面は滑らかであるが、なお多くの部分に敲打による小さな凹面が残っている。

木製品には、直柄広鍬 。直柄狭鍬・泥除 。打棒 。竪杵・臼・盤・台付容器・斧直柄 。斧膝柄・斧直柄状木製品・

その他の不明品がある。直柄広鍬 (第217図 1)は、平面形が家形を呈する板状の未製品である。全長46.2cm。幅28.4

cmを測る。刃部は水平で、前後両面から削られて尖っているが、刃としては未整形である。両側面は、刃部から全

長の 2/3付近までは刃部から垂直に平行して立ち上がり、残り1/3は頭部側の本国から側面にかけて斜めに切り

落とされている。前面側 (実測の平面図右)は、先の全長の 2/3のライン付近から刃部と頭部の端に向かって徐々

に薄くなるように削られている。この結果、前面側は全長の 2/3の ライン付近が高く盛 り上がっている。この盛り

上がりの部分は、後にゲタ状の突起に加工されるものと考えられる。後面側は、頭部から刃部に向かって全長の 2/

3以上の長さの、舟形の着柄隆起の祖形となる盛り上がりが削り出されている。隆起部以外の面は、前面と同じよ

う2/3のラインを境にしてそれぞれ頭部側と刃部側の木口に向かって削られている。この未製品は、保存状態が良

く、表面全体に石斧によるものと考えられる加工痕が残っている。加工痕を観察すると、全体的に見られる幅 3～ 4

cmの加工痕と、後面の着柄隆起の左側に残る幅 6 cm前後の加工痕の 2種類が認められる。刃幅の広い加工痕が、刃

幅の狭い力日工痕に先行している。また、カロエは木目に沿った方向で行われているが、着柄隆起の両側面は隆起の上

面から下方へ向かってカロエが行われている。

直柄狭鍬は完成品 2点 (第217図 2、 第219図 1)と未製品 2点 (第218図 1・ 2)の 4点が出上している。第217

図 2は、柄の一部が残る直柄狭鍬で、平面形は身部の中央が膨らんだ精円形を呈す。全長38.2cm、 幅■ .9cmを測る。

前面には、柄孔の上に水平方向の段があり、頭部側が高くなっている。段の上の頭部は、縦軸に沿って中央が高く

なって稜がつき、先端も三角形に肥大する。頭部の保存状態が悪いので不明瞭ではあるが、段の部分と三角の肥大

部分は、両側面にも僅かに突出するように作られている。後面は、頭部に寄って全長の 1/2の長さの舟形の着柄隆

起が造り出されている。身部は、右側面がより使い減りしている。柄孔は、縦3.2cm・ 横2.6cmの隅丸長方形で、柄

の角度は70～ 72°である。残存する柄は、断面形が隅丸方形の心無材である。第219図 1も 柄の一部が残る直柄狭鍬で、

刃部と頭端部にわずかに湾曲があるが、両側面は平行にのびて全体として長方形を呈する。前面側は特に細工はな

く、平坦に仕上げられている。後面には、全長の約 1/2の長さの舟形の着柄隆起が造り出されているが、その上半

部は後面から見て左側に寄っている。ただし、柄孔は着柄隆起の右に寄せて、鍬の中心線上に開けている。柄孔は、

縦4.8 cm、 横3.2cmの隅丸長方形で、柄角は67°である。残存する柄は先端部が残り、着柄隆起から6 cmほ ど突出し、



端部はやや肥大する。柄の断面形は楕円形に近い隅丸長方形である。第218図 1は直柄狭鍬の未製品で、全長42.Ocm・

幅15。 3cmを測る。刃先は平らで、端部は両面から2～ 3 cmの幅で加工が加えられて鈍 く尖る。両側面はほぼ平行し、

上端部は、原木の切断面とその調整のための加工によって山形を呈している。前面側はまだ中央が高いが、ほぼ平

坦に加工されている。14層の 2連の直柄広鍬未製品 (第205図 1)と 同様に、原木をミカン割りした際に樹皮側にあ

たり、厚く割れる方には、斧による加工が盛んに行われ (実測図右平面図の右半分)、 反対の樹芯側にあたり、比較

的薄く割れている方には、割り面が多く残っている(実測図右平面図の左半分)。 後面は、割面がまだ残るが、舟形

の着柄隆起は綺麗に整形されている。第218図 2も 直柄狭鍬の未製品で、全長41.Ocm・ 幅15.5cmを 測る。刃先部は、

原木を切断した際の斜めの切断面と、その先端を切断した調整加工によって山形になっている。刃先の加工はまだ

行われていない。両側面はほぼ平行し、上端部は平らで、前後両面から削られて鈍 く尖っている。前面側は中央が

高いが、ほぼ平坦に加工され、全面に加工痕が残る。後面も全面に加工痕が残 り、整った舟形の着柄隆起が造り出

されている。

泥除 (第219図 4)は、下半分と着柄隆起の上部を欠損する。頭部の長さは19.4cmで、両角には孔があり、孔の中

には繊維状のものが詰まっている。孔の間隔は17.6cmである。前面から見て右側の側辺部には、割れ口に近いとこ

ろにも小孔が開けられている。この孔については、補修子しと考えられる。

打棒 (第220図 1)は、半裁した丸材の、柄部と身部の境の両側面に換りを入れ、柄側をさらに割って細 くした段

階の未製品である。全長は■1.6cmあ る。両端には、樹皮側から樹芯に向かう切断痕が残る。木表側は、樹皮を剣い

だ面がそのまま残っており、表面には樹度を剣いだ際の斧の刃形が、木日と直交して並ぶように残っている。刃形

とその並びから、樹皮剣ぎの作業は、木目の方向に沿って行われたことが分かる。両側面の柄部と身部の境に入れ

られた挟りは、上下両方からのカロエによる。この快りは、単に柄部と身部の境を決めるだけでなく、半裁後に柄部

の両側面に入れる割が、身部に達しないようにするための加工でもあると考えられる。この割によって、柄部の断

面形は扇状になっている。

竪杵は、未製品 1点 (第220図 2)と破損品を含む完成品 4点 (第221図 1～ 4)の合計 5点が出上している。第

220図 2は未製品で、全長は169.2cmあ る。心無の分割材から製作されている。図の上側の揚部は木の根側に当たり、

端部は切断面がそのまま残る。表面は樹皮剖ぎ面と割面が多く残り、加工は進んでいない。図の下側の揚部は一部

に樹皮剰ぎ面が残るものの加工は進み、先端は半球形に削られている。握り部は、長さが27.6cmあ り、中央には算

盤玉状の隆帯が造り出されている。第221図 1は、竪杵の掲部の破片である。長さ48.6cm・ 直径は6.8cmを測る。心

無の分割材で製作され、先端は半球形を呈する。握り部側の端には、濤状の彫り込みが 2条巡る。第221図 2も 、竪

杵の掲部の破片である。残存長42cm・ 直径6.8cmを測る。心無の分割材で製作され、先端は半球形を呈する。第221

図 3は、ほぼ完全な完成品で、全長は120.4cmあ る。心無の分割材で製作され、掲部の先端は片側が半球形、反対側

が円錐状に尖っている。掲部の握 り部側の端は、2.3cm程の幅で帯状に高く削り出されている。握り部の中央には、

掲部径と同じくらいの算盤玉状の隆帯が造 り出されている。第221図 4も ほぼ完全な完成品で、全長は103.4cmであ

る。心無の分割材で製作され、揚部の先端は3と 同様に片側が半球形、反対側が円錐状に尖っている。掲部の握り

部側の端は、 1と 同じように濤状の彫り込みが 2条巡る。握り部の中央には、掲部径より小さな算盤玉状の隆帯が

造 り出されている。

臼 (第222図 1)は、全周の 1/4程の破片で、底部も欠損する。口径は52cm程 と推定される。残存高は27cmであ

る。いわゆる播鉢状を呈し、器壁は底部側ほど厚くなる。木取りは横木取りで、丸材を縦に半裁して、木表 (樹皮)

側を回縁部に、木裏 (樹芯)側を底部と作製している。

盤 (第222図 3)は、両方の側辺部と片側の端部を欠損する。底面はほぼ平らであるが、端部付近は内面側に湾曲

する。側面は、器壁が立ち上がるというよりは、端部が上方に肥大する程度である。
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台付容器 (第222図 2)は、平面形が隅丸方形を呈する浅鉢状の容器で、底面の四隅には木目の方向に幅の広い脚
が付 く。大きさは縦29.9cm・横28.5cln・ 高さ7.8cmを 測る。腐食が進み加工痕は観察できないが、全体に厚手である

ことから未製品であった可能性もある。脚の外面には、縦に 2条の浅い彫り込みを入れて凹凸を付けている。

斧直柄 (第223図 1)は、ほば完全な形で残る。全長は72.8cmで、柄の長さは51.6cmあ る。頭部と柄部の境には低

い段があり、明確に区別される。頭部の基部の断面形は、縦長の楕円形を呈し、基部と装着孔の間には上下両面か

ら段が付き、頭部の先の上下両面は平坦となる。装着孔から先の頭部の厚さは、先端の方がやや厚 くなる。柄部の

断面形は円形を呈し、直径3.6cmを測る。柄の末端は算盤玉状に肥大している。

斧膝柄は完成品 1点 (第223図 2)と、未製品 2点 (第224図 1・ 2)が出上している。第223図 2は、ほぼ完全な

形で残る完成品で、全長83.4cm、 斧台長21.4cmを測る。斧台の後面は、中央が高くなり、稜を形成する。斧身の装

着濤は幅4.4cm・ 深さ約 2 clnである。装着濤の回りは、先端部を除き、約 5 cmの幅で紐巻き用の濤が彫られている。

前面と右側面の間には、斧台の先端から柄の付け根のところまで、断面がV字形の濤が切られている。濤の深さは

紐巻き用の濤よりも深い。この濤については、斧身を斧台に縛った後に、さらに紐を締めるための楔を挿入するた

めの細工と考えられる。斧台の上部は徐々に細 くなるが、末端はわずかに肥大する。柄は長さが76.6c14あ り、付け

根の部分には、上面側で 2段、下面側で 1段の段差が付けられており、斧台側の付け根が徐々に太 くなるように作

られている。柄は緩 く先端側に湾曲しており、末端は丸 く削られているだけである。第224図 1は、形はほぼでき

あがっているが、カロエがまだ粗いことと、前述の楔を挿入するための濤が切られていないことから、細部の調整を

残す段階の未製品と考えられる。全長は59.Ocmである。全体の形態は第223図 2に類似するが、斧身装着濤の幅は3.4

cmと狭 く、深さは3 cm前後と深い。また、柄は51.6clnと 短く、付け根の段は、上面側・下面側がそれぞれ 3段 と

2段で 1段づつ多い。さらに、柄は上面側に反り、未端は球状に肥大している。斧膝柄第223図 2と第224図 1は、

それぞれ扁平片刃石斧と柱状片刃石斧用の柄と考えられる。なお、14層出上の斧膝柄未製品 (第209図 3)の斧台部

の後面が 2方向から割られ、中央が高くなっていたのは、第223図 2と 第224図 1の ように、後面の中央を高くして

稜を造り出すことを前提とした作業の可能性が考えられる。第224図 2は小型の斧膝柄未製品で、全長34.4cm・斧台

部長17.6cmを 測る。斧台部は幹を半裁しただけで、両端には切断痕が残る。柄の一部には樹皮が残っている。

斧直柄状木製品 (第225図 2)|ま、斧直柄との形態の類似性からこの名称を付したが、全体の形状 とその機能は明

らかでない。斧直柄の頭部にあたる部分を、その基部の途中から欠損する。残存長は41.8clnである。頭部と柄部と

の境には l llull前後の微かな段がつく。段から先の柄部長は41.8cmである。頭部の横幅は、頭部の先に向かってわず

かではあるが徐々に広がる。これに対して頭部の厚さは、柄との境の段のところから、上下両面に強 く広がって厚

くなり、上下両面の中軸線上には明瞭な稜を形成する。残存する頭部先端面の折れ面には、下面から上面通じる長

軸に沿い、2.5cm前後の幅の加工痕が観察される。加工は片側から行われ、反対の端には抜けていない。これが頭部

に、石斧装着孔のような孔 (穴)を開けるための加工であるとすれば、孔 (穴)は貫通していないか、片側は狭く

なっていたものと考えられる。孔 (穴)を開ける加工を行った側 (貫通孔の場合は孔径の広い方)を下面、反対側

を上面としたとき、柄部の上面には、中軸線に沿って棒樋が切られている。また柄部の末端は、算盤玉状に肥大す

るように加工されているが、その肥大の仕方は、両側面に比べて上面側は小さく、下面側は大きい。この製品の表

面には、赤色の塗料が塗られているが、柄部の 6ヵ 所に帯状に塗料のない部分がある。無塗装部分の基部側の 3条

は、幅が0.6c14～1.OCmと狭く、各条間の間隔は l cm前後である。中央近くから頭部にかけての 3条は、幅が約 2 crn

あり、FHl隔は 9 cm前後である。この塗装部分と無塗装部分の境は、塗装膜がわずかに立ち上がっているので、塗装

を行わずに、地肌を残したのではなく、もとは帯状に何かが巻かれていたが、何らかの事情で剣がれたものと考え

られる。

材には、建築材 (第225図 1)、 板材 (第225図 3～ 5他 L-440・ 452)、 角材 (第226図 1～ 6他 L-166・ 169)、 分



割材 (第226図 7・ 8、 第227図 1～ 9他 L-167・ 255。 256・ 258・ 261・ 262・ 263・ 270・ 271・ 407・ 408・ 416・ 424・

425。 426・ 427・ 428・ 429。 431・ 432・ 433・ 435・ 436・ 437・ 438・ 439・ 441・ 444・ 445・ 447・ 450・ 451・ 455・ 456。

459・ 460・ 461・ 468)、 半裁丸材 (L-446)、 丸材 (第227図 10、 第228図 1～ 5他 L-453)が ある。建築材とした第

225図 1は、根元側に 2面からの切断痕のある芯持丸材で、一定間隔で木目方向と年輪方向に並ぶ枝を丁寧に打ち払

い、さらに下半部の表面の全周を削っている。何らかの木製品の未製品の可能性もある。

板材には、柾目板と板目板があるが数は少ない。第225図 3は柾目の板材である。片側の木日は斜めになっており、

木口面には樹皮側から樹芯に向かう加工痕がある。他方の木回は両面及び両側面から斜めに削られて端部が鈍く尖

る。主要面は、片面は削られて平らになっているが、片面は何面かからのカロエによる割面のままである。短い板で

はあるが、かなリカロエが進められた材である。

角材には、割面と樹皮剣ぎ面だけのものと (第226図 1・ 3)、 さらに側面が加工されたもの (2・ 4・ 6)、 割面

に快りのあるもの (5)などがある。

分割材には、村皮面のないミカン割状のもの (第226図 7・ 8、 第227図 5な ど)や、切断痕や多少のカロエのある

もの (第227図 1～ 4)、 割面だけのもの (第227図 6～ 9)な ど多様のものがあるが、大部分は割面だけのもので

ある。

丸材は、片側または両方の先端に切断痕のある棒状の材である。片方の端が焼け焦げているものや、樹皮が残る

ものもある。切断された先端部には鋭さはない。

16 16層検出遺構と出土遺物

|)堆 積 上の状 況 と検 出遺構
H区の16層は、南岸斜面は下端部を除いて調査区の外になるので、北岸斜面でのみ検出されている。灰色ないし

緑灰色のグライ化した粘土層または砂層が互層状に堆積し、H区西壁では4層に細分できる。各層は、河川跡の下

部層と同様に、河岸斜面に沿って河岸面から河川跡底面 (砂礫層=17層 )に向いて傾斜しながら堆積する。層厚は、

■区西壁で60～90cmあ る。 (第 134図参照)

16層検出遺構には、杭が 1点ある。杭 1は、H区北岸中央付近の16層堆積斜面の中程のところに位置する。検出

面は16層上面であるが、打ち込み面は不明である。杭材は心持丸材である。抗先は欠損する(第229図 。第231図 3)。

2)遺 物 出土状 況 と出土遺 物
16層では、河川跡の壁面を検出するための16層を除去した際に、傾斜しながら堆積する層中から土器 1点 と材 2

点が出上した。上器は、H区北岸中央付近の16層堆積斜面の中程の16-2層 に対応する層中から出土している。高

不の底部から脚部にかけての破片で、脚部としてはほぼ完形である。外面は、底部と脚部の境と脚裾端部は 1条の

沈線で区画し、脚部の中程は 2条の沈線を2段に入れて、脚部を上 。中・下段に3区分している。各段は、上段は

無文、中段は 2条の平行沈線による波状文、下段は 3条の平行沈線による波状文となっている。下段の 3条の平行

沈線と脚裾端部の沈線の間には、波状文の山部に脚裾端部の沈線と平行の沈線を加えて 2重にし、さらに 2条の平

行沈線による波状文と脚裾端部の 2重の沈線の間には所々に沈線を加え、その沈線の中央には透かし孔を開けてい

る。沈線の幅は比較的広く、 3 1mll前後である。表面はミガキ調整されている。この上器は、宮城県青木畑遺跡出土

の弥生土器に類似 (注 2)し、弥生時代前期に位置付けられる (注 3)。

材は、全長29.4cmの 角材と、全長16.7cmの分割材が出土している。角材は両端が折れ、側面は腐食して加工の有

無は不明である。分割材は、片側の木口に切断跡が残り、側面は全面が割面となっている。
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15木25 未製品 クヌギ節 征 目 弥生中期
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郭
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クヌギ節 柾 目 弥生中期
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区

層
15本 4 クヌギ節 柾 目 弥生中期 305-3

L-414 木製品 不明縫具
区

層
15冽 (27
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194
頭部厚 隆起長 布再了し

17 0
紐孔 3個  孔中に紐残存 ク リ 板目横本取り 弥生中期
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第221図 観察表
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ユ し-160 木製品 竪杵
瓜

層 15木 1
全長
48 6

掲部長
48 6

鳩部径
68

握部長 握部径
クヌギ節 芯無丸 弥生中期

2 し-254 木製品 竪杵
区

日 15未 9 クヌギ節 芯無丸 弥生中期

3 し-418 木製品 竪杵
区

層 15木20 120 4 43 6 78,80 42 クヌギ節 芯無丸 弥生中期

4 L-251 木製品 竪杵
区

層 15木 7 103 4 42 0・ 39 8 72,78 焼 痕 クヌギ節 芯無丸 弥生中期
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1 L-253 木製品 臼
区

層 15木 8
高

Ю

器

２７
口径 底部径 回

景炉 1推
定
鍔五

回径
1播
鉢状 トチノキ 横木取 り 弥生中期 305-6

2 L-165 木製品 鉢
区

層 15未 6
高

４

器

８
日径 (長・幅)
28 2・ 23 4

底径 (長・幅)
19 0・ 22 0

四脚付浅鉢、未製品の可能性 トチノキ 横木取 り 弥生中期 317-3

3 L-417 木製品 盤
区

層 15木 17 2 9
割物 トチノキ 横木取り 弥生中期 318-3

第222図  ‖区河サII跡 15層出土木製品類 6



Ａ
Ｈ
υ

Ｏ

ｏ

醐

∫

2(/)

20cln(/)

中

号

図

番

録

号
登
番

種 別 器種
区
持
地

圏
取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版
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柄
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木製品 斧膝柄
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層
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長
０
全

５９
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４

台

５

斧

２

長

６

都
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閲

５
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８

富
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去
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L-161 木製品 斧膝柄
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15木 2

34 4

品
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3 木製品 不明
区

題
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入角
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漆虫 榊 こ棒樋 イヌガヤ 弥生中期 319-4
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区

層
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層 弥生中期
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L-423 材 角材
区

層 15材 52
全長
224 7 45

厚
５

ニガキ 弥生中期

2 L-454 材 角材
区

層 15材 32 25 ミズキ属 弥生中期

3 L-168 材 角材
区

閣 15材 3 オニグルミ 弥生中期

4 L-259 材 角材
区

層 15材 18 ク リ 弥生中期

5 L-434 材 角材
II区
1ヽに目 15材 56 7

挟 り オニグルミ 弥生中期

6 L-430 材 角材
区

層 15材53 62 6 45 先端力B工 ミズキ属 弥生中期

7 L-465 材 分割材
区

朦 15材46 191 0 キハダ 弥生中期

8 L-467 材 分割材
区

層 15材51 203 6 オニグルミ 弥生中期
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1 と-260 材 分割材
区

層 15材20
長

ャ

全

２２ 84
厚
３ 先端切断痕 クヌギ節 弥生中期

2 L-252 材 分割材
区

膚 15材 12 50 両端加工 ク リ 弥生中期 332-6

3 と-257 材 分割材
区

層 15材 15 32 5 74 33 弥生中期

L-458 材 分割材
区

層 15材42 23 先端切断痕、焼痕 ヤマグワ 弥生中期

5 L-269 材 分割材
区

目 15材 10 54 1 7 3
先端切断涙 ミズキ属 弥生中期

6 L-263 材 分割材
区

層 15材 16 焼痕 オニグルミ 弥生中期

L-443 材 分割材
区

層 15材 35 51 30
オエグルミ 弥生中期

8 L-265 材 分割材
区

層 15材 23 51 29
ク リ 弥生中期

9 L-442 材 分割材
区

目 15材 34 124 7
ク リ 弥生中期

L-463 材 丸材
区

層 15材 48 67 2 45 先端加工、焼痕 ヤマグフ 芯持丸 弥生中期
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1 L-170 材 丸材
区

層 15材 7
全長
44 8
幅・径
41
厚さ
39 先端切断痕、焼痕 ヤマグワ 芯持丸 弥生中期

2 L-264 材 丸材
区

層 15材 22 25 9 7
先端切断痕 オニグルミ 芯持丸 弥生中期

3 L-449 材 丸材
区

層 15材 69 95 80 両端切断痕、樹皮付 カエデ属 芯持丸 弥生中期 334-5

L-448 材 丸材
区

層 15材 43 31 3 67 先端切断痕 キハダ 芯持丸 弥生中期

5 L-462 材 丸材
区

虐 15材 47 103 8 39 37 先端切断痕、樹皮付 キハダ 芯持丸 弥生中期

6 L-469 杭 割杭
必
層 15杭 2 鉄

田
径

。

幅

ｔ

厚

―
先端加工

ヤマグフ 弥生中期

L-471 杭 割杭
区

層 15杭 4 42 オニグルミ 弥生中期

8 L-470 杭 割杭
区

層 15杭 3 1 2 板状 オニグルミ 柾 目 弥生中期

9 L-267 杭 角杭
区

層 15杭 1 5 1 47 焼反 ク リ 弥生中期
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地 区 選構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 面 内 面

弥生土器 高郷 H区 16層血 2 (124) 運孤文。 弥生前期
A-1 縄文土器 深鉢 H区 III-3 16層Nd l 波状口縁、頸部 1条沈線、LR縄政 ヘラナア (大洞 A'式 ) 緻 hrd

第230図  ‖区河,II跡 16層・ ‖区自然堤防III-3層出土土器

303



第 3節 河川跡以外の遺構と遺物

|||-3層 出上遺物

|)堆 積 上の状 況 と遺 物 の 出上状況
Ш-3層は、H区河川跡が形成された際の地表を構成していた基盤層のうち、現在まで残っている地層の上位か

ら3番目の層にあたる。Ⅲ-3層上面は、現地表面から45～70cm、 遺構確認面から30cm前後下がる。層厚は30～60

cmあ り、南部ほど厚 くなるとともに、南側がわずかに下がっている。上性は黄褐色の砂質シルトで、炭化物の薄層

を帯状に含んでいる。

Ⅲ層からは、試掘調査において、また I区の遺構調査の際も遺構壁面から遺物や遺構が検出されることはなかっ

た。このため、Ⅲ層は基本的に無遺物層と考えていた。しかし、H区河川跡の北岸とI区の自然堤防部の間のテラ

ス状の部分に、幅30cm程の排水用の側濤を掘ったところ土器が出上した。上器周辺の濤を幅80cmに拡大したところ

土器は 1個体分で、日縁部を南に向けて横転して潰れた状態でⅢ-3層の下部から出土した。周辺で他の遺物は出

上しなかった。また、上器周辺では、平面的に、あるいは側濤の断面で上器に関連するような遺構を確認すること

はできなかった。

2)出 土土器の特徴 と年代
Ⅲ-3層からは、第230図 2に図示した深鉢 (甕)が出土した。接合の結果、ほぼ完形に復元された。体郡は緩や

かに広がりながら立ち上がり、頸部が括れ、口縁は軽く外反する。口縁の下端に1条の沈線が巡り、口縁の端部は

小波状となっている。口唇部は平坦である。体部の地文は、 0段多条 (LR 32)縄文の横位回転による。

この上器の類例は、宮城県山王遺跡のⅣ 2・ m層出土資料の中にあり(注 4)、 縄文晩期末の大洞 A′式に位置付け

られている (注 5)。 したがって、ШI-3層出上の深鉢 (甕)についても、縄文時代晩期末の上器であると考えられ

る。

全加工
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取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

L-472 材 角材
区

臓 16材 1
鋲
29 4

厚

―
ヒノキ属

2 L-473 材 分割材
区

艤 16材 2 先端切断痕 ヒノキ属

3 L-272 杭 丸杭
区
層 16杭 1

鋲
23 5
幅・径
51

厚

“
先端加工 カエデ属 芯持丸
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2 その他の遺 物
これまで述べた遺物のほか、H区関連の遺物として、第232図に図示した弥生土器の壷と土師器の器台が出上して

いる。弥生土器壷は、試掘調査の際に、H区の西側に隣接する血060ト レンチのⅨ層から出上している。Ⅸ層は礫層

の直上層で、H区河川跡の15層または14層に相当すると考えられる。器形は後述するⅧ・Ⅸ区の15層出上の桝形囲

式の弥生土器群と類似する。

土師器器台は出土地不明である。小形の受け部から脚部に貫通孔があり、ラッパ状に開く脚部には丸い透かし孔

が開けられている。

Ocln

第232図 試掘区出土・層位不明土器

,主  言己

注 1 氏家和典 1957 「東北上師器の型式分類とその編年」『歴史』第14輯 東北史学会

注 2 加藤道男 1982 「青木畑遺跡」宮城県文化財調査報告書第85集 P13～62

注 3 須藤 隆 1987 「東日本における弥生文化の成立と展開」F弥生文化の研究 4 弥生土器』P201～216に よる。

注 4 須藤 隆 1983「東北地方の初期弥生上器―山王Ш層式―」『考古学雑誌68-3』 付図 1 山王囲遺跡層位別土器組

成 IV η ・■1層による。

注 5 注 3と 同一文献による。
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地区 離 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

B-3 弥生上器 壼 H区 0層 12 6 平行直線文 (2)。 地文Ⅷ i ナデ 弥生中期 168-16

C-49 土師器 器 台 Ⅱ区 イ部ハケメのちヘラミガキ、脚衛部三方すかし、ヨヨナデのちベラミガキ イ部ヘラミオキ、脚簡部ヘラケズリのちナデ? 古墳前期 231-7



第 7章 Ⅲ区の遺構 と出土遺物

第 1節 調査区の Y=9255
|

位置と概要

Ⅲ区は、中在家南遺跡の立地する自然堤

防の中央よりやや東側に位置し、 I区の東

方約40mにあたる。現況の自然堤防の幅は

約20mで、標高は5。 3mである。この付近の

自然堤防の北側の後背湿地は、盛上のうえ

宅地化されているので、自然堤防面より高

くなっている。南側は水田となっており、

自然堤防面より70cm程低くなっている。Ⅲ

区の南側の水田面はⅥ区の東部として調査

され、H区から続 く河川跡が検出されてい

る。

調査区は、自然堤防上を南北に横断する

6mの街路に合わせ、幅 6m。長さ16mに

設定した。調査面積は95m2でぁる。表土 (畑

耕作土)の厚さは25～30cmあ り、暗褐色シ

ル ト層 (I-1層 )と黒褐色シルト層 (I―

2層)の上下 2層に分けられる。遺構検出

面はにぶい黄色の粘土質シルト層 (Ⅲ層)

である。検出遺構には濤跡 8条、竪穴住居

跡 1棟、土坑16基、ピット17個、その他の

遺構 2基がある。

第 2節 発見遺構

と出土遺物

1溝 跡
濤跡は8条 (SD-19～ 26)検出されてい

るが、このうち SD-23に ついては関連す

る柱穴との関係において、竪穴住居跡の掘

り方であることが判明している。

SD― 19濤跡 調査区の西部を斜めに縦断

する。SD-20・ 24。 25、 SK-18・ 28・ 47、

SD-21
X=-195.425

X=―-195 435

X=―-195.440

|

Y=9.255

Y=9,260
|

X=-195440

Y=91260

X=-195_425

=-195_435

堅 -21 _ 1/× 劾 P52

SD-25      sK-47
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第233図 中在家南遺跡 III区遺構配置図



SX-41~

層  � 土   色 土  質 そ   の   他
I-1 10YR3/4  暗4Et ンルト 畑耕作上、黒褐色ンルトを少量含む

10YR3/2 黒褐色 ンルト 暗褐色粘土質シル トを少量含む

SD-21  1 10YR2/1 黒 色 ンルト質粘土 灰黄褐色シルト質粘上の小プロックを下部に合む
SD-2,  1 10YRつ /3  黒褐色 ンル ト質粘土 黒色シル ト質粘土をわずかに含む

10YR2/1  黒 色 ンル ト賀猫土 にぶい黄褐色シルト質粘上をノロック状に含む

10YR4/2 灰黄色 ンルト質粘土 下部に黒色シルト質粘上をノロック状に合む

SD-25  1 10YR2/1  黒 色 粘土質シル ト 黒褐色粘土質シルトを少量含む
10YR2/1 黒 色 シル ト質粘土 黒褐色粘土質シル トをわずかに含む

3 10YR2/1  黒 色 ンルト質粘土 黒褐色粘土質シルトをプロック状に含む
10YR2/3 黒褐色 シル ト質粘土 穏色シル トの/1ヽ プロックを合 tF

10YR2/1  黒 色 ンルト質粘土 黒褐色シルト質粘土をプロック状に含む

SD-26  1 10YR2/3 黒褐色 ンルト質粘土 にぶい黄褐色シルト質粘上の小プロックを含む

SK-27  1 10YR2/3 黒縄色 ンルト質瑞土 にぶい黄福色粘土質シルトをプロック状に含む
SX-4  1 10YR2/3 黒鵜色 ンル ト質粘土

10YR2/2 黒褐色 ンルト質粘土 にぶい黄褐色粘土質シルトの小ブロックを含む

SX-6  1 10YR3/3  黒褐色 シルト質粘土 黒褐色粘土質シル トのイヽプロックを含む
10YR2/1  黒絶 ンル ト質粘土 暗禍色粘上をアロック状に含む

第234図  III区西壁断面図

SX-5、 P43を切る。方向はN-11° 一Wである。上幅は35～ 40cm、 深さは20cm前後で、断面形は舟底形を呈する。

底面の南北両端のレベルは北側が 3 cm低い。堆積土は 2層に分けられ、上部が黒褐色粘土質シル ト、下部が褐灰色

シルト質粘土層である。遺物はロクロ使用の甕を含む土師器細片66点、須恵器片 1点、古代瓦片 1点が出土してい

る。

SD-20溝跡 SD-19の東側にこれと平行して南北方向にのびる。SD-24・ 25、 SX-5、 P59を切り、SD-19に

切られる。方向はN-12° 一Wである。上幅は100～ 112cm、 深さは35cm前後で断面形は舟底形を呈する。底面の南北

両端のレベルは北側が 4 cm低い。堆積土は 3層に分けられるが、黒褐色シルト質粘土層が主体となる。遺物はロク

ロ使用の郷を含む土師器細片85点、赤焼土器 1点、須恵器片 1点、古代瓦片 1点が出土している。

SD-21溝跡 調査区の北西角で検出された。SD-22、 SX-4に切られる。方向はN-52° 一Eである。上幅は45cm

前後、深さは 8 cmで断面形は浅いU字形を呈する。堆積土は黒色シルト質粘± 1層である。遺物は土師器細片が 3

点出上しているだけである。

SD-22溝跡 調査区の北西角で検出され、やや開いた状態の』形に折れている。SD-21を 切っている。上幅は

30～ 60cm、 深さは30cmで断面形は舟底形を呈する。堆積土は灰黄褐色シルト質粘± 1層である。遺物は土師器細片

が18点 と須恵器片 1点が出上している。

SD-23溝跡  (SI-2竪穴住居跡の掘り方)

SD-24溝跡 調査区の中央を東西に横断する。SD-23を切り、SD-19・ 20に切られる。方向は E-6° 一Sである。

上幅は60～ 90cln、 深さは60cm前後で断面形は逆台形を呈する。底面の東西両端にレベル差はない。堆積土は 2層 に
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分けられ、上部は黒色シルト質粘上、下部は灰黄褐色シルト質粘上である。遺物は弥生土器片 1点 と土師器片 5点

が出土している。

SD-25濤跡 調査区の中央南寄りを東西に横断する。SK-22・ 44・ 45。 46・ 47を切り、SD-19。 20、 SK-21に

切られる。両壁の上端は濤の中軸線に対して大きな凹凸がある。また、南俣1の壁面の中程は、テラス状に傾斜が緩

くなっている。方向は E-6° 一Sである。上幅は最大308cm、 最小220cm、 深さは35cm前後で断面形は起伏の多い不整

な舟底形を呈する。底面には凹凸があり、東西両端のレベル差は不明である。堆積土は大きく6層に分けられる。

遺物は第236図 に示した10点の上師器と1点の石製模造品のほか、多数の上師器片・瓦片・須恵器片。鉄製品片があ

る。上師器はロクロ使用のものとロクロを使用していないものがある。第236図 1はロクロ使用の不で、この他に

甕の破片も2点出上している。ロクロを使用していない土師器には第236図 2～ 10示したような邪と甕があり、時期

的には古墳時代中期から後期のものが混在する。須恵器は回転糸切り痕のある不片 2点 と甕の体部片 3点が出土し

ている。瓦は、内面布目。外面ナデ調整された古代の丸瓦の破片である。鉄製品としたものは、長さ2～ 4 cmの塊

状のもので、鉄滓の可能性もある。石製模造品は全長5.Ocmの剣形のものである。各遺物は層位的に相関関係がなく

混在して出上している。したがって、本遺構の年代は、平安時代以降に位置付けられる。

SD-26濤跡 調査区の南端を東西に横断する。SK-25に 切られる。方向は E-13° 一Sである。上幅は80～ 90cm、

SD-19・ 20A
520m引

A′

ト
SD-24    D        D′
540m引       ト

SD-19・ 20

SD-21
B

540m引

SD-24

SD-25

SD-26

ｙ
トSD-21

1

SD-22    c
520m引

層  Na 上   色 土  質 そ   の   他
SD-19 10YR3/1  黒 褐 色 粘土質シル ト 浅黄橙色シルトをプロック状に少量含む

10YR4/1  褐 灰 色 ンル ト質粘土 減黄橙色シルト質粘上をノロック状に下部に含む
SD-20  1 10YR2/2  黒褐色 ンルト質粘土 にぶい黄橙色シル ト質粘上のイヽプロックを含む
SD-20 2 10YR9/1 黒褐色 ンル ト質粘土 にぶい黄橙色シルト質粘上の小プロックを含む
SD-20 3 10YR6/2  灰黄褐色 ンル ト質粘土 褐灰色シルト質粕上の小ブロックを含む

層 � 土    色 上   買 そ   の   他
10YR2/1  黒  色 シルト質粘i におい黄橙色粘土質シルトと酸化鉄をノロック状に合む
10YR6/2 灰黄掲色 シル ト質粘土 黒褐色ンルト質粘土を極薄板状に合む

SD-21
層 酌 上  色 土  質 そ   の   他
10YR2/1  累 色 シル ト質粘土 暗獨3猫土質シル トの」ヽプロックを含む 層 血 上   色 主   質 そ   の   他

10YR2/2  黒 褐 色 シルト質粘土 酸化鉄を少量含む
iOYR3/1黒 褐 色 ンル ト質粘土 酸化鉄を小ノロック状に含む
[OYR4/2 灰 黄 褐 色 粘土質シルト におい黄禍色 ンル トをブロック状に、酸化鉄少量含む

10YR2/1  黒    色 シルト質粘主 灰黄褐色シルトを小ブロック状に含む
10YR6/3黄 橙 色 シル ト質粘土 黒褐色ンルト質粘上を少量含む。酸化鉄を少量含む

10YR3/1 黒 福  色 シル ト質粘土 によい黄橙色シル トを斑点状に少量含む
10YR3/1 黒 褐 色 ンルト質粘土 灰責褐色ンルトを理伏に少曇含む。マンガン斑、酸化鉄を少抵含む

5b iOY烹 2/1  黒    色 シル ト質粘土 灰黄褐色ンルト更粘土を小ノロック状に含む
iOYR4/2 灰黄褐 色 ンル ト質粘土 黄橙色シル ト質粘上の小プロックを含むSD-22

層 Na 土    色 土  質 そ   の   他
10YR4/2 灰黄福色 にぶい黄橙色シル ト質粘上のイヽプロックを含む

層 酪 上   色 土   質 そ   の   他
10YR5/4  にぶい黄褐色 ルト質粘土 黒色をアロック状に含み醐ヒ嵌を多量に、マンガン粒を少重合む

10YR2/2  黒    色 シルト質粘土 黒褐色ンルト質粘土をノロック状に含みマンガン藤を少量含む

第235図  III区溝跡断面図
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番号

登 録

番 号
種 別 器種

出 土 地 点 法 電 特 徴 備
分類 時期 写真図版

地区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

上師器 イ 皿区 SD-25 1層 ロクロ調整 ヘラミガキ、黒色処理

C-63 土師器 杯 SD-25 5層 口縁部コヨナデ、体部 1部ハケメ→ヘラクズリ 口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ

C-65 土師器 不 III区 SD-25 6層 口縁部ヨヨナア、底部磨減 ヘラミガキ、黒色処理 uIG2

土師器 111区 SD-25 1～ 3層 口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ 口縁部ヨヨナデ、体部～底部ヘラミガキ

C-66 土師器 6層 口縁部 ヨコナデ、体部ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ、体部ヘラミガキ

C-64 土師器 IT 皿区 SD-25 6層 口縁部ヨヨナデ、体部ハケメorヘ ラミガキ 口縁部ヨコナデ、体部ハケメ→ヘラミガキ HIE2

C-60 土師器 イ SD-25 1層 ヘラミガキ

C-67 土師器 霊 III区 SD-25 6層 口縁部ヨヨナデ→ハケメ 口縁部ヘラタズリ→ハケメ、体部ヘラナデ

C-68 土師器 甑 ? III区 SD-25 6層 (125) 磨減 磨減、輪積み痕あり 230-10

土師器 甕 Ⅲ 区 SD-25 2層 上面Ne l (158) 口縁部ハケメ→ヨヨナデ、体部ヘラケズリ→ハケメ 口縁部ハケメ→ヨコナデ、体部ヘラナデ

中

号

図

番

登 録

番 号
種 別 器種

出 地 点 法 量
特 徴 備 考          1素 材 時期 写真図版

地 区 遺 糖 層 位 取上番号 全 長 幅 径 厚 さ 重 量

剣形 III区 SD-25 5層 単孔                                   |ス レー ト

第236図 SD-25溝跡出土遺物



深さは20cm前後で断面形は舟底形を呈する。底面の東西両端にレベル差はない。堆積土は 2層に分けられ、上部は

にぶい責褐色シル ト質粘土、下部は黒色シル ト質粘上である。遺物は出上していない。

2 竪穴住居跡
SI-2竪穴住居跡 調査区の中央北寄りで検出された。床面及び木面より上は完全に失われ、柱穴とSD-23と した
住居の掘り方が残る。

〔平面形・重複〕掘り方が逆コ字状に残存することから、住居の平面形は方形ないし隅丸方形と推察される。SK―

48を切 り、SD-24、 SK-19に切 られている。

〔規模・方向〕南北は掘り方西辺で410cm、 東西は残存範囲で300cmあ る。一辺4m前後の住居跡と考えられる。方
向は柱穴の南北列の平均で N-21° 一Wである。

〔掘り方〕住居の掘り方は、西と南北の壁際が一段深く掘り下げられ、この部分が逆コ字の濤状に残っている。角

の部分は外側はほぼ直角になっているが、内側は丸くなっている。幅は、北と西側の上面が55～ 70cmであるが、南

Y=9.254

+X=‐転"6
Ｐ４０

綿4ざ
‐
を9

M              P5,

SK一

″″石
=く
、
954七
甘

P
SK-19 P44   

′

E
5.4∝名 SD-23置

′

側はこれより広い。残存部の断面は

不整な舟底形を呈するが、場所に

よっては掘り方の壁際が中央より深

く掘られている部分もある。掘り方

の堆積土は、暗褐色粘土質シルトの

ブロックを多く含む黒色の粘土質シ

ル トである。

〔柱穴〕柱穴は、PA・ P44・ P50・ PB

の 4個の組み合わせ (I期 )と 、そ

の南ないし南東に柱位置を移動した

P47・ P45。 P49。 PCの 4個の組み合

わせ (H期 )の 2時期 8個がある。

P49が P50を切っていることから、

I期が古く、H期が新しい。柱間隔

については、柱痕跡が検出できな

かったので正確には明らかではない

が、柱穴の中心で計測すると、 I期

の】レJ205cm、南列206cm、 西列180cm、

東列180cmo H期 の北列190cm、 南列

210cm、 西列165cm、 東列160cmで ある。

Ⅱ期の方が柱間隔はやや狭 くなる。

柱穴の平面形は直径23～30cmの 円形

のものがほとんどであるが、南西角

の PBと PCの柱穴 は不整形であ

る。柱穴の深さは、検出面から40～ 50

cmである。

⑥ r44

_蠅唯郷

SD-23

0                        2rn

SD-23
土 色 10YR2/1 黒色
土 質 粘土質シルト

その他
暗褐色粘土質シルトの小ノ

ロックを多く含む

SD-23
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SK-18
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SK-22

SK-46

SK-23
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53謂

ｙ
ト

SK-22

X=-195_426

B SK-19
54評

洋D捧
軽〉

SK-23

α
ト

ｇ
ト

SK-19

SK-22・ 46

X=-19543

SK-18
層 腱 上   色 土  質 そ   の   他
iOYR1 7/1  黒 色 シル ト質粘土 によい黄褐色粘土質シル トを小プロック状に含む

土   色 土  質 そ   の   他

10YR5/ワ   灰黄褐絶 ンル ト質粘土 褐灰色シル ト質粘上及び累色シル ト質粘土のプロックを含む

SK-46
層 Na 土   色 土   質

10YR3/1 黒 褐 色 シル ト質粘土 におい黄褐色シルト質粘土を微量に合む
iOYR7/3  にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色シルト質年度をアロッタ状に含む。酸化鉄を多く含む

iOYR3/1  黒 褐 色 ンル ト質粘土 黄橙色ンルト質若とを小ノロック状に含む。焼■・炭化物を多く含む
10YR4/1 褐 灰 色 ンル ト質粘■ 酸化鉄を多く合と
10YR2/1  黒    色 ンルト質粘土 にぶい責橙色シルト質粘土をアロック状に含む。炭化物を含む
10YR7/3  にぶい黄橙色 ンル ト質粘■ 黒褐色粘土質シルトをノロック状に含む

SK-20

カ
におい責橙色粘土質ンルトを小ノロック状に含む。酸化鉄を少量含む 暗褐色シルト質粘とをプロック状に含む

灰黄褐色粘土質シルトを小ノロック状に含む。酸化鉄を少量含む

SK-20
層 NQ 土   色 土  質 そ  の  他

10YR2/2  黒褐色 ンル ト質粘土
灰黄褐色粘土質シル トを小ブロック状に含む

黒福色シル ト質粘上を小ノロック状に含む。酸化鉄少量含む

10YR2/1  黒 色 ンルト質粘土 灰黄褐色粘上質シルトを小ブロック状に含む

H′

r   SK-24

H
53謂

X=-195436SK-21

層 hra 土   色 土   賀 そ   の   他
10YR4/3  にぶい黄褐色 粘土質シル ト 黒褐色粘土質シルトをブロック状に含む

SK-21
土   色 土   質 そ   の   他
10YR3/1 黒 褐 色 ンル ト質粘土 におい黄橙色シルトの小ノロックを少量含む

iOYR4/2  灰黄褐色 ンルト質粘士 灰黄褐色シルト質粘土及び黄橙色シルトをプロック状に含む

SK-25
層 血 上    色 土  質 そ   の   他

10YR2/3 黒褐色 焼土粒 を含む

10YR2/2  黒褐色 継土質ンル ト
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〔出土遺物〕遺物は住居跡の掘り方 (SD-23)か ら土師器片22点、P44か ら土師器片 3点、P49か ら土師器片 4点、

P50から土師器片 3点が出上している。

〔遺構の時期〕掘り方及び柱穴から出上した土師器片は、古墳時代中期ないし後期と考えられる破片であるが、周

辺の遺構からは瓦やロクロ土師器など古代の遺物も少数ではあるが出上しているので、この竪穴住居跡の年代につ

いては、古墳時代後期から平安時代までの間で考えるべきであろう。

3 土 坑
Ⅲ区には16基の上坑 (SK-18～ 28・ 44～48)があり調査区の全域に散在的に分布している。

SK-18上坑 調査区北部の中央に位置する。東部の上半をSD-19に切られている。平面形は不整な隅丸長方形で、

南北最大幅71cm。 東西残存長56cmで ある。深さは58cmで、断面形は漏斗状を呈する。堆積土は黒色のシルト質粘土

1層で、底部付近から円礫が 1点出上している。遺物は出上していない。

SK― 19上坑 調査区北部の中央に位置する。SD-23を切っている。平面形は楕円形を呈し、南北長軸75cm。 東西

短軸33clnである。深さは12cmで、断面形は浅いU字形を呈する。堆積土は 2層 に分けられ、上部が黒褐色シルト質

粘土、下部が黒色シルト質粘土層である。遺物は出上していない。

SK… 20上坑 調査区中央の北寄りに位置する。重複関係はない。平面形は略円形で、南北軸66cm。 東西軸67cmであ

る。深さは70cmで、断面形はV字形に近い。堆積土は 2層に分けられ、上部が黒褐色シルト質粘上、下部が黒色シ

ルト質粘土層である。遺物はロクロを使用した土師器の甕の破片が 2点出上している。

SK-21土坑 調査区中央の西寄りに位置する。SD-25を切っている。平面形は不整な精円形を呈し、長軸85cm。

短軸64cmである。深さは18cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は 2層に分けられ、上部が黒褐色シルト質粘土、

下部が灰黄褐色シルト質粘土層である。遺物は出土していない。

0                         10cln

中

号

図

番

録

号

登

番
種 別 器種

出 土 地 点 法   量 特   徴  ・  備   考
分類 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外     面 内   面
C-59 土師器 イ ■1区 SK-46 磨減 磨減

C-56 土師器 邪 ⅡI区 SK-46 1層 (49) 磨減 磨減

土師器 菫 ? ШI区 SK-46 (58) 体部ベラミガキ、底部ヘラクズリ 磨減

土師器 褒 1lI区 SK-46 ロクロ調整 ロクロ調整

土師器 墓 III区 口縁部ヨヨナデ、体蔀ヘラタズリ→ヘラミガキ 口縁部ヨコナデ、体部ヘラミガキ
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SK-22上坑 調査区の中央付近に位置する。SD-25。 SK-46を切り、P52に切られている。平面形は不整な円形
を呈し、南北軸88cm。 東西軸87cmである。深さは63clnで、断面形は逆台形を呈するが、南側にはテラス状の段があ

る。堆積土は灰黄褐色シルト質粘± 1層である。遺物はロクロ使用の土師器不片 1点を含む土師器片 5点が出上し

ている。

SK-23土坑 調査区南部の SD-25と SD-26の 間の西壁寄りに位置する。重複はない。平面形は不整な円形を呈

し、南北軸56cln。 東西軸53cmである。深さは63cmで、断面形は舟底形を呈す。堆積土は灰黄褐色シル ト質粘± 1層

である。遺物は出上していない。

SK-24上坑 調査区南部の SD-25と SD-26の 間の東壁寄りに位置する。P57に切られている。平面形は円形を

呈し、南北軸59cm。 東西軸60cmである。深さは28cmで、断面形は舟底形を呈す。堆積土はにぶい黄褐色粘土質シル

ト1層である。遺物は、土師器と考えられる土器の破片が 1点出上している。

SK-25上坑 調査区南部の SD-26の北側に位置する。SD-25を切る。平面形は比較的整った円形を呈し、南北軸
56cm。 東西軸61cmである。深さは14cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は 2層で、上部は黒褐色シルト、下部

は黒褐色粘土質シルトである。遺物は、弥生土器または土師器と考えられる土器片が 5点出上している。

SK-26上坑 調査区南端の SD-26の南側に位置する。重複はない。平面形は不整な円形を呈し、南北軸50cm。東

西軸41cmである。深さは32cmで、断面形は舟底形を呈す。堆積土は黒褐色シルト質粘土層を主体とするが、含有物

により3層に細分される。遺物は出上していない。

SK-27土坑 調査区の南西角で検出された。重複はない。平面形は不整な円形を呈するものと考えられるが、調査

区内ではその四分の一ほどが扇形に検出されている。検出範囲の南北軸は49cm。 東西軸は31cmである。深さは 7 cm

で、断面形は不整な舟底形を呈す。堆積土は黒褐色シルト質粘± 1層である。遺物は出上していない。

SK-28土坑 調査区の中央やや北寄りで検出された。SD-19に東側の上部を切られる。残存部の平面形は不整な

円形を呈す。検出部の長軸は71cln・ 短軸は61cmである。深さは37cmで、断面形は不整なU字形を呈す。堆積土は土

色の異なる3層のシル ト質粘土層からなる。遺物は土師器片が 6点出上している。

SK-44土坑 SD-25の南側壁面の東端近くで検出された。SD-25に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸66cln。

短軸48cmである。深さは15cmで、断面形は不整な舟底形を呈す。堆積土は 2層で、上部は黒褐色シルト、下部はに

ぶい責橙色シルトである。遺物は出土していない。

SK-45土坑 SD-25の南側壁面の中央東寄りで検出された。SD-25に切られる。平面形は不整な楕円形を呈し、

南北長軸73cln。 東西短軸53cmである。深さは52cmで、断面形は横長の長方形を呈す。堆積土は黒色のシルト質粘土

を主体とし、含有物の差異によって 3層に細分される。遺物は、ロクロ使用の上師器不片 1点を含む土師器片が10

点出上している。

SK-46土坑 SD-25の北側壁面の中央で検出された。SD-25。 SK-22に 切られる。平面形は不整な楕円形を呈

し、東西長軸67cm・ 南北短軸48cmである。北側の壁面は換れている。深さは30cmで、断面形は南北方向は袋状を呈

し、東西方向は舟底形を呈する。堆積土は薄層ないし部分的な堆積層が多く、6層に細分されている。遺物は第239

図 4の ロクロ土師器甕や、第239図 1～ 3・ 5の非ロクロ土師器のほか33点の土師器片が出上している。

SK-47上坑 SD-25の底面の東端で検出された。SD-19・ 20・ 25に切られる。平面形は不整形を呈し、南北長軸

90cm。 東西短軸66cmである。深さは30cmで、断面形は舟底形を呈す。堆積土は上部の黒褐色シルト質粘土層と下部

の黒色シルト質粘土層の 2層に分けられ、下層は含有物によって 2層に細分される。遺物は、ロクロ使用の上師器

不片を含む土師器片が15点出上している。

SK-48土坑 SD-23の南東端部の底面で検出された。SD-23に切られる。平面形は不整円形を呈し、長軸65cm。

短軸51cmで ある。深さは40cmで、断面形は底面の凹凸が著しい不整形である。堆積土は 2層で、上部が黒色シルト
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SK-44
層 No 色 土 質 そ 他

10YR3/1黒 褐 色 酸化鉄を少量含む

10YR7/2  にぶい黄橙色 黒褐色シルト質粘土を小ノロック状に含み、醐 ヒ鉄を少量含む

層 醜 土 色 土  質

10YR3/3  暗褐色 シル ト質粘土 酸化鉄を少量含む

10YR3/ワ   黒褐色 シルト質粘上 黒色ンルト質粘上を少量含む
10YR2/2  黒褐色 シル ト質粘土 にぶい黄禍色ンル ト質粘土及び黒色ンル トをプロック状に含む

層 � 色 土  質 他

10YR2/1   黒 色 ンル ト質粘上 灰白色シルトを小ノロック状に含み酸化鉄を小アロック状に含む
10YR1 7/1  黒 色 シルト質粘土 によい黄橙色シルト質粘土及び褐灰色シルト質粘上のプロックを含む
10Y黒 17/1  黒 色 シル ト質粘i 炭化物、酸化鉄を少量含むB

層 血 上 色 土  質 そ 他

10YR2/3 黒褐色 ンルト質粘上 にぶい黄褐色粘土質シルトをノロック状に含む
SK-48

SK-23
層 No 土 色 土   質 そ  の  他
10YR3/1 黒 褐 色 シル ト質粘■ 酸化鉄を少量合む
10YR6/3  におい黄橙色 ンル ト質粘土 黒褐色ンルト質粘土を打ヽプロック状に少畳含む

10YR2/1 黒   色 ルト質粘■ 灰黄褐色ンルト質粘上を小プロック状に含む

SK-47
層 Ne 上 色 土  質 他

10YR2/3   黒褐色 シルト質粘土 シルト質粘上を小プロック状に含む。酸化鉄を合む

10YR1 7/1  黒 色 ンル ト質粘土 黒褐色を小ノロック状に含み、酸化鉄を少量含む
10YR1 7/1  黒 色 ンル ト質粘上 黒色を小ノロック状に含み、酸化鉄を少量含む
10YR3/2   累褐色 ンルト質粘土 暗褐色をブロック状に含み、酸化鉄を少量含む

10YR2/2   累褐色 ンル ト質粘土 黒色小ノロック状に含み、酸化鉄を含む

10YRつ/2  黒褐色 ンルト質粘土 黒禍色シルト質粘上をプロック状に含み酸化鉄を含む
10YR3/1   黒褐色 ンルト質粘上 におい黄褐色粘土質ンルトを小ノロック状に含む

SK-48
層 Na 土 色 土  質 他

10YR2/1  黒  色 ンル ト質粘土 にぶい黄褐色粘土質シルトをノロック状に含む
10YR4/2  灰黄褐色 シルト質粘土 にぶい黄褐色粘■質シルトをノロック状に含む

第240図  III区土坑実測図 2
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SX-4
層   血 土   色 土  質 そ   の   他
SX-4  1 10YR2/2 黒福色 ンル ト質粘土 によい黄褐色粘土質ンルトをプロック状に含む
SD-21 1 10YR2/1 黒 色 ンル ト質粘土 暗褐色粘上質ンルトの小プロックを含む

SX-6
層  � 土   色 上  質 他

10YR3/4  暗褐色 ル ト 畑耕作土、黒褐色ンルトを少量含む

10Y即/2 黒褐色 暗褐色粘土質シルトを少量含む。旧表土?

SX-6  1 10YR3/2 黒褐色 ンルト質粘土 黒褐色粘土質シルトの小プロックを含む

SX-5
層 血 土   色 上   質 そ  の  他
10YR2/1 黒 色 シルト質粘土 にぶい黄褐色粘土質シルトのプロックを全体に含む
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出 土 地 点 法   量 特   徴  。  備   考
療 時 期 写真図版

地 区 遺 糖 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内   面
C-69 土師器 邪 Ш 区 SX-4 磨減 口縁部ヨヨナデ、体部不明
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地 区 通構 層位 取上番号 全 長 幅・ 径 孔 径 重 量

土製品 土錘 HI区 身孔有り 341-3
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4 その他の遺構
竪穴状の遺構や土坑状の遺構 (SX-4～ 6)が 3基検出されている。

SX-4遺構 調査区の北西の角で検出され、遺構は調査区外にのびる。SD-21を切る。検出部分は遺構の南東辺に

あたり、北東から南西に直線的にのびる。検出部の遺構の最大幅は66cmである。深さは10～15cmで、底面にはわず

かに起伏があるが、ほぼ平坦である。堆積土は黒褐色のシルト質粘± 1層である。遺物は第242図 1に示した非ロク

ロ土師器の不のほか、土師器片が■点出上している。

SX-5遺構 調査区の北東の角付近で検出され、遺構は調査区外にのびる。SD-19・ 20に切られる。検出部分は遺

構の南西部にあたり、西辺の南部と南辺の西部が検出され、両辺はほぼ直角に交わる。西 。南両辺はやや蛇行して

いる。検出部の遺構は東西360cm。 南北250cmを測る。深さは 3～ 15cmで、底面は大小の起伏が顕著である。堆積土

は黒色のシル ト質粘± 1層である。遺物は土師器片が 9点出上している。

SX-6遺構 調査区中央の東壁際で検出され、遺構の西部は調査区外にのびる。重複はない。遺構の平面形は不整

形で北東部は東側に突出する。検出部の遺構の東西長は54cm。 南北長は93cmである。深さは 5～ 10cmで、底面には

緩やかな起伏がある。堆積土は黒褐色のシル ト質粘± 1層である。遺物は出土していない。

5 ビット
Ⅲ区では17個のピット (P43～52・ 57～ 60・ A～ C)が検出されている。このうち、P44・ 45・ 46・ 49・ 50・ A・

BoCは SI-2竪穴住居跡の柱穴である。他のピットの性格については不明である。

6 その他の出上遺物
Ⅲ区からは、上記の遺物のほか表土中より上師器と考えられる少量の上器片と、第242図 2に示した管状の土錘

が 1点出上している。
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第 8章 Ⅳ区の遺構 と出土遺物

第 1節 調査区の位置と概要

Ⅳ区は、中在家南遺跡として登録された遺跡の自然堤防部分の東端に位置する。現状は畑地である。この地点よ

り東側は、自然堤防部と同一面またはこれよりやや高く造成されて宅地化が進んでいる。現状では遺跡範囲とⅣ区

以東の地域とに地形的断絶は認められず、遺跡の範囲がⅣ区よりも東側に広がっていた可能性もあるが、上記のよ

うに宅地となっているために遺跡の存否は不明である。

Ⅲ区からは東に約35mの地点にあたる。自然堤防の幅は約17mで、標高は5.37mである。南側は水田となってお

り、自然堤防面より約80cln低い。Ⅳ区の北側は畑地となっているが、調査区北辺の拡張部分は遺構確認面が30cmほ

ど下がり、この部分に水田土壌が存在する。このことはⅣ区の北側の旧状は、本来後背湿地状の地形であり、以前

は水田であったことを示している。

調査区は遺跡の北東角を東西方向に横切る幅 6mの街路に沿って地区設定したために、変則的な形状となってい

る。調査面積は256m2でぁる。表土 (畑耕作土)の厚さは20～30cmで、上部の暗褐色粘土質シル ト層 (I-1層)と

下部の黒褐色シルト質粘土層 (I-2層 )に分けられる。それぞれの層厚は10～15cmで ある。遺構確認面はにぶい

黄橙色の粘土質シルト層 (Ⅲ層)である。検出遺構には濤跡 5条、 5基の上壊墓と土器埋設土坑 1基を含む土坑13

基 (SK-32～ 43・ 49)、 土器棺墓 1基、ピット2個がある。

第 2節 発見遺構と出土遺物

1溝 跡
溝跡は 5条 (SD-28～ 33… 30は欠番)検出されている。

SD-28溝跡 調査区の南東角で東西方向にのびて検出された。北半部が検出され、南半部の壁面は調査区外となる。

SK-43を切っている。北側の壁面の方向は E-14° 一Sである。上幅は検出部の最大部で125cm、 深さは15cm前後で、

断面形は不整形の舟底形である。底面には凹凸がある。堆積土は 2層に分けられ、上部はオリーブ黒色の粘土質シ

SD-28

No 62試掘 トレンチ

層  Na 土   色 土  質 そ   の   他
10YR3/4暗 褐 色 粘土質ンルト 畑耕作土
10YR3/2黒 褐 色 ンルト質粘土 にぶい費褐色シルト質粘とを全体に粒状にまばらに含む
10YR6/4  にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色ンルト質粘上のプロックを全体に含む

10YR3/2黒 褐 色 シル ト質粘上 にぶい黄橙色粘土質ンルトを部分的にわずかに含む
10YR6/4  によい黄橙色 粘土質シル ト 暗褐色ンルト質粘上の小ブロックを全体的に含む

SD-29  1 10YR3/3暗 褐 色 シルト質粘土 にぶい黄橙色粘土質ンルトを全体的にまばらに含む
10Y囀 /2黒 褐 色 シル ト質粘上 によい責橙色粘土質シルトを部分的にブロック状に含む

SD-32 1 10YR3/3暗 褐 色 シル ト買粘土 にぶい黄橙色粘土質ンル トを部分的にわずかに含む

第244図 Ⅳ区南壁断面図



ルト、下部は黒褐色粘土質シルトである。遺物は磨滅した弥生土器片11点、弥生土器または土師器片 8点が出土し

ている。

SD-29濤跡 調査区中央を東西方向に横断して検出された。SD-31、 SK-32・ 37・ 39・ 40・ 41・ 42を切り、SK―

34、 P55に切られている。方向は E-16° 一Sである。上幅は105～ 153cm、 深さは16cmで断面形は舟底形を呈する。

底面には多少の起伏はあるが、東端と西端にレベル差はない。堆積土は大別して 2層 に分けられ、上部は黒褐色の

粘土質シルト、下部はにぶい黄橙色の粘土質シルトである。遺物は第246図 7～ 14に図示した弥生土器と第247図 2

に図示した管玉 1点のほか、多数の弥生土器片・土師器片・弥生土器または土師器片、須恵器片 3点などが混在し

て出土している。弥生土器には甕・鉢・壼・蓋の器種があり、壺には底部が穿孔されたもの (第246図 12)も 含まれ

ている。須恵器は甕の口縁部の破片で、 3点 とも同一個体の破片と考えられる。

SD-31濤跡 調査区南東部の SD-28と SD-29の 間で検出された。SD-29に切られている。方向はN-13° 一W

である。上幅は20～ 30cm、 深さは 6 cmで断面形は不整な舟底形を呈する。堆積土は褐灰色粘土質シル ト1層である。

遺物は出土していない。

SD-32溝跡 調査区南壁際の中央部で検出された。SD-33を切っている。やや蛇行するが方向は E-27° 一Sであ

る。上幅は10～21cm、 深さは 9 cmで断面形は舟底形を呈する。堆積土は大別 2層に分けられ、上層は黒褐色粘土下

層は褐色ないし灰黄褐色粘土質シルト層である。遺物は弥生土器の破片が 1点出上している。

SD-33濤跡 調査区中央南部のD-32の東側で検出された。濤の全長は78clnである。SD-32に切られている。方

SD-28

SD-29

SD-28
A           A′

520m引  ?1     ト
SD-32・ 33

SD-31

C′

ト

X=-195418

SD-33
E     E′

520m引   1  ト

斡

C
r
SD― 31

SD-31

C
530m引

Ｉ鮎
0                       2m

SD-29

層 No 土   色 土  買 そ  の  他
5Y3/1  オリーブ黒 粘土質シルト 灰白色シルトをプロック状に少量含む
10YR3/つ  黒 褥 色 粘土質シル ト 灰白色ンルトを小アロック状に大量に含む

層 Ne 土   色 土  質 そ   の   他
10YR3/2黒 褐 色 粘土質シルト にぶい黄橙色シルトを粒状に全体的に含む

lb 10YRつ/3黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シルトを小プロック状に含む
10YR7/3  にぶい黄橙色 粘土質シル ト

Y-9.305

SD-32

D     D′
520m引
 12F2bト

層 NQ 土  色 土   質 そ   の   他
にぶい黄橙色のンルトを少量含む

SD-32
層 � 土   色 土  質 そ   の   他
10YR3/1  黒 褐 色 粘■質ンル ト 浅黄橙色シルトを粒状にわずかに含む

10YR5/1 褐灰色 粘土質シルト 浅黄橙色シルトを粒状に全体的に合む

2b 10YR4/2 灰資褐色 粘土質シルト 浅黄橙色シルトを漑伏にわずかに含む

SD-33
層 Ne 土   色 1 そ   の   他
10YR2/2  黒褐色 粘土 にぶい黄橙色シルトを小プロック状に全体的に含む
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向はN-27° 一Eである。上幅は15～20cm、 深さは 5 cmで断面形は舟底形を呈する。堆積土は黒褐色粘± 1層である。

遺物は出上していない。

2 土境墓
土坑のうち、SK-36か らは副葬品と考えられる玉類と石斧がまとまって出上したことと、形態・規模が伸展状態

の人体を埋葬するのに十分な大きさであり、堆積土も、掘ってから間もなく一時的に埋まったように粒状ないし塊

状の上壌が複雑に堆積していることから、土墳墓と判断した。また、SK-36と 形態・規模・方向・堆積状況に類似

性が認められるSK-32・ 35。 38・ 42についても土墳墓として取り扱うこととした。

SK-32土墳墓 調査区の西部で検出され、南端部はSD-29に切られている。平面形は長精円形を呈し、長軸の方
向はN-37° 一Wである。残存部の全長は196cmで、南端は僅かに浅 くなってきているので、程なく立ち上がるもの
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番

登 録

番 号
種 月1 器種

出 土 地 点 法   量
特   徴   ・  備   考 分 類 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層位 取上番号 器 高 口 径 底 径

弥生土器 壷 ? IV区 I層 弥生中期

弥生土器 重 Ⅳ 区 I層 土器hfa 4 平行直線文 (4)。 地文マメツ。 弥生中期 170-2
弥生土器 鉢 ? IV区 I層 層波文。地文マメツ。 弥生中期 170-9

弥生土器 壷 ? Ⅳ 区 I層 平行直線文 (4)。 地文マメツ。 弥生中期

弥生土器 I層 地文マメツ。 弥生中期

B-66 弥生上器 鉢 ? IV区 I層 層波文。 弥生中期

弥生土器 塞 IV区 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期

弥生土器 壷 IV区 SD-29 四角文。地文マメ 弥生中期

弥生土器 壷 IV区 SD-29 弥生中期

弥生土器 鉢 IV区 SD-29 層波文。地文マメツ。 弥生中期

弥生土器 蓋 IV区 SD-29 平行直線文 (3)。 地文マメツ。 弥生中期

弥生土器 IV区 底部焼成後穿孔 弥生中期

弥生上器 壷 IV区 SD-29 平行直線文 (3)。 地文マメツ 弥生中期

弥生上器 壷 IV区 SD-29 平行直線文 (3)。 地文マメツ 弥生中期

第246図  SD-29溝 跡出土弥生土器



と観察される。幅は中央部で65cmを測るが、北部はこれより狭くなる。南部は反対に広くなり、最大で70cmを測る。

断面形は浅いU字形で、確認面からの深さは 6～ 10cmで ある。底面はほぼ平坦である。堆積土は黒褐色の粘土質シ

ルトを主体とし、 5層に分けられるが、各層には地山を起源とするにぶい黄橙色のシルト質粘上のブロックを含ん

でいる。遺物は土器の細片が 1点出上している。

SK-35土境墓 調査区中央の北部で検出された。北端は遺跡北側の後背湿地に形成された水田からの浸食によって

削平を受けている。ただし現存の北端はSK-32の南端と同様に浅 くなってきているので、程なく立ち上がるものと

観察される。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸の方向はN-27° 一Wである。残存部の全長は228cm、 幅は69～79cm

で場所による差は小さい。断面形は浅いU字形で、確認面からの深さは10～13cmで ある。底面はほぼ平坦であるが、

中央より南に寄った部分の東西40cm。 南北25cmの範囲が不整形に 3 cmほ ど低くなっている。堆積土は黒褐色から灰

責褐色の粘土質シル トないしシルト質粘土を主体とし、大別 7層細別11層に分けられる。各層にはにぶい黄橙色の

シルト質粘土など地山を起源とする土壊のブロックを含んでいる。遺物は第247図 3に示した表面の風化した石鏃 1

０
　
向
咄

◎

　
４

　

帥

∩

―――

期

ハ
ーー、
い
Ⅲ
‐―‐
ψ
）　
　
　
０

一

〔
舗
∇
◇

一

8 -鯵

―

3         

◇

0                          1ocln

中

号

図

番
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番 号
種男」 器 種

出 土 地 点 法     量
特   徴  ・  備   考 素 材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚 さ 重 量

石器 褥伏石器 IV区 表土 199 129

K-19 石製品 管玉 IV区 SD-29 孔径01 碧玉質材

3 石器 石鋭 IV区 SK-35-a 05 磨減 瑳化凝灰岩

K-40 石器 石鏃 IV区 メノウ 237-5

第247図 Ⅳ区表土 。SD-29溝跡 。SK-35。 38土坑出土石器・石製品
第248図註記
SK-32
層 血 土   色 土  質 そ   の   他
10YR3/1  黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シルト質粘上を粒状に全体的に含む

iOYR4/2  灰黄褐色 粘土質シル ト 黒粘土質シルトを小プロック状にまばらに含む

10YR3/1 黒褐色 粘土質シル ト によい黄橙色シルト質粘上を粒状に全体的にまばらに含む

iOYR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄色シルト賀粘土をブロック状に多量に合む
iOYR3/1 黒 褐 色 におい黄橙色のシルト縦伏にわずかに合む

SK-36
層 醜 土   色 そ  の  他
25Y4/1  黄 灰 色 粘土質ンル ト 浅責色シルトを粒伏に全体的に含み、部分的に小アロック状に含む
10YR4/2 灰黄褐 色 粘土質シルト 浅責色ンルトを粒状に全体的に多く台み、部分的に小アロック状に含む

iOYR4/? 灰 黄 褐 色 粘土質シル ト 浅責色シル トを全体的に含み、マンガン斑をまばらに含む

10YR6/2 灰黄褐 色 灰黄褐色ンルト質粘上を小ノロック状にまばらに含む

25Y4/1  黄 灰 色 粘土質ンルト 浅黄色シ″卜を組伏に全体的に合み、マンガン選をまばらに含む
25Y4/1  黄 灰 色 シル ト賀粘土 浅黄色シルトを小ノロック状に合む
25Y5/2 暗 灰 黄 色 粘土質ンル ト
25Y4/1  黄 灰 色 シルト質粘上 わずかに浅黄色シルトを粒状に含みマンガン斑を劉本的にまばらに含む
10YR6/3  にぶい黄橙色 ン,レ ト 灰黄褐色粘土質シルトを小ノロック状に最上部に合む

10YR4/2 灰 黄 褐 色 粘土 にぶい黄橙色シルトを小プロック状に含む

10YR6/4  にぶい黄橙色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シルトを粒状にわずかに含む

SK-35
層 Ne 土   色 土  質 そ   の   他
10YR2/3 黒褐色 粘上質シル ト によい黄橙色粘土質シルトを縦伏に全体的に多量に含む
10YR4/2 灰黄福色 粘上質シルト 灰白色シルトを割本的に多量に含む

7 5YR5/1 褐 灰 色 粘土質ンル ト にぶい責橙色粘土質ンルトを小ノロック状にまばらに含む

7 5YR4/1 褐灰色 粘土質シル ト にぶい黄橙色粘土質シルトを粒状に全体的に多量に含む
3a 10YR3/1 黒褐色 シルト質粘土 にぶい黄橙色粘上質ンルトを粒状に全体的に少量含む
10YR4/1  褐 灰 色 シル ト質粘土 によい黄橙色シルトを粒状に全体的に多量に含む

10YR6/2 灰黄褐色 シルト室粘土 にぶい黄橙色シルトをブロック状に全体的に含む
10YR5/2  灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色粘土をプロック状に少量含む
757R4/ユ  褐灰色 粘土質シルト にぶい黄橙色ンルトを粒状にわずかに含む

6b 10YR3/1  黒 褐 色 シル ト質粘土 褐色シルト淡黄色シルトを全体的にまばらに含む

2 5YR3/1 黒褐色 粘土質ンルト 灰自色粘■質シル トを多量に含む

SK-38
層 亜 土   色 土  質 そ   の   他
iOYR2/2 黒褐色 粘土質シルト によい黄橙色シルトを粒状に全体的にまばらに含む

lb iOYR3/1  黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シルトを粒状に全体的に少量含む

iOYR2/1  黒  色 粘土質シル ト におい黄橙色シルトを粒状に全体的にわずかに含む
10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色シルトを粒状にわずかに含む

iOY黒 4/2  灰黄褐色 粘上質シル ト にぶい黄橙色シルトを粒状に全体的に多量に合む

10YR4/1  褐 灰 色 粘土質シル ト 黄褐色ンルトを小プロック状に含む

7 5YR2/1 累  色 粘土質シル にぶい黄橙色シルトを粒状に全体的に多量に含む

320
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点と、弥生土器片 2点及び表面の磨滅した土器片 7点が出土している。

SK-36上壊墓 調査区中央の SK-35土墳墓の東側で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸の方向は N―

52°一Wである。残存部の全長は233cm、 幅は67～77cmで場所による差は小さい。断面形は浅いU字形で、確認面か

らの深さは12～20cmである。底面はほぼ平坦であるが、中央より南に寄った部分 (北端から約150cm・南端から約55

cm)が東西28cm。 南北29cmの略円形に 5 cmほ ど低 くなっている。堆積土は灰黄褐色ないし黄灰色土を主体とし、大

別 8層細別11層に分けられる。各層にはにぶい浅黄色のシルトなど地山を起源とする土壌のブロックを含んでいる。

上坑内には副葬品と考えられる遺物があり、先述した略円形の落ち込みの南側から、馬平片刃石斧 1点 と中央から

二つに割れた塾形石斧 1個体が出上したほか、落ち込みの南西寄りからは土坑の底面より3 cm前後浮いた状態で管

玉が 5点まとまって出土している (第248図 )。 また管玉の出土地点周辺の上壌を洗浄したところ、さらに8点の管

玉が採取され、SK-36土墳墓出上の管玉は13点 となった。

出土遺物は、先の扁平片刃石斧 (第250図 5)・撃形石斧 (第250図 4)・管玉 (第251図 1～13)のほか石鏃 (第250

図 1～ 3)と弥生土器がある。扁平片刃石斧は全長7.4cm・ 刃部幅3.7cmで、刃の寄った面 (後面)は ほぼ平坦であ

るが反対面 (前面)は緩い弧状となっており、断面形は蒲鉾形となっている。側面には加工の際の劉離痕がそのま

ま残る。刃先は後面側から叩かれて刃が潰れている。塾形石斧は全長13.6側・基部径は長軸2.6cm短軸2.2cmの精円

形で、刃部幅は1.6cmで ある。一部に敲打痕が残るが全面が丁寧に研磨されている。刃先も両側から丁寧に研がれて

いる。中央部の主要面と側面の間の曲面に加わった衝撃によって二つに割れている。管玉は合計13点出上している。

長さの違いにより長短 2種類に分けられる。長い方は長さ26～ 211nlll、 直径 5～ 4 mllである。短い方は長さ6～ 8 mlll

(欠損品を除く)、 直径 4～ 3 mmである。いずれも碧玉製である。石鏃は土坑中央付近の堆積土層中から2点 と、土

壌洗浄で採取された 1点 を合わせて 3点出土している。いずれも有茎式で、基部は平坦ないし茎部側に突出するも

のである。弥生土器は肩部の張つた重の体部片、壷または甕の底部を含む破片が22点出上している。

SK-38土墳墓 調査区北部の東寄りで検出された。南端はSK-40に 切られている。残存する東西両側の壁面の南

端は丸く湾曲しているので、削平を受けた部分の範囲は狭いものと判断される。平面形は長楕円形を呈し、長軸の

方向はN-51° 一Wで、SK-36土墳墓と平行に並ぶ。残存部の全長は239cmである。幅は55～ 61cmで場所による差は

520mゴ          【
2c       2b

SK-42
層 No 土   色 上  質 そ   の   他

10YRつ/2黒 褐 色 粘上質シル ト にぶい黄橙色ンルトを4L状にわずかに含む

10YR4/1  褐 灰 色 粘土質ンル ト にぶい黄褐色ンルトを粒状に全体的にごくわずかに含む
tOYR3/2黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄褐色シルトを粒状に全体的に含む

10YR2/2黒 褐 色 粘土質シル ト にぶい黄褐色ンルトを小ノロック状に固まって含fF

10YR3/1 黒  褐  色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シルトを粒状に全体的に含む

10YR7/,  におい黄笹色 粘土質シル ト 褐灰色粘土質シルトをプロック状に全体的に含む

0               1               2m

第249図 Ⅳ区土境墓実測図 2



小さい。断面形は浅いU字形で、確認面からの深さは6～ 9 cmで ある。底面はほぼ平坦である。堆積土は黒色ない

し黒褐色の粘土質シル トを主体とし、大別 5層細別 7層に分けられる。各層にはにぶい責橙色のシルト質粘土など

地山を起源とする土壌のブロックを含んでいる。遺物は第254図 3に示した口縁部と肩部に4条の平行細沈線が巡る

弥生土器の鉢が 1個体と、弥生土器片が 1点および石鏃が 1点 (第247図 4)出土している。鉢は土坑の南端から約

45cm北側の中央部の 1層中から出上している。この弥生土器の特徴は、南小泉遺跡から出上した弥生時代中期の桝

形囲式上器に類似する。

SK-42土境墓 調査区東部の南寄りで検出された。北部はSD-29に切られている。平面形は隅丸長方形で、長軸

の方向は N-30°一Wで ある。残存部の全長は150cmで、幅は42～53cmである。断面形は浅いU字形で、確認面から

の深さは5～ 12cmである。底面は検出部の両端が中央部分よリー段低 くなっている。堆積土は黒褐色の粘土質シル

トを主体とし、大別 4層細別 6層に分けられる。各層にはにぶい黄橙色のシルトなど地山を起源とする土壌のブロッ

クを含んでいる。遺物は出土していない。

3 上 坑
土坑は、土坑墓 と土器棺の埋設遺構 と考えられるもの以外に 7基 (SK-33・ 34・ 39～ 41・ 43・ 49)検出されてい

る。

0                 5 cm

0                                      10cm
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種別 器 種

出 土 地 点 法 塁
特   徴   ・  備   考 時  期 写真図版

地 区 遺 構 層位 取上番号 全 長 幅 ・ 径 厚 さ 重 量

石器 石鏃 IV区 SK-36 先端部欠損、微細剣離痕あり 差質頁岩 弥生中期

K-21 石器 石鏃 IV区 SK-36 百器血 ユ 先端部欠損 差質頁岩 弥生中期

石器 石鏃 IV区 SK-36 石器NQ 2 先端部欠損 弥生中期

石器 ノミ形石斧 IV区 SK-36 石器No 7、 亜 8 基部、中心部で折られている。ていないに研磨されている 石英安山岩質砂岩 弥生中期

石 器 扁平 片刃石 斧 IV区 石器Ne 9 成形時の制離を多く残す。刃部は剣離 石英安山岩質凝灰岩 弥生中期

第250図 SK-36土境墓出土石器



SK-33土坑 調査区北東部の SK-38の東側で検出された。重複はない。平面形は南北長軸64cm。 東西短軸44cmの

不整楕円形を呈す。深さは24cmで、断面形は舟底形である。堆積土は、暗灰黄色粘土質シル ト1層である。出土遺

物はない。

SK-34土坑 調査区西部の南寄りで検出された。SD-29を切る。平面形は、東西長軸135cm。 南北短軸94cmの不整

橋円形を呈す。深さは10cmで、断面形は凹凸のある不整な舟底形である。堆積土は、暗灰黄色粘土質シルト1層で

ある。遺物は磨滅した土器の細片が 2点出土している。

SK-39土坑 調査区中央の SK-36土装墓の南側で検出された。SD-29に 南部を切られている。残存部の平面形は

略半円形を呈し、東西軸長67cln。 南北残存長53cmを測る。深さは 6 cmで、断面形は浅い舟底形である。堆積土は黒

褐色粘土質シルト1層である。遺物は磨滅した土器片が 2点出上している。    ~

SK-40上坑 調査区東部の SK-38土墳墓の南側で検出された。SK-38を切 り、SD-29に 南部をP56に北辺の一

部を切られている。残存部の平面形は不整形で、東西軸長186cm・ 南北残存幅47cmを測る。深さは 9 cmで、断面形は

浅いU字形である。堆積土は 2層に分けられ、上部は黒褐色粘土質シルト、下部は責橙色シルト層である。遺物は

出上していない。

SK-41土坑 調査区東端の中央部で検出された。SD-29に 南部を切られている。残存部の平面形は隅丸方形を呈

し、東西幅45cm。 南北残存長55cmを測る。深さは10cmで、断面形は両壁の途中にテラス状の段を有する舟底形であ

る。堆積土は 2層 に分けられ、上部は責褐色の粘上質シルト、下部は黒褐色の粘土質シルト層である。遺物は出土

していない。

SK-43土坑 調査区東部の南寄りで検出された。SD-28に南部を切られている。残存部の平面形は、不整な長方

形を呈し、東西幅50cm。 南北残存長90cmを測る。深さは 7 cmで、断面形は不整形である。堆積土は、灰黄褐色粘土
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番 号
種 別 器 種

出 土 地 声 法     量
特   徴  ・  備   考 素  材 時 期 写真図版

地区 遺 構 層位 取上番号 全 長 幅・径 厚 さ 重 量

石製品 管玉 Ⅳ区 SK-36 石器NIo 3 孔径02 碧玉 弥生中期

石製品 管玉 IV区 SK-36 石器醜 4 孔径02 審玉 弥生中期 236-3

K-25 石製品 管玉 Ⅳ 区 SK-36 石器醜 5 子し径0ワ 碧玉 弥生中期

石製品 管玉 IV区 SK-36 石器醜 6 孔径01 碧玉 弥生中期

石製品 管玉 IV区 石器NdH 孔径01 碧玉質材 弥生中期 236-6

K-31 石製品 管玉 IV区 孔径02 碧玉質打 弥生中期

石製品 管玉 IV区 SK-36-d 03 0 孔径02 署玉質材 弥生中期 236-8

石製品 管玉 Ⅳ 区 SK-36-d 孔径02 審玉質材 弥生中期

K-34 石製品 管玉 Ⅳ 区 SK-36-d 03 孔径01 書玉質材 弥生中期

K-35 石製品 管玉 Ⅳ 区 SK-36-d 03 孔径02 碧玉質材 弥生中期

石製品 管玉 IV区 SK-36-d 孔径02 書玉質材 弥生中期

石製品 管玉 Ⅳ 区 SK-36-d 03 孔径02 書玉質材 弥生中期 236-13

石製品 管玉 Ⅳ 区 孔径01 書玉質材 弥生中期

K-39 石製品 角玉、管玉 lV区 SK-36-d 石器NoiO 09 孔径03、 管玉、長さ08、 幅03、 厚さ03、 孔径02 碧玉質他 弥生中期

第251図 SK-36土墳墓・遺構検出面出土石製品



質シルト1層である。遺物は出土していない。

SK-49上坑 調査区北壁際の中央で遺構の一部が検出された。

SK-33

調査区を拡張したが、

SK-41

SK-35土墳墓と同様北側の

SK-33

E      E′

罪:1脚�

A        A′

引520m   ト

C′

引5 20m  l   ト

Y=9307

半判剛1

SK-34

SK-39

SK-34

ｙ

ト

SK-4

SK-49

SK―-43

F′

ト

SK-49

0                                           2コ n

層Ne 土 色 ±    質 そ 他

25Y4/2暗 灰黄色 精度質ンル ト にぶい黄色ンルトを下部に粒状にまばらに含む。 層No 色 土   質 他

25Y5/3黄褐色 粘土質ンル ト

10YR2/つ 黒褐色 粘土質ンルト

層Nd 上 色 土   質 そ 他

25Y4/ワ 暗灰黄色 粘度質ンル ト におい黄橙色ンルトを全体的にプロック状に含む。
SK-43

層hrQ 土 色 土   質 そ 他

10YR4/2灰 黄褐色 粘上賓ンル ト にぶい黄橙色シルトのブロックを多く含む。

Y=9308

半判剛4
C

SK-39

層血 土 色 上   質 そ 他

10YR3/2黒 褐色 粘度質シルト

層血 色 土   質 そ 他

10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 魏 F(髯うξ球9雲堤確岳Fツ
タムに言T_P。

10YR4/1褐灰色 粘土賀シル ト
にぶい黄褐色粘■質ンル トを全体的に斑点状にわずかに

10YR3/1黒褐色 粘土質シルト 黄褐色粘土質シルトを粒状にわずかに含む。

10YR4/2灰黄褐色 粘土質シルト にぶい責福色粘土質ンルトを粒状にわすかに含む。

10YR5/4に ぶい黄褐色 粘土質シルト 尾鎮宅ぷウ写yヶ疾庭督承Fツ
ク状に含む。

10YR4/つ 灰責褐色 粘土質シルト

SK-40

層No 土 色 土    質 そ 他

10YR2/2黒褐色 粘度質シルト 黄褐色シルト、におい黄色シルトを全体的に多量に含む

10YR6/4黄 橙色

第252図 Ⅳ区上坑実測図



後背湿地に形成された水田からの浸食によって削平を受け、北部は残存していない。残存部の平面形は円形を呈す

る。残存する壁面や底面の状況から、本来の平面形も円形ないし楕円形であったと推察される。残存部の南北軸長

64cm。 東西軸長75cmを測る。深さは1lcmで、断面形は舟底形である。堆積土は、大別 4層細別 6層に分けられる。

遺物は弥生土器を含む土器片が11点出土している。

4 土器棺墓・土器埋設土坑
Ⅳ区では 5基の上墳墓とともに、土器棺墓 1基と土器棺を埋設したと考えられる土坑が 1基検出されている。

上器棺墓 調査区西部のSK-32土墳墓とSK-35土墳墓の間のSK-32寄 りで検出された。土器棺は、下位に位置
して主体となる土器と、蓋として上位に位置する土器の 2個体からなる (第253図左)。 どちらの個体も耕作による

破壊を受けており、特に上位の上器の破損が著しい。主体となる下位の上器は、口縁部から底部まで残存する壺で、

底部側を北西・口縁側を南東に向けて寝せたような状態で出上した。重の中軸方向はN-53° 一Wで土墳墓の長軸の

方向性と類似している。上位の上器は、残存部の破片の形状から大型の壷と考えられる。口縁部から肩部の破片が

出土していないことから、この部分を除去した壷の下半部だけの個体であったと判断され、前記の壺に対して蓋の

ように用いられたものと考えられる。土器を埋設した穴は、下位の上器の方向と同方向に長軸をもつ楕円形の土坑

で、長勒65cm・ 短軸43cmを測る。検出面からの深さは10cmである。断面形は不整な舟底形で、下位の上器の口縁部

の方が浅く掘られている。土坑の堆積土は、土器より下位の埋め戻しの上壌は灰白色シルトのブロックを含む黒褐

色の粘土質シルトである。上器内の堆積土は上部が黒色粘土層、下部が黒褐色粘土層である。

棺の主体となる下位の壷 (第254図 1)は、器高44.lcm・ 口径13.8cm。 頸部内径11.Ocm・体部径33.7cm。 底部径11.8

cmを測り、比較的口頚部の狭い壷である。表面の風化が進んでいるが、土器外面は口縁から肩部にかけてはミガキ

調整、肩部より下はLR縄文が施され、底部には木葉痕が残る。上位の蓋となっていた壷 (第254図 2)は、残存部

復元高18.9cm・ 残存体部最大径約27.5側・底部径11.Omを測る。体部にLR縄文が施されている。
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SK-37

褐色粘土を粒状に微量に合む。

7 5YR17/1 黒 色 褐色粘■を小ノロック状に全体的に合と。

褐色粘上を粒状に含むほか、上部にはプロック状に含む。

褐色粘上を全体に含む粘性が強い。

灰自色シル トを粒状にわずかに含む。

ルトを粒状及び小ノロック状に多量に含む。

層Nd 土 色 土   質 そ    の   他
10YR3/1  黒褐色 粘土質ンルト 浅黄橙色ンルトを粒状にわずかに含む。

iOYR4/1  褐灰色 粘土質ンル ト 浅黄橙色シル トを全体的に含む。

10YR4/1  褐灰色 粘上質ンル ト 浅黄橙色ンルトを全体的に多量に含む。

10YR2/2  黒褐色 粘上質シルト 浅黄橙色シルトを小ブロック状にわずかに含む。
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出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 日 径 底 径
1 B-80 弥生土器 壺 IV区 土器 NQ 3 地文Ⅷ i。 弥生中期 169-1

2 B-81 弥生土器 壷or甕 IV区 上器聴 3 地文Ⅷ i。 弥生中期

B-79 弥生土器 幕 IV区 SK-38 土器 NQ 2 平行直線文 (4)。 地文マメツ。 弥生中期 170-14

第254図 SK-38土墳墓・土器棺墓出土弥生土器
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出 土 地 点 法    量
特  徴   ・  備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 国 径 底  径
B-75 弥生土器 一霊 IV区 土器No 地文 IIICi 弥生中堀

2 弥生土器 一更 IV区 SK-37 土器No 地文ⅥⅡ 弥生中期

3 B-76 弥生土器 壼 IV区 SK 37 上器 Nlo 地文Ⅷ 弥生中期

4 弥生土器 暮 IV区 SK 37 上器No (44) 地文ⅥΠ 弥生中期

第255図 SK-37土坑出土弥生土器



土器埋設土坑 (SK-37土坑)調 査区中央の南壁寄りで検出された。SD-29に切られている。上坑の平面形は円

形または楕円形を呈するものと考えられる。北東から南西方向の現存長軸は57cm、 北西から南東方向の残存軸長は

45cmで ある。土坑の深さは土器の検出面から土坑底面まで10c14を測る。土器の下位の堆積土は黒褐色または褐灰色

の粘土質シル トで大別 3層、細別 4層 に分けられる。

土器は土坑上面に散乱した状態で検出され、これを取り上げると第253図右に示したように 3ヵ 所の大きなまとま

りとなる。上器の各まとまりは第255図 1～ 3に示した資料のように接合された。それぞれ同一個体と観察される他

の破片もあるが、全体的な形態は不明である。 1(B-75)は 大型の壼の肩部から胴部上半の破片で、外面の金面

に直前段多条の L-3R縄文が施されている。土坑の東側から内面を上にして出上した。 2(B-77)は 1・ 3に比

べると一回り小型の壷の体部上半から肩部にかかる破片で、外面の全面にLR縄文が施されている。3の下から出土

している。 3(B-76)は 1と ほぼ同じ大きさの壼の体部上半から肩部にかかる破片で、外面の全面に直前段多条

のL-3R縄文が施されている。 2の上から外面を上にして出土した。 1と 3は胎土・焼成。縄文原体の類似性が強

く、同一個体の可能性が高い。 1～ 3の個体とも口縁部の破片は出土していない。

出土状態からこの遺構の本来の形状については、口縁から肩部を欠く壺 2と 、同じく口縁から肩部を欠 く2よ り

大きな壷 1・ 3(同一個体)を、壷 2を北西側、壷 1・ 3を南東側に配置し、割れ口を合わせて横位に埋納したも

のと推定され、前記の上器棺墓と同様の遺構と考えられる。

なお、土坑内からは、第255図 4に示した甕の口縁部の破片も出上している。

5 ピッ ト
ピットは 2個 (P55・ 56)検出されている。P55は SD-56を切 り、P56は SK-40を切っている。両遺構 とも性

格は不明である。

6 遺構以外からの出上遺物
遺構以外からの出土遺物には表土中 (1～ 2層 )か ら出上した陶器・磁器・須恵器 。土師器 。弥生土器、遺構確

認面から出土した土師器と考えられる土器と玉類、及び表面採集された石器がある。表土から出土した遺物はいず

れも小破片のため詳細は不明であるが、弥生土器には第246図 1～ 6に示したような細沈線によって山形文ないし連

弧文、及び平行沈線文の描かれる桝形囲式の特徴をもつ破片も含まれている。

遺構確認面から出上した土器は第256図 に示した鉢形土器で、体部から口縁に向かってやや内湾しながら立ち上が

り口縁は外側にわずかに肥厚する。口唇部の調整は雑で凹凸がある。外面はナデ調整
。内面はミガキ調整されてい

0                           10cln

る。上師器と考えられるが型式・時期等は不明である。

玉類はSK-36土墳墓の南西角の30cm南側の遺構検出面

から、勾玉と管玉が 1ずつ一緒に出上している。出上位置

の遺構検出面は 3層のにぶい黄橙色の粘土質シル ト層に、

幅 6 cmの濤状に黒褐色粘上が分布する部分にあたり、植物

または動物による影響を受けて原位置から移動している可

能性がある。勾玉の孔に管玉が挿入されたままの状態で出

上している。勾玉は全長3.8cm。 中央部での幅2.2cm厚 さ0。 9

甲
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地 区 遺構 層位 取上番号 器高 口径 底 径 外   面 内   面

l C-72 土師器 ? 鉢 IV区 4) 口縁部オサエ、磨滅 ヘラナデ? 229-1

第256図 Ⅳ区遺構検出面出土土器
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第257図 中在家南遺跡試掘中区北壁断面図

第258図 中在家南遺跡試掘Ⅳ南区土層断面図

層醜 土 色 土   質 他

10YR3/4暗褐色 ル  ト 現耕作土

I-2a 10Y囀 /3暗褐色 にぶい黄褐色シル を粒状に全体的に含む。

I-2b 10YR3/2黒 褐色 粘上質シルト にぶい黄橙色シル を経伏または小ブロック状に含む。

iOYR5/1褐 灰色 粘土質ンルト におい黄橙色シル を粒状に含む。

藩BoC iOYR2/2黒 褐色 粘土質ンルト にぶい黄澄色シル を粒状にわずかに含む。

灘D・ E 10YR3/1黒 褐色 粘土質シル ト 明黄Xtl粘土質ンルトをプロック状に多量に合む。
土坑A 10YR3/3暗褐色 粘■質シルト 灰黄褐色粘土質シルトをプロック状に合む。

層Nd 土 色 土   質 他

I-1 10YR4/3に ぶい黄褐色 現耕作土

1-2a 10YR3/2黒 褐色

I-2b 7 5YR4/2灰 褐色 粘土質シル ト 調査区南半で灰白色火山灰を小ブロック状に含む。

10YR8/3浅 黄構色 粘土質シルト i僑色消主質
ンル トを全体的小プロック状にまばらに含

I「子Fユ 2 5YR4/2暗 灰黄色 粕土質シル ト 層下部に黒褐色粘土質シルトブロック状に含む。

灘 F2 iOYR4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト 浅黄橙色シルトを全体的に小プロック状に含む。

層Na ■ 色 土   質 そ 他

I-1 10YR4/4褐 色 現畑耕作土

10YR2/3黒褐色 褐色シル トを粒状に全体 に含む。

〔-2b 10YR2/3黒 梶色 粘土質シルト にぶい黄褐色粘土質ンルトを粒状に全体に含む。

SX-101 10YR3/ワ 黒褐色 粘土質シル ト 妹爵催写優魯と|レ
ト黒色粘土質シルトの小プロックを酎

10YR3/3黒 褐色 シル ト質粘上 続デ
い貢碍 色 ンル トを全体 に小 ア ロ ック状 に多量 に台

第259図 中在家南遺跡試掘南区 SX-10遺構断面図
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cm・孔径0.3cmの偏平な製品である。勾玉の素材は方解石石英脈と考えられるもので、表面はザラついて光沢がない。

管玉は長さ 8 1nlll・ 直径 3 11ullの 碧玉製である (第251図 14)。

表面採集された石器は、第247図 に示した板状石器で、部分的に 2次カロエが施されている。

第 3節 試掘調査区の状況と出土遺物

Ⅳ区で弥生時代中期の上墳墓と土器棺墓が群として発見され、この地区に同期の墓域が存在したことが明らかに

なった。弥生時代の墓は宮城県内では12例日、仙台市内では南小泉遺跡 (中期)・ 西台畑遺明 (中期)・ 船渡前遺跡

(中期)・下ノ内遺跡 (後期)に続く5列 目の発見である (当時)が、正式調査で弥生時代中期の墓が「群」として

発見されたのは初めてであった。そこで、墓域の範囲確認と同地区の今後の開発に対する対応についての情報を得

るために、Ⅳ区周辺の自然堤防において墓跡の確認調査を行った。確認のための試掘調査区は、Ⅳ区南側の自然堤

防全域と、Ⅲ区とⅣ区の間の自然堤防上で行った。Ⅳ区南側の試掘区は「Ⅳ南区」と呼称した。Ⅲ区とⅣ区の間の

試掘区は、自然堤防の北部と中央部 。南部に東西に長い試掘区を 3条設定し、それぞれ「北区」。「中区」。「南区」

と呼称した。試掘区の調査面積の合計は327m2でぁる。各区の基本層位はⅣ区と類似し、新旧の耕作上が20～50cln(平

均約30cm)あ り、その下層が遺構確認面となる。各区の遺構検出状況は、次の通りである。

l Ⅳ南区
Ⅳ区の南側の自然堤防部を、河川跡の際まで東西約15m。 南北 9～ 6mの範囲を調査した。Ⅳ南区では、濤状の

遺構 3条 と土坑状の遺構 3基が検出されたが、弥生時代の上墳墓と同様の形態や、堆積上の類似する遺構は検出さ

れなかった。また、Ⅳ区の遺構検出状況と比較すると、遺構の密度は希薄になる。土墳墓以外の遺構では、Ⅳ区の

SD-29は濤状遺構のうち「濤H」 に続き、SD-28は IV南区までのびないことが明らかになった。

2  ゴヒ  睡こ

Ⅲ区とⅣ区の間の自然堤防の北部に位置する。長さ36.5mを 2mの幅で調査した。遺構は東端でIV区の SD-29

から続く「濤 I」 が検出されたが、土墳墓と考えられる遺構は検出されなかった。中央部では細い濤跡と小型の上

坑およびピットが多数検出された。西端部でも不整形の上坑が検出されているが、土墳墓は検出されなかった。

3 中 区
北区から3m南側に北区と平行して、自然堤防の中央を横断するように平行に位置する。調査区全域から濤状の

遺構や土坑・ ピット等が検出されたが、土墳墓と考えられる遺構は検出されなかった。検出された「濤 C」 は北区

の濤 Iと IV南区の濤Hを介してⅣ区の SD-29に 、また南区の濤Kを介してⅢ区の SD-25に続 く。「濤D」 はIV南

区の溝Gに続く。「濤 J」 はⅢ区の SD-24に続 く。

4南 区

中区から3m南側に位置し、中区・北区と平行する。西部は幅 2mの調査区を確保できたが、東部は旧河道が迫

るために、幅 lmの調査区となった。中央部および西部で遺構が検出されたが、旧河道に接しⅣ南区に近い試掘区

西部には遺構は存在しなかった。南区の中央で検出された SX-10遺構は、遺構の範囲が 6mと 広く、竪穴住居跡

の可能性が考えられた。そこでこの部分については、試掘区を北側に2.5m拡張した。SX-10遺構は、拡張部で両

辺が共に東側に湾曲している。遺構のうち試掘区の南壁際を一部掘り下げたところ、底面の凹凸が著しく、壁面の
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立ち上がりも緩やかであることから、竪穴住居跡とは異なる遺構と判断された。「濤K」 はⅢ区の SD-25か らⅣ区

の SD-29に続く。「濤 L」 はⅢ区の SD-26に続く。

5 試掘区出土遺物
試掘区の遺物はいずれも耕作土中から出上したもので、第262図 に示した弥生土器や第261図 に示した石器のほか、

古代の瓦片、須恵器片、ロクロ使用の上師器片、弥生土器片等が出上している。図示した弥生土器には壷 (第262図

1)・ 鉢 (2・ 5)・ 蓋 (3・ 4)がある。装飾紋様としては重方形区画文 (1)、 山形文 (2)、 平行沈線文 (3・

5)な どがあり、桝形囲式期のものと考えられる。石器には磨石の破片とアメリカ式石鏃、 2次カロエの観察される

剣片がある。

6 試掘調査の総括
試掘の結果については、次の通りに要約される。

① Ⅳ区の南側では、河川跡との境に至るまで、Ⅳ区と同様の墓跡は発見されず、墓跡が形成されたのは遺跡の立

地する自然堤防の北側に限定されている。

② Ⅳ区の西側では、Ⅳ区と同様の墓跡は発見されないことから、SK-32土損墓が墓跡群の西端と考えられる。Ⅲ

区SD-25とⅣ区SD-29は 同一の濤跡で、自然堤防を60m以上に渡って縦断している。

③ Ⅳ区の南側は遺構が希薄であるが、Ⅲ区とⅣ区の間には濤跡・土坑・ピットなど多数の遺構が存在する。
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I K-18 石器 磨   石 W駆 ■層 (31) (47) (24) 磨―片面
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岩 質 疑 灰 岩
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第261図 Ⅳ南区出土石器
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1 8-82 ふ生土君 一霊 IV南 区 II b層 四角文。地文Ⅷ i 弥生中期 170-8

2 B-83

“

生土号 鉢 IV南 区 II b層 層波文。地文 Vl i 弥生中期 170-13

3 B-84

“

生土暑 蓋 IV南 区 II b層 平行直線文 (3)。 地文 VIl i 弥生中期 170-17

4 B-85 い生土号 蓋 IV南区 II b層 上器No l (34) 地文Ⅷ i 弥生中期 170-18

5 B-86

“

生土号 鉢 Ⅳ南区 II b層 平行直線文 (4)。 地文WШ i 弥生中期

Ⅳ南区出土弥生土器



第 4節 墓跡群についての小結

Ⅳ区と周辺の試掘調査の結果から、墓跡群については下記のことが明らかになった。

墓跡群の範囲 墓跡群の範囲 (墓域)は IV区の位置する遺跡東端の自然堤防の北側に限定される。Ⅳ区より南側と
西側の自然堤防に墓跡は広がらず、またIV区の北側は後背湿地へと移行し、地形が低 くなるために墓が作られたと

は考えられない。現在確認されている遺跡範囲の東側にも自然堤防の高まりが続いていれば、Ⅳ区の東側には墓跡

が連続的に存在する可能性は高い。

調査で明らかになった遺構の範囲は、SK-41か らSK-32ま での東西約■m、 南北約 7mの範囲である。
墓跡群の構成 発見された墓跡には土墳墓 5基と土器棺墓 1基・土器棺を埋納したと考えられる土坑 1基があり、
墓の種類としては土墳墓と土器棺墓の 2種からなる。土墳墓の平面形は長楕円形または隅丸長方形である。土器棺

は重を2個組み合わせたものである。

墓跡群の配列 墓の配列は北列 (SK-32・ 土器棺墓・ SK-35・ 36・ 38)と南列 (SK-37土器埋設土坑 。SK-42)
の 2列があり、ともに自然堤防の方向に沿って東西に並ぶ。土坑の長軸は、多少のずれはあるが、列の方向に直交

するような方向を向く。また、土器棺墓の土器の中軸線も、土墳墓の長軸の方向と同方向に向き、身 (下)と なる

土器を北ないし北西に、蓋となる土器を南ないし南東に配置し、横向きに寝せて埋納している。軸の方向について

みると、SK-32(N-37°一W)。 SK-35(N-27° 一W)。 SK-42(N-30°一W)がやや類似し、土器棺墓 (N-53°一

W)・SK-36(N-52°一W)。 SK-38(N-51°一W)は極めて類似した方向性をもち、両群の間には20°前後の差が

ある。列や方向には違いが認められるが、墓損の切 り合いはない。軸方向性に差が存在することは、同時期に掘ら

れたものではないことを示していると考えられる。切 り合いがなく、かつ同時に掘られたのではないということは、

土墳墓の造営当時、地表面に墓の存在を示す墓標や盛土、その他何らかのものがあったことを示すと推定される。

墓跡群の時期 墓跡群の時期を考える資料としては、土器棺墓の上器。土器埋納土坑出土土器・SK-38出土土器が
ある。これらの上器は後述するⅧ区・Ⅸ区河川跡15層出上の上器群に類例が求められる。Ⅷ区・Ⅸ区河ナ

「
1跡15層出

上の類似土器群については、弥生時代中期桝形囲式の範疇に位置づけられるので、土器棺墓の上器・土器埋納土坑

出土土器。SK-38も 同期の墓跡と考えられる。また、他の土墳墓については前記の遺構と軸方向や配列に規則性が

あり、しかも土墳墓どうしに重複がないことから同時期の遺構であると考えるのが妥当である。
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|

X=-195464

X=-195460

X=-195.464

|

Y=9150
|

Y=9160

系

第263図 中在家南遺跡 V区遺構配置図



第 9章 V区の遺構 と出土遺物

第 1節 調査区の位置と概要

V区は、中在家南遺跡の立地する自然堤防のほぼ中央に位置する。付近の自然堤防は、標高5.4m前後の平坦な畑

地 (休耕地)と なっており、南の旧河道と北側の後背湿地は水田となっている。自然堤防部の現地形の幅は約12mで、

遺跡の範囲の中では狭い部分にあたる。 I区からは南西に約10m、 Ⅶ区からは北東に70mの地点である。

調査区は自然堤防の上を斜めに横切りながら巴形に曲がる6m街路について、地形に合わせて幅 6m・長さ31m

を調査した。街路が旧河道 (河川跡)にかかる部分については、十分な調査区の確保ができないために、調査は行

わなかった。調査面積は160m2でぁる。表土 (耕作上)の厚さは20～30clnで、上部 (I-1層)の褐色シル トと下部

(I-2層 )の黒褐色シルト質粘土層の 2層に分けられる。遺構検出面は、灰責褐色シルト質粘土ないしにぶい黄

橙色のシルト質粘土 (Ⅲ層)である。検出遺構には、濤跡 1条・土坑 3基・ピット2個 。その他の遺構 3基がある。

第 2節 発見遺構 と出土遺物

1濤 跡
濤跡は 1条 (SD-27)検出されている。

SD-27濤跡 調査区の中央を北東から南西方向にやや蛇行してのび、東北端は北方に折れて調査区外にのびる。南

東端は直線的に調査区外にのびる。他の遺構と重複はない。上幅は一定せず、60～ 145cmの範囲で変化するが、北西

側の壁面の中央部は N-65°一Eの方向で直線的にのびている。深さは12cmで、断面形は不整形の浅いU字形を呈す

層聴 土     色 土   賀 そ    の    他
10YR4/4褐    色 シ ル  ト 炭化物を少量含む。畑耕作土。
10YR3/1黒  褐 色 シル ト質粘土 酸化鉄を多 く含む。旧耕作土。

SX 9 10YR2/1黒     色 シルト質粘上 にぶい黄橙色上の小ノロックを含む。
10YR6/2灰 黄褐色 シルト質粘士 褐灰色シルト質粘との小ブロックを含む。

10YR6/3におい黄橙色 ンル ト質粘上 黒獨色
シル ト質粘との小アロックを含む。

酸化鉄を多量に含む。

10YR6/2灰 黄 褐 色 ン  ,レ   ト 黒褐色粘上の小プロックを少量含む。
iOYR6/3に ぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色粘上を少量含む。

iOYR6/3に ぶい黄橙色 酸化鉄を少量含む。

10YR6/2灰 黄 褐 色 ンル ト質粘上

V区北壁断面図



る。底面には、多少の起伏はあるが、両端でのレベル差は少ない。堆積土は黒褐色のシル ト質粘上を基調とする。

遺物は、第267図 1を含む弥生土器片18点、土師器および種別不明の上器片21点が出上している。土器片はいずれも

磨滅が著しい。

2 土 坑
土坑は調査区西部で 3基 (SK-29～31)検出されている。

SK-29土坑 調査区西部南側で検出されている。SK-30及びSX-7を切る。平面形は隅丸長方形を呈し、南北長

軸175cm、 東西短軸76cmを測る。長軸の方向はN-22° 一Wである。深さは6～ 14cmあ り、断面形は緩やかな舟底形
で、北側が 1段低くなっている。堆積土は黒褐色のシルト質粘± 1層である。遺物は、第268図 5。 6に示した 2点

の礫石器がある。 5は敲石と磨石として、 6は敲石として使用されている。

SK-30土坑 調査区西部南側で検出されている。SK-30に 東部を切られ、南部は調査区の外にのびている。平面

A

520謂
1

0           1m

SD-27
層NQ 主      色 上   質 他

10YR3/1黒 福色 シル ト質粘土 酸化鉄を少量含む。

第265図  V区溝跡断面図
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種  別 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺  構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底 径
1 B-38 弥生土器 鉢 V区 層 層波文。地文マメツ。 弥生中期 171-1
2 B-39 弥生土器 甕 V区 層 (60) 列点文。地文マメツ。 弥生中期 171-23

3 B-40 弥生上器 鉢 ? V区 層 層波文。地文マメツ。 弥生中期 171-2
4 弥生土器 鉢 V区 層 層波文。地文ⅥⅡ i 弥生中期 17 -3

5 弥生上器 鉢 ? V区 層 層波文^地文マメツ_ 弥生中期

6 弥生土器 鉢 ? V区 層 平行直線文 (3)。 地文マメツ。 弥生中期 5

4 弥生土器 一箆 V区 層 地文マメツ。 弥生中期

8 5 弥生土器 重 V区 層 錨形文。地文マメツ。 弥生中期 1 14

9 B-46 林生土器 士霊 V区 層 錨形文。地文マメツ。 弥生中期 1 15

10 B-47 弥生土器 壷 V区 層 渦文。地文Ⅷ i 弥生中期

11 B-48 弥生土器 壷 V区 層 地文マメツ。 弥生中期 17 -17

B-49 弥生土器 一望 V区 層 地文 Vm i 弥生中期 18

13 B-50 弥生土器 壷 ? V区 層 弥生中期

B-51 弥生土器 鉢 V区 層 重菱形文。地文マメツ。 弥生中期 6

第266図  V区 1層出土弥生土器



形は、残存部の状況から隅丸方形を呈するものと考えられる。検出部の南北軸70cm、 残存の東西軸62cmを測る。深

さは15cmで、断面形は浅いU字形である。堆積土は 2層 に分けられ、上部は黒色シル ト質粘土、下部は黒褐色のシ

ルト質粘土層である。遺物は出上していない。

SK-31土坑 調査区西部の北壁際で検出されている。SX-8を切る。平面形は不整形で、検出部の南北長軸176cm、

中央部の東西幅61cmを測る。深さは 4～ 10cmで、断面形は浅いU字形を呈し、北側が浅 くなっている。堆積土は褐

灰色のシル ト質粘土と浅黄橙色のシル ト質粘土層からなる。遺物は、第267図 2を含む 6点の弥生土器片と土師器と

考えられる土器片が 2点出上している。

3 ピッ ト
ピットは調査区の北西部と中央やや西側で各 1個 (P53・ 54)発見されている。P54は SX-8を切る。柱痕跡や

出土遺物はなく、性格は不明である。
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出  土  地  点 法    量
特  徴  ・  備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 回 径 底  径

1 B-52

“

生土舌 鉢 ? V区 地文マメツ。 弥生中期 7

2 B-53 I生 土 君 鉢 V区 SK-31 四角文。地文 lll i 弥生中期 1 8

3 B-54 下生 土 着 鉢 ? V区 SX-8 土器 No l 平行直線文 (3)。 地文マメツ。 弥生中期 17 9

B-55

“

生土∃ 甕 V区 SX-8 土器 No 2 地文マメツ 弥生中期 17 -21

5 B-56 年生 土 暑 一堕 V蕃 SX-8 土器 No 2 地文 IIIA� 。 弥生中期 l -20

6 B-57 気生 土 号 鉢 ? V区 SX-8 土器 No 2 層波文。地文マメツ。 弥生中期 1

7 B-58 h生 土暑 鉢 V区 SX-8 土器 No 2 層波文。地文ⅧIi 弥生中期 1 11

8 B-59

“

生土君 鉢 ? V区 SX-9 弥生中期 1

B-60 I生 土 号 甕 V区 SX-9 上器 No l (53) (264) 列点文。地文 IIIC� i。 弥生中期 1

10 C-70 師 士霊 V区 SX-8 (35) 古墳前期 229-3
11 C-71 師 壷 V区 SX-8 (31) 古墳前期 229-4
12 C-73 師 V区 SX-8 (174) 古墳前期 229-8

第267図  V区遺構出土弥生土器・土師器
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種号J 器  種

出 土 地 点 法 量
特  徴  ・  備  考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層 位 取上番号 令  長 厚  さ 重  量

K-51 石器 拗 V区 SX-8 05 19 72 7 刃部はツプレ状 流  紋  岩 237-8

2 K-52 石器 拗 V区 SX-8 44 16 二次加工痕あり 流  紋  岩 238-4

3 K-53 石器 石  核 V区 SX-9 埋 土 94 908 5 流  紋  岩 237-9

4 K-55 石器 石  鏃 V区 II覇雷上Л軍 21 12 03 玉  ズ  イ 237-6

5 K-49 石器 磨石・敲石 V区 SK-29 床面 46 648 5 磨 ―片面、片側面、敲一端焼けている 安  山  岩 241- 5

6 K-50 石器 敲  石 V区 SK-29 埋土 87 72 4 5 471 4 打痕あ り、焼面あり (炭化物付着 ) 石 英 安 山 岩 241-12

第268図  V区遺構出土石器
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4 その他の遺構
その他の遺構とした落ち込みは 3基 (SX-7～ 9)ある。

SX-7遺構 調査区西部で検出されている。SK-29に西辺の一部を切られ、南部は調査区の外にのびている。平面

形は南北に長い不整形を呈する。検出部の南北長476cm、 東西幅226cmを測る。深さは 8 cm前後で、底面はほぼ平坦

である。堆積上は黒色シル ト質粘上が主体となるが、混入物の違いなどにより、 2層 に細分される。遺物は弥生土

器片27点 と、土師器および所属不明の上器片16点が出土している。

SX-8遺構 調査区中央部西寄りで検出され、北西から南東方向にのびている。SK-31と P54に切られ、北西部

は調査区の外にのび、南東端部はSD-27と 接するあたりで立ち上がる。平面形は不整形を呈するが北東側の壁面

は、N-27° 一Wの方向で直線的にのびている。検出部の全長は730cm、 幅は最大で310cmを 測る。深さは 5～20cmで、
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図
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種別 器  種

出 土 地 点 法    量
特  徴  ・  備  考 素   材 時 期 写真図版

地 区 遵 構 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重  量
1 K-43 石器 拗 V区 層 41 29 9 流  紋  岩 238-6

2 K-44 石器 柳 V区 層
遊化に顔安山岩印
罷  灰   岩 238-7

3 K-45 石器 働 V区 層 稜にツプレ部あり 元  紋  岩 238-8
4 K-47 石器 拗 V区 層 87 07 85 流  紋  岩 238-9
5 K-48 石器 拗 V区 層 18 14 二次方ロエあり 流  紋  岩 238-10

6 K-58 石 器 板状石器 V区 層 10 7 94 5 240-4

第269図  V区 1層 出土石器



底面には凹凸がある。堆積土は 4層に分けられるが、主体は浅黄橙色粘土質シル トである。遺物は第267図 3～ 7を

含む多数の弥生土器片と、第267図 10～ 12をはじめとする土師器片も多数出上している。上師器はいずれも底面付近

から出上している。10・ 11は壷のラッパ状に広がる口縁部の破片で、端部は折り返されて厚くなる。折り返しの幅

は狭 く、その部分の断面形は台形を呈する。12は球形の体部に、直線的にのびる幅の広い口縁がつく壷である。体

部の高さと口縁部の高さの比は3:2、 体部径と口縁径の比はほぼ 1:1である。外面は丁寧にミガキ調整され、

赤色顔料が塗布されている。10。 11に類似する重は、仙台市内では今泉遺跡19号土墳から、ほかの古墳時代前期に

位置付けられる土師器とともに出土しており、12の壷を合わせると、SX-8遺構の年代は古墳時代前期に位置づけ
られるものと考えられる。

SX-9遺構 調査区の東部南寄りで検出された。北西側から南東方向に下がって傾斜し、調査区の南東へ向かって
さらに下がる。 I。 ■区の調査状況及び現地形の状況から、この落ち込みについては、H区検出の河川跡と同一河

川跡の北岸の一部と考えられる。検出部の全長は12.lm、 幅は最大で3.Omを測る。調査部分の深さは検出面から20

cm前後である。調査部分の堆積土は黒色シル ト質粘土層が 1層である。この層が、河チII跡の基本層のどの層に相当

するかは判断できない。遺物は第267図 8・ 9を含む多数の弥生土器片と、これに混じって土師器片も少量出上して

いる。

5 SD-27と SX-8の関係 (方形周溝墓)について
SD-27濤跡とSX-8遺構のそれぞれの概要については上記の通りである。V区の調査時点においては遺構相互

に接点がなく、方向や幅が異なるために、別の遺構として調査を行った。しかし、後述するⅦ区で発見された方形

周濤墓 1基 と方形周濤墓の一部とみられる濤跡 1条の調査の知見をもとに両遺構を検討すると、次のようなことが

わかる。

SK-29。 30 SK-31

>A′

+X +X19醐 8
Y=9.154SK-30

A  SK-29
引 530m

A′

ト
B

引53甲

層NQ 色 土    質 他

10YR3/1集褐色 ンル ト質粘土 浅黄橙色シル ト及び黒色ンル トのプロックを含む。

SK-31
層� 土 色 土   質 そ    の    他
10YR4/1褐 灰色 シルト質粘上 明褐灰色シルトを小ノロック状に合む。

iOYR8/3浅 黄橙色 シルト質粘土 そ子(与弓守テ穏律な比ツ/体
に百げ

層醜 色 土   質 他

iOYR2/1黒  色 ンル ト質粘土
にぶい斎橙色ンル トを小アロック林にわすかに含む。
酸化鉄を多 く含む。

10YR3/1黒 褐色 ンルト質粘土
第270図  V区土坑実測図



A-1.SX-8の 北東側の壁面とSD-27北西側の壁面の延長方向は調査区中央の南壁付近では直角に交わる。

A-2.SD-27の 北東端部は北側に湾曲し、SX-8の北東側の壁面と平行する方向に曲がる。

A-3.A-1・ 2か らSD-27と SX-8が連続することによって構成される遺構は、方形に巡る濤の可能サ陛が高

B-1.SD-27と SX-8に より構成される遺構の内側と外側の壁面を比較すると、内側は底面付近でも直線的に

掘られているのに対して、外側の壁面は底面付近では出入りが激しく幅が一定しない。

B-2.Ⅷ 区で発見された方形周濤墓の壁面も、内側は直線的に掘られているのに対して、外側の壁面は内側に比

べると出入りが大きい。

B-3.B-1・ 2か らSD-27と SX-8に より構成される遺構と、Ⅶ区で発見された方形周濤墓は同じ技術に

よって、同一目的のために掘られた遺構と考えられる。

C-1。 SX-8お よびⅥI区で発見された方形周濤墓と方形周濤墓の一部とみられる濤跡からはともに古墳時代前期

に属する土師器の重が出土している。

D-1.Ⅵ l区の方形周濤墓の南西壁面の方向はN-44° 一W、 北西壁面の方向は N-46° 一Eで、SD-27と SX-8

により構成される遺構の南西壁面の方向はN-27° 一W、 南東壁面の方向はN-65° 一Eであり、両者には

17～ 19°のずれがあるが、真東西南北方向を基準としない共通性がある。

以上、SD-27と SX-8に より構成される遺構とⅥl区の方形周濤墓には、A～ Dのような共通点が認められる。し
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層 h 土 色 土   質 そ    の    他

10YR3/1黒 偶色 シルト質粘土

ス
マ

10YR5/1黒 褐色 シル ト質粘土

層単 上 色 土    質 そ    の    他

10YR3/1黒 褐色 ンル ト質粘土
粘土質シル トを小ノロック状に含む。

10YR3/3浅 黄橙色 粘上質シル ト 露好嚢半学)辱り寿多牙写誉恋rに含
む。

3 10YR2/1黒 色 ンル ト質粘土
にぶい黄橙色粘土質ンル トを小アロック状に含む。

10YR7/3に ぶい黄橙色 粘土質シル ト 霞径9影ギ督辱埜考ふ少晉ラ≫埃裕各3}
第271図  V区その他の遺構実測図



たがって、SD-27と SX-8に より構成される遺構は、方形周濤墓の周濤と考えられ、検出部分は、周濤の南側半
分の底面付近であると考えられる。

SD-27と SX-8が構成する方形周濤墓 (以後「 3号方形周濤墓」と呼ぶ)の大きさは、北東から南西方向の軸

長は内壁間で8.7m、 外壁間で推定13m前後である。北西から南東方向の軸長は検出部の内壁が 6m以上、外壁間が

8m以上である。軸方向は、先に述べた通り南西壁面の方向が N-27°一W、 南東壁面の方向が N-65° 一Eである。

周濤の底面付近だけが残存し、埋葬の主体となる墓墳は遺存しない。遺構の時期は、SX-8か ら出上した土師器か

ら古墳時代前期に位置付けられる。
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層Nd 上 色 土 質 そ 他

10YR4/1 褐 灰 色 粘 土 現水田耕作土。酸化鉄を霜降状に含む。

10YR3/2黒  褐 色 粘 土 近世水田耕作上。酸化鉄及びマンガン粒を霜降状に含む。

10YR3/つ 黒 褐 色 粘 土 近世水田耕作土。

10YR4/2灰 黄 褐色 粘 土 近世水園耕作土。

10YR2/2 黒 褐 色 粘 土 近世水田耕作土。3a層起源の黒色粘土をまばらに合む。

10YR2/1 黒   色 粘 土 3bttlt源 の泥炭を多く含む。水日耕作上。

IOYR2/1 黒    色 粘上質泥炭 3a層水日の母材となった泥炭質上壊。
iOYR7/2 にぶい黄種色 火  山  灰 「灰白色火山灰」
iOYR17/1黒     色 泥炭質粘土
10YR2/1 黒    色 泥 炭 草本質泥炭 (糸状の織維質が多数検出される。)

10YR3/1黒  褐 色 粘 土

10YR3/2 黒 褐 色 泥 炭 草本質泥炭

5Y4/2  灰オリープ色 粘 上 (泥 ) 未分解の植物遺体 を多 く含む。
5Y2/2  オリープ黒色 粘 上 (泥 )
10YR2/1 黒    色 泥 炭 質 粘 土 岸部では粘土化。河川中央よりでは泥炭化している。
iOYR2/2黒  褐 色 粘 土 IHlll中 央よりでは未分解の植物遺体の含有量が多くなる。

10YR2/1黒    色 泥炭質粘土
iOYR2/2黒  褐 色 粘土質泥炭 草本を主に、木本の植物遺体を多量に合む。
iOYR3/1 黒 褐 色 泥 炭 質 粘 土 泥質が著しい。北炭寄りは草本中心の黒色泥炭となる。
10Yr2/2黒 褐 色 粘土質泥炭 未分解の小枝、葉などを多量に含む。

25Y3/1黒 褐 色 粘と質泥炭 25Y4/2暗灰黄色粘土を斑状に多量に含む。
10YR3/2 黒 褐 色 粘 土 質 泥 炭 草本、木本の襴物遺体を含む。

層No 上 色 土 質 そ 他

2 5YR4/ワ 暗灰黄色 粘 土

10YR3/2黒  褐 色 粘 土 近世水田耕作土。酸化鉄及びマンガン粒を霜降状に含む。

25Y3/2黒 褐 色 粘土質泥炭 木の技を多量に含む。

13b-2 5YR3/1 オリーブ黒色 泥 炭 大型の枝を多量に含む。粗砂の薄層を 2・ 3層含む。

13b-3 5YR3/2 オリープ黒色 粘 土

95Yつ /1 黒    色 泥 炭 革本質中心。

10YR2/2 黒 褐 色 粘土質泥炭
10YW/3 黒 4B 色 粘土質泥炭 木片を多 く含む。
10YR1 7/1黒     色 粘土質泥炭 藁状の檀物遺体を多量に含む。一部小校を含む層も含む。
5Y6/3  オリープ黄色 粘 土 査争蘇広旨ぎぜ盾韻推彗懇13/2黒褐

色泥炭質粘土を1

ワ5Y3/2黒 褐 色 泥炭質粘土 木片を多 く含む。

15b 10YR  黒 褐  色 砂 質 シル ト lSa～ 15b′ への漸移層。泥炭を霜降状に含む。
75G4/1暗 緑灰色 粗 砂

5Y5/8  灰オリープ色 粘 土 木の枝を多量に含む。

10YR2/3 黒 褐  色 泥 炭 木の枝を少量含む。

10YR3/3 暗 褐 色 粘土質泥炭 本の枝を少重含む。
25Y6/3 にぶい黄色 粘 土 マンガン粒を含む。

95Y5/3黄 褐 色 粘土質シル ト
16-3 25Y5/3黄 褐 色 粘土質ンル ト 25Y4/2暗 灰黄色、粘上質ンルトの薄層を縞状に含む。
25Y5/4黄 褐 色 細秒を斑に含む。35m以下ではグライ化する。

25Y6/4 にぶい黄色 組砂質シルト

16-6 10YR5/8黄  褐 色 砂

2 5YS/2暗 灰 黄色 砂 10YR6/8明 黄褐色砂を縞状に含む。

層h 土 色 土 質 そ 他

10YR6/3 にぶい黄橙色 ンルト質粘土

16-9 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂 質 シル ト 10YR6/3に ぶい黄橙色シルト質粘上を締伏に含む。
10YR6/3 にぶい黄橙色 砂 質 粘 上 iOYR5/3に ぶい黄褐色ンルト質粘上を斑に含む。
10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 炭化物粒を少量含む。
10YR7/3 にぶい黄橙色 ン ル  ト
10YR5/3 にぶい黄褐色 砂 質 ンル ト ユOYR5/4にぶい黄褐色シルト質粘上を霜降状に含む。

16-14 10YR5/4 にぶい黄褐色 ン  ,レ   ト
10YR6/3 1こ ぶい黄橙色

10YR5/4 にぶい黄褐色 粘上質シル ト

10YR6/3 にぶい黄橙色 砂 質
10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 炭化物粒を少量含む。

10YR6/3 にぶい黄橙色 シル ト質 砂

10YR5/3 にぶい黄褐色 粘■質シル ト 炭化物粒を少量霜降伏に合む。
16-21 25Y6/4 にぶい黄色 砂

10YR5/3 にぶい黄褐色 ンル ト質 砂 炭化物粒を少量含む。

16-2つ 10YR5/3 にぶい黄褐色 ンル ト質 砂 炭化物粒を少量含む。

10YR5/3 にぶい黄褐色 ンル ト質砂 炭化物粒を少量含む。

10YRO/3 にぶい黄橙色 砂質 シル Ⅲ

10YR5/3 にぶい黄褐色 砂 質 シル ト 粘上及び炭化物粒を多 く含む。

16-25 10YR6/3 にぶい黄橙色 ンル ト質 砂

10YR5/3 にぶい黄褐色 砂 質 シル ト

10YR6/3 にぶい黄橙色 ンル ト質 砂

5GY5/1 オリーブ灰色 砂 質 粘 上 同色の粘上のプロックを斑状に含む。

2 5GY4/1暗 オリープ灰色 砂 質 粘 土 木の技をまばらに含む。

層Na 色 上 質 そ 他

16-30 25Y4/1 暗オリープ灰色 粘 土 砂を網目状に含む。

25Y4/2暗 灰黄色 瑞 上 5GY5/1オ リープ灰色砂の薄層を縞状に含む。

10YR2/2黒  褐 色 ンルト質粘上 泥炭及び砂を霜降状に含む。
75C5/1緑 灰 色 砂 7 5CY4/1暗 緑灰色、粘土質砂のプロックを含む。

5Y2/2  オリーブ黒色 粘 土 質 砂 7 5GY4/1暗 緑灰色、砂質ンルトをプロック状に含む。
5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 質 砂

25Y4/2暗 灰 黄 色 粘 土 炭化物粒を多量に含む。

5GY5/1 オリーブ灰色 砂

5GY4/1 暗オリーノ灰色 砂

5CIY4/1 暗オリープ灰色 ンル ト質 砂

5GY5/1緑 灰 色 ンル ト砂 質

2 5CⅥ /1暗オリーノ灰色 粘 土

7 5GY4/1暗 緑灰色 砂

7 5CY4/1暗 緑灰色 砂 25Y3/1黒褐色泥炭を縞状に含む。
2 SCY4/1暗オリーブ灰色 ンル ト質粘土

硲Y4/1 暗オリープ灰色 砂

10GY4/1暗 緑 灰 色 砂 木片を含む。

10CY4/1暗 緑 灰 色 砂 礫 砂は直径 lm前後、礫は長軸10cn程 までの同礫
10YG3/1 黒 褐 色 粘 土

SD34-2 10YR2/2黒  褐 色 粘 土

醐 → 10YR2/1 黒    色 粘 上 樹枝片多数出土

第274図 Ⅵ区東壁上層断面図
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第10章 Ⅵ区の遺構 と出土遺物

第 1節 調査区の位置と概要

1 調査区の位置 と基本層の概要
Ⅵ区は、Ⅱ区から東方にのびる6m街路と、Ⅲ区から南にのびる6m街路が、丁字路となって接続する部分に設
定された調査区で、現況は水田となっているが、そのほとんどが河川跡の中に位置する。西側に隣接するH区とは

約 3m、 北側に近接するⅢ区とは約 6m離れている。丁字路交差点の東側は、水路とその上手が街路予定地に接近
し、十分な調査区を確保できないために、調査は断念した。このためにⅥ区の平面形は、H区 との境から丁字路

交差点までの東西42mの 区間と、丁字路交差点からⅢ区の方に折れた南北21mの 区間が合わさった』形となって

いる。調査の際には、』形の内側の角を境として、東西に長く、河川跡を縦断する西側をⅥ区西部、南北に長く、

河川跡を横断する東側をⅥ区東部と呼称した。Ⅵ区東部の北側は、作業通路確保のため、自然堤防面まで立ち上が

らずに、H区において自然堤防面と、河川跡の現北岸との間に検出されたテラス状の部分に相当する地点で調査区

を区切った。調査区の面積は、420m2でぁる。

Ⅵ区の現水田面の標高は、4.5m前後で、北側の自然堤防面よりは50～ 80cm低い。表土は、層厚15～25cmの現水田

耕作上の褐灰色粘上である。表土を除去すると、Ⅵ区東部の北俣」で、河川跡の砂質土壌堆積部 (16層 )と 泥炭質土

壌堆積部 (2～15層)の境 (河川跡の泥災質土壌堆積部北岸=以後は単に河川跡北岸)が明瞭に確認され、砂質土

壌堆積部の上面では遺構も検出さた。砂質土壌堆積部の堆積層は、自然堤防部の堆積層の上質に近いが、自然堤防

に寄ったところでは、不明瞭ながら、平面的にも河川跡の流路方向に平行するような縞状の堆積層が確認できる。

この付近の基盤堆積層の検出のため、調査区の東壁際で砂質土壌堆積部の掘り下げを実施した。調査区の中央で

は泥炭質土壌堆積部の底面付近まで、調査区の北端では砂質土壌堆積部上面から約 lmの深さまで掘り下げたが、
基盤堆積層には達しなかった。

泥災質土壌堆積部の層位は、基本的にH区と同様であるが、層厚や分布範囲 。細分層に若干の相違が見られる。

中でも相違が大きいのは14層で、Ⅱ区に比べると厚 く堆積し、その分15層が中央では薄くなっている。細部につい

ては、次節において触れることにする。

SK-50                                               .1ノ   r ASK-50
層Na 土     色 土   質

10YR2/2黒 褐 色 粘    上 黒色粘土、灰白色火山灰を混合する。
10YR3/1黒 褐 色 粘    上 上師器片を含む。
10YR3/1黒 褐 色 粘     土 黄褐色シルト粒 (径 3～10om)を 霜降状に多く含む。
10YR4/1褐 灰 色 粘     土 しまり弱い

10YR2/2黒 褐 色 粘     土 木片を含む。しまり弱く軟質。

第275図 SK-50土坑実測図
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0          1m

甲

号

凶

番

録

号

登

番
種 男」 器  種

出 土 地 点 法   量 特  徴 。 備  考
分 類 時  期 写真図版地区 遺 臨 層位 取上番号 器高 回径 底径 外 面 内   面

l D-27 土師器 不 Ⅵ 区 SK-50 2 49 奮覇丈す歩霙言
有り、ロクロ調整、 ヘラミガキ、黒色処理 平 安 232-7

第276図 SK-50出土遺物
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2 砂質土壌堆積部検出遺構と出上遺物
Ⅵ区東部北側の砂質土壌堆積部上面では、土坑が 1基検出されている。

SK-50上坑 現状の河川跡北岸から自然堤防側へ 2m寄 った所で検出され、単独で存在する。平面形は直径70硼の

円形で、深さは70cmで ある。断面形は逆台形に近いが、全体的な形状は深い播鉢状である。堆積土は、黒褐色ない

し褐灰色の粘土層で、 5層に分けられる。各層とも自然堆積の状況を呈する。 1層中には河川跡堆積層の 4層 と同

じ灰白色火山灰が混じっている。2層からは、第276図 に図示したロクロ土師器の不が 1点出土している。不の外面

には正立の位置で「千」の墨書文字がある。

第 2節 河川跡堆積土中の遺構と遺物

1 河川跡の概要
Ⅵ区は、既に述べたように、Ⅵ区西部は河川跡の中央を縦断し、Ⅵ区東部は河川跡を横断するような配置となっ

ている。このため、Ⅵ区西部では河川跡底面の南北両端を確認できたが、河川跡上面は検出できなかった。これに

対し、Ⅵ区東部ではその北側で河川跡上面が検出されている。また、Ⅵ区東部では河川跡底面の南北両端も検出さ

れている (南端は断面で確認)。

Ⅵ区東部で検出された河川跡上面のラインは、東北東から西南西方向にのび、西側の延長線はH区の河岸上面と

ほぼ一致する。検出部分の河川跡幅は、Ⅵ区東部の東壁で17mあ る。このうち、北岸の上面から測って15mの とこ

ろが、南岸の立ち上がり地点となる。河川跡底面幅は、■区が6.5～ 8.5mで あったのに対し、Ⅵ区の西部が1.5m前

後、東部が 4m前後となり、全体的に幅が狭くなっている。検出部の底面ラインは、緩やかな蛇行を繰り返してい

る。現水田面から河川跡底面の砂礫層 (17層 )ま での深さは、調査区東端で3.Om前後である。

Ⅵ区の16層は、北岸側と南岸側では様相が異なる。北岸側は、砂質土壌が主体となり、泥炭質土壌堆積部の岸か

ら4m以上の地点まで堆積し、調査区北端で lm以上掘っても基盤層に達しない。これに対して南岸側は、層の厚

さは分からないが、締まりの強い粘土質土壌が主体となっている。この付近での河川跡の堆積状況は、押日遺跡Ⅱ

区と類似した様相を呈し、北岸では自然堤防の際まで砂質土壌が厚く堆積し、南岸は粘土質土壌が基盤堆積層に沿っ

て比較的薄く堆積しているものと推察される。

15層から2層までの泥炭質土壌堆積部は、15層から3b層までは基本的に自然堆積層で、3a層より上位の層は耕

作の影響を受けた人為的堆積層である。

なお、表上の水田耕作土中からは、第277図 に図示した中世陶器と石製模造品のほか多数の上師器片
。須恵器片・

陶器片 。磁器片・古瓦片等が出上している。

―の―♀心
1          2

CIJ「   I        Cln
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地 区 遺構 層位 取上番号 器高 口径 底径 外 面 内    面

1 I-2 陶 器 こね鉢 Ⅵ 区 1層 ロクロ調整 ロクロ調整 234-9

図中
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地 区 自結 層位 取上番号 鋲 幅・径 厚 さ 重量

2 K-61 石 製緯 告ヽ品 有孔冊板 Ⅵ 区 1層 05 有孔円盤 (2孔 ) スレート 236-35
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2層検出遺構と出上遺物

|)堆 積 上の状 況 と検 出遺構
2層 は、河川跡の泥炭質土壌堆積部 (以下単に河川跡)の金面に分布する。 2層上面は、 1層の現水田耕作によ

る削平を受けている。土性の若千の違いによって2a層 と2b層の上下 2層に分けられ、上層の2a層はさらに 3つの層

に細分可能である。

2a層は、良くこなれた水田土壌で、黒褐色の粘土層を基調とする。層厚は10～20cmで、北岸近くはこれより薄く

なる。2b層上面において2a層水囲に伴う畦畔痕跡 (擬似畦畔B)が検出されている。

2b層は、3a層起源の黒色粘土をまばらに合み、2a層に比べると攪拌の不十分な黒褐色粘土を基調とする。河岸近

くには存在せず、河川跡の中央部分の堆積層の厚い部分にだけ分布する。層厚は10～15cmであるが、2a層同様に岸

寄りはこれより薄くなる。2b層水田跡に伴う畦畔が、3b層上面で畦畔痕跡 (擬似畦畔B)と して検出されている。

2)2a層 水 田跡
2a層水田に伴う遺構は、2b層上面で畦畔痕跡 (擬似畦畔B)が検出されている。畦畔の存在した部分は、水田面

よりも耕作による攪拌を受けないために、2b層の上色に微妙な差として現れ、これによって畦畔の位置が確認でき

た。検出された畦畔には、Ⅵ区の河川跡を南北に横断する畦畔 3条 (畦畔 1～ 3)と、河川跡のほぼ中央を東西に

縦断する畦畔 2条 (畦畔 4・ 5)がある(第278図上)。 畦畔の方向は、畦畔 1が N-8°一W、 畦畔 2～ 3が N-12° 一

W、 畦畔 4～ 5が N-84° 一Eで、南北畦畔と東西畦畔はほぼ直交する。また、畦畔 2～ 3と 畦畔 4～ 5は十字に交

わる。畦畔間の距離は、畦畔 1と畦畔 2～ 3の間が約15mである。畦畔の幅は、平均的なところは80cm前後である

が、畦畔 4は西側ほど広くなり、西端では3.5mを測る。

3)2b層 水 田跡
2b層水田に伴う遺構は、3a層上面で2a層の水田跡と同様に畦畔痕跡 (擬似畦畔B)が検出されている。検出され

た畦畔痕跡は、2a層水田跡の畦畔痕跡とほぼ一致する位置で検出されている。検出された畦畔痕跡には、Ⅵ区の河

川跡を南北に横断する畦畔 3条 (畦畔 1～ 3)と、河川跡のほぼ中央を東西に縦断する畦畔 3条 (畦畔 4～ 6)が
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地区 遺構 層位 取上番号 器高 口径 底径 外 面      1  内   面
1 I-3 鵬 壷 VI区 2層 体部施釉、体部下端～底部無釉 無釉、ロクロ調整 近 世 234-13
凶甲
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出 土 地 点 法 量
特  徴 ・ 備  考 素 材 時  期 写真図版

地 区 通 隧 層位 取上番号 全長 幅 径 厚 さ 重量

2 N-1 鉄製品 刀 Ⅵ 区 2層 16 刀部断片 ? 近 世 340-1
3 【-62 石  器 石 匙 Ⅵ 区 2層 連須岩 238-1
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ある (第278図下)。 畦畔の方向は、畦畔 1が N-12°一W、 畦畔 2～ 3が N-18°一W、 畦畔 4～ 5が N-82° 一E、

畦畔 6が N-83° 一Eで、南北畦畔と東西畦畔はほぼ直角に交わるが、畦畔 2～ 3が直線的にのびているのに対して、

畦畔 5と畦畔 6はそれぞれ南と北に若干ずれており、2a層のように十字には交わらない。畦畔 5と 畦畔 6は、2a層

の畦畔痕跡と比べると、畦畔 5が南側に、畦畔 6が北側にlm前後 (畦畔痕跡 1条分程)ずれている。畦畔間の距

離は、畦畔 1と 畦畔 2～ 3の間が約15mで、2a層の畦畔痕跡と同じである。畦畔の幅は80cm前後であるが、畦畔 5

の西側は幅が狭 く、30cm程である。

Ⅵ区の2a層 と2b層の畦畔痕跡は、南北畦畔の位置は一致し、東西畦畔は若干のずれがあるが、ほぼ同位置を通る。

このことは、2a層の畦畔が、2b層の畦畔を踏襲した部分と、2b層の畦畔を意識しながらも、若干の改変を行った部

分があることを示している。いずれの場合も、2b層から2a層に至るまで継続的に水田耕作が行われたことによるも

のと考えられる。なお、2b層 と2a層 を通して同位置に存在する畦畔 2・畦畔 3の位置は、現在の水田における南北

畦畔の位置とも一致し、この現水田の畦畔は、Ⅵ区の土地所有者である伊藤家本家の伊藤倉蔵氏と、分家の伊藤春

男氏の水田の境界となっていることを付記しておく。

4)遺 物出上状況 と出上遺物
2層は水田耕作上であるために、遺物出土状況にまとまりはなく、全面から各種・各時期のものが破片となって

出土している。

出土遺物には、土師器片・須恵器片が多量に出土したほか、石器 1点 (第279図 3)。鉄製品断片 1点 (第279図 2)

古瓦片13点 。中世陶器片 9点・施釉陶器片 3点・近世瓦 (燻し瓦)片 1点がある。これらの遺物のうち、 2層の年

代に関わるものは、施釉陶器と近世瓦で、施釉陶器には第279図 1に示した重の他、内外面に貫入のある乳白色の釉

薬のかかった碗の破片と、内面が貫入のある灰釉で、外面が白濁した釉薬がかかる碗の破片がある。

3層検出遺構 と出土遺物

I)堆 積 上の状 況 と検 出遺構
3層は、水田耕作土として人為的に攪拌された3a層 と、その耕作上の主な母材となった自然堆積層の3b層に細分

されることは既に記した通りである。3a層は、河川跡の中央付近に広く分布するが、岸寄りでは 2層水田による削

平を受けているために残っていない。また、南側より北側の方が全体の層厚が厚 く、耕作の際の深度が深かったよ

うである。このために北岸寄りの3b層は、残りが悪くなっている。3a層の層厚は、河川跡中央北寄りが10～35cm、

南寄りが20cm前後である。層の底面には凹凸が著しく、 4層やこれより下位の層に達している部分もある。3b層は

黒色の泥炭質土壌で、河川跡の中央から南岸にかけて分布する。北岸寄りは3a層水田耕作の掘削による削平を受け

て部分的に残るだけである。

3層の遺構としては、3a層水田跡に伴う濤跡 (SD-34)と、その濤の両側に平行及び直交する畦畔痕跡及び杭列

があるが、濤跡と畦畔痕跡は3a層及び3b層では発見できず、いずれも4層上面で検出した。

2)溝  跡
SD-34濤跡 河川跡の中央を、河川跡とほぼ同様の方向 (N-79° 一E)で直線的に東西にのびる。幅は 4層上面で

東部が50cm、 西部が250cmを測り、西部が広くなっているが、3a層上面では東部の幅も130cmほ どある。濤跡の底面

は、Ⅵ区西部の東寄りのところで段がつき、西側が20cm前後低くなる。底面の傾斜は東側から西側へ向かって下がっ

ており、両端の落差は90cm前後ある。断面形は逆台形ないし浅いU字形を呈する。堆積土は調査区の東壁で 3層に



分けられる。 1・ 2層 は黒褐色の粘土層、 3層は樹枝片を多く含む黒色の粘土層で、いずれも自然堆積層と考えら

れる。濤跡からの出土遺物には、エブリ (第285図 1)・ 折敷 (第285図 7)。 箱 ?(第285図 8)・ 箸 (第286図 4)・

皿 (第286図 6)。 曲物側板 (第286図 8)。 材 (第287図 9他 L-518・ 525)等がある。

エブリは、五角形の材に差し歯をして作製している。図右側の端部は歯を挿入するための孔の所から欠損する。

欠損した部分の孔を含めて、歯の挿入孔は、柄孔の右に3カ 所、左に 2ヵ 所ある。右の 3ヵ 所のうち中央の孔は、

他の孔よりも小さく、他の孔は柄孔を中心として8.5～9.5cmの均等な間隔で並ぶことから、当初は欠損部の孔を含

む 4本歯であったが、右端を歯の部分から欠損したために、その補填として追加したものか、あるいは材の中央に

木目に沿った割れが入ったために、その補修 として打たれた釘と考えられる。大きい孔の歯には、割り竹・芯持丸

材・芯無丸材が使われ、小さい孔の歯または釘は割り竹である。柄孔は、横方向が長軸となる長方形を呈し、材の

中央に歯に直交して開けられている。

皿は、器高1,3cm・ 口径9.8cmの小型のものである。内外面に黒漆が塗られ、内面にはさらに朱漆の型押しによる

草花文が全面に配される。

3)3a層 水 田跡
3a層の水田跡に関わる遺構については、前記の濤跡と同じく3a層。3b層では発見することができず、 4層 (灰白

色火山灰層)上面で畦畔痕跡を確認することができた。畦畔痕跡は、第281図 に示した通 り、SD-34濤跡の両側と、

Ⅵ区の東部と西部の境付近にこれと直交して検出された。検出状況は、3a層の水田に伴う畦畔が存在した部分は水

田面に比べて耕作に伴う攪乱が少ないため、 4層の保存状況が良好で、他の部分の 4層に比べると盛り上がった状

態となっており、これにより畦畔の位置を知ることができた。畦畔の方向は、東西の痕跡は濤跡の方向と一致し、

N-79° 一Eの方向を示す。南北方向の畦畔痕跡は、N―■
°
一Wで、東西畦畔と南北畦畔はSD-34濤跡を挿んで十

字に交差する。畦畔痕跡の幅は、東西方向にのびるものではSD-34の北側が50～ 300cm、 南側が30～ 160cmで ある。

南北方向のものは40～70cmで ある。

3a層の南北畦畔の位置は、2a層水田跡及び2b層水田跡の畦畔に比べると約 5m東 に位置する。両層の畦畔の位

置は比較的近く、この辺りがすでに3a層の水田耕作の時代から、水田の区割りにとって重要な位置を占めていたこ

とが伺われる。

4)杭 列

3層では、調査中に流出したもの 2本を含め47本の杭が発見されている (第 280・ 281図 )。 発見された杭は、3a層

水田跡の南北方向の畦畔痕跡より西側にのみ分布し、東側には見られない。その分布範囲にあっては、SD-34濤跡

の底面の段差部より西側に集中し、濤の両岸付近と畦畔痕跡の外側 (水田面側)に並ぶように存在する。明確な列

状となって並ぶ杭は、SD-34濤跡の北岸南端で検出された、横になった丸材 (3層杭25)と その谷側に並ぶ杭16-

17-23-24-18-22-26があるだけである。その東西には、この他に杭36-4-32-29、 27-28も 同一の方向で並

ぶ。南岸は北岸のように岸上に並ばず、底面から斜面にかけて東から杭 5-6-7-8-43-9-44-14-10-■ ―

13-41-42が 不規則に並ぶ。濤の北側の畦畔痕跡の北側斜面付近には、東から杭 3-5-33-38-30-20が 並び、

この他にも側とこは杭34-39-40と いった杭がある。

杭材としては芯持丸杭が主体を占める。芯持丸杭以外には、割杭・半裁丸杭・角杭がある。杭の形状と杭列との

間に特に強い関係は認められず、散らばって存在していると判断される。

次に杭材の形状をみると、角杭は、芯無の割材の側面を加工して多面体を呈するもの (第290図 1・ 2)、 側面は

割面だけで先端に加工のあるもの (第290図 3)、 側面は割面だけで先端は折れ面のままのもの (第290図 6)がある。



割杭は、側面が割面だけで、先端に加工のないもの (第290図 4・ 5・ 7・ 8、 第291図 1・ 3・ 4)と、側面が

割面だけで先端に力日工痕のあるもの (第291図 2)と がある。

丸杭は、全て芯持丸杭である。先端を鋭くカロエしてあるもの(第291図 5・ 6、 第292図 1～ 6、 第293図 1、 第295

図 1)、 切断面をそのまま杭先とし、先端が鋭くなっていないもの (第298図 2～ 5、 第294図 1～ 5、 第295図 2)、

杭先の形状は不明であるが、丸材の表面を粗く削っているもの(第295図 3)、 コケシ状の頭部を造り出したもの (第

295図 4)、 カロエは無 く、折れ面を杭先としているもの (第295図 5、 第296図 1～ 5、 第297図 1～ 4)、 焼け焦げ面

を杭先としているもの (第297図 5)等がある。第292図 5や第295図 2には、先端近 くに快りが入れられている。こ

の杭と、第295図 4の頭部を造り出してある杭は、建築材等からの転用である可能性が考えられる。

5)遺 物 出土状況
3層からの出土遺物は、第280図のとおり木製品や材の類はSD-34濤跡内と濤の周辺部から集中的に出土してい

る。これに対し、土器類や瓦等は3層の全体から出上しており、特に集中部は認められない。なお、3b層に所属す

るものとして取り上げた遺物の中には、3a層がピット状に落ち込んだ部分に所属するものが含まれている可能性が

ある。

6)出 土遺 物
3層からの出土遺物には、弥生土器 。土師器・赤焼土器・須恵器・灰釉陶器・土師質土器・陶器 。青磁・瓦 。金

属製品・石製品 。石器・木製品・材及び先に記した杭がある。弥生土器と分かるものは、3a層から蓋の破片が 1点

出土している。土師器は、多数の非ロクロ土師器の破片とともに、第282図 1・ 2の ようなロクロ土師器が出上して

いる。 2の底部と体部には「内」の墨書がある。赤焼土器は、3a層から郷の破片が 4点出土している。須恵器は、

第282図 3の壼のほか、3a層から甕や不の破片が多量に出上している。また、3b層からも甕と不の破片が合わせて

6点出上している。灰釉陶器は、碗の破片が3a層から 1点出上している(第282図 10)。 土師質土器は、第282図 4・

6の ような邦と甕があり、 4はいわゆる「かわらけ」である。陶器は、第282図 7～ 9の鉢や甕を含む12点の破片が

出土しているが、 9以外は3a層の出土品である。陶器片には、在地産のほか常滑産と考えられる破片もある。青磁

は、碗の破片が3b層から1点 と3a層から2点出上している。3a層出上のものには、内面に画花文のあるもの(第282

図■)と 、外面が鏑蓮弁文となっているものがある。いずれも中国製である。

瓦は、全て古代のもので、3b層から丸瓦の玉縁片 1点、3a層からは平瓦の破片42点、丸瓦の破片■点が出土して

いる。丸瓦は、第283図 1の ように凹面布日・凸面縄叩き後ロクロ調整されたもので、玉縁の破片もある。成形は、

割れ口や表面に残る粘上の継ぎ目の状況から、粘土紐巻き作りによるものと観察される。平瓦は、第283図 2・ 3の

ように凹面布目・凸面縄叩きのものが殆どであるが、凹面布目後ナデ調整 。凸面縄叩きのもの 1点 と、凹面布目後

ナデ調整・凸面平行叩き後ナデ調整されるもの 1点がある。平瓦には粘土紐の痕跡が認められないことから、粘土

板を素材として作製されたと考えられる。成形は、 2・ 3の ような大形の破片では模骨痕が観察でき、桶巻き作り

であることが分かるが、小形の破片については、桶巻き作りであるのか、一枚作りによるものか判断できない。

金属製品としては、上端が潰れた長い楔状のもの (第283図 4)、 小刀 (第283図 5)、 鏃 (第283図 6)がある。小

刀は平棟平造りの直刀で、区は両区である。茎には区寄りに目釘孔があり、その部分から先の茎は棟側に折れてい

る。鏃は雁又式のもので、片側の刃先と茎の大半を欠損する。

石製品には石製模造品があり、有孔円盤 (第284図 1～ 3)・剣形 (第284図 4)・未製品 (第284図 5～ 8)がある。

3層からの石製模造品の出土は多いが、これらは後述する 9層 に関連する時期の遺物が混入したものと考えられる。

石器としては蛤刃石斧 (第284図 9)と板状石器 (第284図10)が出上している。蛤刃石斧は表面の風化が著しい。



板状石器は刃部に光沢が観察されるほか、両面に磨り面が観察される。

木製品には、SD-34濤跡出土品のほかに木錘・草履状木製品・下駄・箆・櫛・箸・椀 。皿 。曲物側板・楕円板・

円板がある。木錘 (第285図 2)は、両端を平坦に切断した芯持丸材の、中央の周囲に濤を切ったものである。部分

的に樹皮を残し、樹皮のない部分には、多数の刃痕が観察される。

草履状木製品 (第285図 3)は、草履の芯とされるもので、約半分が残存する。鼻緒の方がやや狭 くなる楕円形を

呈し、横緒の部分に切り欠きがある。下駄 (第285図 4)は、連歯の高下駄で、後ろの歯を欠損する。歯は先の幅が

広がる。 3ヵ 所の緒孔は、横緒孔よりも鼻緒孔力ゞ河ヽさい。

箆 (第285図 5)は、俵形の身部に偏平な柄が真直ぐに付 く。身部は偏平で、反りや湾曲はない。第285図 7は折

敷の部材の可能性のある柾目の薄板である。第285図 8は箱 (折箱)の部材の可能性のある木製品で、図の左側の木

口は45°前後の角度で斜めに切られている。

櫛は、目の粗い横櫛 (第286図 1)と、日の細かい横櫛 (第286図 2)が出土している。どちらも白木の製品であ

る。箸 (第286図 3)は、芯無の材を削って作ったもので、長さ4.8cmの破片である。椀 (第286図 5)は、底部から

腰部にかけての破片で、底部には円筒状の台が付 くようである。内外面に黒漆が塗られていた痕跡がわずかに残る。

皿 (第286図 7)は、口径8.8cm・器高1.3cmの小皿で、内外面に黒漆が塗られている。曲物側板の破片と考えられる

柾目板の破片 (第286図 8～18)は、多数出土しており、切り込み線のないもの (8～ 12)、 縦方向に切り込み線が

あるもの (13～ 16)、 斜方向に切り込み線があるもの (16～ 18)がある。また、12には綴じ紐を通したと見られる孔

が 3つ あり、横に並んでいる。

楕円板は 2点 (第287図 1・ 2)出上しており、板目のもの (1)と 、柾目 (2)の ものがある。円板は、小破片

が 3点 (第287図 3～ 5)ある。精円板同様に板目のもの (3)と 、柾目 (4・ 5)の ものがある。 3については、

図の上の木回は切断されたものと観察される。

材には、板材 (第287図 6～ 8、 第288図 1～ 2)・ 角材 (第288図 4～ 5他 L-510・ 520・ 525)・ 分割材 (第288図

3、 第289図 3～ 5他 L-505。 506・ 508・ 514・ 516・ 521・ 522・ 523)・ 半裁丸材 (第289図 6)・ 丸材 (第289図 7)

がある。板材は、柾目板と板目板及びナナメの木取りの板がある。柾目板には第287図 8の ように二等辺三角形に整

形されたものがある。また、板目板には、片面の一方の木日の近くが帯状に盛 り上がっている材 (第288図 2)があ

る。ナナメの木取りの板は、厚板で、片側の木口は段状に加工されている (第288図 1)。 角材は全面が加工された

ものと (第288図 4)、 割面だけのもの (第289図 1・ 2)、 片側の本国が杭先状に多面から加工されて尖り、反対の

木口は平坦に切断されているもの (第288図 5)な どがある。分割材は、割面だけの大小の破片や、木口に切断痕の

あるもの (第289図 3・ 5)、 側面に加工の施されているもの (第289図 4)な ど多様な形状のものが出上している。

半裁丸材は、先端が杭先状に尖ったものが 1点出上している。丸材は片側の木口は平坦に切断され、他方の木口は

焼けている。
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地 区 通 磯 層位 取上番号 器高 口径 底径 外 面 内 面

ユ D-13 土師器 郵 Ⅵ 区 3』冒 45 屋魏
口
事壽ちヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理 平安 232-11

2 D-14 土師器 邦 VI区 3b層 体部・ 底部 「内」墨書有、
ロクロ調整、底部 右回転糸切 り ヘラミガキ、黒色処理 平安 232-12

3 E-1 須恵器 長頸壼 VI区 3a層 (101) 畢藍弁昇
ケズリのち上部ロクロロクロ調整ナデ 平安 234-3

4 I-4 質
器
師土
土 邦 VI区 3a層 (25) ロクロ調整 ロクロ調整 中世 234-4

5 I-10 土 器 郷 Щ区 詭層 133 回縁部  ヨコナデ
体底部 ヘラケズリのちナデ 屎悸馨部 予夢

デ 234-5

6 I-5 買
器
師上
土 鉢 VI区 3a層 (60) 磨 滅 磨 滅 中世 234-6

7 I-7 陶  器 鉢 Ⅵ 区 3a層 (50, ロクロ調整 ロクロ調整 中世 234-7
8 I-6 陶 器 甕 Ⅵ 区 3a層 格子押印 ヘラナデ、ナデ   (常滑) 中世 234-11

9 I-9 陶  器 甕 Ⅵ 区 3b層 格子押印 ナ デ (常滑 ) 中世 234-12
I-8 陶  零 at Ⅵ 区 3』膏 灰 釉 中世 234-14

11 J-1 磁 器 続 Ⅵ 区 3a層 (46) 日縁部 界線 3本
体部 草文ヘラ書き 中世 234-15
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地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・径 厚  さ 重 量

1 F-1 丸瓦 丸  瓦 Ⅵ 区 3層 凸面―玉縁部、縄タタキのちナデ、
凹面―布目

235-3

2 G-1 平瓦 平  瓦 Ⅵ 区 3層 凸面―縄タタキ、凹面―布目
3 G-2 平瓦 平  瓦 VI区 3層 凸面―縄タタキ、凹面―布目 235-1

甲
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録

号

登

番
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地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重  量
4 N-3 蜘 Ⅵ 区 3層 14 鉄 340-2
5 N-2 小  刀 Ⅵ 区 3層 21 鉄 340-3
6 N― 電 鏃 Ⅵ 区 3層 12 雁股鏃 調 340-4
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退 構 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重  量

1 K-66 翻
鍋
有孔円板 Ⅵ区 3a層 32 2子 L ス レ ー ト 236-28

2 K-64 石製
軸
有孔円板 Ⅵ区 3a層 滑石片岩 (?) 236-29

3 K-65 熙
鰯
有孔円板 Ⅵ区 3a層 27 ス レ ー ト 236-30

K-67 裂
齢
剣  形 Ⅵ区 3a層 17 ス レ ー ト 236-27

5 K-72 石 製
鰯

Ⅵ区 3a層 27 破片、孔なし ス レ ー ト 236-31

6 K-63 石製
鰯

Ⅵ区 3a層 ス レ ー ト 236-32

7 K-68 翻
鍋

Ⅵ区 3a層 ス レ ー ト 236-33

8 K-69 翻
饂

Ⅵ区 3a層 ス レ ー ト 236-34

9 K-70 石器 蛤刃石斧 Ⅵ区 3層 4 磨製石斧、表面の風化顕著 粘  板  岩 239-6

K-71 石器 板状石器 Ⅵ区 3a層 350 7 下側縁両面
に光沢面、磨―両面、

b面に受熱痕、 2次加工あり 安  山  岩 240-3
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地  区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取り 時 期 写真図版

1 木製品 エブリ Ⅵ 区SD-34 3b木 27
全 長
31 6

幅

５
厚 さ
28 差し込み歯 4本 (竹笹類 ) モミ属 中  世 263-2

2 木製品 木 鍾
VI 区
3a層 3aクト16 全 長

18 0
幅・径
36 樹皮付 ヨナラ節 芯持丸 中 世 263-3

3 L-483 木製品 革  履 Ⅵ  区3b層 3b木 10
全 長
19 2

暇
４
厚 さ
04 モミ属 板 目 平 安 263-5

4 L-481 木製品 下 駄
Ⅵ  区
3b層 3b木 8

全 長
22 4
身部幅
94
身 部 厚

18
歯
14唱 1歯 751歯 381連歯高下駄 ケヤキ 板 目 平 安 263-6

5 木製品 箆
Ⅵ 区
3層 3木 3 全 長

15 0
身部幅
88
身部厚
52
柄
穏易1柄弓喝
柄
腎昂 クロペ ナナメ ”

世
安
中
平 264-1

6 し-491 木製品 不  明 VI 区3層 3木19 全 長76
幅

３
厚 さ
06 モ ミ属 板  目 ”

世
安
中
平

7 木製品 折 敷
Ⅵ 区
SD-34 3bアに12 18 5 ス  ギ 柾  目 中 世

8 し-490 木製品 箱 ?
Ⅵ 区
SD-34 3b木 18 62 ス  ギ 柾  目 中 世 264-8

9 木製品 不  明
Ⅵ 区
3a層 3a木 15 穿孔 1個 モ ミ属 板  目 中  世

第285図 Ⅵ区河川跡 3層出土木製品類 1
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登 録
番 号 種 房」 器  種

地  区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

I L-497 木製品 櫛
Ⅵ 区
3a層 3a木 26

全 長
36

幅

４
厚 さ
09 横 櫛 イスノキ 板  目 中 世 263-9

2 L-474 木製品 櫛
Ⅵ  区
3a層 3aフkl 11 59 横 櫛 イスノキ 板  目 中 世

3 L-886 木製品 警
区
層

Ⅵ

３ 3木 9 03 モミ属 芯無角
中世
264-3

4 L-496 木製品 箸
Ⅵ 区
SD-34 3木 25 モ ミ属 芯無角 中 世 264-2

5 L-495 本製品 椀
Ⅵ 区
3 層 3木 23

器 高
38
回径 (長・ 幅 )
推定復元 134 晃宅獲晃

・
唱121割物、内外面黒漆痕 ケヤキ 横 木

平安～
中世

6 L-482 木製品 皿
Ⅵ 区
SD-34 3木 9 13 口 径98 春」物、内外面黒漆、内面朱漆草花文型押 ブナ属 横  本 中  世 264-6

7 L-493 木製品 皿
VI 区
3a層 3a木21 13 口 径88 春」物、内外面黒漆 ケヤキ 横  木 中  世 264-5

8 木製品 鰯
VI 区
SD-34 3ラ 1ヽ1

全 長
17 4

幅
40
厚 さ
06 ス  ギ 柾  目 中 世

9 L-500 木製品 鰯
VI 区
3a層 3aフト29 4 4 ス  ギ 柾  目 中 世

L-492 木製品 閣姻販
Ⅵ  区
3層 3木 20 モミ属 柾  目 ”

世
安平
中

11 L-50よ 木製品 鱒頻版
Ⅵ  区
3 層 3木 30 80 ス ギ 柾  目 平安

～
中 世

12 L-502 木製品 蜘
VI 区
3a層 3a木31 110 穿孔 3個 ス  ギ 柾  目 中 世

13 L-494 木製品 噸
Ⅵ  区
3a層 3a木 22 32 ス ギ 柾  目 中  世

14 と-527 木製品 晒
Ⅶ  区
3 層 3材 30 ス ギ 柾  目 ”

世
安
中
平

L-486 木製品 嚇
区
層 3b木 13 ス ギ 柾  目 平 安 264-9

L-489 木製品 嚇
Ⅵ 区
3 層 3木 17 ス ギ 柾 目 ”

世
安
中
平

17 L-499 木製品 齢姫販
Ⅵ 区
3 層 3木 28 ス ギ 柾 目 平安

～
中世

L-480 木製品 嚇
Ⅵ 区
3a層 3a木 7 ス ギ 柾  目 中 世 264-10
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中
号
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登 録
番 号 種 丹J 器  種

地  区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

l L-531 木製品 楕円板
VI 区
3b層 3b材 14

全 長
60 8

幅
１４
厚 さ
38 板  目 平  安 264-14

2 L-477 木製品 楕円板
VI 区
3層 3木 4 底 板 モミ属 41 目 ”

世
安
中
平
264-12

3 L-479 木製品 円  板
VI 区
3 層 3木 6 モミ属 板  目 一

社
安
巾
平 264-13

4 L-478 木製品 円 板 Ⅵ  区3層 3木 5 底 板 ス ギ 柾  目 平安～中世

5 L-509 木製品 円 板 VI 区3 層 3材 7 底 板 柾  目 平安
～
中世

6 L-517 材 板 材
VI 区
3 層 3材 19

全 長
82
幅・径
27
厚 さ
09 板  目 平安

～
中世

7 L-513 材 板 材
区
層

Ｖ‐

３ 3材 11 10 7 17 柾  目 一
世
安
由
平

8 L-529 材 板 材
Ⅵ  区
3層 3木24 柾  目 平安～

中世
327-1

9 L-519 材 角 材 VI 区SD-34 3材 21 21 4 11 焼 痕 中 世
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日
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耐
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扁
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一飢笏
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1(χ )
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中
号
図
番
登 録
番 号

種 月J 器 種
地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-532 材 板 材
Ⅵ 区
3層 3材 24 全 長

88 9
幅・径
83
厚 さ
39 先端加工、焼痕

平安～
中世

2 L-533 材 板 材
Ⅵ 区
3b層 3b材 16 板 目 平 安 327-2

3 材 分割材
Ⅵ 区
3b層 3b材 17 10 7 両端加工、片面自然面、焼猿 平  安

4 L-504 材 角  材 Ⅵ 区3層 3オオ2 43 24 平安～
中世

5 L-524 材 角  材
Ⅵ 区
3a層 3a布オ28 46 両端加工 中 世
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日
日
日
村
日
椛
誓
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フ リ

國

ワ
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閉
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3(%)

全フリ

¬
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図中
番号
登 録
番 号 種 別 器  種

地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 材 角 材 VI 区3 層 3材 1
全 長
96 3
幅 。径
73
厚 さ
63 先端加工

平安～
中世

2 材 角 材
区
層 3b材 13 平 安

3 L-512 材 分割材
VI 区
3 層 3材 10 71 先端加工 ”

世
安
中
平

4 L-515 材 分割材
VI 区
3b層 3b材 15 23 6 側面加工 平 安

5 L-507 材 分割材
VI 区
3 層 3材 5 22 4 50 27 先端加工 平安～

中世

6 材 鋤
VI 区
3 層 3材29 先瑞加工 4面 1段 半裁丸 一

世
安
中
平

L-511 材 丸  材 VI 区3 層 3材 9 先端切断痕・院痕 芯持丸
平安～
中世
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2(%)

中
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番 号 種 男」 器  種

地  区
層 位 取上番号 法  量 。 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-577 杭 角  杭
VI 区
3層 3杭 45 全 長

171 4
幅・径
89
厚 さ
92
先端加工
多面多段

側面、頭部 も加工 芯 無
中世～
平安
335-4

2 L-558 抗 角  杭
区
層

Ⅶ
３ 3杭 47 97 6 8 10面多段 側面加工 中世～ 335-3

3 抗 角 杭 Ⅵ 区3 層 3杭 19 25 11 2面 1段 中世～
平安

4 L-535 杭 割 抗
Ⅵ  区
3 層 3杭 3 24 14 中世～

平安

5 L-537 杭 割 杭
Ⅵ  区
3a層 3a杭 8 09 13 中世～

平安

6 L-555 杭 角 杭
区
層

Ⅵ

３ 3杭 37 23 5 20 21 中世～

7 L-553 杭 割 杭
Ⅵ 区
3層 3杭 34 1378 70 焼痕 ”

安
世
平
甲

8 L-560 杭 割 杭 Ⅵ 区3層 3杭H 123 8 52 41 焼痕 世”稜
中
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S
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4(%)

0伽∽

0                  20cn(%)
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６

如０

5(%)

中
号
図
番
登 録
番 号

種 月」 器 種
地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-554 枕 割 杭
区
層

Ⅵ

３ 3杭 35 全 長
17 2
幅・径
24
厚 さ
24
先端加工 ”

世
安
中
平

2 L-551 杭 割 杭
VI 区
3層 3杭 32 44 7 50 1面多段 一

世
安
中
平

3 L-561 抗 割 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 13 129 2 61 28 焼痕 ”

世
安
中
平

L-571 杭 割 杭 VI 区3 層 3抗 10 146 7 平安～
中世

5 L-562 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ

３ 3杭 17 55 57 6面多段 樹度付 芯持丸 ”
世
安
中
平
336-1

6 L-546 杭 丸 杭
VI 区
3層 3杭 23 63 64 5面多段 樹皮付 芯持丸 ”

世
安
中
平
335-10
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番 号 種 別 器 種

地  区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-542 杭 丸  杭 Ⅶ 区3層 3お売18 全 長68 4
幅・径
35
厚 さ
33
先瑞加工
4面多段 芯持丸

平安～
中世
335-9

2 L-545 杭 丸  杭
VI 区
3層 3杭 16 3面多段 芯持丸

平安～
中世
335-7

3 L-539 杭 丸  杭 VI 区3 眉 3杭12 10 1 31 2面多段 樹皮付 芯持丸
平安～
中世

L-565 杭 丸 杭
VI 区
3層 3杭42 3面多段 芯持丸

平安～ 336-4

5 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3層 3杭 4 166 4 6面多段 快 り 芯持丸

平安～
中世
336-8

L-572 抗 丸 杭
Ⅵ  区
3 層 3杭 6 194 5 多面多段 刃 こぽ棘 芯持丸

平安～
中世
336-9
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図
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番 号 種 冴J 器 種

地 区
層 位 取止番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取り 時 期 写真図版

1 L-575 杭 丸  抗
Ⅵ 区
3 層 3杭43

全 長
226 5
幅・径
85
厚 さ
85
先端加工
5面多段 芯持丸 中 世 337-1

2 L-556 杭 丸 杭
Ⅵ  区
3 層 3杭 39 35 先端切断痕 芯持丸 中 世

3 L-548 杭 丸 杭
Ⅵ  区
3 層 3抗 28 52 先端切断痕 芯持丸 中 世

4 杭 丸 杭
VI 区
3層 3姑売24 先端切断痕 芯持丸 中 世

5 と-568 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭21 173 5 多面多段 芯持丸 中 世 336-6
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地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-564 杭 丸 杭
Ⅵ  区
3層 3杭 22 全 長

67 0
幅 ・ 径

42
厚  さ
42
先端加工

芯持丸 中  世 336-3

2 L-541 杭 丸 杭
Ⅵ  区
3層 3杭 15 1面多段 芯持丸 中  世 386-8

3 L-563 杭 丸  杭
VI 区
3 層 3杭 36 50 4 7 先端加工 芯持丸 中  世 336-2

4 L-550 杭 丸  杭 VI 区3 層 3杭 31 113 8 47 45 先端加工 芯持丸 中  世 335-11

5 L-573 杭 丸  杭
VI 区
3層 3杭 38 11 4 先端加工 芯持丸 中  世 336-10
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図
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地  区
層 位 取上番号 法  量 。 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-544 杭 丸 杭
VI 区
3層 3杭 25

長
０

全
２
幅 。径
35
厚 さ
31 樹皮付 芯持丸 中 世

2 L-569 杭 丸 杭
VI 区
3層 3杭 5 214 2 45 45 両端加工、挟 り、焼痕 芯持丸 中 世 336-7

3 L-576 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 44 150 7 決 り 芯持丸 中  世 337-2

4 L-567 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 46 55 55 先端頭状カロエ 芯持丸 中  世 336-5

5 L-536 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 7 樹皮付 芯持丸 中  世
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図
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位

地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 杭 丸 杭
区
層

Ⅶ

３ 3杭 14 全 長
98 9
幅・径
34
厚 さ
3_4 樹皮付 芯持丸 中 世

2 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ
３ 3杭 33 焼痕 芯持丸 中  世

3 L-538 杭 丸 杭
区
層

Ｖ‐

３ 3杭 9 芯持丸 中 世

4 L-559 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ
３

3杭 1 樹皮付 芯持丸 中 世

5 し-578 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ
３

3姑先30 194 5 芯持丸 中 世
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全自然
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フ

塁Qリ
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全自然

5(χ )

4(%)

図中
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登 録
番 号 種 月」 器 種

地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

ユ 杭 丸 抗
Ⅵ  区
3層 3抗 20 全 長

90 6
幅・径
60
厚 さ
66 樹皮付 芯持丸 中 世

2 L-574 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 40 134 7 樹皮付 芯持丸 中  世

3 L-557 杭 丸 抗
Ⅵ 区
3 層 3杭 41 樹度付 芯持丸 中 世

L-534 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3層 3杭 2 樹皮付 芯持丸 中 世

5 杭 丸 抗
Ⅵ 区
3層 3杭 29 樹皮付 芯持丸 中 世
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4層検出遺構と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構
Ⅵ区における4層 (灰白色火山灰層)は、河川跡の中央部から河岸斜面の上部にかけて分布し、河川堆積層の薄

い河岸斜面の上端部には分布していない。層厚は、3a層水田の耕作の攪乱による細かな凹凸があるが、平均的には

5 cm前後である。層は全体的に緩やかな弧状に堆積しているが、中央部よりも北岸寄りの方が堆積深度が深い。 4

層上面では、先に記したように、3a層水田に伴う濤跡と畦畔痕跡が検出されたが、直接 4層上面から掘り込まれた

遺構は検出されていない。

2)遺 物出土状況 と出上遺物
4層からは全く遺物は出土しておらず、全くの無遺物層である。

5層検出遺構と出土遺物

|)堆 積 上の状 況 と検 出遺構
5層は、 6層に比べると粘上分の多い泥炭質粘土層で、

河川跡の中央部や南側斜面にはほとんど分布していない。

厚は 3～ 5 cmで、厚さはほぼ均―である。

5層上面では、杭等の遺構は検出されなかった。

緩やかな傾斜面となっている北岸斜面に沿って分布し、

北側斜面でも上端部には分布していない。北岸斜面の層

2)遺 物 出土状 況 と出土遺 物
5層の遺物は、第298図の通り河川跡の北側斜面に沿って散布している。出土遺物には土師器・須恵器・瓦がある。

3a層水田の耕作の影響を受けていないために、出土遺物は完形に近いものや大形の破片または完形のものが潰れた

状態で出上している。

土師器は第299図 1～ 5の ほか、ロクロ土師器片 6点 と非ロクロ土師器と観察される破片が 3点出土している。1

は、底部と体部下端が回転ヘラ削り調整されているもので、底部外面の中央に「内」の墨書がある。この墨書文字

は、3b層出上の土師器 (D-14・ 第282図 2)と同様である。 2・ 4・ 5は回転糸切り底の不で、 4の体部外面には

墨書があるが判読不明である。 3は小型の甕で、内外面ともロクロ調整され、底部には回転糸切り痕がある。

須恵器は、不 1点 (第299図 6)と 壼の破片が 1点出土している。不は、口径に比して底部径がやや大きいもので、

底部の切り離しは回転糸切りによる。底部外面には「應」の変書と考えられる墨書がある。

瓦は、軒丸瓦の瓦当面の破片 1点 (第299図 7)と 丸瓦の破片が 4点出上している。瓦当の文様は、細弁蓮花文で

ある。花弁の外形線は、花弁の 1枚 1枚が中房の周りの圏線まで独立しているいることから、多賀城跡における瓦

の分類では、「細弁蓮花文軒丸瓦310A類」に類似し、多賀城跡のIII期に相当する (注 1)。 しかし、310A類は中房

に1+5の 6個の蓮子があるのに対し、第299図 7は中央に 1個の蓮子があるのみである。花弁が独立し中房の蓮子

が中央に 1個の軒丸瓦は、陸奥国分寺跡から出上しており、「細弁蓮花文鐙瓦第一類」に分類されている (注 2)。

瓦当文様から、当該瓦は多賀城跡よりも陸奥国分寺跡との関連が考えられる。他の丸瓦は、凹面布目、凸面縄叩き

後ロクロ調整されるものである。
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6層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積 上の状況 と検 出遺構
6層の上性は、黒色ないし黒褐色の草本質の泥炭層を基本とするが、河川跡の北岸斜面においては、層中に黒褐

色の粘土層を挟んでおり、 3層 に細分することができる (第274図 )。 6層 は、河川跡の底面の北端から北側岸面の

立ち上がる部分が最も深く、この地点から北岸と南岸に向かって緩やかに傾斜している。層の厚さは、河川跡の底

面部分では 3 cm前後であるが、底面から河岸斜面にかけての立ち上がり部分では30～35cmあ り、この部分だけが凸

レンズ状に厚く堆積している。

6層で検出された遺構には、杭が10本ある (第298図 )。

Ⅷ 2
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ヽ
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ｌ
ｌ
峰 0                        10cm

中

号

図

番

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法    量 特  徴 ・ 備  考
分  頬 時  期 写真図版地 区 選構 層位 取上番号 器高 口径 底径 外 面 内 面

土師器 VI区 5層 土器配 2 底部「内」墨書有、ロクロ調整、底部右回義糸切り 黒色処理 平  安
D-18 土師器 雰 VI区 5層 土器胤 5 ロクロ調整、底部右回転糸切り ヘラミガキ、黒色処理 平  安

土師器 甕 Ⅵ 区 5層 圭器 NQ 4 59 ロクロ調整、底部右回転糸切り ロクロ調整 平  安 233-2

土師器 イ VI区 5層 土器 Nd 3 墨書有、ロクロ調整
体部下部回転ヘラタズリ、底部回転ヘラ切り

ヘラミガキ、黒色処理 平  安

D-17 土師鵠 必 VI区 5層 土器hFo l ロクロ調整、底部右回転糸切 り ヘラミガキ、黒色処理 平  安
須恵需 不 VI区 5層 土器血 6 73 「應J墨書、ロクロ調整 ロクロ調整 平  安

中

号

図

番

録

号

登

番
種 月」 器 種

出 土 地 点 法   量 特  徴 ・ 備  考
分  類 時  期地 区 還構 層位 取上番号 全長 幅径 厚 さ 凸 外 面 凹   内   面

丸 瓦 軒丸瓦 5層 細弁蓮花文軒丸瓦、多賀城ⅡI期 平   安

第299図 Ⅵ区河,II跡 5層出土遺物
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2)杭 列

杭 1は、Ⅵ区東部の東壁際で単独で検出された。 6層の最深部から南岸へ向かって立ち上がる部分に位置する。

全長149。 2cmの丸杭である (第304図 1)。

杭 2～ 5は、河川跡中央から北岸にかけて、河川の流路に直交するように直線的に並ぶ。間隔は、杭 2-50cm―

杭 3-50cm―杭 4-■ Ocm―杭 5である。杭 2は流出して不明であるが、杭 3は、全長182.Ocmの ミカン割状の先端

加工のない割杭である。杭 4は、全長162.5cmの 先端が多面から加工される丸杭である。杭 5は、全長139.Ocl■の先

端が多面から加工されている丸杭である。杭 3～ 5は、杭材の形状は異なってるが、長い杭である点は共通する(第

303図 3・ 5、 第304図 2)。

杭 6・ 7は、杭 2～ 5の約3m東側に、約100cmの間隔で平行に並ぶ。杭 6は、全長127.9clnの割面を残す厚板状の

角杭で、先端は両側面から加工されて尖っている(第302図 5)。 杭 7は、全長162.3cmの 角杭で、先端を欠損するが、

多面から削られているようである (第302図 6)。 杭 6・ 7は、 2本だけの杭列であるが、角材を使用している点と、

長い材を使用しているという共通点がある。

杭 8は、Ⅵ区西部の南壁際で単独で検出された。全長52.4cmの 割杭で、先端に加工はない (第303図 4)。

杭 9・ 10は、Ⅵ区西部の西壁付近に、約215cmの 間隔で並び、杭 2～ 5や杭 6・ 7と 同様に、河川跡中央から北岸

にかけて流路に直交して並ぶ。杭 9は、全長84.Ocmの 割杭で、先端は両側面から力H工されて尖っている(第303図 1)。

杭10は、全長108.5cmの 割杭で、先端は未加工である(第303図 2)。 この杭列も2本だけであるが、割材を使用して

いる点と、長い材を使用しているという共通点がある。

以上のように、Ⅵ区の杭は、河川跡中央から北岸にかけて流路に直交して並ぶことと、長い杭材を使用している

という共通性が認められる。また、それぞれの杭列には、丸材主体・角材主体・割材主体という個別性と共通性が

ある。

3)遺 物 出土状 況
6層 は、遺物の出土量は多くはないが、河川跡の南岸寄りの調査区南東角付近から、土師器不 3個体と須恵器邦

2個体の計 5個体の不が直線的に並ぶように出上している (第298図 6層土器 2～ 6)。 他から出上した土器は、 6

層土器 1以外の上師器 。須恵器のほとんどは、小破片となった状態で出上しているのに対して、ここから出土した

各個体は、完形もしくは完形に近いものであることから、単に一括廃棄されたものではなく、儀式などとの関連の

可能性も考えられる。

6層土器 1の上師器甕は、調査区西部の北岸際で単独で出土したもので、 1個体分が潰れた状態で出上した。

木製品および材は、Ⅵ区西部の東半からⅥ区東部の、河川跡中央よりも両岸寄りから散在的に出土している。

4)出 上遺 物
6層の出土遺物には、土師器・須恵器・瓦・木製品・材がある。上師器は、ロクロを使用していないものとロク

ロを使用しているものがある。ロクロを使用していないものの器種には、邪と甕がある。不は丸底で底部と体部の

境が括れ、体部から口縁部にかけて大きく外反するもので、住社式ないし栗囲式 (注 3)に相当する。甕は長胴の

もので、頸部は括れず軽い段を有するのみである。口縁部は外反し、日唇部はナデられて下垂する。類例は山前遺

跡18号住居跡出土遺物の中にあり (注 4)、 年代としては 8世紀後半から9世紀のものと考えられる。

ロクロを使用している土師器は、第300図 3～ 6の不のほか、邪片 3点 と小型甕片 1点が出土している。底部はい

ずれも糸切り無調整である。第300図 3の体部には横位に「大田」の墨書がある。

須恵器は第300図 7・ 8の邪のほか、不片 3点 と壷片 1点が出土している。図示した 2点の底部は、土師器同様に
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番号
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号

登

番
種  別 器種

出 土 地 点 法 量 特  徴 ・ 備  考
分 類 時  期 写真図版

地区 遺構 層笹 取二番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

土 師 器 イ VI区 6層 口縁 :ヨ ヨナデ 体部 :ヘラクズリのちナデ 黒色処理、ヘラミガキ IIIC2 古墳後期

C-75 上 師 器 甕 VI区 6層 上器Na l 躊 :民茅雰b榔
:ハケメのサデ

平   安

上 師 器 イ 6層 土器聴 4 笹繁f奢詈恙裁説
ロクロ調整

黒色処理、ヘラミガキ 平  安

土 師 器 6層 土器Nla 6 ロクロ調整、底部 :右回転糸切り 黒色処理、ヘラミガキ 平  安
土 師 器 VI区 6層 ロクロ調整、底部 :右回転糸切 り 黒色処理、ヘラ 平  安
土 師 器 郵 VI区 6層 土器h3 ロクロ調整、底部 :回転糸切りのちヘラ書き 黒色処理、ヘラミガキ 平  安

E-3 須 恵 器 郷 VI区 6)習 上器血 2 ロクロ調整、底部 :右回転糸切り ロクロ調整 平   安

E-4 須 恵 器 イ VI区 6層 土器NQ 5 震豪手暑解 整 ロクロ調整 平  安

第300図 Ⅵ区河サ|1跡 6層出土遺物
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蝉
7(/)

甲
号
凶
番
登 録
番 号 種 別 器  種

地  区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-580 木製品 円 板 Ⅵ  区6 層 6木 2
全 長
13 0

幅

６
厚 さ
08
⑬ 推定復
語篤1 97Ll個 ヒノキ 柾  目 平 安 265-10

2 L-582 木製品 矢
Ⅵ 区
6層 6木 4

全 長
50

暇
０
厚 さ
08 鏃―木製、矢柄―竹笹類、桜度紐巻

柄
類笹

矢
竹 芯無丸 平 安 265-6

3 し-581 木製品 不  明 Ⅵ 区6層 6木 3 コナЙ節 芯無角 平 安 265-J

木製品 不  明 Ⅵ 区6 層 6b木 1 18 12 コナ功節 芯無角 平 安 265-5

5 L-589 材 建築材
Ⅵ  区
6 層 6イオ3 全 長156 0

幅・ 径
92
厚  さ ホゾ穴あり モ ミ属 芯持丸 平 安 320-1

6 し-584 材 板 材
Ⅵ 区
6 層 6イオ2 55 柾  目 平 安

7 L-586 材 板 材
Ⅵ 区
6層 6材 5 板 目 平 安

第301図 Ⅵ区河サII跡 6層出土木製品類 1


